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この報告書は,日 本自転車振興会から競輪収益の一部である機械

工業振興資金の補助を受けて昭和63年 度に実施した 「情報処理教

育に関する調査研究」の成果をとりまとめたものであります。
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は じ め に

わが国の情報化が急速に進展す る中で 、情報化を支え る情報処理技術者の育成 ・確保 は緊急

な課題 とされています。

とりわ け、情報処理技術者の養成において重要 な役割を担 って いるコンピュータ専 門学校 は

産 業界が求め る大量の人材 を派出 し、一応期待に応えている もののなお、一層の発展 を期す る

ためには教育 内容の充実 、教育施設の拡充 とともに教員の質的向上 を図 ることが重要 な問題 と

されて います。

このよ うな状況を背景 に して、当調査研究助成事業は情報化人材育成連携機関委嘱校制度 の

一環 と して通商産 業省
、文部省の ご指導 の もと、全国専修学 校各種学校総連合会のご協力を得

て、実施する事業 で、 日頃教育 の現場において生徒の情報処理能 力の伸長に努力 して いる教 員

の方 々に研究成果発表の場を提供 し、 これを通 じて相互に勉学 し、また情報交換を行 うことに

よ り、教員の質的向上の一助 となることを目的 と してお ります。

昭和63年 度におきま しては、全国129校 の委嘱校の教 員を対象に当調査研究助成の募集 を

行い、37件 の応募を受 け、IO件 を選定 、調査研究 を依頼 しま した。

当調査研究報告書 は、選定 された10件 の成果を とりまとめた ものです。 この報告書に とりま

とめた内容は情報処理教育の高度化 に関する調査研究成果で あ り、 この成果は委嘱校における

情報処理教育の充実、効率化、高度化 に資す るものと期待 してお ります。

最後 に、当事業の推進 に当た り、ご指導、 ご協 力をいただ きま した関係各位 に対 しま して 、

深 く感謝の意を表する次第であ ります。

平成元年3月

財団法人日本情報処理開発協会

中央情報教育研究所

◎慰 『氾
財団法人 日本情報処理霞毒協会中央情領教育研究所

蔵 書 之 印
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調 査 研 究 助 成 の 概 要

昭和63年 度情報処理教育高度化に関す る調査研究助成 は、下記の募集要領 により実施 し、

全国の情報化人材育成連携機関委嘱校129校 よ り37件 の応募があった。 その中か ら10案

件を選定 し、調査研究成果 をと りま とめた。

1.募 集

(1)目 的

わが国における情報化の進展 に伴い、情報処理技術者の育成 ・確保が重要な課題 とされ

ています。

このため、当事業 は情報化人材育成連携機関委嘱校を対象に情報処理教育高度化め た

めの調査研究を委託(助 成)す ることを通 じて、わが国の情報処理教育の発展を図ること

を 目的 としています。

(2)調 査研究 テーマ

①CAIコ ースウ ェアrCAROL」 の効果的利用法

② 情報処理教育 に関す る先進的指導方法

③ 情報処理技術者(シ ステム ・エ ンジニア、プ ログラマ)の 養成のあ り方

④ 教育の評価方法(研 修効果の測定等)

⑤ その他

情報処理教育 に関する先進的な調査研究 、共通的問題 に関す る調査研究等

(3)委 託(助 成)件 数および金額

7件 ～8件(40万 円/件 ～60万 円/件)

(4)対 象

情報化人材育成連携機関委 嘱校129校

(昭和62年 度105校 、昭和63年 度24校)

(5)応 募資格

情報化人材育成連携機関委嘱校 に在籍す る教員(個 人およびグループ)、 ただ し、委嘱

校1校 よ り1件 。

⑥ 応募方法

所定の様式(別 紙)に 所要事項を記入 し、学校長を通 じて下記宛送付。
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(7)応 募締切および委託(助 成うき先決定 二に、ぺ ∵"L:・:';'rJ

応募締切 日 昭和63年12月16日(金)必 着

委託(助 成)'先 決定 昭和631年12月23日(金)一

(8)調 査研究成果tJ:'"t・

① 調査研究成果提 出 昭和64年3月 上旬

② 原稿用紙(400字 詰)50枚 ～70枚(図 、表含む)

③ 調査研究成果 は未発表の もの

④ 調査研究成果 は報告書 として取 りまとめ全国の委嘱校に発表す る。

⑤'調 査研究 発表会を開催 しだ時は講演をお願 いす る○,

(9)委 託(助 成)方 法

応募 を受 げだ調査研究計画の中か ら有識者等による審査 を経て、委託(助 成)先 を決定

:じ∴直ちに当研究所か ら所定の方法 により委嘱校の学校長を通 じて、担 当者(グ ループの

場合 は代表者)に 調査研究 を依頼する。'

調査研究成果提出後1カ 月以内に助成金を交付す る。

2.応 募状 況37件

(内 訳)(D.,C'A'1'ゴ ≡:スウ'エデrCARσL」 の 効 果 的利 用 法9件

(2)情 報処 理 教 育 に 関す る先進 的指 導 法'8件tt

(3)情 報処 理 技 術 者(シ ス テ ム ・エ ンジニ ア 、プ ロ グラマ)養 成 の あ り方14件

(4)∵教 育 め 評価^(研 修 効 果の 測 定 等)2件

(5)そ の他4件

3.委 託(助 成)件 数 および金額

10件(40万 円/件)
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(別紙)

情報処理教育高度化に関する調査研究計画
No.

学 校 名

理 事 長 名 学校長名 印

住 所
電話( ) 一

調査研究者
(所 属) (氏 名)

印

情 報 処 理 教 育 高 度 化 に 関 す る 調 査 研 究 計 画

調査研究

ア ー マ

調査研究の
ね らい

(目的、意義

必要性)

調査研究の

概 要

(個条書き)

使用機器 ・装置名

原 稿 枚 数 約 枚(図 、 表 枚含む)

一3一





第1部

CAIコ ース ウェアrCAROL」

の効 果的利用法 に関す る調査研究





第1部 第1編

CAIコ ー ス ウ ェ アrCAROL」

の効果的利用法
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1.調 査研 究 テー マ

本校 は、学校法人TBC学 院 国際情報 ビジネス専門学校 といい、栃木県宇都宮市 の中

心 街に位置 し、JR宇 都宮駅か ら徒歩10分 、地上9階 の第1校 舎に隣接 して、広 さ600坪 、

地上7階 、地下1階 の第2校 舎があ り、それぞれ、1号 館 、2号 館 と呼ばれてお り、希望

の橋で結ばれています。

普通教室を は じめ、海外衛星放送を受信で きる視聴覚教室 、学生の憩 いのホールを始 め、

1階 にオ フコン室、3階 に第1パ ソコン室 、4階 に汎用機室 、8階 に第2パ ソコン室、2

階に ロボ ッ ト実習室 を持 ち、設備 ・施設 ともに充実 しています。

学科 は、ひとりひ とりの個性をのば してゆ く、 ロボ ッ ト工学科(男/女3年)、 情報

システム工学科(男/女3年)、 情報処理本科(男/女2年)、 情報処理科(女 子

1年)、 経理本科(男/女2年)、OA経 理科(男/女1年)、 ビジネス秘書科(女

子2年)、 医療秘書科(女 子2年)、OA秘 書科(女 子1年)、 ビジネ ス英語科

(男/女2年)の 、10学 科 あ ります。

開校以来4年CAI(教 育用学習 システム;ComputerAided

Instruction)を 使用 した授業を展開 して きま したが、今回、通商産業省の

「情報化人材育成連携機関」 として委嘱 され たことを機 に、通産省の指導の もとに開発 さ

れたCAROL(ComputerAidedRevolutionon

Learning)を 採用 し、従来のCAIの 装置とは別に、新 しく 昭和63年9月

LAN(企 業内通信網;LocalAreaNetwork)方 式 によるパ ソコン40

台を導入 しま した。

今回の調査研究のテーマをrCAIコ ースウ ェアrCAROL」 の効果的利用法』 とさ

せていただき、 これか らの教育 に役立てたいと思います。

2.調 査研究担当者

情報系 統 括

数 学 担 当

言 語 担 当

ハー ドソフ ト担当

阿部 泰士

前沢 徹

中里 洋巳

安田 武司
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3.調 査研究の概要

3.1ね ら い

近年、我が国の情報化の進展 に伴い、ソフ トウェアの需要が急増す る一方 、ソフ トウェ

アの作成者である情報処理技 術者{SE;SystemEngineer,プ ログラ

マ;Programmer,等}の 不足が顕著にな って きて います。 そ して、21世 紀初頭

には、97万 人の情報処理技術者の供給不 足が懸念 されています。

通産省は、これ らの対応策の一環 と して、情報大学校事業を強 力に推進 し、 この中で産

業界のニー ズ調査、標準 カ リキュラムの開発 ・普及、適切な教材の開発 、情報処理技術者

のための教育手法の開発、CAIの 開発等を行 う事 として います。 これを受 けて、財団法

人 日本情報処理開発協会中央情報教育研究所および情 報処理振興事業協会では、協力 して

情 報処理技術習得用のよ り良 い コー スウェア、す なわ ちrCAROLコ ースウェア」を開

発 し、普及す ることにな りま した。

これ らの コースウェアは、5ヶ 年計画で逐次開発を進め る事 としてい るそうですが、今

回の 「CAROL」 採用を機 に、現状 を調査 し、効果的利用法を研究す ることによ って学

生の能力向上を図 りたいと思 います。

4.調 査研究の内容

4.1シ ステ ム概 要

本 校 の コ ンピ ュー タ実 習 室 は 、2号 館1階 の シ ョール ー ムに 、 オ フ コ ン室(FACOM

K-290Rを 本 体 に 、K-10Rの 端 末40台)、1号 館3階 にパ ソ コ ン室(FMl6一

β40台)、1号 館4階 に汎 用機 室(FACOMM320E,専 用 端 末20台)の3室 あ

り、 今回 のCAROL採 用 に あた り、1号 館8階 に新 た にLAN方 式 のIN-LINEシ

ステ ムを 先生 機 と し、FMR-50HDを40台 生 徒 機 と して導 入 し、 第2パ ソ コ ン室(C

AROL実 習室)と して 、運用 す る こ とに な りま した。

4.1.1ハ ー ド ウ エ ア

第2パ ソコン室は、8階 の北側に位置 し、各 システムを図4-1-1の 教室 イメージ レ

イアウ トのよ うに配 置、教師 と生徒が全員北側の窓 を向いて座 るよ うにな っています。

先生機 と生徒機 は、LAN方 式で接続 されてお り、1対1あ るいは、全ての生徒機 と画

像 ・音声 ・デー タの送信/受 信が高速 に行えます。
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4.1.1.11N-LINE(先 生 機)

先生機 は、以下 に述 べる各装置で構成されてお り、教室の床を少 し上げて(ス テ ージ)、

教室全体が見渡せ るよ うにな って います。(図4-1-2参 照)

(1)IN-LINEシ ステ ム制御 装 置本 体 〔1台 〕

■ システ ム全 体 を 制 御 して い る制 御装 置 本 体で す。

・ 「モ デ ル3EX」 → ス タ ー型 ネ ッ トワー ク

(2)先 生用操作卓(コ ン トローラー)〔1台 〕

■先生機 と生徒機 を結ぶ回線の接続や画像(映 像)、 音声の送信 など、 システムの

運用を コン トロールす るコン トローラー(操 作卓)。

・大型操作卓(ワ ンタ ッチ入力方式 コン トローラー)

(3)マ イ ク付ヘ ッ ドホン 〔各生徒機に1台 、先生用1台 〕

■マイクとヘ ッ ドホンが一体化 してお り、長時間の使用 に も疲れないよ う、軽量 に

で きてい ます。

これによ り、先生 と生徒間で対話 した り、他の音響機器か らの音声等を聞 くこと

がで きます。

(4)先 生機 〔1台〕

■教育学習 ソフ トの送信や学習結果の回収記録機。

生徒 の学習状態 のモニ タ リングや、指導を行 うパ ソコン(FMR-50HD)で す。

但 し、本文で は、教室の床を上げた教壇 に乗 ってい るハ ー ドを、総称 して 「先生

機 」と呼んでいます。

(5)ケ ー ブル

.■ 画 像(映 像)・ 音 声 ・デ ー タの 回線 が 一 本の ケ ー ブ ル に納 ま って い ます 。

・コ ンパ ク トで ノイ ズ に強 い。

・設 置工 事 が容 易

(6)ネ ッ トワー ク制御用パ ソコ ン 〔1台 〕

■先生用操作卓の機能

システ ム全体を コン トロールす る装置。回線の接続解 除および使用 状態モニター。

一連の運用パ ター ンの 自動化
、生 徒名の漢字表示およびそのデー タの格納 、グル
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一プ 編成 フ ァイ ルの格 納
。

(7)カ メラ/VTR〈 教材提示機〉

■NTSC式 のカ ラーカメラ ・VTRを ネ ッ トワークに連携することがで きます。

手書 きの教材提示、 ビデオ映像の放送 、いわゆる視聴覚 に訴える教育や、OHP的

な利用が行えます。

(8)サ ーバー専用パ ソコン

■サ ーバー専用パ ソコンFMR-50に 接続 されているハー ドデ ィス クを全員で共

用す ることがで きます。 このハー ドデ ィスク内の教材 ソフ トやデータを、先生機 ・

生徒機のいずれか らもア クセ スす ることがで きます。また、同装置に接続 されてい

る一台のプ リンタを全員で共用す ること も可能です。

これ らのサ ーバ ー機能を実現す る為に、先生 ・全生徒機 およびサーバ ー専用パ ソコ

ンにLANカ ー ドが装着 されて います。

なお、 このLANカ ー ドを装着す ることで 、教材 ソフ トやデ ータの送受信速度が

9600BPSか ら2.5MBPSに 一段 とス ピー ドア ップ します。

4.1.1.2FMR-50HD(生 徒 機)

生 徒機 は、FMR-50HDを40台 、 図4-1-1の よ うに配 置 し、先 生機 の ステ ー

ジに背 を向 け る形 で座 ります。

(1)生 徒用 中断ユニ ッ ト 〔各生徒機 に1台 〕

■先生機側 か ら送信 されてきた情報(画 像 ・音声 ・デー タ等)を 一旦受 け取 る装置

で、 このユニ ッ トを経 由 してパ ソコン本体が受信 します。

また、生徒機側 か らの情報の送信 もこのユニ ッ トを経由 して送信 され ます。

(2)生 徒機 〔40台〕

■教育学習 ソフ トの受信 、学習結果の 自動記録および送信。

画像(映 像)・ 音声による指導 を受 け取 ることがで きます。
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4.1.2ソ フ ト ウ ェ ア

CAROLは 、 コンピュータとの対話を通 じて、情報処理技術を習得す るため に使用す

る教材 システム(コ ースウ ェア)の ことです。 コンピュータ技術の発達 にと もなって、 コ

ンピュータの持つす ぐれた機能を教育 に利用する試みが続 けられて きました。その結果 、

今 日では幾つかの教育分野 において実用的なCAIシ ステムが開発 され、大 きな成果をあ

げています。深刻な情報処理技術者の不足を解消す る一つの手段 と して、情報処理技術者

育 成のための コースウェア システムを5ヶ 年計画(昭 和61年 ～平成2年 度)で 開発 ・整備

しよ うとするのが、CAROL計 画です。

CAIT(中 央情報教育研究所)お よびIPA(情 報処理振興事業協会)で は、情報処

理技術者の育成 とい う社会的要請を受けて、産業界のニ ーズを十分に採 り入れ、情報処理

技術者育成用標準 カ リキュラムを作成 しま した。CAROL計 画で は、 この標準 カ リキュ

ラムに準拠 した コースウェア システ ムを整備す ることに しています。

最近"ソ フ トウェア危機"と い う言葉がよ く聞かれ ます。 これは、ハ ー ドウェアの充実

に比べて、 ソフ トウ ェアの供給が需要を満た しきれず、今後の情 報化の ボ トルネ ックにな

るという懸念を指 してい ます。 この大 きな原因の一つが、情報処理技術者の質 ・量両面 に

お ける決定的な不足です。通産省の予測では、 このまま放置す ると、2000年 には97万 人の

情報処理技術者が不足す るとの ことであり、緊急 に解決のための対策を講ず る必要があ り

ます。

このため、各種の情 報処理教育促進の施策が急 ピッチで進め られて います。CAROL

計画は、その軸 にな るもので、他 の施策 と有機的に関連 しています。関連施策 の概要 は次

の通 りです。

通産省において は、昭和62年 度 か ら、情報処理教育 の向上を図 るため、中核機関 と して

CAITを 設置 し、情報処理教育 に関す る調査研究や各種教育 ・研修機関のイ ンス トラク

タの研修を行 うこととしています。 また、各地域のす ぐれた情報処理教育機関 を、通商産

業大 臣が本事業の連携機関 と して委嘱 し、CAROLの 利用等先進的情報処理教育を推進

してい くことと して います。

学校教育 における コンピュータ利用の促進を図 るための基盤技術の研究開発 と普及 ・啓

蒙を主 な 目的 として、文部省 と通産省の兵曹で昭和61年7月 、CEC(財 団法人 コンピュ

ータ教育開発セ ンター)が 設立 され ました
。 ここでは、学校教育の現場で利用す るコ ンピ

ュータシステムの標準化を実現 し、CAIシ ステ ムによ る教育推進のための基盤整備を行

うことにな っています。(図4-1-3参 照)

一13一



《CAROLの 計 画 ス キ ー ム 》

↓← ← ← ←

↓

↓

通 商 産 業 省 出資 産

＼/

＼/産 酬 の吸収

業 界

委 ↓

↓

嘱 ↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

一→》→

↓ 補助/委 託

中央情報教育研究所(CAIT)

★CAROLシ ステムの開発

★ インス トラクタの育成

★高度技術者研修

＼

＼
〈連携〉

← →

インス}ラクタの研 修 ↓ ↑CAROLシ ステムへの要望 の吸 収

情報化人材育成連携機関

★CAROLシ ステムの利用

★実践的な技術者教育

★地域の情報処理教育の推進

情報処理振興事業協会(IPA)

★CAROLシ ステムの開発の実施

図4-1-3
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4.1.2.1導 入 ソ フ ト

CAROL計 画 には、四つのお もなね らいがあ ります。

第一は、情報処理技術者育成のための標準的 カ リキュラムを示す ことです。現在、情報

処理技術者不 足の社会ニ ーズを反映 して、多 くの情報処理技術者養成の学校が設立 されて

います。 しか し、それ らの教育機関 のカ リキュラムの水準がバ ラバ ラで、産業界のニーズ

に十分に応え られ ないのが実状です。 この ことか ら、産業界のニーズに応え たカ リキ ュラ

ムを作成 し、さ らに技術的変化に対応 して改訂を加えて、標準的な教育を実現す る基盤 を

確立 して行 きます。

第2は 、標準 カ リキュラムに沿 った質の高い教材の提 供により、教育水準の 向上 に寄与

することです。 よ く組み立て られた教材は、根気よ く、個 人個人の進み具合に応 じて指導

がで き、また、動機づ けや学習時間の短縮 に も効果があ るといわれて います。

第3は 、個人学習を可能に して、幅広い教育機会を創造す ることです。学習意欲のある

人は、好 きな時間、好 きな場所で学習す ることができるので、それだ け高い学習効果を上

げることがで きます。

・第4は
、地域情報化の基盤を整備す ることです。最近 、地域において、情報化 を通 じた

産業 ・社会の活性化への要請が高まってお り、それぞれの地域に情報産業を誘致 しよ うと

いう動 きが出て きて います。情報産業の誘致が、他産業の地域進 出の呼び水 にな って いる

傾向さえあ り、地方の情報化の基盤整備が急務になっています。一定の高い水準 の コース

ウ ェアを提供 する ことによ って、 こうした課題の解決に大 きな力 とな ります。

CAROLは 、昭和62年6月 に東京に設立 されたCAITと 、 これ に連携 して地域の情

報化人材育成事業を行 う教育機関に導入され、積極的な情報化基盤 の整備拡充 に供 されて

いきます。

CAROLは 標準 カ リキ ュラムに基づいて、基礎 コース と専門 コースの2つ の コースか

らな っています。

基礎 コースは、プログラマを中心 と した初級技 術者の養成を 目的と した もので、情報処

理 システム、ハー ドウェア、アセ ンブラ、 システ ム開発 と運用などか らな っています。

専門 コースは、 システム ・エ ンジニ ア(SE)の 養成を 目的 として、プロジェク ト管理、

人工知能 の応用等か ら構 成されています。

本校 として は、第1次 導入 ソフ トと して、基礎 コースの中か ら次 の5つ を選 び、教育 に

役立てています。

(1)プ ログラム流れ 図の作成

・プログラム論理 を正 しく、かつ適切に構築す ることので きる能力の養 成を主眼 と

して、正 しくプ ログラム論理、わか りやす い構造化 した論理 の組み立てがで きる能
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力を 養 う。

(2)フ ァイル

・フ ァイルの知識 としては、実際のプ ログラム作成や システム設計において必要な

論理 レコー ドと物理 レコー ドの違い、フ ァイルの編成方法、媒体、 ファイルを読み

書 きす るときのア クセス方法等 にっいて学習す る。なお、 ファイル作成 や再編成等

に使用す るユーテ ィ リティ ・プログラム、 ジョブ制御言語について も併 せて学習す

る。

(3)COBOL(共 通 事務 処理 用 言 語;COmmonBusinessOrientedLanguage)

・事 務処 理 用 の プ ロ グ ラム技 法 に っ いて 、JISCOBOL(最 高 水 準)に 準 拠

して 、 プ ロ グラムを 作成 す る能 力 を養 う。

(4)FORTRAN(科 学 技 術 計 算 用言 語;FORmuraTRANslator)

・科 学 技 術計 算 用 の プ ロ グラ ム技 法 に っ いて 、JISFORTRAN上 位 水 準 に

準拠 して 、 プ ログ ラムを作 成 す る能 力 を養 う。

(5)ア セ ンブラ

・コ ンピュータの構造 と動作原理 を理解 し、基本的なアセ ンブラ言語 プ ログラ ミン

グ能力を養 う。

その他 の基礎 コース編 として、次の6編 あ り、それぞれの学習内容 は次の通 りです。

(6)ハ ー ドウ エア

・ハ ー ドウ ェアの基 礎 知識 と して 、 コ ン ピュー タの種 類 と基 本構 造 、 デ ー タ表 現 、

各 種装 置、 デ ー タ通信 システ ム等 につ いて学 習 す る。

(7)ソ フ トウ ェア

・ソフ トウ ェアの基 礎知 識 と して 、 ソ フ トウ ェアの 役割 ・作 業手 順 ・体 系 、 プ ロ グ

ラ ム言 語 と言 語処 理 プ ロ グラ ム、 オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ム、 サ ー ビス ・プ ロ グ

ラム 、共通 ソフ トウ ェアの活 用 、 ソ フ トウ ェア開 発環境 等 につ い て 、 よ り広 い観 点

か ら ソフ トウ ェア全般 を学 習 す る。
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(8)情 報 処理 システ ム

・情 報 処理 システ ムの代 表例 で あ る コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク ・システ ム と デ ー

タベ ー ス ・システ ム等 の 目的 、基本 機 能 、特 徴等 を通 して シス テ ムの概 念 や そ の 実

態 、有 効 性 等 を学 習 す る。

(9)BASIC

・パ ー ソナル コ ン ピュー タ向 け の主 用言 語 とな って い るBASIC言 語 のプ ロ グ ラ

ミン グ能 力 を養 う。

(10)C

・C言 語によるプ ログラ ミングが行 えるよ うにす るとともに
、C言 語が他の言語 と

比較 してアセ ンブラ言語に近 い記述が可能で ある ことおよびシステム ・プ ログラム

の記述用言語 と して広 く使用 されていることを学習する。

(11)シ ステム開発 と運用

・アプ リケー シ ョン ・システ ムの開発か らプログラム開発
、プログラム ・テス トか

らシステム運用 に至 るまでのすべての局面 にっいて説明 し、それ らの各局面を成功

裏 に遂行 して行 くための組織体制の在 り方および情報処理技術者の位 置付 けと役割

を学習す る。

以上の基礎 コースの他 に、次の専門 コース編があ ります。

(1)ハ ー ドウ エ ア

・デ ィ ジタル ・コ ン ピュー タの基 本 的 な設 計 思想
、 シス テ ム ・ア ー キ テ クチ ャ、 内

部 構 造 、 コ ン ピュ ー タ ・テ ク ノ ロジの動 向 ・相互 関連 と標 準 イ ン タフ ェー ス 、ハ ー

ドウ ェアの位 置 付 け等 を 学 習 す る。

(2)ソ フ トウ ェア

・オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ムの一 般 的 な 仕組み と構 成
、 ジ ョブ管理 機 能 ・タス ク

管 理 機 能 ・デ ー タ管 理機 能 、多 重仮 想 記 憶用 オペ レーテ ィ ング ・システ ム(MV

S)、 仮 想 計算 用 オ ペ レーテ ィ ン グ ・シス テ ム(VM)、UNIXシ ス テ ムの 仕組

み と構 成 等 を学 び、 さ らに、 シス テ ム ・プ ログラ ミン グ、 コ ンパ イ ラ等 の 作 成能 力

を 養 う。
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(3)デ ー タベ ース

・デー タベ ースの構築に必要な理論 、物理 的な実現方法 、データベース ・システム

の諸機能 にっいて理解 し、データベ ース ・システム導入 にあたっての評価、情報処

理 システム全体に与え る影響を把握す るために必要な能 力を養 う。

(4)通 信ネ ッ トワーク

・高度情報 化 システ ムの基本 となる通信 ネ ッ トワー クの役割やその適用 システム、

種類 と特徴、構成機器アーキテ クチ ャ、通信技術等 を学 び、それ らを応用 して高度

な通信ネ ッ トワー ク ・システ ムを開発 ・運用す る能 力を養 う。

(5)意 思決定支援 システム

・意思決定 支援 システム(DSS)を 構築す る各要素の役割 と機能を理解 し、適用

業務 や分野の発掘、DSSパ ッケージの導入 と活用 、DSS用 デー タベースやモデ

ルベースの構築、ニーズにあ ったDSSの 開発等の能 力を養 う。

(6)セ キ ュ リティとシステム監査

・コンピュータ ・セキュ リテ ィとシステム監査の現状における実施状況を評価 し、

その対策を提案で きる能力を養 う。また、 システム監査に関す る基本的な対応策を

策定で きる能 力を養 う。

(7)プ ロジェク ト管理

・情報処理 システムの開発段階に併せてプ ロジェク ト管理を とらえ、それ ぞれの段

階で実施す る管理 内容、効果的な技法 、標準化の方法等 について学習す る。

(8)情 報処理 システ ム分析 と要求定義

・ユーザの システム要件を分析 し、その要求 をどのよ うに実現す るかを認識 し、新

システムの要求仕様を作成す る能力を養 う。 また、その能力に必要 な各種調査技法、

分析技法、要求仕様定義技術の内容 ・効果等について も学習する。

(9)情 報処理 システムの外部設計(基 本設計)

・ユーザの立場か らみ たシステムが具備すべ き要件を分析 し、開発す る システ ムの

構造 や機能 にその結 果を的確 に反映 させなが ら、 システムの外部設計(基 本設計)

がで きる能力を養 う。 なお、開発す るシステムが 、業務遂行や システ ムの操作上問

題ないか 、さらには、 システムの機能 、保存性 、拡張性 、内部統制等い ろいろな立

場か ら十分検討 されてい るかを チェ ックしなが ら作業が進 め られるよ うな手順 と評
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価尺度の設定、そのための各種技法にっいて も併せて学習す る。

(10)情 報処理 システムの内部設計(詳 細設計)

・各種装置や通信設備の上 に、 システムをどのように構築 してい くかを分析 し、 シ

ステムの最適化 という立場か ら、さ らには、 システムその ものの柔軟性 、保守の容

易性 、安全性 とい う立場か ら作業を見落 としな く、矛盾な く実践で きるよ うな能力

を養 う。

(11)人 工知能の応用

・コンピュータによる人工知能の基礎的技術 とその代表的応用事例を通 して、人工

知能の正 しい実態 を把握で きる能力を養 う。

4.1.2.2今 後 の 予 定

4.1.2.1で 述 べ た よ うに 、 プ ロ グラ ム流 れ 図 の 作成 、 フ ァイル 、COBOL、FORT

RAN、 アセ ンブ ラの5っ の ソフ トは既 に導 入 され てお り、 コー ス ウ ェ ア シス テ ムの5ヶ

年 計 画 に そ って 、本 校 で使 用 して い る富士 通 系 の ソ フ トは 、最終 的 に は、基 礎 編15コ ー ス、

専 門 編21コ ー スに な る予定 で す 。'

基 礎編 につ い て は、 順次 購 入 して い く予定 で す が 、平 成 元 年度 と して 、

①BASIC

②C言 語

③ 情 報 処 理 シス テ ムの外 部 設計

④ 情 報 処 理 シス テ ムの 内部設 計.'1t

の4ソ フ トを 予定 して い ます 。

平 成2年 度 に つ いて は富 士 通 の 開 発 コース ウ ェーア未定 の た め、現 在 未 定 と な つて い ます 。

4.2CAROLの 操作

4.1.2.1導 入 ソフ ト で述 べたよ うに、本校で は5っ の ソフ トが導 入され 、運用 されて

います。

CAROLは 基本的 にスタン ドアロンで使用す るとして開発されていますが、本校のC

AROLはLAN方 式のネ ッ トワーク対応 と して運用されてお り、 フロッピィを使用す る

ことな く、電源 を入れれば メニューが 自動的に立 ち上が りメニ ューか らCAROLを 選択

してす ぐにCAROL学 習をす ることがで きます。(図4-2-1参 照)
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LAN方 式 は、学習履歴の収集が容易(セ ンターで収集)で 、即時的 にクラスの個人別

進度や理解度を表示可能 で、個別学習 、個別指導および一斉授業など、効果的で効率的 な

授業が可能 とな ります。

本校で導入 したrIN-LINEシ ステム」は、先生 ・生徒間で画像 ・音声 ・データを

送信/受 信 しなが ら、見 る ・聞 く ・話 すが 自由自在 にで きる画期的な最先端教育 システ ム

です。

先生や一斉授業 のよさを充分に生か しなが ら細やかな個 別指導を行え、生徒 は全員が同

じ条件で授業を受 け られ、さ らに個別学習 も効率的に行えます。

4.2.1先 生 機

4.1.1.11N-LINE(先 生 機)で も述 べ た よ うに、 本校 で は、床 を一段 上 げ た

ステ ー ジの上 にあ るハ ー ド一 式 を 、"先 生機"と 呼 んで い ます 。

先生 機 の立 ち上 げ 、操 作 方 法 な どは、 省 略 させ て い ただ き、機 能 につ いて 述 べ させ て い

ただ きます。

(1)個 別接続

■個別の生徒にっな ぐ。

・音声:先 生←→個別の生徒 〈会話可能〉

・画像:先 生→→個別の生徒

(2)グ ループ放送

■ グループ単位でっな ぐ。

・音声:先 生→→ グループ内の学生 〈会話不可〉

・画像:先 生→→ グループ内の学生
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(3):斉 放送

■全員 とっな ぐ。

・音声:先 生→→生徒全員

・画像:先 生→→生徒全員

(4)SCAN

■順番 に生徒の画像 をモニ タ。

・画像:先 生←←生徒 〈順番に全員〉

(5)VIEW

■特定学生の画像を全生徒 に見せる。

・音声:先 生→→生徒全員

・画像:特 定生徒→→生徒全員、先生

(6)S/R

■学生の画像を先生がモニタする。

・音声:先 生←→生徒

・画像:先 生←←生徒

[]盗 み見

・音声:無 し

・画像:先 生←←生徒

(7)強 制送画

■画像 を強制的に送 る。

・音声:先 生 →→生徒全 員

・画像:先 生→→生徒全員

(8)添 削'

■ 先生 側 の キ ー ボー ドか ら、 直接 生徒 機 に キー ・イ ンす る。

(9)RGB/VIDEO画 像の切替え

■先生 ・生徒CRTの 映像 をRGBか らビデオに切替え る。

・一斉 にビデオ画像が写 し出され る。

(10)先 生呼び出 しの順番を知 る。

■生徒機側か らの先生 の呼び出 しに対 してその順番を知 る。
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(1D学 生名簿の作成 ・更新

■学生名簿の学生 名等を作成 ・変更す る。

・学生名変更

・学生 名簿 ファイル作成 、学生名簿 フ ァイルの読み込み

(12)グ ループファイルの作成 ・読み込み

■ グループ ファイルを作成 したり読み込んだ りす る。

・グループファイル作成

・グループ構成 ファイルの読み込み

(13)学 習記録 コピープ ログラム

■学習記録サーバ とエ グセキ ュ一夕との間で学習記録をや り取 りす る。

(14)フ ー7イルサ ーバ'

■仮 想 デ ィス ク機 能 を 採 用 して 、先生 ・生 徒 が 、 この フ ァイルサ ーバ を あ たか も自

分 の パ ソ コ ンの デ ィス クの如 くア クセ スす るこ とが で き る。

(15)学 習記録 サーバ

■各生徒 の学習結果および進行状況を記録 して、生徒の学習効果を高め る もので 、

全生徒の学習結果および進行状況を確認す ることがで きます。

4..2. 、1.1現 状

現在第2パ ソコン室(CAROL実 習室)は 、BASICお よびCAROLの 授業で使

われてお り、教室 の使用頻度 と して は高 いのですが、先生機 の操作 と して は、持 っている

機能を充分 に使い切 っているとは思えません。

生徒か らの呼び出 しに対 して、 マイク付 きヘ ッ ドホ ンを通 して答え るので はな く、呼び

出 した生徒の ところへ直接行 って質問に答えて しまうし、添 削の機能などほとん ど使われ

ていません。

そこで授業に関係あ る教師のみ な らず、直接関係無 くて も情報系の教師全員 を対象 に、

先生機の操作方 法を知 って頂 くため に、講習会 を開 き、先生機 の機能を説 明 し、操作で き

るよ うになりました。
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4.2.1.2効 果 的 操 作

CAROLソ フ トを運用す るにあた り、先生機をいかに効果的に操作す るか、どのよ う

に操作するのが最 も効果的か、考えてみ ることに します。

まず、各生徒か らの呼び出 しに対 して迅速に対応す ること。操作 ミスなのか問題 に対 し

ての質問なのか早急 に把握 して、解決策を見出だす ことが先決ではないで しょうか。次か

ら次へ と、矢継 ぎ早 に くる生徒か らの呼 び出 しにいちいち席を立 って対応 していたので は、

授業時間の50分 で処理 しきれ ません。

次 に、先生機の画像を各生徒機 に送信す る機能 をマスターす ること。模範解答な どを各

生徒 に個別、あるいはグループ単位、または全員に送 り、理解 して もらう。 ビデオ カメラ

を使用 して、OHP的 な使い方を して もよいのですが 、資料 の準備に時 間がかかる し、ペ

ーパー レスの この時代 に経費の無駄使いは避 けてみたい ものです
。

さらに、学習記録サーバ構築 プログラムを有効に使用す る。 このプ ログラムは、

①学習記録サーバ構築 プログラム

②氏名 変更 ・作成 プ ログラム

③学習記録 ファイル添削 プ ログラム

の3つ のプログラムを起動 させる ことがで きます。

パ スワー ド(学 習者氏名)が 合わず 、先に進 まない生徒 、氏名が登録 されて いない生徒、

操作 ミスによ って一部の学習者を削除す るな ど、や はり授業時間内に起 こりうる問題 なの

で、 マスターすべ きで しま う。

最後に、学 習記録解析プ ログラムの操作を覚えることです。CAROLで 学 習を行 った

生徒の学習者記録 ファイルを各生徒 ごとに収集 し、それを もとに、様 々な角度 か ら分析 ・

解析 して、学 習記録表が作成され ます。作成 され る学習記録表 と しては、

① クラス別総合学習記録表

②学 習者別総合学習記録表

③学 習者別各節学習記録表

④学 習者別 フレーム学習記録表

⑤節別学習記録表

⑥S-P表(節 ・章 ごとの記録表)

以上6種 類があ ります。

授業の進行状況に応 じて、これ らの学習記録 表を表示、あるいはプ リン トアウ トして、

各生徒 ・各 クラスの学習の進捗を把握 し、次回以 降の授業 に生かせます。
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4.2.2生 徒 機

4.1.1.2FMR-50HD(生 徒 機)で も述 べ た よ うに 、FMR50-HDを 生徒

機 と して40台 導 入 して あ り、CAROL学 習 、BASIC学 習の ほか に、 ビデオ の映 像 に

よ る学 習 、 ビデ オ カメ ラに よ るOHPで の学 習 な ど 、幅広 いサ ー ビスが 提供 され ます。

4.2.2.1現 状

生徒機の操作 としては、フロッピーを使 うことな く、電源 を入れ るだけで、CAROL

を始めとす る各種 ソフ トが選択で きるメニ ュー画面にな ります。生徒 は メニ ューか らCA

ROLを 選択 し、各自自分の学習 したい コースを選んで、 自分のペ ースに合わせて学習 し

ます。

CAROLの 各 コースで の操作 にっ いて は、2.2.2効 果的操作 で詳 しく述べ る

として、現状で は、次画面に送 る リター ン ・キー、解答 を照合するPF4、CAROLを

終了 させ るPF8な どのキー しか使 われていないよ うです。t')':1'『'"

操作 ミス、あるいは問題 に対す る質問は、自分 の席を立つ必要がな く、FMR50-H

D本 体の上 にある生徒用中断ユニ ッ トの"呼 び出 し"を 押下すれば良 く、先生機 のほ うで

はその呼び出 しに対 して順番がっ き、順次対応す る形 にな ります。が、現状で は、2.1.

1先 生機の現状 で も述べたよ うに、ほとん どの先生が、呼び出 した生徒 のところに直

接行 って質問に答えているようです二

4.2.2,2効 果 的 操 作

CAROLの 各 コー スで は 、以 下 に述 べ る よ うな 、"学 習 補 助 キ ー"が あ り、 これ らを

使 用 す る ことに よ って 、.能率 の よ い、 効 果 的 な学 習 を行 うこ とが で きます 。

(図4-2-2参 照)

(1)□ ・解答

■ クイズや問題の答え とその考 え方を見 ることがで きます。
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(2)Eヨ

(3)[± ヨ

(4)⊂ ヨ

■複数入力解答方式問題 の場合、解答照合 を行います。

(画面下 に表示 され るメ ッセージが消えてか ら押す こと。)

(5)「三 コ

■PFキ ニを使用 した場合、PFキ ーを押す直前の画面 に戻す ことがで きます6

(6)⊂ 一

■学習中に前の画面に戻って確認することができます。

(7)⊂]

■学習中に節メニ ューを表示 して別 の節の学習を始 めることがで きます。更 に もう

一度押 すと章 メニ ューが表示 され ます
。

(8)巨 ■

■学習を途中で終わることができます。

(9)[三]

■検索 メニ ューを表示 し、選択 した項 目にっいての説明を見 ることがで きます。
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⑪)巨 ヨ ガイ ド

■使用で きるPFキ ーガ イ ドを画面下 に表示 します。再度押す とガイ ドは消去 され

ます。

ω)[コ ・言丁正

■入力 した文字の訂正 を行 うときに使用 します。

(9)口 ・次画面

■学習を進めて行 くときに使用 します。

(画面右下に[マ ークが表示された ら・このキーを押錫

質問その他の、呼び出 しにつ いては、学習補助 キーを上手 に使い こなす ことによ って、

減 って くるので はないで しょうか。

4.2.3CAROLの 効 果 的操 作

4.2.1先 生機 及 び4.2.2生 徒機 でそれぞれ述 べたよ うに、CAROLの 操作

を効果的に行 うためには、 とにか く生徒の呼び出 しに迅速 に対応す る。生徒 は、学習補助

キーを把握 して能率 を上げ る。そ して何 よ りも、学習記録解折 プログラムを使 い こなせる

よ うに、操作を覚え ることではないで しょうか。
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4.J3 CAROL'の 運 用

第2パ ソ コ ン室(CAROL実 習 室)は 、授業 で 使用 す るほか 、放課 後 の 開放 、実 用 講i

座(一 般 の 方 対象 の 授 業)、 そ の他 色 々な 目的で 使 用 され て い ます 。

CAROLの ソフ トに っ いて も、4.1.2.1導 入 ソフ ト で 述 べ た 、5種 類 の ソ フ ト

(プ ロ グラ ム流れ 図t!'作 成 、 フ ァイル 、COBOL、FORTRAN、 ア セ ンブ ラ)の 貸

出 しを行 って お り、 パ ソ コ ンを持 って い る生徒 達 に好 評 で あ り、 自宅 で のCAROL学 習

を 通 してkBASICな どの他 の学習 につ い ての 、相 乗 効果 も期 待 で きるの で はな いで し

ょうか。'

4.3.1授 業で の 運 用

現在の第2パ ソコン室 てCAROL実 習室)の 授業での使用状況 は、表4-3-1の 通

りであ り、卒業年次の生徒がいたときにはとて も間に合わない状態で した。

表4-3-1第2パ ソ コ ン室 時 間 割

月 火 水 木 金

1

(時 限)

BASIC実 習 CAROL CAROL CAROL

R/S2 1C 1B 1D

2

(時 限)

BASIC実 習 CAROL CAROL CAROL

R/S2 1E 1B lA

3
〆

(時 限)

CAROL CAROL CAROL

1A 1E 1E

CAROL CAROL CAROL CAROL4

(時 限) 1A 1B R/S1 lC

5

(時 限)

CAROL CAROL CAROL

1D R/Sl 1C

CAROL CAROL6

(時 限) 1D R/S1

上段:教 科課 目

下段:使 用 クラス
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授業でのCAROLの 運用 は、各生徒の自主性 に任せてお り、自分の好 きなCAROL

の コースを選択 して、自分のペースに合わせて学習 しています。

4.3.2CAROLソ フ ト貸出 し

本校で は、5種 類のCAROLソ フ トをそれぞれ41セ ッ ト揃えてあ り、CAROLソ フ

ト貸出 しを実施 しています。

CAROL－ ソフ ト貸出 しを実施す るにあた り、事前 に各生徒 の御父兄宛 に、CAROL

コースウェアの主 旨を説明 し、富士通(株)の 協 力を得、通常価格 よ りはるか に安い価格

で販売で きるようになった、とい う内容の"パ ソコン購入の薦め"と い う手紙を発送 し、

FMR50-FDの 販売を行いま した。

CAROL貸 出 しの方法 は、次の通 りです。

CAROL貸 出 しについて

・受付方法 ………午前中(11:30ま で)にCAROL受 付 カー ドへ必要事項を記

入 し、教務室の所定の箱 に入れ る。

・貸出時間16:30～17:00教 務室にて本人 に貸出す。

・貸出期間2週 間以 内。(延 長 したいとき も、1度 、返却す ること)

.返 却時間 午前 中(1・1:30Lま で)に 各担任の先生へ。

※注 紛失 ・破損 したときは、弁償 して もらうので、注意 して取扱 う事。

貸 出す ソフ トは、1回 に1種 類 とす る。

返却期間を守れない場合 は、当分の間貸出禁止 とす る。

すべて貸出中の ときは、後 日再度 申込む事。
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CAROL受 付 カ ー ド

(

ド

日

分

科

年

組

一力付

月

時

受LO

年

RA

ラ

●

●

●

●

●

㎜
㎜
嚇
=

C

付

蘭

科

年

ス

名

類

醍

日

時

学

学

ク

氏

種

●

●

謝紬○靖(

)

No. 返却日

CAROL返 却時のチェック

ロCAROLを 借 りた学生が ソフ ト返却時、各担任の先生 は、次の項 目について

チェック し 〔CAROL受 付 カー ド〕 と共に、阿部まで返却願います。

・フ ロ ッピー デ ィス クの 枚数 を確認 して下 さ い。

COBOL

FORTRAN・

ア セ ンブ ラ

フ ァイル

流 れ 図

12枚

… ・・11枚

10枚

9枚

8枚
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・目で確認で きる程度の傷のチ ェックを して下 さい。

・ケー スのNo .と 〔CAROL受 付 カ ー ド〕のNo.が 同 じか ど うか 確認 して 下 さい。

以上宜 しくお願い致 します。

以上CAROL貸 出方法について

4.3.2.1現 状

CAROLソ フ ト貸 出 しの現状 は、4.3.2CAROLソ フ ト貸出 しで述 べた、パ ソコ

ン購入が、1ク ラス4～5台 、全体で、54台 と思 ったよ りも延 びず、それ によ って ソフ ト

の貸出 も延びませんで した。

パ ソコン購入につ いては、い くら買いやすい値段にな った とい って も、それぞれの家庭

の経済状態で、難 しいとは思 いますが、パ ソコンを買 った生徒の貸出 し状況だ けをみて も、

満足で きる状態ではあ りません。

パ ソコンを購入 した生徒が1ク ラス4～5人 、CAROLソ フ トを借 りた生徒が3～4

人、全体で43人 、その うちCOBOLが50%を 占め、プ ログラム流れ図の作成が30%、 残

りの3種 類の ソフ トで20%と な っています。

貸出 しが集中する時期 はぐ休 日が3日 以上続 く前 日(春 休み前や夏休み前 、連休が続 く

前 日等)'が 最 も多 ・く、次 いで、各定期試験(前 ・後期の中間 ・期末試験)の 行われ る2週

間前の順 にな っています。

常時借 りている生徒 はお らず、休 日の間の時間を使 っての学習 、試験前の確認 のための

学習が借 りて行 く理 由と思われます。

貸出 し期間の2週 間 はきちん と守 られてい るよ うで、途 中で終わ って しま った場合など

は、1度 返却 しその場で再度受付 カー ドに記入 して借 りて行 くよ うです。

返却の際枚数 と簡単 な破損チ ェックを行 ってい るのですが、今 まで1度 も問題 はな く、

後で行 う動作チ ェックで も問題 はあ りません。
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4.3.2.2貸 出 し率 を伸 ば す には

貸出 し率 を伸ばすには、や はりパ ソコンを普及 させ る ことが第一で しょう。 しか しこれ

は、経済的理 由その他 色 々あ るで しょうし、強制的に買わせる もので はないで しょう。す

ると考え られ るのは、CAROLソ フ トの充実ではな いで しょうか。

現在導入 されている5種 類の ソフ ト(プ ログラム流れ図の作成 、フ ァイル、COBOL、

FORTRAN、 アセ ンブラ)だ けでは、対応 しきれないのです。

生徒 に実施 したアンケー トで も、 「ハ ー ドウ ェア」が欲 しい、 「ソフ トウェア」が欲 し

い、と現在の ソフ トに対 し不満があ るよ うです。

ソフ トの充実は、CAROLコ ースウェア5ヶ 年計画で随時発表 され るのを待つ しかあ

りません。発表 され学校で購入すれば、貸 出 し率 もまた延 びるで しょう
。

また、4.2.2.2生 徒機の効果的操作で述べた"学 習補助キー"を 上手 に使用 し、効果

的な学習を行 うことによ って、CAROL学 習 に興味 を持 ち、 自宅で も学習す る気 になる

のではないで しょうか。

4.3.2.3貸 出 しの 効 用

CAROLソ フ トを 自宅で学習することによ って、パ ソコンに慣れ 、BASICな どの

言語を習得 し、強 いて は、パ ソコンの得意 とする、デー タ通信の世界に まで手を広 げて く

れれば、就職の ときの大 きな武器にな るで しょう。
D

パ ソコンは、オ フコン ・汎用機よ りも小回 りが効 き、習得す ることによ って、オ フコ ン

や汎用機 よ りも利用価値が高いと思 います。実際、パ ソコンでのデー タ通信は、 アマチ ュ

アの人達のあいだで・すでにかな り普及されてお り、海外のデータを素早 く入手 し、それ

を元に本業の仕事 に活かす人達 もいます。

CAROLソ フ トを・自宅で学習することによづて得 られ る相乗効果を期待 しなが ら
、

CAROLソ フ トを貸 出 したいと思います。

4.3.3放 課 後 の 開放

CAROLの 放課後の開放 にあた っては、各生徒が 自己の弱点補強のため、 また、よ り

多 くの事を学習 しよ うとい う向学心 によ り、放課後の開放 を求め る声が上が りま した
。

その声 に応えて、学生が 自主 的に学習す る手助 けとして、第2パ ソコン室 〈CAROL

実習室〉の開放 を行 うことにな りま した。



4.3.3.1運 用 方 法

運用方法 は次に述べ る通 りです。

CAROL放 課後の開放 について

1号 館8階 パ ソコン室のCAROLの 放課後の開放を行 います。

開 始 日1月9日(火)(1週 間の うち、 月 曜 ・水 曜 を 除 く)

.開 放 時 間1630～1800

使用す る者 は教務室 のマ シン管理帳 に、 日付、 クラス ・名前 ・

使用機種 ・入室時間を記入の上使用す ること。(使 用機種欄 に

は"C"と 記入す る。)

また、退室すると きには、退 出時間を記入す ること。

o

.'注 意事 項

'ごlr .器 物 の破 損 を しな い 。

特 に各 パ ソ コ ン室 の 上 に つ いて い るナ ンバ ープ レー トは壊 れ やす い

1ので注 意 す る。

2.先 生 用操 作 卓 に は触 らな い。

、3.CAROL以 外 の ソ フ トは使用 して はな らな い。

以上CAROL放 課後の開放につ いて

4.3.3.2開 放 に よ る 成 果

CAROLの 放課後の開放 は、平成元年1月9日 よ り開始 されま した。約2ヶ 月程度の

期間 しか経 っていませんので、 目で見 られ るよ うなデータはあ りませんが 、放課後にCA

ROLソ フ トを使用 した生徒に、成果の ほどを聞 いてみると、大多数の意 見が家 に帰 って

学習す るよ りも、能率が上が る(パ ソコンを持 っている生徒は除 く)と の ことで した。

また、授業時間中に も放課後 にCAROLを 使 って先に進んでいる者 は奥の深い質問を

して くるとい う声が、先生か らも聞かれます。
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4.3.4そ の 他 の 運 用

授業や、放課後での使用以外で も、定期試験の後や、実用講座などで も、第2パ ソコン

室(CAROL実 習室)を 使用 し、有意義 に活用 しています。

4.3.4.1定 期 試験 後 の使 用

CAROLを 使用 した生徒 と使用 しない生徒を比較 し、その効果が どのよ うに表れ るか

を、定期試験 を利用 して実験的に調べてみま した。 その方法 と して 、

①通常授業後試験を実施す る

②① の結果、一定点数 に満 たない者を ピックア ップす る

③②で ピックア ップ した ものの うち半数 に一定期間CAROLを 学習 させ、.

残 りの半数 には家庭学習 させ る

④一定期間後、①で実施 した試験 と同様の追試験を実施 し得 点の推移(変

化)を 調べ る。

以上の実験を した結果、表4-3-2の よ うなデー タが得 られ ま し

た。

表4-3-2

科 目 COBOL CASL

①試験 ④試験 ④ 一① ①試験 ④試験 ④ 一①

i

A 8 50 42 12 72 60

B 8 44 36 12 41 29

C 14 40 26 13 52 39

D 18 42 24 10 63 53

E 16 68 52 11 47 36

u

F 18 28 10 14 20 6

G 18 32 14 15 30 15

H 6 16 10 17 33 16

1 16 24 8 18 38 20

Jム 4' 30 26 14 35 21

;:鶏 糞 撃

この結果考え られ る ことは、全般 的にCAROLを 使用 して学習 した生徒のほ うが 、使

用 しない生徒よ り得点の推i移(④ 一①の得点差)が 大 きい ということです。 これ は生徒個人

個人のや る気 に起因す ると思われますが、そのやる気を起 こさせる もの としてCAROL
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が役に立 った とい うことが言え ると思 います。

このようにCAROLを 定期試験等 の得点不 足者 に対 し実施 し、それぞれの レベルにあ

った学習をさせ ることは非常に有意義であると思います。

4.3.4.2実 用講座 で の使用

毎 週火 曜 日と木 曜 日の夕 方6時30分 か ら、8時30分 まで 、一 般 の方 を対 象 に した 、 コ ン

ピュー タ概 論 ・BASIC・COBOLの 授 業 を 行 う、実 用講座 が あ ります。

その実用 講座 のCOBOLの 授 業で 、CAROLを 使用 し、好 評 を得 ま した。

実 用講座 の スケ ジュー ル は、次 の通 りで す 。(表4-3-3)

表4-3-3 昭和63年 度10月 期 実用講座 日程表

(コ ンピュータ講座)

10月4、6、11、13、18、20、25、27

11月.1、8(コ ン ピゴ タ概 論)

10、15、17、22、24、29

12月.1、6、8、13・15・20・22・27(BASIC)

1月:10、12、17、19、24、26・31

2月2、7、9、14、16、21、23、28

3月.2(COBOL)

表4-3-3で 解るように、COBOLの 授業 は1月 か ら始ま り、3月2日 で終わ りま

す。その間にCOB'OLの 歴史か ら、簡単な表 を出力す るプ ログラムが組 あるまでや らな

ければな らず、COBOLの 実習 も行 うため、かな りハー ドなスケジュールです。そのた

め今回の実用講座か ら初めてCAROLを 使用 し、好評を得 ま した。

授業で解 りず らかった部分が、CAROLを 使用 した ことにより・解 るよ うにな った り・

疑 問に思 っていたことが解決 した り、少ない授業時間を有効 に利用す ることがで きま した。



4.3.5運 用 に お け る効 果 的利用 法

高度情報化社会の発展に伴 い、オ フィス内、工場内、キ ャンパ ス内など、構内での高度

で多様な情報利用の手段 として、LANが 脚光を浴びて います。

LANと は、LocalAreaNetworkの 略で、普通 「ラ ン」とよばれ 、

直訳す ると 「狭 い範囲のネ ッ トワーク」 とな ります。

同一 ビル内や同一構 内、同一 キ ャンパ ス内に設置されてい るコンピュー タや大容量記憶

装置、 ワープロや ファクシミリなどのOA(OfficeAutomation)機 器

、さ らに計測機 器や工作機械 などを相互に接続することによ って、分散処理、データファ

イルの共用、 メッセージ交換 など、異機種 どう しの通信を可能 に します。

この場合、NTT(日 本電信電話株式会社)が 提供す る電話通信網や専用 のデータ通信

網を使 うので はな く、利用者が独 自に施設の通信網を築 き上げ ることに特 徴が あります。

LANは 、NTTの 広域通信網WAN(WideAreaNetwork)と 区別 さ

れた呼び名と もいえ ますδ

本校のCAROLは このLAN方 式のネ ッ トワークを採用 し、 スター型で結んで います。

このLAN方 式が従来のCAIと 異 なる点 は、①各端末(生 徒機)は フロッピーを使用す

る事な く、CAROLソ フ トを立 ち上げることがで きる。②個別学 習の中に、個別、 グル
ー六 全体 の学習履歴記録が取れ る

。③受講者 は習熟度別 に 自己学習が可能 にな り、 自己

の学力に応 じて 自由に学習がで きるよ うにな り、その学 習の過程が記録 され る。④標準 カ

リキュラムに応 じての ソフ トが組み込 まれているので、学習 の範囲が広が り、通産省の国

家試験第1種 、第2種 情報処理技術者試験の対応が しやす くなった。⑤産業界の情報処理

教育・初任者講習、再教育用 と して も利用価値が ある。…な どで、大変効果的です。

第2パ ソコン室(CAROL実 習室)で の運用 は、生徒機 が1ク ラス分(40台)と い う

ことと、使用す るクラスが多い(情 報系14ク ラス)と いうことを考え ると
、週 当たりの授

業時間の30時 間では、・1ク ラス週2時 間 しか使用できません。

それ以外 に、他系(経 理系、英語科、秘書系)の 授業で も使用す るとなると、運用がか

な り難 しくな ります。

BASIC実 習で もかな り効果的な授業が行われ る第2パ ソコン室 も、CAROLで の

授業だけで使用す ることと し、BASIC実 習は、第1パ ソコン室で行 うしかないと思わ

れます。

授業での使用で、学習記録解析プ ログラムを使い、生徒の進行状況を把握 し、指導 すべ

き生徒を放課後 に強制的にで も使わせ、CAROLソ フ トを学習 させ、理解度 を深めて も

らえれば、なお効果的か と思います。

いずれに して も、CAROLソ フ トを授業や、放課後、あ るいは、パ ソコ ンを持 って い

る生徒 は、 自宅で も使用 し、その結果 においての適切な指導 を受 けることによ って
、学習



の効率を上 げ、成績の向上や、第2種 情報処理技術者試験などの、高資格 の検定取得 に役

立てたいと思 います。

5.CAROLの 展 望

情報処理技術者、そのなかで も、 ソフ トウ ェア技術者の大幅な不足が予測 されています

が(詳 細は、6.調 査研究のま とめ にて記載)、 その ソフ トウェア技術者の育成にCA

ROLソ フ トが役立っ ことは間違 いないで しょう。

米国のADAPSO(コ ンピュー タ ・ソフ トウェア産業協会)は2月27日 、 日本 はソフ

トウェア開発の分野で も急速 に米国を追 い上げて おり、警戒する必要が あるとした報告書

を発表 したそ うです。

報告書 によ ると、現在約5百 億 ドルの規模 とみ られ る世界の ソフ トウェア市場 で米国は、

約7割 の シェア(占 有率)を 持 ってい ます。 しか し、これまで情報産業の分野ではハ ー ド

ウ ェアに開発の力点を置いて きた 日本が、 ソフ トウェアに重点を移 して きているそ うです。

報告書は具体例 として、1978年 に制定 された特定機械情報産業振興臨時措置法(機 情法)

が 、日本 におけるソフ ト開発の推進立法 にな ったと指摘 しました。

報告書 はまた、機情法が期 限切れ とな った1984年 以降 も、通産省が業界の共同開発を促

進 したり、税制上の優遇措置など財政援助 を した りしている事実を挙げ、政府 と業界が一

体 となった開発体制が組 まれていると強調 しています。

以上ADAPSOの 報告書で、 日本の ソフ トウェアをかな り警戒 してい るよ うに、 コン

ピュータの ソフ トの面で遅れて いた 日本 も、よ うや く世界の注 目を浴び始めま した。

このように ソフ トの開発が急速 に発達す ることは目に見えてお り、なおさ らソフ トウ ェ

ア技術者不足に、拍車をかけるで しょう。

CAROLソ フ ト開発の5ヶ 年計画で予定 されているソフ トが次 々と発表 され るで しょ

うし、その後、改善 ・改定 され、CAROLと い う名称を使 うか どうかわか りませんが、

第2次 、第3次 と続 くで しょう。

当然 日本の御家芸であ る、ハー ドウェアも開発が進 め られ、今のCAROLソ フ トで は

考え られないような画期的な ソフ トが(例 えば、音声で叱咤激励す る ・画像が立体的 に感

じられる等)、 そのハ ー ドにの って運用 され るで しょう。

予定されているCAROLソ フ トが出揃 い、その ソフ トの評価によって、その後のCA

ROLが どのよ うに変わ って行 くか、非常 に楽 しみであ り、興味を持 って待 ってみたい と

思 います。'
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6.調 査研究のま とめ

高度情報化社 会の進展に ともな って.ソ フ トウェア技術者の大幅な不足が予測 され るな

か 、通産省は2月10日 まで に、'労働省 とと もに東京を除 く全国の都市で、技術者の育成や

情報教育を充実 させ る 「地域におけるソフ トウェア供給基盤 の強化に関す る臨時措置法案

〈仮称〉」の今国会提 出を決めま した。

コンピュー タ、パ ソコンな どハ ー ドウ ェアは急速 に普及する一方、機器類を操作す るソ

フ トウェア技術者の供給が追 い付かず 、企業は開発待 ちプ ログラム(バ ックログ)を1年

程度抱えて いるといいます。1985年(昭 和60年)現 在の ソフ トウェア技術者 は、 システ ム

エ ンジニア(SE)約17万 人、プ ログラマ約26万 人 といわれています。

技術者養成 などが現状のままだ と2000年 には必要 と推定 され る技術者215万 人に対 して、

118万 しか供給で きず 、97万 人 も不足 します。

情報化 は産業界 にとどま らず、一般社会 や家庭で も進み、 さらに人工知能(AI;Ar

tificialIntelligence)技 術、ネ ッ トワーク技術 、 コンピュー タ

グラフィックス、データベースなど専門技術を必要 とし、範囲が広が っています。

ソフ トウェア市場 は1985年 に3兆5千 億 円が2000年 には34兆6千 億円に急増す ると予想

されています。

こうした状況 に対処 するため、同省は国のプ ロジェク トと しての ソフ トウェア開発 の環

境を整備す るシグマ計画を進 めて います。

また同省 の産業構造審議会情報化人材対策小委員会 も、企業教育の充実や大学 、専修学

校の情報関係学科の拡充、産学連携の推進を指摘、地域の情報化を図 り、情報処理教育を

推進す るよ うに提言 して います。

各地方都市 において、情報処理技術者を養成す ることになればなおさ ら、本校のよ うな

専修学校での教育 は今 にもま して重要にな り、CAROL学 習 において も、さ らに充実 さ

せ なければな りません。

今回rCAIコ ースウェアrCAROL」 の効果的利用法』 とい うテーマで調査研究で

きたことは、上記の ことにおいて も、またCAROLソ フ トを有意義に運用 させ るため に

もよい機会 で もあ り、 このような調査研究を与えて頂いた、⑭ 日本情報 処理開発協会中央

情報教育研究所の方 々、御助言や御協力を頂いた本校の諸先生方 に、感謝を こめてお礼申

し上げます。
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1.調 査研究テーマ

CAROLの 学習効果 とその要 因 となる因子に関する研究

雄

正

司

行

安

陽

村

谷

谷

者

杉

葭

新

当担究研査調2

3.調 査研究の概要

3.1ね らい

ソフ トウ ェア技術者の計画 的養成のための教育 システムを構築す ることを 目的 と して 、

新 しい教育 システムで あるCAI学 習の中で も特 にrCAROL」 の教育工具 と しての、

有効的な利用 について調査研究 し、効果 ある教育方策を構築す ることをね らいと した。

その中で も、本研究 においては以下の構成の もとに学習効果の要因 となる各種因子の考

察を主 と した。

3.2構 成

(1)情 報処理教育 を2年 間受 けた学生 に対 して次の項 目を調査 、研究 し基礎資料 と し

た。

①1年 時における基礎科 目(数 学 、英語)の 学習習熟度に対す る評価

②i年 時におけるY・一－G(矢 田部 ・ギルフォー ド)性 格検査(以 下 、性格検査)の 判定

③1年 時におけるプ ログラマ適性検査(以 下、適性検査)の 評価

④2年 時における適性検査の評価

⑤第二種情報処理技 術者試験(以 下、国家試験)の 各期(1年 秋、2年 春、2年 秋)別

の合格状況

(2)情 報処理教育 を1年 間受 けた学生 か ら抽 出 した実験対象群(以 下、実験群)に 対

して次の項 目を調査、研究 した。

①CAROLコ ースウェアrプ ログラム流れ図の作成S(以 下、r流 れ図』)、 『CO

BOL』 の一部の章 を用 いて 「個 別授業」、 「擬似一斉授業」の二種類の授業形態を用

いた実験授業 を実施

・ここで、 「個別授業 」とは、学習者がスタ ン ドア ロン形式で、個 々のペ ースによ り

学習を進める授業を指 し、学 習履歴 は個別 にとる。 また、 「擬似一斉授業 」とはCA

ROLの 教材画面を教員側か ら各個人のモニ ターに画面転送 し、教員側 の進度で解説

を交えなが らお こな う授業を指す。つま り、 ビデオ教材 による授業 と同値で ある。

②実験授業の直後にrCAROLに 関す る意識調査」ア ンケー ト実施。

③実験授業の数 日後rCAIに 対 する意識調査」アンケー トを実施。

(3)(2)の 各項 目にっ き因子分析、分散分析をお こな った。
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4.調 査研究の内容

4.1情 報処理教育を2年 間受 けた学生 に関す る基礎資料

本節では、本校情報処理学科2年 生の実績を もとに、情報処理教育を2年 間受けた こと

によ り修得 された ソフ トウ ェア技術の総合的な習熟度 を、国家試験の合否結果 を一つの 目

安 として測 る ことによ り、学生 に合わせた カ リキ ュラム、教授形 態等の工夫をす る うえで

判断材料 となるような各種要因にっ いて考察 した。

4.1.1基 礎科 目(数 学、英語)の 習熟度 との関係

本校で実施 して いる数学 と英語 の素養

試験の内容 は、高等学校 までの学習指導

要領 に準拠 した、高校1年 程度の もので

あ り、範囲、難易度 ともに高校での 出身

科による差が出ない もの としてある。そ

の得点分布 は図4-1-1に 示す とお りであ

る。例年似 た得点分布を示 して いるが 、

英語よ り数学 に高得点をあげる傾向にあ

る。その数学の得点分布 は一見 してわか

るよ うにFふ た山型」を してい る。

基礎科 目の得点 と国家試験の合格者 と

の関係を図4-1-2、
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表 しており、英語よ り数学における相 関が高い。 この ことよ り、基本的な数値処理 のス ピ

ー ドと正確 さの要素や論理的な思考能力が、国家試験合格 のための重要な要素であ るとみ

ることがで きる。
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10

9

8

7

1年 時 と2年 時における得点分布の階

級別百分率 を図4-1-4に 示す。一見 して、

正規分布で近似で きることがわかる。

1年 時か ら2年 時への推移をみると、

平均点が50.2点 か ら55.4点 へ と約5点 上

昇 し、標準偏差 は12.9か ら12.0へ とわず

かであるが減少の傾向があった。適性検

査の問題 は、入学時に行 うだけであるか

ら、1回 の実施 によ る学習効果は弱 く、

同一内容の検査で はあ るが 、この得点差

は、学生全体の1年 間の学習効果の反映

と認め られ る。

国家試験合格者 と、

4.1.2適 性検査 の得点 との関係

実施 した適性検査は、本校固有の ものであ り詳細 にっいては述べ られないが、一般 に使

用 または市販 されている もの と同等 と考えてよい。また、 この種の検査に対 して は永続的

で、かつ絶対的な基準 を要求する必要はな く、より多 くの現実の データか ら個 々の相対 的

な位置を判断すればよい。
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2回 の 適性 検 査 の得 点 との相 関 を図4-1-5、 図4-1-6に 示 す 。
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国家試験合格者 と適性検査の得点 との相 関は基礎科 目による相関 より も高 か った。

二つの図を比較す ると、国家試験が要求 してい るソフ トウェア技術者の水準が本校の適

性検査の得点で50点 前後にあることがわか った。 図4-1-5に 表れて いる1年 時 の得点が50

点以下で合格 した者は、図4-1-6よ り2年 時にほぼ全員が50点 を超えていた。 また、得点

が80点 以上 に も係わ らず合格で きなか った者 は、個別に調査 した と ころ、プ ログラム作成
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能力は大変す ぐれてい るが 、情報処理技術者 と して必要な ソフ トウェア、ハー ドウ ェアの

知識に理解不足がみ られたのが原因であ った。

以上まとめてみ ると、適性検査にお いて高 い得点を得ることは、プ ログラム作成能力 と

高い正の相関があ る。一方 、国家試験の内容 は情報処理 に関す る基礎知識 も要求 している

ので 、適性検査の得点が高い ことは国家試験合格への十分条件ではないが必要条件である

と考え られ る。

基礎科 目と適性検査の得点分布 において階級別の百分率にまとめた表および図を以下 に

あげておく。

表4-1-1階 級 ご と の 全 体 に 対 す る 百 分 率

範 囲

1

7

表4-1-2階 級 ご と の 累 積 百 分 率

1年 秋 季合 格 者 2年 靖 季 まで の 格 者 2年 秋 季 ま で の 舎格 者

簡閲 敗学 藁ば 商特1 童性2 敗 学 葵語 膚件1 両性2 敗学 英 語 趨性 工雨性2
1 o 00 0 o

2 0 0 0 0 0
3 0 1 6 7 , 2 0

4 0 7 7 5

5 1 8 6 ll

6 5 4 7 7 `4
7 15 1 1 7 1 7 50

8 1 巨o R 1 0 3 3 6 7

9 2 1 0 日 7 3 】 0 56 7

10 ,0 2 1 0 3 0 7 1 1 0 56 6
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4.1.3性 格検査の類型別 との関係

生活指導の参考資料 と して活用するために1年 時に実施 した性格検査を五つの典型 に分

類(類 型A～ 類型E)し 、それぞれを一 つの対象群 として考察を した。

この学年の場合、各類型別の構成比率 はおおよそ表1-3の よ うにな った。

表4-1-3

類型 A B C D E

百 分 率 50% 10% 10% 20% 10%
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基礎科 目の学習習熟度を示す もの と して図4-1-10、 図4-1-11を 考え、適性検査を示す図

4-1-12、 図4-1-13と 比較 しなが ら、性格の類型別にその特徴 にっ いて考察 した。

・ 「平均型」と呼 ばれ る類型Aは 、 とりたてて特徴のある性格 を示 さない平均 的な タイプ

で あ り、四つの図において も全体的傾 向と同 じ傾向を示 した。 これは絶対数の多さを考え

れば当然で もある。

・ 「右寄 り型」 と呼ばれ る類型Bは 、不安定不適応積極型で、性格の不均衡が直接外面 に

表れやすい タイプであ る。 この年度 の学生の場合、数学 と英語 のモー ド(最 頻値)は 、他

の類型に比べ低い階級 にず れ、習熟度が低い傾 向がみ られ た。=適性検査に関 して も1年 時

には同様の傾向が見 られ るが、2年 時には得点が上昇 し改善 されている。

・ 「左寄 り型」 と呼ばれ る類型Cは 、安定適応消極型で、お とな しく問題を起 こさない タ

イプである。全項 目に関 し、類型Aと 同様平均的な傾 向を示 しているが、消極型のためか

一部の学生においては、図4-1-4に あ るよ うに2年 時に全体の平均が約5点 上昇する適性

検査に改善のみ られなか った者が いる。

・ 「右下が り型」 と呼ばれ る類型Dは 、安定積極型です ぐれた管理者ない し代表者の タイ

プである。数学 に高い得点を取 ってお り、適性検査に関 して も1年 時に見 られたやや低め

の傾 向が2年 時には(ず ばぬけて高い評価の者 は少 ないが)全 体的によ く向上 している。

・ 「左下が り型」 と呼ばれ る類型Eは 、不安定不適応消極型 と呼ばれ るタイプで ある。全

項 目に対 して、 はつきりと二つの グループに分かれ る傾向を持ち・中間層が少ない。

この五種類 に対 し、国家試験の合格期別構成比 を示 したのが図4-1-14で ある。

消極型の類型C、Eが 比較的合格率が高 く、適性検査の得点が よ く向上 した類型Dが2

年春に大量 に合格 してい る点が大 きな特徴であった。 また、各類型内でどれだけの割合が

合格 したかを表 したのが図4-1-15で ある。 これよ り前述 の内容 がよ り明確 に読み取れ る。

すなわち、類型C、Eは2年 間で約半数の者が合格 した。類型Dは 、2年 春 にその合格者

が集中 し、それ以外では極端 に少なか った。類型C、Eの 合格率をみると、 ソフ トウェア

技術者 と して必要 な勉強をす るとき、消極的な事 はマイナス要因で はない といえ る。
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4.2情 報処理教育を1年 間受 けた学生 か ら抽 出 した実験群 に対するアンケー ト結 果

本節では、本校 の情報処理学科 におけるカ リキ ュラム上で大別 されるコボル コースとフ

ォー トランコースの2コ ースか ら、1年 生 を対象 として実験群を選び、CAROLの 学 習

直後 と、学習か ら数 日後の2回 に分けてア ンケー トを実施 した結果にっいてま とめた。

実験群 として は上記の2コ ースか らそれ ぞれ1ク ラスずっ選 び、各 クラスか ら

①国家試験の合格者

②適性検査の得点の上位者

③実験授業に参加可能者

の基準でそれぞれ40名 程度抽出 した。

本節のア ンケー ト集計で は実験群 に含まれた学生の うち2回 行われた実験授業 に両方 と

も参加できた学生で、 さらに2回 のア ンケー トに回答で きた学生(合 計61名)を 対象 とし

てまとめた。

(1)学 習直後のア ンケー ト

このア ンケー トは、本校のCAIセ ンターで、CAROLコ ースウ ェアr流 れ図』 と、

rCOBOL』 の一部 の章を用 いて行 った実験授業(「 擬似一 斉授業」 と 「個別授業 」)

の授業終了直後 に引 き続 いて実施 した。 アンケー トでは、 「イメージ」、 「一斉授業 につ

いて」、 「個別授業 につ いて」の三大分類に対 し、それぞれ20項 目の質問 を用意 した。各

質問は 「1」 ～ 「5」 の5段 階か ら各 自の考え に適 する レベルを選択 して もらう方法 を と

った。 表2-1は その平均値 を示す。

これは、各質問 ごとにクラス別、取得資格別、性格検査別、数学素養別 に平均を とった

(表4-2-1)も のであ り、気付いた点を箇条書 きに してみ る。

① イメー ジについて

・新 しい学 習形態であ り興味があるだけでな く
、その効果 について も期待 している。

・単調で、画面だけで あるため迫力に欠 けた。

②一斉授業につ いて

・コンピュータに触れ る必要がないため、煩わ しさはなか った。

・画面を見続 けることは黒板よ り疲れ、途中で いやにな った。

③個別授業について

・学習のテ ンポは自分で決め られ るが、内容の流れが講義 に比べて早 く進んだ。

・キー操作やデ ィス ク操 作などの煩わ しさはあ まりなか った。

・画面を通 してだけの情報 による学習 は大変疲れた。
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表4-2-1

CAROLに 関する意識調査 平成元年2月2,3日

情報処理学科D-E組 より抽出 ・学習直後のアンケー ト

途 中 で い や に な っ た い や で な か ⇔ た 56 2.35 L88 2.11 z.UIムvu z.∠o `.`` z.」6 '● 、' 1

}

2 .1" 200 1エ4 2㊤ 111R 1178

陪 糧 習は分かり蜘 、 鱈 践 、、 2R 16( {.II 2,8窩 き.剖1.謹 措 そ.鵠
8コ・{
.87 盈14

1350
2.8q 3.17 2.64 3.oo

学 習 意 欲 が 起 き な い 起 き る 59 2.62 2.63 2.22 3.00 2.55 2.31 3.14 3.50 2.63 2.66 2.36 2.62

にAROLを や め た い 続 け た い 60 2.59 2.71 2.22 1:割 …:i{ 3.00 2.77 2.43 3.1413.50 2コ4 2.6612.27 12.6隻 コ
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以上のア ンケー トの考察を行 うため、

固有値をあげる。

因子分析を行 ってみた。表2-2に 因子 負荷量 と

表4-2-2
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各 因子 に対 して 因子 負荷 量 の 高 い 質 問 内容 よ り、 因子 の 内容 を ま とめてみ る と、

・第1因 子 は、NO.10,30,39,40,49,50,59,60に 高 い値 を 示 して お り、 この ことか ら 「CA

ROLに 対 す る興 味 と期 待 の 因子 」で あ る と考 え られ る。

・第2因 子 は、NO.33,34,53に 高 い値 を示 して お り、 この こ とか らrCAROLの ハ ー ド

面 にお け る操 作 感 に関 す る因子 」 で あ る と考 え られ る。

・第'3因 子 は、NO.27,28,32,48,52で 高 い値 を示 して お り、 この こ とか らrCAROLの

反応 が早 く分 か りず らい と感 じた因 子 」 で あ る と考 え られ る。

・第4因 子 は、NO.7,19,20,30,50,52で 高 い値 を 示 して お り、 この ことか らrCAROL

に興 味 はあ るが 反応 が遅 く単 調 で あ る と感 じた因 子 」 と考 え られ る。

・第5因 子 は、NO .1,4,9,32,37,44,52,57で 高 い値 を 示 して お り、 この こ とか ら 「CAR

OLの 持 つ 能 力 に対 して 不 足 を感 じる因子 」 と考 え られ る。

・第6因 子 は、NO .11,27,28,35,38,47,55で 高 い値 を示 して お り、 この ことか らrCAR

OLの 学 習 に適応 した程 度 を表 す 因子 」 と考 え られ る。

各 因子 を ま とめ てみ る と、次 の よ うに集 約 で き よ う。

第1因 子:CAROLに 対 す る興 味 と期待 の 因子

第2因 子:CAROLの ハ ー ド面 に関 す る因 子

第3因 子:CAROLの 分 か りず らさ に関す る因 子

第4因 子:CAROLの 反応 が 遅 く疲 れ を感 じる因 子

第5因 子:CAROLの 評価 に関 す る因子

第6因 子:CAROLへ の 適 応度 を表 す 因子

上記の因子に対 し取得資格 、性格検査、適性検査、数学素養の別 に、因子得点の平均 を

ま とめたのが表4-2-3で ある。

表4-2-3因 子 得 点 直 後 ア ンケ ー ト

国家 試 験 1 2 3 4 5 6

合 格
一〇
.30 0.67

一〇
.79 0.11 0.40 0.59

不 合 格 0.05 一〇
.12 0.14

一〇
.02

一〇
.07

一〇
.10

性格 検 査
類型A 一〇

.05
一〇
.08'

一〇
.10

一〇
.05

一〇
.18 0.15
0.85類 型B 0.14 一〇

.41 0.28 0.54 0.12

類 型C 0.24 一〇
.20 2.03

一1
.49

一〇
.08

一1
.66

類 型D
一〇
.39 0.24

一〇
.98 0.54 0.22 0.59

類 型E 0.71 0.22
一〇
.17 0.54 0.17 一〇

.24

適性 検 査
一80 0.14 一〇

.25
一〇
.55 0.85 0.83 0.27

ー70 0.25 0.21
一〇
.39 0.77 一〇

.52
一〇
.16

一60 一〇
.13

一〇
.10 0.23

一〇
.42 0.05

一〇
.08

一50 一〇
.63 0.53 一〇

.83 0.67 0.44 1.37

一40 1.36 0.90 0.06 0.93
一〇
.35 0.53

敗学 素 養
100 FO.73 0.68

一〇
.96 1.97 0.58 1.32

一90 0.27 0.10
一〇
.50 0.57 0.01 一〇

.02

一80 一〇
.14

一〇
.22 0.19 一〇

.35
一〇
.02

一〇
.15

一70 0.05 0.29 0.53 一〇
.42

一〇
.05 、0.20



第1因 子 に関 しては、適性検査の得点が低 い者 と消極的性格の者 に高い因子得点が見 ら

れ、資格取得者や数学素養の高い者 と積極 的性格 の者では、逆に低い因子得点 となった。

これ は、現状の授業形態 に適応で きていない者やおとな しい者に は新 しいCAI学 習に対

し期待が あ り、授業 を十分に消化で きている者や活動的な者 はその必要性を感 じないため

だ と思われ る。

第2因 子 を見てみる と、資格取得者や数学素養 の高 い者ほどプ ログラ ミング実習 におけ

るコンピュータのオペ レー ションと同様に、ハ ー ド的 な操作方法 に対す る問題が少なか っ

た。

第3因 子か らは、資格取得者 と適性検査や数学 素養の高い者あ るいは積極的な者 ほどス

ピー ドが遅 いと感 じた ことがわか る。逆に類型Cの 者 は、反応が早 く誤答後の解説に関 し

て も理解 しに くい と感 じて いると思われ る。

第4因 子 は、第3因 子 と逆の関係にある。

第5因 子 は、資格取得者 と適性検査と数学素養の高 い者がやや因子 得点 も高 く、CAR

OLシ ステムの機能 に対 して不足を感 じていると思われ る。

第6因 子 は、資格取得者や数学素養の高い者が因子得点 も高 く、CAROLシ ステムに

対す る適応力が高い ことを示 した。逆に類型Cの 者 は うま く適応 していない。

◇

表4-2-4に まとめたのが、 これ らの因子に対 して分散分析 した結果のF値 であ る。

表4-2-4

区 分 因子1 因子2 因子3 因子4 因子5 因子6

取得資格別 0,881 3,696 1,381 0,032 1,512 1,235

結 果 有意でない 有意でない 有意でない 有意でない 有意でない 有意でない

性格検査別 1,617 0,439 3,193 1,952 0,400 3,252

結 果 有意でない 有意でない 5%で 有意 有意でない 有意でない 5%で 有意

適性検査別 1,453 0,621 0,338 1,360 1,692 0,417

結 果 有意でない 有意でない 有意でない 有意でない 有意でない 有意でない

数学素養別 3,691 1,101 0,463 0,667 3,270 0,528

結 果 5%で 有意 有意でない 有意でない 有意でない 5%で 有意 有意でない

性格検査 と数学素養別 で、危険度5%で 有意差が見 られる。

(2)全 体 ア ンケー ト

直後ア ンケー トよ り4、5日 後 に、形成的試験 と同時に一部 内容 の異 なる項 目につ いて、

再度ア ンケー トを行 った。情報処理学科1年 生全員に対 して行 ったが 、(1)と同 じ実験群に

対 し結果を抽出 し、(1)と同様に分析を行 った。表4-2-5は 、アンケー ト項 目と、 クラスご

との平均であ る。

一53一



表4-2-5

平成元年2月7日情報処理学科1年A-F組CAIに 関する意識調査

項 目 NO A B C D E F
,層」一'一.

く だ ら な い た め に な る 1 3.Ol 3.35 3.32 3.32 3.06 3.04

楽 し く な い 楽 し い 2 2.80 3.25 2.80 2.98 2.66 2.64

観 しみ に く い 親 し み や す い 3 2.82 3.07 2.70 2.96 2.77 2.79

難 し い 易 し い 4 2.65 2.51 2.75 3.06 2.83 3.24

陸 か り に くい 分 か り 易 い 5 2.71 2.82 2.64 3.10 2.87 2.74

瞼 た い 暖 か い 6 2.67 2.71 2.54 2.42 2.20 2.45

魅 力 が な い 魅 力 が あ る 7 2.71 3.16 2.98 3.07 2.74 2.61

2.83と っ つ き に く い と っ つ き や す い 8 2.78 3.03 2.61 2.92 2.93

直 い 新 し い 9 3.13 3.75 3.40 3.78 3.64 3.45

悪 い 良 い 10 3.09 3.41 3.30 3.53 3.09 2.96

不公 平 公 平 11 2.98 3.17 2.98 3.26 3.06 3.30

上 辺 だ け 内二容 の 濃 い 12 2.86 3.12 2.90 2.82 2.70 2.70

2.58か た ぐ る し い う ち と け た 13 2.55 2.96 2.58 2.84 2.50

効 果 な い 効 果 的 14 2.82 3.14 2.98 3.28 3.11 2.74

直 力 な い 迫 力 あ る 15 2.48 2.76 2.37 2.39 2.35 2.27

劣 っ た す ぐ れ た 16 2.76 3.25 3.20 3.20 3.96 2.88

ゴ チ ャ ゴ チ ャ し た ス ッ キ リ し た 17 2.48 2.96 2.35 2.87 2.70 2.61
合 一-

遅 い 速」⊥一. 18 2.78 3.12 2.72 2.87 2.64 2.56

あ ら い 細 友Lkこ__一_ 19 3.15 3.26 3.06 3.Ol 2.82 2.69

単調 変 化 に 富 む 20 2.55 3.05 2.64 2.64 2.25 2.17

フ ァ ミ コ ン を 持 っ て い る が 21 3.38 3.21 3.77 3.50 3.32 3.08

PCエ ン ジ ン を 接 ユニζい る か__.. 22 1.57 1.35 1.51 1.62 1.77 1.74

8ビ ッ トパ ソ コ ン を 持 っ て い る か 23 1.80 2.14 2.29 2.93 3.19 2.66

16ビ ッ トパ ソ コ ン を 持 っ て い る か 24 1.90 L64 1.32 1.25 1.51 1.70

L29
-

2.12
β2ビ ッ トパ ソ コ ン を 持 っ て.い る か 25 1.26 1.00 1.19 1.00 1.19

ワ ー プ ロ を 持 っ て い る か 26 1.73 1.92 2.22 1.81 2.29

パ ソ コ ン が 欲 し い か 27 2.92 3.64 3.64 3.56 4.06 3.61

ワ ー プ ロ が 欲 し い カ・ 28 3.00 3.85 3.38 3.43 3.74 3.25

フ ァ ミ コ ン が 欲 し い か 29 1.80 2.00 1.96 2,.18 2.24 2.19

PCエ ン ジ ン が 欲 し い か 30 2.30 2.28 2.61 2.75 2.58 2.50

コ ン ピ ュ ー タ が 好 き カ・

一一

31

-「、一,'.

3.34 3.87 3.87 3.92 3.61 3.58

流 れ 図 の 授 業 が 好 き か 32 2.28 2.69 2.22 2.50 2.56 2.59
一ー

コ ボ ル の 授 業 が 好 き か 33 2.17 2.96 2.64 2.51 2.37 2.48

ハ ー ド ウ ェ ア が 好 き か 34 2.71 2.35 3.03 2.89 2.87 2.75

ソ`フ ト ウ ェ エ2)二 量モ」き⊇L _ 35 2.59 3.03 2.72 2.87 2.93 2.70
一"一.

ア『セ ン ブ ラ が 好 き か

一ー一

36 2.13 2.57 2.24 2.54 2.87 2.70
一

テ レ ビ ゲ ー ム が 好 き か 37 3.59 3.60 3.91 4.07 3.77 3.93

プ ロ グ ラ ム 実 習 が 好 き か 38 2.96 3.58 3.30 3.62 3.09 2.95

ワ ー プ ロ が 好 き カ・ 39 3.15 3.80 3.74 3.53 3.51 3.40

CAIの 授 業 が 好 き か 40 2.92 3.32 3.19 3.17 2.87 2.72
「一 一 　.,一'-

CAIの 授 業 は 何 分 続 くか 41 3.15 3.71 3.64 3.64 2.82 2.98

CAIは 講 義 よ り 良 い か 42 3.21 3.57 3.58 3.42 3.12 2.88

CAIは 予 習 に 効 果 が あ る 43. 2.84 3.03 2.98 3.34 3.06 2.93.一ー一一

3.30CAIは 復 習 に 効 果 が あ る 44 3.01 3.17 3.35 3.62 3.40

CA'1は 自 宅 学 習 に 良 い 45 2.55 3.19 3.11 3.06 3.45 3.20

CALは 今 の 自分 に 必 要 あ る か 46 3.05 3.64 3.51 3.15 3.08 2.91

C』AIは 今 後 の 勉 強 に 必 要 な 形 態 か 47 3.13 3.69 3.58 3.32 3.20 2.87

ソ フ ト:ハ ー ド ウ ェ ア に 効 果 が あ る 48 2.84 3.25 3.22 3.12 3.08 2.96
一 ー 一

刻連 知 識 に 効 果 が あ る 49 2.82 3.28 3.22 3.06 3.Ol 2.91

プ ロ グ ラ ム 言 語 の 勉 強 に 効 果 が あ る 50 3.07 3.55 3.54 3.50 3.25 3.09
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(1)と同 じ実験群を対象 と して、因子負荷量 と固有値を求めたのが表4-2-6で あ る。

表4-2-6

因 子 負 荷 量 全 体 ア ン ケ

ア ン ケ ー ト 番 号 共 通 性C

10.6145

20.7812

30.8347

40.5895

50.6438

60,5320

70,6740

80.6876

90.4536

100.6862

110.5629

120.6232

130.6254

140.6205

150.9182

160・7052

}70.4810

180.4798

190.7747

200・6309

210.3287

220.5141

230.3782

240.5753

250.0000

260.2659

270.4271

280●4346

290.5410

300.4936

310.7721

320.7577

330.6648

340.7468

350.6660

360.6571

370.6414

380.6205

390.5'457

400◆7567

410◆5356

420.5650

430.5143

440.5228

450.6325

460●7267

470●6915

480.7079

490.5885

500.6334
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ここでは次 の3個 の因子 を予測 した。

第1因 子:CAIに 興味があ り期待す る因子

第2因 子:コ ンピュータやプログラ ミング言語に関す る因子

第3因 子:ソ フ トウェア、ハ ー ドウェアとい った言語以外の科 目に関す る因子

(1)と 同様に して取得資格、性格検査、適性検査、数学素養の別に因子得点の平均 をま

とめたのが表4-2-7で ある。

表4-2-7

因子得点 全体 アンケー ト

書家 試験 100 200 300

合格 一〇24 095 017

不A格 004 一〇17 一〇 〇3

主格 検査

類 型A 一 一 17 1

類 型B 一 i7 ' 5

類型C 一 08 0

類型D 一 05 2

類型E 50 一 7

重性検 査
一8 00 7 一 3
一7 00 5 一 5
一6 一 03 一 1 3
一5 一 10 2 3
一4 77 一 9 5

数学 素 養
100 一〇52 070ト037
一90 005 017[029
一80ト001 000002

1-701004LO411062,

第1因 子 に関 しては、直接 ア ンケー トと同 じ結果であるといえるが時間の経過 とと もに

その程度は小 さくなる。

第2因 子 のプ ログラ ミング言語 に関す る因子は、資格取得者 と数学素養の高い者が因子

得点 も高 い。

第3因 子の言語以外の科 目に対する因子で は、適性検査の得点の低 い者が高い。 これは

第2因 子の逆の現象 と思われる。

最後に、これ らの因子 に対 して分散分析 した結果を表4-2-8に 示す。

表4-2-8

区 分 因子1 因子2 因子3

取得資格別 0.6159 10.1378 0.3294

結 果 有意でない 1%で 有意 有意でない

性格検査別 1.4718 0.6090 1.9263

結 果 有意でない 有意でない 有意でない

適性検査別 0.2991 0.5460 1.4904

結 果 有意でない 有意でない 有意でない

数学素養別 1.2862 1.1328 0.9400

結 果 有意でない 有意でない 有意でない
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4.3CAROLコ ースウェアr流 れ図』における授業分析

本節においては、CAROLの 効果的な学習形態にっ いて調査す るため、CAROLコ

ースウェアのr流 れ図』を教材 と して実験授業 を実施 し
、集計された学習履歴等よ り実験

群 の諸因子を分析 した。

実験群 と しては、情報処理学科1年 生の中か ら、カ リキ ュラム上、大別 され る2コ ース

(コボルコース、フ ォー トラ ンコース)よ りそれぞれ1ク ラスずっ(D組 、E組)選 び、

それぞれの クラスよ り40名 弱を抽 出 し実験 を行 った。

4.3.1個 別授業 につ いて

実験群 として選んだ二つの クラスの相違点は、1年 時 にプ ログラム言語 と して、D組 は

年間を通 じて コボルを学習 しているのに対 し、E組 は前期 にフ ォー トラ ン、後期 に コボル

の2種 類を学習 している点である。r流 れ図』にっいて はD 、E組 と もソフ トウ ェアとい

う科 目の中で も同 じ内容を学習 している。

『流れ図』の個別授業は、次の形態で実施 した。

・対象人数 .:D組39人"(コ ボル因子)、E組33人(フ ォー トラン因子)

・進行:ス タン ドアロン形式で個々のペースにより学習 した
。

学習中 に疲 れた場合は各人任意 に中断することを許可 し、で きる限 り リラ ック

ス して学習を実施で きるよ うに心掛 けた。

・教材

・時 間

・学習履歴管理

(1)

CAROLシ ステムの学習履歴 は以下の内容 について記録 を行 っている。

・問題の終 了時間:問 題 フレームの終 了時間

・入力キー情報:入 力 された解答の 内容

・判定:入 力された内容の正誤

・問題の所要時間:問 題が与え られてか ら解答をす るまでの時間

・その他:フ レーム番号
、 レコー ド番号等の補助 的事項

(2)個 人 データ項 目

上記の形態で個別授業 を実施 し、得 られた学習履歴 とその他 の諸特性 を個人 デー タと し

て集計 した。以下 に参考 と した学習履歴情報 と諸特性の項 目を箇条書 きにす る。

① 性格検査結果1:情 緒安定性 を数値化 した もの。(情 緒安定な性格 は1、 情緒不安

CAROLコ ースウ ェア 「プ ログラム流れ図の作成 第5章 複数 ファイル

処理」を使用 した。

『流れ図』の第5章 全部を終了す ることを 目標 に(所 要時間内で終了す ること

は強制せず)各 個人のペースで学習 させ る。第5章 を終 了 した者には次 の章へす

すませた。学習履歴の採取 に関 しては、第5章 のみを対象 とした。

CAROLの 学習時間は60分 とした。(実 質55分)

学習履歴は コースウェア内蔵の学習履歴管理機能 によ り記録 した。

CAROLシ ステムの学習履歴記録 内容
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定な性格 は5)

②性格検査結果2:活 動性 を数値化 した もの(非 活動的、内向的な性格 は1、 活動的、

外 向的な性格は5)

③入学時の英語素養試験の得点

④入学時の数学素養試験 の得 点

⑤入学時の適性検査の評価

⑥処理問題数(第3章 は20問):所 定時間内に解答で きた問題の総数

⑦正解問題数 解答 した問題 中、1回 で正解 とな った問題数

⑧不正解 問題数 解答 した問題 中、1回 で正解 とな らなか った問題数

⑨正解率 ⑦/⑥

⑩不正解率 ⑧/⑥

⑪正解所要時間 正解であ った問題の解答 までに要 した時間の総計

⑫ 平均正解所要 時間 ⑪/⑦

⑬不正解所要時間:.不 正解であ った問題 の解答 まで に要 した時間の総計

⑭平均不正解所要時間 ⑬/⑧

⑮誤解答数 問題を間違 った回数(一 つの問題 に対 して1度 目が不正解、2

度 目も不正解であ る場合、誤答回数は2と 教え る。 これを全問題

に対 して加 えた もの)

⑯全所要 時間 スター トか ら第5章 を終了するまでに要 した時間、または、C

AROL終 了の合図(ス ター トか ら55分 後 にか ける)が あったと

きまでに実施 していた問題を終了するまでの時間

⑰学習時間CAROLに より学習を実施 した時間の合計。全所要時間か ら

問題処理時間(正 解所要時間+不 正解所要時間)を 引いた もの。

⑱学習時間率 学習所要時間を全所要 時間で割 った もの。

(3)学 習履歴の分析

(2)の18項 目の相関係数、期待値を表4-3-1、 表4-3-2に 示す。相 関係数 と期待値か

ら導 ける主 な傾 向とその詳細 について以下 に記す る。
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表4-3-1 相関係数

llト0.13ト0.28b.12 トo.11Lo.11トo.23b.202トo.23b.276トo.26Fo.14b.082トo.05b.120b.139b.279b.22gl
[Ol3|1 )139 一〇 〇 Loo8LoogLoo7Loo5bo72 一〇 〇3LoO3 08gLoO4 075LoO6 一〇 〇6 006 058一〇28 1宮9 1 －no 064 一〇 〇7 〕049 一〇24 275 一〇21 274 298Eng 02R －nn7 一∩n∩ －nn7 －n∩q

11ウ つ 一∩ ∩q －n∩ 只 －nウn －nlq －n?9 11只 只 一∩Rワ 1R『1 －nRq 一∩ ワ1 、 ク∩ ∩1R 、m5 )997 RR2 19RR
一〇11 一〇 〇R 〕064 一∩2 1 )】91 、245 －no7 τn5 －n19 262 ∩q2 －n1 ∩含含 1∩47 －n∩c 一∩1R 一∩1R
一〇 .11 一〇 .09 一〇 .07 一〇1 )1 1 1 〕870 〕507 一〇19 〕009 442 一〇41 〕35 一〇11 一〇 〇王 〕208 一〇41 一〇71

一〇 .23 一〇 .07 〕,049 一〇32 )2 5 870 1 〕046 268 一〇37 712 一〇 〇8 一〇 〇 一〇 〇7 一〇 〇8 〕129 一〇 .45 一〇 .70

202 一〇 .05 一〇 .24 1 5 一〇 7 〕507 〕046 1 一〇85 )789 一〇37 一〇74
〕81

一〇 〇7
〕315 )258 一〇 〇2 一〇26

一〇 .23 072 〕275 一〇 2 )1 5 一〇19 〕268
一〇85

1 一〇88 531 )705 一〇7 007 一〇28 一〇20 一〇12 〕018

276 一〇 〇3 一〇21 〕3 1 一〇 9 009 一〇37 〕789 一〇88 1 一〇60 一〇67 〕72 051 551 〕238 )202 〕043
一〇26 一〇 〇3 〕274 一 〇 9 2 2 〕442 〕712 一〇37 531 一〇60 1 551 一〇3 一〇 〇9 一〇27

〕070
一〇47 一〇67

一〇
.14 〕089 〕3 8 一〇 1 0 2 一〇41 一〇 〇8 一〇74 705 一〇67 551 1 一〇6 一〇 〇7 一〇4】 一〇18 一〇13 一〇 〇1

)082 一〇 〇4 一〇 2 2 6 一〇10 35 一〇 〇〇
〕8 6 一〇70 〕729 一〇39 一〇68 357 〕430 315 一〇 〇8 一〇38

一〇 〇 )075 0 3 一〇 6 033 一〇1 一〇 〇7 一〇 7 007 )051 一〇 〇9 一〇 〇7
〕357 1 266 Il9 一〇 〇6 一〇19

).12 一〇 〇6 一〇 7 0 5 047 一〇 〇 一〇 〇8 3 5 一〇28 551 一〇27 一〇41 〕430 266 1 〕044 一〇 〇3 一〇 〇8

}、13 一〇 〇6 一〇 0 2 7 一〇 〇5 20 〕129 2 8 一〇20 238 070 一〇18 〕315 119 044 1 620 一〇13

b27 )006 一〇 7 3 3 一〇18 一〇4 一〇45 一〇 2 一〇12 202 一〇47 一〇131008 一〇 〇6 一〇 〇3 〕620 1 690
b.22 058 一〇 9 2 3 一〇18 一〇7 一〇70 一〇 6 018 043 一〇67 一〇 〇1

、038
一〇19 一〇 〇8 一〇13 690 1

・学習時間 と問題処理時間

全所要時間は、CAROL画 面 に表示 され

る解説を理解 しフ レームを進 めて い く 「学習

時間」 と、提示 された問題を処理、解答す る

「問題処理時間」 との和 と考え これ ら二つの

事項について分析 を試みた。

①学習時間:全 所要時間 と学習時間の

関係を図示すると図4-3-1の よ うな分布を

示 した6'学 習時間 と人数の関係 を図4-3-2

に示す。学習 に際 して、章の細部内容、問

題数な どの情報 は各人 には知 らせず実施 し

たため、学習 に最大3004秒 、最小で1655秒

と大 きな広が りがある。学習時間はいずれ

も2100秒 以上に集積 してお り、4人 程が比

較 的短 い学習時 間であ った。 この4人 に対

して後 日個別 に意見を聞 いた ところ、 「知

って いる内容であ るので画面の内容を細部

まで読まな くと も進行で きた」(2人)、

「画面をみ るのが煩わ しいため、早 く画面

を送 った」(1人)、 「解説 よりも問題を

解 くのに重点をおいた」(1人)と い う意

見 であった。

表3-2各 項 目の期待値 と標準偏差
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図4-3-1全 所 要 時 間 と学 習 時 間
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また、処理時間の長 い学習者(2人)に

ついて も 「じっ くりと画面をよんで いた」

「疑問点があ って進めなか った」とい う意

見であった。 これ らより、実際のCARO

L運 用上 において もこれ ら両極端の学習者 人

に対するア ドバイスや補足説明を実施 する 数

必要を感ず る。

②問題処理時間:問 題処理時間と人数

の関係は図4-3-3の とお りであった。問題

処理時間の短い者の理 由は、 「説明画面 を

理解するのに多 くの時間を とられたたあ、

問題に時間をかけ られなかった」、 「提示

された問題 に適当な解答を数 回繰 り返 し、

問題のフ レームか ら抜 け出 した」とい うも

'のであ
った。CAROL学 習 に慣れ ると後

者のような例が多 く発生 し、学習効果の低

下が起 こるため、 この防止策を考慮す る必

要がある。

12

2
、
2

t

6

人7

数6

1700190021002300250027002900

学習時間

圏講義時間

31003eOO3500

図4-3-2学 習 時 間 と人 数

学習時間と人数

学習時間

図講義時間

図4-3-3学 習時間と人数

・処理問題数

①処理問題数 と人数 の関係

各学習者毎 に処理問題数が異な ってい るため、処理 問題数 と人数の関係を図4-3-4

に示 した.処 麟 は、全20問 に対 して平均 して12問 が処理 されている・所定時間内で

の駄 処麟 は20問 であ り、最小処理数 は5問 であ った・分布形は二つの山を もち・

対象学生が完全に二つの群に分類され る状態 とな った・ これ ら2群 について個月憤 悶

を行 った.全 解答数が14問 以上の解答 グループで は ・問題が易 しい・・ 「多 くの醜 を

解 くことを目標に した、、 ・他の学習者 との競争意識・等の意 見を得た・一般にCAI

学習においては個別学習が長所 とされ るが 、

競争意識 を もってCAI学 習 に取 り組む学

習者 も少なか らず存在す ることが判明 した。



10問以下の解答 グループで は、 「問題を

間違える と次のステ ップにすすめない」、

「単調な解答の繰 り返 しに飽 きる」、 「自

分が十分に理解で きるだけのペ ースですす

めた」等の意見を得 た。 人

数

1234 567891011121314151617181920

問 題処 理数

図4-3-4問 題 処 理 数 と そ の 人 数

②平均処理問題数 と時間の関係

図4-3-5で は全体の期待値 とD,E細 別の期待値を表示 した。図4-3-6で は同様 に し

て適性検査の階級別期待値を図示 した。 これか ら、適性検査の得点が低 くな るに従 い処

理問題数 も減少 してお り、適性試験の有効性 を示 していると思われ る。
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③相関係数から考察する処理問題数と時間の相互関係

処理問題数と相関の高い項目を絶対値の

大 きい順 に列挙す ると、正解数 、学 習所要

時間率、不正解数、問題処理時 間の順に続

いている。

処理問題数 と正解数 との相関係数が最 も

高いが これは 「問題 に真剣にとりくんでい

る」ことの証であると考え られ る。また、

学 習所要時間率 とは高 い負の相関を示 して

い る。 これ は問題処理時 間の比率 と正の相

関を持つ といえ る。処理 問題数 と不正解数

との相関 もみ られ、これを図4-3-7に 示す。

ウ
'

1

0

ユ2

処理問題数

図4-3-7処 理 問題 数 と不正 解 数

平均正解所要時間(項 目12)と 平均不正

解所要 時間(項 目14)を 比較す ると、平均

不正解所要時間は平均正解所要時間の1.8

倍 ほどあ り、不正解であ った問題 は熟慮の

結 果間違 ったことを うかがわせる。細部検

討のため各学生の平均正解所要時間と平均

不正解所要時間を図4-3-8の グラフで表す。

図でX軸 上の印は全問正解者 を示す。X軸

か ら遠 くなるほど熟慮結 果の不正解で ある

傾 向が強い。逆 にX軸 に近いほど短い考慮

時間の結果間違 った といえ る。

・その他

①性格検査 と他の項 目との相関
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図4-3-8

平均正解所要時間

正解所要時間と不正解所要時 間の平 均

(単位 秒)

性格検査結果1(情 緒安定性)と 最 も相関係数が大 きな項 目は入学時の英語の得点で

あ り、負の相関に示す。 これは、英語 の得点が高いほど情緒が安定 しているととれ る。

しか し、いずれ も相関は小 さい。性格検査結果2(活 動性、外向性)と 高 い相関を持 つ

ものはみ られない。
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②素養試験 と他の項 目との相関

素養試験 と他の項 目との相関の中で最大の値を持つ ものは、 「英語 」と 「平均正解所

要時間」であ り、英語の得点 と正解一問あた りにかける時 間の長 さに正の相関があ る。

しか し、問題の処理数 との間には相関がな くこれ らか ら英語 に高得点 を得る学生 は じっ

くりと問題を処理す る傾向が うかがえ る。次 に相関の大 きな もの として 「数学」 と 「正

解所要時間」の間に負の相関が存在す る。 しか し、 「正解率」 とは負の相関を もってお

り、数学 の高得点者 ほど正解の所要時間が短 く、スピーデ ィであるが、正確 さに問題が

あると考え られ る。

③適性検査 と他の項 目との相関

正解数 との相関で、英語 と数学では大 きな差がみ られ る。

④処理問題数 と不正解問題反復回数 の相関

この項 目は相関関係が小 さい。図4-3-9

に全学生 についての関係 を示す。

この図か らは 「問題 の反応 スピー ド」 と

「正確 さ」をよみ とれ る。すなわ ち、図を

上下左右の4部 分に分類す ると、右下部 は

「反応が早 く正確」、右下部は 「反応が早

いが不正確 」、左下部 は 「反応が遅いが正

確」、左上部 は 「反応が遅 く不正確」であ

る学生群 を示 している。

8121620

処理問題数

図4-3-9処 理 問題 数 と不正 解 問 題 反 復 回数

(4)因 子分析

以上の学 習履歴データの処理 を行 うため、各項 目のデータを正規化 した。 その後、因子

分析(主 成分法、バ リマ ックス回転)を 行 った。

因子分析 は心理学、 ア ンケー ト分析等 に利用 され、デ ータの背後 にあ る因子を抽出 しよ

うとす るものである。 この因子分析 を今回の実験授業で得 られ たCAROL学 習履歴 に応

用 し、成績、処理時間等 と各個人の持つ各種特性因子(性 格検査、適性検査等)の 関係を

調査 した。

表4-3-3に 因子分析 の結果得 られ た因子負荷量 と固有値を示す。 これか ら、固有値が1

以上 の ものが5つ 抽 出された。以 降にそれぞれの因子にっ いて記述 する。
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表4-3-3因 子 負荷 量 と固有 値

!陛 通 因子 因 子1 因子2因 子3 因子4因 子5

lllO.15098510.299703
・0 .17863 0.101858 ・0 .136641.0020230

2 い13447 卜0.084059 ・0.108587 ・0 .222581 。.8613241。.4237靱

3 0.182253 卜0.321575
一〇.Ol3420 0.Ol7225 0.194335 〕.0639029

1
|
14
1
|

0.280957 ・0 .266669 0.172394 ・0 .072648
・0 .085508

5 1.。2945}llli器% 0.280413 ・0 .028740
・0 .20223 0.486578

6 0.998545P.0642434 0.922114 0.186402
・0 .10432 ・0 .270572

17 .0.958344 ・0 .354389 0.825973 0.230099 ・0 .056003 ・0,166128

18 0.9456 0.826378 0.43965 1。.。32。6。
・0 .047694 ・0 .17893

19
1

0.858368 ・0 .874816 ・0,14671 〕.0749894 〕.0663806D.0784776

llO 0.924999 0.925588D二 〇318052
・0 ,U4201 〕.0438979 〕.0505415

ll1 0.92342 ・o .735893Lo・534935 0.223372 0.041998 ・0 .000135

ll2 0.975722 ヒ0・818728 ト0.2816140.0324642 0.ll7423 0.U9238 l
lll30.89876410.78264 0.425266FO.105928 0.20309 0.190032

ll4}。.637662P.。9。9874 0.079229 ・0 ,152032 0.U735 0.56058

ll5 0.31339410.418323 0.114176 ・0 .187424 0.073989 0.280617

ll6
` 1.10931 0.325207 0.124346 0.92096710.315068 0.186331

ll7 0.944831 0.334U9 一〇.62810810.633628.0660585 〕.0054747

ll8 い00477 0.144847 .。 .918341P.。3626951.。.18。61ト 。.139273

直 5.08653.76081.56941.23971.0666

・第1因 子 に高い因子負荷量を示す項 目は 「不正解率」、 「正解率」、 「不正解数」、

「不正解時間」などであ り、いず れ も問題処理の不正確 さ(符 号を逆にす ると正確 さ、 こ

こで は符号を逆 に取 って正確 さとす る)を 示 して いる。すなわち、 この得点が高いときは

不正解が多 く、不正解の問題 に多 くの時間を費や している ことを示 してい る。

従 って、 この因子 は 「処理の正確 さの因子 」とい うことがで きる。

・第2因 子 に高い因子負荷量を示す項 目は 「処理問題数」、 「正解数」、 「学 習時間率 」

である。処理数が多 く、正解が多いほど高得点 とな る。 また、 「全所要時間中の学習時間

の比率」にも負の高い負荷量がかか り、 これは 「全所要時 間中の問題所要時間」が多いほ

ど、この因子の得点が高 くな ることを示 している。すなわち、多 くの時間がかか って も問

題をたくさん解 いた場合 に高得点 とな る。

従 って、 この因子 は 「問題処理(数 と時間)の 因子」 とい うことがで きる。

・第3因 子 に高い因子負荷量を示す項 目は 「全所要時間」 と 「講義所要時間」である。

「全所要時間」、 「講義所要時間」いずれ にも正 の負荷量がかか ってお り、 「全体の時間が

長いか、または問題の処理に時間をかけている」ほど高得点 とな っている。

従 って、 この因子 は 「時間の因子」 とい うことがで きる。

以下の因子 にっいて は解釈上問題が あるが参考 までに次のよ うに解釈す る。

・第4因 子 に高い因子負荷量を示す項 目は 「性格検査結果(活 動 、外向性)」 である。 こ



の性格検査の項 目は 「活動的 、衝動的、社会的外向」な性格 ほど大 きな数値を もつ(最 大

5)も のであ り正 の符号で ある。 「授業 に取 り組 む意気込みの因子 」と解釈する。

・第5因 子 に高い因子負荷量を示す項 目は 「適性検査評価」 と 「平均不正解 時間」である。

「平均不正解時間」は、長 ければ、問題 に対す る考慮時間が長い、また は、慎重 に答えた

結果であ ると解釈で きる。 「不正解問題への取 り組みの慎重 さ、熟慮の度合」 と解釈す る。

以上5っ の因子をまとめると

①処理の正確 さの因子

②問題処理の因子

③時間の因子

④授業に取 り組 む意気込みの因子

⑤不正解問題に対す る取 り組みの慎重 さの因子

となる。

これ らの因子負荷量 と各個人学 習履歴か ら因子得点を推定 し、 さらに性格検査の項 目別、

適性検査の ランク別、国家 試験 の合否別に因子得点の平均 を もとめた。 この結果を表4-3-

4に 示 す。 この表か ら各因子得点の傾向をみ ると次のとお りであ った。

表4-3-4因 子 得 点
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・問題処理の正確 さの因子 は、適性検査での得点が低い階級(表 の類別で 「Cラ ンク平

均」)で 高い、すなわち正確 さが低 い傾向にある。性格検査の類別 においては、類型Bで

因子得点が負で絶体値最大 となり正確 さが高 い傾向にある、逆 に類型Cで 正確 さが最 も低

い傾向が見 られ る。

・問題処理の因子 は、D、E組 の クラス間で差が大 きく資格取得者 、性格検査の類型Bで

高い得点を持つ。 また、適性検査で は、適性 検査の得点 が低下す るに従い問題処理能 力 も

低下 の傾向がみ られ る。

・時間因子 について は、性格検査の類型Bで マイナスの最大 となり、性格検査 の類型D、

Eで 正の最大である。 クラス間、適性検査の階級間には差異は少ない。

・授業への取 り組みで は、性格検査 の類型Eで 資格取得者の得点が高 く、また、性格検査

の類型Bで マイナスの最大得点を示 す。

・不正解問題 に対する取 り組 みの慎 重さで は性格検査の類型Eで 最 も高い。 この ことか ら、

性格検査の類型Eの 学生 は、問題を解いた結果が不正解で あ って もその問題 に対す る取 り

組みは慎重であ った傾 向が強い と考え られ る。

(5)学 習効果の分析

個別授業におけ る学習効果 を分析す るため、数 日後D、E組 の学生全員 に対 し共通試験

を実施 した。共通試験 にっいては、その実施 を実験群には知 らせず、個別授業 と共通試験

の結果に影響 を及ぼさないよ う留意 した。共通試験の内容 はCAROLコ ースウェア 「プ

ログラム流れ図の作成 第5章 複数 フ ァイル処理 」で出題 された問題を抜粋 して使用 し

た。試験結果を基 に、D、E各 組毎 に、実験群 と非実験群 間で分散分析 を実施 し、表4-3-

5のF値 を得た。'こめ表か ら実験群 と非実験群間で危 険率1%で 有意で あるといえ る。す

なわち、CAROLに よ る授業 に効果があ ったと思われ る。

表4-3-5

区分 F値 結果

D組 9.5031360 1%で 有意

E組 27.846234 1%で 有意

4.3.2擬 似一 斉 授 業 につ いて

●

擬似一斉授業 は個別授業 と別の 日に同 じ時間帯で実施 した。

『流れ図』の擬似一斉授業 は、次の形態で実施 した。

・対象人数:個 別授業対象者 と同 じ。

・進行:教 員が事前 に用意 した授 業指導案に基づ き、CAROL教 材 の内容を説
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・教 材

・時間

・学習履歴管理

(1)擬 似一斉授業の分析結果

擬似一斉授業の学習の定着度、学習効果を分析 するため、数 日後D、E組 の学生全員に

対 し、擬似一斉授業 に使用 したの と同一の問題 で共通試験 を実施 した。

この試験か ら、学習効果 にっ いては実験群 と非実験群 間で有意 な差が得 られなか った。

問題の内容につ いて は授業 において学習済みの ものであ り、実験群、非実験群 いずれに と

って も復習 となる。学 習の定着度にっ いて も同様 に有意 な差が得 られなか った。

明す る。授業 は、LAN(ロ ーカル ・エ リア ・ネ ッ トワー ク)を 通 じて教

材画面を個 々のモニ ターに一斉に画面転送 することによりすすめ る。授業

の進行 は教員のペ ースで行い、画面情報 だけで は不足す ると思われ る内容

を教員が補 足説明す る形で実施 した。

教材か ら提供 され る問題 は、授業開始前 に配付 した解答用紙 に記入 させ

た。

CAROLコ ースウェア 「プ ログラム流れ図の作成 第3章 フ ァイル

処理の基本」を使用 した。

授業時間は40分 と した。

学 習履歴 はとらない。

4.3.3節 の ま と め

この節では、CAROLの 有効利用を計 るべ く、CAROLの 学習履歴 を用 いて有意な

因子を抽出す ることを試み る ことと、CAROLの 学習効果 にっいての分析を実施 した。

学習履歴 を用 いての分析で はCAROL学 習に効果のあ る結果は得 られなか った。

個別授業の分析か らは、個別授業の実験群 と非実験群の間に有意差が見受 け られた。 し

か し、 これ は1回 のCAROL授 業で得 られた結果であ り、今後 と もよ り多 くの データを

蓄積 し、分析す る必要があ る。また、母集団の統計的性質 について も考慮が不十分であ り、

即断す ることは出来 ない。
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4.4CAROLコ ー ス ウ ェアrCOBOL』 にお け る授 業 分析

本節 に お いて はCAROLコ ー ス ウ ェア の 「COBOL」 を 用 いて4.3と 同様 の実 験

授 業 を試み た。

4.4.1実 験 授 業の 実施 方 法

(1)実 験授業の実施内容 と実施形態

CAROLコ ースウェアrCOBOL』 の 「第4章 表操作 のプログラム」を擬似一斉

授業で実施 した。実施時間は30分 間であ る。

「第8章 マ ッチ ングのプログラム」は個別授業で実施 した。実施時間は60分 であ る。

(2)実 験授業 と通常授業 との関連

第4章 に関する通常授業 はD組 、E組 共 に実施済みで、復習 として実験授業を行 った。

第8章 に関する通常授業はD組 では実施済みで、復習 として実験授業を行 った。E組 で

は実施 されてお らず、予習 として実験授業 を行 った。

以上の関連をまとあたのが表4-4-1で ある。

表4-4-1

内容 授業

区分

D組 E組

実 験 群 非実験群 実 験 群 非実験群

第

4

章

通常

授業

4か 月前に

実施済み

同 左 1か 月前 に,

実施済み

同 左

実験

授業

復習

擬似一斉授業

実施せず 復習

擬似一斉授業

実施せず

第

8

章

通常

授業

1か 月前に

実施済み

同 左 実験授業の

翌日実施する

同 左

実験

授業

復習

個別授業

実施せず 予習

個別授業

実施せず

(3)形 成 的テス トについて

実験授業実施の4日 後、第4章 と第8章 の学習習熟度 を調べ るため表4-4-2に 示す内容

で形成的テ ス トを実施 した。
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表4-4-2

設問 設問の内容 問題数 問題番号

第 1 テーブルの一般概念 2 1～2

4
章 2 添字付けの書き方(記 述式) 1 3
の

裂
3 添字の規則 3 4～6

4 繰り返し処理の流れ図 3 7～9

5 テ ーブ ルの コー デ ィ ング(記 述 式) 2 10～11

6 用語 3 12～14

第 7 ファイル処理の一般概念
』2

15～16

8
章 8 マ ッチ ング処理 の一般概念 4 17～20
の

裂
9 プ ロセ ス フ ロー チ ャー ト 3 21～23

10 フ ァイル更新の レコー ド処理 3 24～26

11 マ ッチ ング処理 の流れ図(記 号形式) 3 27～29

12 キー比較の考え方(文 章形式) 3 30～32

4.4.2形 成 的 テ ス トの結 果 よ り

ここではお もに実験授業実施後に行 った形成的テス トの結果 を分析 し、実験群 と非実験

群の結果 を比較対照 し、以下の項 目にっ き考察 を行 った。

(1)擬 似一斉授業の学習効果について

形成的テス トの問題内容を第4章 「テーブル処理」と第8章 「マ ッチング処理」に分 け

て実験群(D組 とE組)、 非実験群(D組 とE組)の 合計4個 の群 におけ る正解率の平均

を図4-4-1に 示す。
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コボルの通常授業 においては2組 ともに 「第4章 表操作のプ ログラム」の範囲で ある

「テーブル処理 」に対す る学習 は実施 されているが、現実 問題 として個 々の学生 の習熟度

に差がある。さ らに、今回実験群 と して選んだD組 とE組 では、実験に コボルを学習 した

時間数の違 いによ り、D組 のほ うが 「テーブル処理」の内容 における習熟度が高い と思わ

れる。このような習熟度の違 いを持つ実験群に対 して行われた擬似一斉授業 の効果につい

て述べる。

図4-4-1に おけ る 「テーブル処理1の 正解率の平均 をみ ると次の ことがいえる。

①D組 とE組 の実験群 において正解率の平均を比較 してみ ると、D組 の方が9パ ーセ ン

ト高い。 また、非実験群 において も同様 にD組 のほ うが10パ ーセ ン ト高 くな っている。

CAROLを 用いた授業を実施 していない非実験群 における10パ ーセ ン トとい う差が、

D組 とい う集団 とE組 とい う集団が もともと持 ってい る習熟度の差 とみるな らば、正解率

の差をみる限 りで は目立 った効果の違 いはみいだせない。

次 にそれぞれの群が持つ散 らば り具合の程度 をみ る。標準偏差は表4-4-3と な り、次 の

ことがわかった。

①D組 とE組 の非実験群における標準偏差の差 は2.41でE組 の方が大 きい

②D組 とE組 の実験群 における標準偏差の差は1.43でE組 のほ うが大 きい

① の値をD、E組 とそれ ぞれ本 来持 っている差 と考え るとすれば、② の値か らCAROL

学 習によってE組 の学生個 々における理解度の差がな くな った と考え られ る。

表4-4-3「 テ ーブ ル処 理 」 の標 準 偏 差

実験群(D組) 実験群(E組) 非実験群(D組) 非実験群(E組)

15.45 16.88 17.32 19.73

(2)個 別授業の学習効果 について

図4-4-1に おけ る 「マ ッチ ング処理」の正解率の平均 よ り次の ことがわか った。

①D組 とE組 の非実験群 において はD組 の ほうが1パ ーセ ン ト低 い

②D組 とE組 の実験群 にお いてはD組 のほ うが3パ ーセ ン ト高い

E組 では形成的テ ス トの実施直前 に、第8章 の内容にっいての通常授業が実施 されてお

りその効果が① の値に反 映されている と考え られ る。

このことよ りD組 とE組 の実験群 において もD組 の方が低い値 にな りそ うであるが、②

の値をみると逆 になってお り、E組 において はCAROLを 実施 した ことの効果がみ られ

なか った。

それぞれの群の標準偏差 は表4-4-4と な り、次 ことがわか った。

③E組 と実験群の値が最 も小 さい

④D組 とE組 の非実験群 においてはD組 のほ うが小 さい
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③ よりCAROLを 用いて学習 したことによ りE組 の学 生個 々にお ける理解度の差がな

くな り、④ より通常授業で は理解 で きるものと理解できない もの(落 ちこぼれ)が で きて

しまった と考え られ る。す なわ ち個別授業で予習 した実験群では全員 まんべんな く知識が

定着 した と考え られ る。

個 々のペースで理解度に合わせて行 うことので きるCAROLを 用 いた予習 は本来行わ

れている通常授業の内容を定着す るのに効果があると思われ る。

表4-4-4「 マ ッチ ング処理 」の 標準 偏 差

実験群(D組) 実験群(E組) 非実験群(D組) 非実験群(E組)

14.83 14.22 15.82 15.95

のアチーブメ ン トテス トか ら出題 してあ る。

コースウェアの内容 はコボルプログラ ミン

グの重要な技法を一般概念か ら説 明されて

お り基本的なものであ る。 そのため、実験

授業を受けたか受 けていないかに係わ らず

同 じ傾 向になったと思われ る。

(3)形 成的テス トの問題 内容による効果の違い

実験授業の実施形態に係わ らず どのようlee

な内容に学習効果があたのかを考察す る。
89

図4-4-2に 実験群 と非実験群の問題別の 正

正解率を示す。 これ によ り正解率 の高 さは 解6e
率

違 うが傾向は変わ らない ことがわかる。形
48

成的テ ス トの内容 は使用 したコースウ ェア%

2θ

θ

問 題 番 号

図4-4-2問 題 別 正 解*

テ ーブル ・マ ッチング処理

一← 平均

+実 験 群

一⇔一 罪実 験群

この中で問題3と 問題10は 記述形式 にな ってお り特 に問題10に っいては予約語 の綴 りを

答え させてお りCAIに 向いた問題であ るといえる。

問題3と10の 正解率 の平均を、正規化 した ものを計算す ると表4-4-5の よ うにな り、実

験群の方が非実験群よ り大 きな値 を示 している。 これは実験群で は他 の問題 に比 べこれ ら

の問題 の方がよ くで きているといえる。

表4-4-5

問題3 問題10

実験群 0.32 一 〇
.77

非実験群 0.04 一1
.05
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4.4.3節 の ま と め

本節で はCAROLコ ー スウ ェアrCOBOL』 の効果的な実施形態について調査 し、

次のような結論を得 た。

個別授業の形態で本来行われ る授業の予習 として使用 すると学生個 々の理解度 のば らつ

きが少な くなるとい う効果を得 た。

擬似一斉授業を復習 に使用 したときは顕著な効果 はみ られなか った。今回使用 したCA

ROLは スタン ドアロン形式で個別授業での使用 に適 した ものであ り、 これを擬似一斉授

業の教材 として使用す るな らば講師が どのよ うに使用 してい くかを研究 しなければ効果 は

期待 できないと思われる。

コースウェアの内容 は第4章 、第8章 ともに基礎 的な ものであ り、今回の実験授業では

学習習熟度の高い ものよ り低 い ものに対 して学習効果が期待で きた。

今回の調査では以上のよ うな傾 向がみ られたが、まだ未調査の部分が多数あ り分析方法

について も満足のい くものではない。 この ことより、 このCAROLを 使用する ときの学

'習形態は個別授業で なければな らない と結論づ けることはで きないが コースウェアの もっ

ている特質を活か して利用 しなければな らない ことが改めて認識で きた。今後、いろいろ

な コースウェアを使 った調査分析が必要で あると思 う。
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5。 調査研究のまとめ

ソフ トウェア技術者 の養成機関で は、よ り効果的なカ リキ ュラム、授業形態、授業方法

などを常 に追 い求め る必要がある。その中で、新 しい教育 メデ ィアと して数年前か ら注 目

を集めてい るコンピュータを用 いた学 習形態であ るrCAI学 習」 は、本校 において も4

年前か らオ リジナルの コースウェアとして 「ハ ー ドウ ェア」、 「ソフ トウェア」、 「関連

知識 」の3コ ースを作成 し、特 に授業時間以外 に個人の復 習用 と して用 いたり、情報処理

技術者試験 の受験対策 と して試験直前 の総復習用 として利用 して きた。今回、CAROL

コースウェアか らrCOBOLsと 「プログラム流れ図の作成」を用 いて学習効果の調査

研究を行 って感 じることは、'ソフ トウ ェア技術者の不足に対処すべ き教育機関の役割 とし

て 「計画的養成のたあの教育 システム」の構築を今後 とも目指 して行 かな くてはな らない

が、それで も 「現状のCAIシ ステムには多 くの問題点が ある」 と感 じざるをえ ない こと

である。

例えば、 「疲 れた」 とい う意見一っを とって も、その要因には コースウェア自体が持つ

ソフ トウェア上 の問題 もあるが 「人間工学的」な問題 も大 きい。 モニ ター画面の微細 さや

配色に影響 され る目の疲れ、机や椅子の形状に起因する姿勢か らくる肩 こり、腰の痛み等

の問題 はその一例であ る。

日本の優れた技術を もってすればハー ド上の問題は じきに解決 され るであろうが、次に

はコス トの問題がでて くる。いか に良い システムであって も高価で は意味が ない。

また、実験授業を観察 して、 「教 員がで きることを無理に機械に させて も効果が上が ら

ない」ことを感 じた。で は、 「教員にで きないこと」とはなん なのか。 日本の教育界が長

年に渡 って築 き上げて きた 「黒板 とチ ョーク」に代表 され るす ぐれた教育工具 と、肩を並

べるだけの もの と してrCAIシ ステム」が成長するまでにはまだまだ問題が山積 してい

る。 しか し、教育機関の中で 「学校 の持つ設備」、 「教 員の コンピュー タに対す る知識 と

利用す る能力」、そ してなにより 「そこで学んでいる学生 の コンピュー タに対す る興味」

等の条件が揃 っている情報処理専門学校はその問題を解決 してい くうえで条件がよいとい

えよ う。
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1.調 査研 究 テ ーマ

rCAIコ ー ス ウ ェアrCAROL』 の 効果 的 利用 法 」

2.調 査研究担当者

情報教育推進部 都築 貞俊

米津 治彦

東 尚雄

藤田 理砂子

3.調 査研究の概要

3.1ね ら い

初級情報処理技術者育成を目的とした教育機関における情報処理教育を効果的に推進す

るためのCAROL活 用のあり方をカリキュラム、運用形態の面から考察する。

3.2構 成

昭和63年 度CAROLを 試行的に授業へ取 り入れ、実施 したが、 この結果をふ り返 り、

今後の活用の しかたにっいて検討 した結果を報告 します。

4.調 査研究の内容

4.1は じ め に

4.1.1当 学 院 の設 立 目的

富士通電算機専門学 院は情報処理技術者の育成 と レベルア ップを 目的 と して、昭和42年

5月 コンピュータメー カー富士通株式会社が直営す る情報処理教育機関 と して発足 しま し

た。

以来今 日まで多 くの皆様の ご支援の もと、常 に先進 的な教育活動の展開を心掛 けて参 り

ま したが、広 く社会各層 の学 びの場 と して活用 され、卒業者 は1万2千 余名を数え るまで

に至 りま した。

設立当時は各企業、団体での コンピュータ導入時期 にあた り、これ らユ ーザーにお ける

コンピュータ部門の基幹要員育成の助力を務めて参 りま したが 、逐次 、教育の対象を広 げ

将来情報処理要員になる ことを 目指す人 々を初め、企業、団体の新入者や職業転換者等幅

広い対象者 に向けての教育活動に取 り組 むと同時 に、社会 のニ ーズに応えプ ログラ ミング
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か らシステムエ ンジニ アリング迄の領域 に至 る多様 な教育課程 を備え ることと し、現在で

は後掲の通 りの学科構成 と してお ります。

また、昭和60年 には、大阪に も富士通関西専門学 院が開設 され、富士通株式会社 として、

東西二学院の体制で情報化人材育成 に貢献すべ く活動 を してお ります。

そ して、昭和63年3月 には、通商産業大 臣よ りr情 報化人材育成連携機関』 として当学

院 も委嘱を受け、その役割を全 う出来 るよ う関係者一同、よ り良 い情報処理教育 の推進に

懸命 な努力 して居 るところであ ります。



4.1.2学 科編成

昼間2年 制の情報処理科をは じめ経験別 に学科編成を してお り、昭和63年 度の実施学科

総数は12学 科 、総 クラス数 は28ク ラスを運営致 してお ります。学科編成 は以下の とお りで

す。

表4-1学 科編成

修学

期間

授 業

時 間

入学定員

(年間)

主 な

対 象 者

目 標 と す る

到 達 レ ベ ル

週

5

日

制

情 報 処 理 科 2年 2,160 80名 高卒者等 情報処理試験2種 以上

プ ・ グ ラ ミ ン グ科
6ケ月 600 80 新入社員等 プログラミ ング技術習得

職種転換受託教育 !ノ 600 240 企業単位のクラス

編成による職種転

換者教育
〔

プログラミング技術習得

〃 システムエンジニア課程 〃 600 80 システム讃 硫 習得

基 礎 科 ノノ 300 240 企業人、大学生 プログラ ミング技術習得

応 用 科 〃 300 160 基礎科修了者 〃 、情報処理2種

専 門 科 〃 300 80 応用科" " 、情報処理1種

システムエンジニア科 ノノ 300 80 専門科" システム設計技術習得

研 究 科 !ノ 300 20 システムエンジニア科 〃 〃

隔

日

制

ビ ジ ネ'ス 科 ノノ 222 40 新入、職種転換者 プログラ ミング技術習得

コ ン ピュ ー タ入 門科 ノノ 100 160 企業人、大学生 〃

実 践 科 〃 150 80 入門科修了者 ノノ^
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4.2CAROL活 用 の状 況

4.2.1活 用 に つ い て

当学院では昭和63年 度授業よ りCAROLを 採用す ることと しま した。本格的な活用は

次年度よ りとし、当年度 はまず試行的に次の学科 の授業に導入いた しま した。

主 として実施 しま したの は、高校卒業者主体で編成 され2年 間の教育によ り第2種 情報

処理技術者試験以上に合格を 目的とす る情報処理科63年4月 入学者(1年 生)83名 の2ク

ラスであ りま した。

他にも出来 るだけ、幅広 く各種の対象者 の授業 にも、部分的なが ら導入 してみ ま したが、

今回 レポー トでは情報処理科 における実施事例を中心 にご報告す ることと致 します。

表4-2学 科毎のCAROLの 利用

コースウェア

学 科
♪

COBOL FORTRAN
プログラム

流 れ 図
フ ァイル アセンブラ

人工知能

の応用

情報処理科1年 生 ◎ ○ ○ ○ △ (注2)

プ ログラ ミン グ科 、 ○

職種転換受託教育 ○ ○ ○ ○

"シ ステムエンジニア課 程 ○

基 礎 科 ○

システぽ ンジニア 科 ○

研 究 科 ○ ○

(注1)◎ 全章利用 〇 一部利用

(注2)2年 次に利用 します。

△ 自習に利用

4.2.2情 報処理科 の教育内容

これか らご報告 の情報処理科の授業 内容 は、表4-3、4-4に 示す通 りであ りま して

.生徒 は高校卒業者主体(現 役50%、1浪30%、2浪 その他20%)で 所謂社 会においての実

務経験の全 く無い人達の集団で あ ります。 そ して 目指すのは第2種 情報処 理技術者試験合

格以上の能力を身につけさせ、情報化社会 に送 り出 したい とす る所であ ります。

1年 次 は、英語、数学等の基礎学力を身 につ け、COBOL等 による応用プ ログラ ミン

グ技術の習得 とコンピュータシステムの理解 を主眼 としてお ります。

2年 次は、 システムエ ンジニア としての基礎的 な システム開発技法、業務知識の理解及

び、より幅広いプ ログラ ミング技術 の習得 とネ ッ トワー ク分野等の情報処理 システ ムの理

解を 目的 としてお ります。
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表4-3情 報処理科1年 次教育 内容

前 期 後 期

科 目 名 時間数 科 目 ・名 時間数
一
ヒ ュ ー マ ン リ レ ー シ ョ ン 15 ドキ ュメ ンテ ー シ ョン 30

般 英語 45 英語 30

科 数学 60 数学 60

目 簿記 60 会計 60

専 コ ン ピュー タ入 門 60 ハ ー ドウ エ ア 15

操作法 30 オペ レーテ ィ ング シス テ ム 15

門 COBOL 150 COBOL 150

アセ ンブラ 60 FORTRAN 30

科 FORTRAN 60 C言 語 90

情報処理の種類と利用法 15

目 企 業活 動 に お け るコンピュータ利 用 15

OA実 習 30

計 540 計 540

表4-4情 報処理科2年 次教育 内容

前 期 後 期

科 目 名 時間数 科 目 名 時間数
一

般

科

目

英語

数学

商業と流通

生産管理

30

30

30

30

オペ レー ションズ リサ ーチ

法律の常識

30

30

専

門

科

目

COBOL又 はC言 語選択

C言 語

デ一夕ベースプ ログラ ミング

デ一夕コミュニケーションプ ログラ ミング

システム開発概論

システム設計の基礎

プログラム開発の基礎

特別講義

60

90

60

60

15

60

60

15

COBOL又 はC言 語選択

データベ ース

データ通信(ISDN/OSI)

知的情報処理 システム(AI)

ソフトウェアの品質管理 とテ ス ト

総合実習

販売管理 システム

財務会計 システム

生産管理 システム

特別講義

30

30

60

45

45

150

30

30

30

30

計 540 計 540
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この中で、授業へのCARO・L'の 活用'は表4-5の 通 りであ りますが、考 え方 と して は

(1)CARoL利 用のため独立 した科 目を新 たに設置するのでな く、関連の深い科 目

の中で、その授業の一部 にCAROLを 採用 し、副教材 として活用す る。

(2)な かで も、、COBOLは コ.ンピュ一夕言語中で最 も使用頻度の高 い言語であ るの

で、重要科 目として重点的 に利用 を図 る。

と致 しま した。

表4-5授 業へ(PCAROLの 活 用

科 目 授業総時間 適 用 の コースウ・ア 利用時間 適 用 の 状 況

COBOL 300時 間 COBO・L 2.7時 間 全章を利用

∵」 ・1 '

三 ワ ァイル 3時 間 8章VSAMフ ァイル利用

FORTRAN 90時 間 FORTRAN』 6時 間 8章 配 列 、9章 副 プログラム

利用

、

コ ン ピ ュ ー タ 60時 間 プ甲グラム流 6時 間 1章 初めての流れ図
1

入門 れ図の作成 2章3っ の基本形

3章 わかりやすいプログラム流 れ 図

、

利用

A フ ァイル 3時 間 1章 基礎概念と種類
F

2章 磁 気 テープファイル

3章 磁 気ディスク順 ファイル

、 皐 、

8章VSAMフ ァイル利 用

、 ∨

(注)こ の ほかアセ ンブラにっいて は、情報処理技術者試験で習得が必要な者 に時間外の

利用を させています。

4.2.3運 用の 要領

CAROLを 実際の授業 に利用する た際 しては、次に述べ るよ うな形 と致 しま した。
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(1)環 境

使用パ ソコンFMR-60HD1人1台(パ ソコ ン実習室内)

様 式 スタン ドア ロン

指 導 授 業 時 教 員1名

助 手2名 …… 操作に慣れ るまで

自主利用 時(時 間外)助 手1名

(2)利 用法

① カ リキ ュラム、教材がCAROL利 用を前提 と した もので な くこれ迄通 りの も

のなので、副教材 と して授業の チェックポイン ト毎の学習結果の整理 、復習に活

用す る。

② 実際の利用にあた っては従来の教育内容 とCAROLを 統合 した新指導手引を

作成する。

③ 習熟度 に応 じた個別の指導に活用す る。

④ 時間外 は全生徒が 自主的な学 習に利用で きる体 制 とす る。

⑤ フロッピィデ ィス クは一括管理 し、授業時間中の利用 はコー スウェアを指定 、

時間外 は各 自の希望す るコース ウェアを貸 し出 しする。

4,3.実 際の授業における状況 －COBOLの 事例一

前述 しま したよ うに、CAROLの 活用 にあたっては使用頻度 の最 も高いCOBOLを

重点 に、授業を行 って参 りま したが 、その実施 した状況 は以下の通 りであ ります。

4.3.lCOBOLの 指導指針

1年 次のCOBOL総 時間300時 間の うち、前期150時 間、後期150時 間 と してお り、

それぞれCOBOLの 授業に於 いて 目標 とする到達水準、指導要領 は表4-6の 通 りです。
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表4-6COBOL指 導指針

時間数 生 徒 の 到 達 水 準 教 員 の 指 導 方 法

150時 間
.

(半年)

・COBOLの 基本的なプ ログラ ミング

技術の習得(グ ループ トータル、印刷

フ ァイル更新、一次元の表操作な ど)

・YACH表 記法に基づいて構造化プ ロ

グラムを作成で きる。

プ ログラムロジックを一人

で考え られ る力を養成す る

ように指導す る。

r

年

後

期

150時 間

(半 年)

・COBOLの 実践的なプ ログラ ミング

技術 の習得(各 種 ファイルの生成 、プ

ログラム間連絡 、登録集 など)

・簡単なデータチ ェックプ ログラムの作

成が出来 る。

文法書、使用手引書を独力

で利用できるよう指導する

4.3.'2CAROLを 活用 した授 業 の進 め方

従 来 の授業 は、r講 義 』、 コー デ ィ ング等 の プ ロ グラ ミング作 業 を行 う 『演 習 』、 コ ン

ピュー タを使 うr実 習 』 の サ イ クルで進 めて お りま した。

講 義 演 習 実 習

L_⊥__二_」
図4-1授 業実施 サイ クル

このよ うな授業進行 の中にあ っでCAROLの 使 い方 は次の様 にしま した。

(1)℃AROLの 位置づ け'は副教材 とす る。

(2)授 業のチ ェックポイ ン ト(テ キス トの章単位 や機能単位 など)毎 に習得項 目の整

理、復習に利用す る。

授業実施サ イクルは以上 のよ うな指導指針 に基づ き下 図のよ うにな ります。

授業内容 によっては複数回

講義 とCAROLを 繰 り返す。一
講 義CAROL演 習 実 習一

図4-2授 業実施サイ クル
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実際の授業を実施す るにあた っては、次 に示す ような各回(1時 限 ・90分)の 授業項 目

を示 したカ リキ ュラム及び指導手引を作成 しました。

この例では印刷プ ログラムを どのよ うに講義 で教え、またCAROLで どの ように利用

したかを表 しています。授業の19回 目か ら22回 目(表4-7の 回数を参照)ま で は印刷 プ

ログラムで必要 となるCOBOLの 各種文法を取 り上げ、23回 目にCAROLで それ らの

復習を しています。次 に24、25回 目で は処理をす る上で必要 とな るペ ージ替えの概念や処

理の考え方 を扱い、26回 目でその復 習をCAROLで 行 っています。そ して例題で どのよ

うにプログラムを記述 しているかを学んだ うえで最終に総復習 としてCAROLを 利用 し

ています。

このように講義 ・CAROLの 段 階が終 わった後、各生徒が印刷 プ ログラムを実際にプ

ログラ ミングす ることにな ります。 ここでは具体 的な各回での割 り振 りが示 されて いませ

んが この例 では演習10回(15時 間)、 実習8回(12時 間)で 行い ま した。

表4-7COBOL前 期 カ リキ ュ ラム(抜 粋)

・

回 講 義 内 容 回 講 義 内 容
一

19 7.印 刷 プ ロ グラ ム1 24 7.(4)ペ ー ジ替 え処 理

講 (1)作業場所節(そ の2) 講 ① セ クション関連図の考え方

義 (2)数字の編集 義 全体の ロジ ックとYACH
1

1

20 7.(3)手 続 き部(そ の2) 25 7.(4)② セ ク シ ョ ン制御 図 の 考 え方

①ACCEPT命 令 講 全体の ロジ ックとYAcn

講 ②DISPLAY命 令 義
義 ③演算命令 等 1

● 26 第4章1節 印刷形式の特徴と編集
● C 2節 入出力領域以外の領域を

⑦' A コーデ ィングす る方法

R 3節 編集 に関す るCOBOL文 法

21 7.(3)手 続 き部(そ の2) O 4節 いろいろな定数

講
義
⑧条件 L 5節 アチーブメント・エクササイズ

⑨IF命 令 1

27 領域図の書き方
22 7.(3)手 続 き部(そ の2) 講 例題の領域図

譜 ⑩MOVE命 令' 義 ,〆

義 ⑪WRITE命 令 1 1

28 第1章 、2章 、3章 、4章 、6章 、

23 第3章3節 計算を行 うための命令 7章

4節 アチーブメント・エクササイズ C

C 第7章3節DISPLAY命 令 とACCEPT命 A

A 令 R

R 4節 アチーブメント・エクササイズ 0

O 第6章3節 詳 しいPERFORM命 令 の使 L

L い方

(注)1回 は90分 授業
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表4-8COBOL前 期 指導手引(抜 粋)

講義番号 26 講義 タイ トル CAROL第4章 印刷のプ ログラム 時間配分 90分

1.講 義内容

(1)授 業 の開始 は教室で行い、出席点呼 などを行 う。

(2)こ の時間の習得 目標 と して次の項 目を黒板で指示する。

① 印刷形式の特徴

② 作業領域の定義方法

③ 編集

④ 定数

■

　

材

1

』

L

L

教

O

L

O

B

O

B

用

O

R

O

C

A

C

使

『

C

『

■

●

■

(3)以 下の命令等は、テキス トで学習 した形式 と一部違 いがあるので教室で説明す る。

① 行制御

② フ ァイル記述項

(4)パ ソコン実習室へ移動 し、フロ ッピィを渡 して指定の席 に着かせ る。

●

●

◆

(5)CAROL利 用中 は、個別に指導す るために、常 に室内を見回 り、生徒の質問へ

の対応や各 自の進捗度をチ ェックす る。

(6)終 了10分 前 より、各生徒が どこまで進んだか最終 の確認を開始 し、授業終了時 に

全員のフ ロッピィ(コ ースウェア)の 回収を行 う。

2.指 導上の留意点

(1)個 別の習熟度合に応 じた指導 に活用する。

特に理解が遅れていた り欠席 した生徒 、及び特 に理解に進んでいる生徒 には各

人別 に習熟の度合い に応 じたCAROL利 用の指導 を行 う。

習熟不十分な生徒 は、その章 、節を指定 して復習等 に取 り組 ませる。よ く習得

で きている生徒はアチーブメン トエ クササ イズを行 うことによって更 に理解 を深

め させ る。
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4.4実 施に対す る評価

初めてのCAROL利 用であ ったので 、多分 に試行錯誤的で あ り、殊 にカ リキュラムが

在来のままで、CAROLの 長所 を充分 に生か しきれ ない姿で行われた授業で、且つ担 当

教員の経験不足 も否めず、CAROL利 用の教育条件 と しては、必ず しも満足出来 る環境

に無か ったが 、評価 として は概ね良好 と言えます。

勿論、改善を要す事項 も幾つかあ り今後の課題 となる訳で ありますが、利用側で体験を

深め改善を重ねて行 くことによって、かな りの問題解決が図 られ、 これか ら大いにCAR

OLの 真価を発揮で きる もの と期待 してお ります。

4.4.1教 育効 果(理 解 度 の 測定)

理解の度合いを客観的 に把握す る上で、CAROL利 用 の クラスと利用 しない クラスの

テス ト結果を対比 してみ ました。

前年度 の同 じ一年生のクラスで実施 したテス ト(同 時期、同程度)と 比較 しま したが、

CAROL利 用 の本年度一年生の方が平均2.5点 高い結果が得 られてお ります。

(前年度/62.8点 本年度/65.3点)

又、特徴 と して、利用 しない クラスでは、成績の良 いグループ と良 くないグループの2

つ に分かれて しまい ま したが、利用 した クラスで は得点のバ ラツキが減少 しv特 に理解の

遅 いグループの人数が少 な くな りま した。 これ こそCAROLの 効果の真骨頂で あ り、理

解度の遅 い生徒 に対 し極 めて有効 な教育方法を立証す る ものであると言 えま しょう。
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図4-3COBOLテ ス ト結果対比 グラフ
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4.4.2生 徒 の評価

一方
、利用す る立場か らCAROLを ど う見ているかと言 うことであ りますが、主 に利

用の 情報処理科生徒のCAROLに 対す る評価は次の様 な もので 、CAROL利 用の授業

に肯定的な姿勢を示 してお ります。

【講義 との比較】

表4-9講 義 との比較

調 査 項 目 優 る 差異なし 劣 る 劣るの理由

学習の楽 しさ 45.1% 52.1% 2.8%

単調感無く学習出来る 23.9% 45.1% 31.0% 単調

学習後の疲労感(疲 れを感 じない) 63.4% 23.9% 12.7%

内容の理解がし易い 33.8% 54.9% 11.3%

内容が身 につ く(頭 に残 る) 4.2% 76.1% 19.7%

自分のペ ースで学習 出来 る 82.9% 11.4% 5.7%

講義 に比べ、 自分のペースで学べ、学 習 し易 いと受 けとめて います。 「差異な し」 と答

えているの も肯定 した もの と理解で きます。

但 し、あ る程度の単調感を抱 き、殊 に画面だけの学習はその場 限 りで終 わ り、後 に知識

と して残 らない不安を感 じてお り、テキス トな どの補助教材がど うして も必要のよ うであ

ります。

【機構(作 り方)】

表4-10機 構(作 り方)

調 査 項 目 秀れてる 普 通 改善希望 改善希望の理由

操作性(扱 い易さ) 64.8% 19.7% 15.5% 扱 いに くい

操作の指示の分かり易さ 97.2% 3.8%

画面の見易さ 60.6% 32.4% 7.0%

画面の色合い 93.0% 7.0%

イラス トの分か り易 さ 50.7% 36.6% 12.7%

アニ ュメー シ ョ ンの 分 か り易 さ 49.3% 43.7% 7.0%

一画面毎の情報量 59.2% 40.8% 多過ぎる

一画面毎の文字量 57.7% 42.3% 多過ぎる

概ね、扱 い易 く、画面 も良 くで きて お り、分か り易い、見易い との評価であ りますが、

一画面毎の情報量や文字量が多い ことには、戸惑いを持 ってお り、 この点改善が必要 とな

って来 ます。
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【性能(使 い良 さ)そ の1】

表4-11性 能(使 い 良 さ)そ の1

調 査 項 目 秀れて る 改善希望 改 善 希 望 の 理 由

表現の分か り易さ 93.0% 7.0%

内容の量 78.9% 21.1% 多 いll.2%少 な い9.9%

学習を進め るテ ンポは適切か 79.5% 20.5% 時間が不足した

内容の分か り易さ 87.3% 12.7%

内容の レベルの適切 さ 88.7% ll.3% 高 い9.9%低 い1.4%

エクササイズの出題水準 の適切さ 85.7% 14.3% 簡単11.4%難2.9%

"問 題数 の適切 さ 70.4% 29.6% 少 な い25.5%多 い4.1%

エクササイズの ヒン トの適切 さ 78.3% 21.7% 不親切

クイズ や エクササイズ の メッセージ内 容 の 適 切 さ 81.7% 18.3% ソフ トな感 じを望 む

学習順序(ス トー リー)の 適切 さ 97.2% 2.8%ヤ

内容的には全般 に好評で あるが、問題数を理解度に応 じた取組みがで きるよ うに数多 く

設 け、 ヒン トなどに一工夫すれば、更 に使い易 くなると考 えます。

【性能(使 い良 さ)そ の2】

表4=-12性 能(使 い良 さ)そ の1

調 査 項 目 秀れてる どちらとも 改善希望 どちらともの主 な理 由

用語等表現方 法がテキストと整合できてる 14.1% 36.6% 49.3% 不整合でも多少分か

CAROL学 習は個人授業の様に思え る 39.4% 60.6% 何 とも言えない

学習の成果が有ったと評価出来るか 70.4% 26.8% 2.8% 自分で評価 し難い

今後 もCAROL学 習を望むか 74.6% 22.4% 3.0%

使い易さの総合的評価 98.6% 1.4%

生徒のCAROLに よ る学習結果の評価は高 い。

但 し、テキス トとの不一致 について は、学 院側の指導面で十分な補完が必要にな って き

ます。

【CAROLに 期待出来 る能力】

表4-13CAROLに 期待出来 る能力

調 査 項 目 可 能 不可能 不 可 能 の 理 由

CAROL丈 で プログラムが書ける 2.8% 66.2% (例題類似な ら可能が31.0%)

テキスト無しで内容が理解出来る 48.5% 51.5%

CAROL学 習時の先生は不要 8.5% 56.3% (ど ち らと も言 え ない が35.2%)

学習内容に関する疑問に適切な回答を得る 26.8% 73.2% 質問 したいことが あった。

学習成果が有ったと評価出来るか 96.4% 3.6%
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CAROLに 限界があ り、CAROL主 体の授業や、講師無 しでの学習の困難 さを示 し

ているもの と考え られます。

【運用】

表4-14運 用

調 査 項 目 満 足 不 満 不 満 の 理 由

パ ソコ ンは1人1台 が よ い 93.0% 7.0% 一台を2人 で相談して利用 したい

CAROLは 予習に向 くと思 う 27.1%

〃 復 習 〃 72.9% 一

1回90分 授業の適切 さ 53.5% 46.5% 90分 は長す ぎる(NOの 理 由)

授業の内CAROLに よる頻度 59.2% 40.8% 更 に多 く36.6%更 に少 な く4.2%

CAROLの 利用価値 として、,ま とめや知識の整理など復習面で、大 きな特長 を発揮

し、また、効率 を落 とさない授業は90分 以内であ ることを示 しています。

4.4,3教 員の評価

又、CAROLを 使 い指導す る教員の立場か らは次のよ うな利点が挙 げ られています。

(1)学 習指導が個人 レベルにまで行 き渡 ることにより、理解度 に合わせ た授業 を行 う

ことが出来、遅れ気味の生徒の理解 を促 し、全体の理解度 レベルの引 き上げが可能

になる。

(2)復 習、纏 めと して活用す ると、知識の整理に有効。

(3)教 員間の教育内容、 レベ ルの平準化が容易 とな る。

(4)授 業パ ターンに変化を持 たせ ることが出来 、生徒に興味を引かせ ることが容易 と

なる。

(5)時 間外に も生徒 に個人利用 させ、補 習に役立 てることが出来 る。

(6)欠 席者の遅れ取 り戻 しに効果的。

4.4.4課 題

以上のよ うにCAROLは 多 くの利点を有 しますが、その一方、一年 間の試 行結果よ り

本格的なCAROL導 入 に備え改善 すべ き課題 と して、次のよ うな ことが挙げ られます。
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(1)画 面丈 の学習で はと もすればその場か ぎりの理解 に終わ り、学習結果が後 々まで

残 り難 い。又予習 、復習が 出来ない。CAROLの 内容に沿 った生徒用のテキス ト

が必要。

(2)CAROLの 学習 は単調で飽 き易い。長 く使 うと眼が疲 れる。興味を持続 させ る

ための方 法、メデ ィア等を多様化 し授業に変化を持 たせ る工夫 を要する。

(3)理 解度 に個人差が あるので 、それぞれの水準に適応で きる豊富なKRメ ッセー ジ

や ヒン トを用意 したい。

(4)理 解速 度や学習要領 に個人差があ るので、進捗度に開 きが生 じる。学習の進め方

に毎回事前の きめ こまかな指示が必要。

(5)理 解度を正確 に把握 しタイム リーな指導のために は、豊富で、且つ思考 を伴 うテ

ス ト問題が欠かせない。

(6)内 容的に カ リキ ュラムの順序 とCAROLの 順序が部分的 に異な ったり、用語や

表記法が違い、一部不整合な面 も生 じた。生徒の混乱を解消す る上で 、章、節毎 に

相互の関連を明確に した順序調整や、用語 などが多様 に表現 され る事をよ く説 明 し

て置 くことが必要 とな る。

(7)そ の他、CAROLを 更 に使い易 くするための提言 と して教員、生徒 より挙げ ら

れている事項で必要な もの は、次に掲げる通 りで あ ります。

① 本 をめ くるよ うに前後を見たいので、画面の前後 スキ ップを 自在にで きた ら良

い。

② 途 中か らの再開や辞書の索引の際、 フロ ッピィの交換が煩雑。

③ 知識定着への配慮 として知識教授型に終わ らず問題解決型や対話型の学習や シ

ミュレー ションなどの工夫が されると有益。

④ 単調感防止 のため、アニ メー シ ョンやゲームの要素を採用 し、興味を抱 きなが

らの学習が可能 と出来 ない ものか。又操作が ワンパ ター ンに陥 らない配慮が欲 し

い。

⑤ 一画面の情報量が多す ぎる。

⑥ 学習者用のCAROLテ キス トには画面か ら必要 と思え る箇所 をメモ出来 る余

白が ある ものが望 ま しい。
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4.5当 学院にお けるCAROL適 用のあ り方

ここで は前節においてCAROLの 授業適用結果の分析 に基づいた評価 、課題点を、踏

まえて、今後の授業 におけるCAROL活 用の在 り方 について考察致 します。

なお、対象科 目によ り多少事情が異な りますので、ここではCOBOL科 目を念頭 に置

きます。

4.5.1適 用 目的 に つ いて

CAROL適 用の第一の 目的を生徒の授業理解度の向上 に置 き、特 に、一斉授業につい

て いけない低位置の底上げを ポイ ン トと考え ます。

4,5.2適 用 範 囲 につ いて

CAROLは 、今年度の利用評価において、知識の整理 、復習の面で効果を上げてい る

ことが確認されています。

しか し、1年 次の総授業時間の うち大半 は、プ ログラ ミング能力の育成に充 て られてお

ります。 プログラ ミング能力の育成 には、演習 ・実習を経て体験的に習得す ることが必要

と考 え られ、現状のCAROLに よる代替 えには無理が あると考 えます。

今後、CAROLに おいて、より思考を必要 とす る設問等が増えれば、プ ログラ ミング

能力の育成面での適用範囲の拡大が予想 されます。

4.5.3適 用 形態 につ いて

COBOL科 目におけるCAROL適 用を 自己学習 とす るか、講義 と併用す るかにつ き

ま しては、

(1)重 要科 目で あ り充分時間枠を確保 している。

(2)CAROLの 利用経験が乏 しく、利用環 境が整 っていなかった。

(3)CAROL授 業が続 くと生徒が飽 き、生徒の理解度 、進捗度を タイム リに把握 し

適切な指導が必要であ る。

以上の条件か ら、講義 と併用す る方法を採用致 しま した。

COBOL科 目にっいて は、今後 もこのよ うな適用形態を採用 してい く予定であ ります。

併用 して使 う場合 はr練 習問題を豊富 に』、r練 習問題 のみを学習するコー ス選択』など、

教材面で配慮 して もらえ るとあ り難 く思い ます。
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時間外の利用 はr進 捗度 、理解度の遅れが著 しい人への補習指導』、r講 義時の理解困

難箇所の 自発的な復習』やr授 業欠席者 の遅れの取 り戻 し』を主な目的と し、.r授 業の予

習』やrよ り高度な内容の習得』に も利用 します。

4.5.4学 習 管 理 と指 導

CAROLに よる自己学習 において も、教員による学習管理、指導が必要です。特 に、

CAROL学 習時 は一斉授業 と異な り教員 は、生徒個 々の状況を見回 って個別に学習状態

をチ ェックする ことが可能で 、個人指導 を重点的に行えます。次年度はCAROLのCM

Iな どの機能 を利用 し、次 のよ うに学習管理、指導をよ りきめ こまか く行 います。

表4-15CAROL学 習管理用デー タ収集項 目

進捗度 学習範囲 目標 、重点学習 目標 、

学習開始位置 ・学習終了位置、時間過不足、時間を要 した箇所 、スキ ヅプ し

た箇所、参照箇所 、何度 も見返 した箇所

学習形

態に関

する項

目

運 用改

善 ないし

システム

改善 用

目標重点学習事項 、目標達成水準、

目標の達成度 、分か らなかった箇所 ・内容 ・処置 、分か りに くか った箇所 ・

内容 ・処置、エキササ イズ平均正解率 、誤答の処置(2回 目以 降で正解、 ヒ

ン トで正解、正解欄参照 ・処 置)誤 答の多い箇所

単調感の有無、疲労感の有無、休憩時間と頻度 、他の授業形態 との比較、

講師学習指導面 ・個別指導面 ・学習成果の評価 、生徒間での調整 ・競合、

学習環境面(マ シン環境、教材環境、照明、騒音 、室温、……)

学習 目標 に対す る満足度、分か り易か った箇所 ・お もしろか った箇所、

誤解 し易い所 ・説明不足、難 しすぎる箇所、退屈 な箇所 ・不快な箇所 、

冗長 な所 ・易 しす ぎる所、操作上の不備な点、講義 との関連性 ・整合性、

テキス トとの関連性 ・整合性 、実習ない し演習 との関連性 ・整合性

4.5.5教 材 に つ い て

CAROL教 材の内容 に関 して は、まず カ リキ ュラムと整合 しない点が挙げ られ ま した。

即 ち、第一 に教育手順がCAROLの 教育手順 と合致 しない点です。 これ は、当学院の カ
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リキ ュラムを主体 にCAROLの 章節単位 を部分部分で適用 してい く形で、対処 していま

す。第二は、用語、表記法などの相違です。

実際の運用結果で最 も指摘 され たの はCAROLの カ リキ ュラムに沿 った生徒用テキス

トが必要 ということで した。当学 院の教材へ組み込む ことも考 え られますが、著作権等の

問題 もありますのでCAROL開 発元 での作成を望みます。

CAROL教 材その もの も第一版であ り、実運用結果の フィー ドバ ックが必要 と考えま

すので今後 とも、何 らかの形で運用結 果に基づ くシステム改善への提案を したい と考えて

おり ます。 ∵.

4.5.6運 用 に つ い て

教材運用 は、フロッピィ教材での スタン ドアロン型運用を実施 しま した。そのため教材

の保管配付、 フ.ロッピィの取替操作な どに多少不便 を感 じま した。

今後学 院では、LAN型 システムの導入 も予定 していますので運用の研究を してい きた

い と考えております。

4.5.7CAROL利 用 の 拡 大 へ

既 に4コ ースウ ェアについては、:一一一・斉授業の中で適用 して きま した。(他 に、自習用、

他学科での利用で2コ ースウェアが利用 されています)。 今後 ・r情報処理 システムの外部

設計 』、r情 報処理 システムの内部設計sな ど新 しい コースウェアの適用準備 も進あてお

ります。

ハ ー ドウェア機器の進歩 によ り低価格で音声 、映像機能が使え るよ うになれば生徒の興

味 も増 し利用効果 も更 に上が るもの と思われます。

5.調 査研究のま とめ

今後、情報化社会でのCAROLに 対 す る要望 は増大すれ ど、決 して減 る事 は有 りえ ま

せん。 しか し、全てをCARQLへ の期待 と して帰結 して しま うことは、無理 があるよ う

に思われます。 シ ・

当学院 として は、報告書で述べま した ことを基 として環境を整備 し、今年の研究結果を

ふ まえたCAROLの 特色を よ り生かす カ リキュラムの編成を行い、また、効率良い運用

体制 への改善を行 うことで、CAROLを よ り活用的に利用 して まい ります。

さらに、利用面 におけ る種 々の研究 を押 し進 め、学習管理 の基盤 とな るLAN等 を主 と

す るCAROLの システ ム的利 用法 の調査 、研究へ も着手 してまい ります。
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1.調 査研 究 テ ーマ

情報処理教育の実 際と、 プログラム言語学習過程の分析 をとお した、効率的 な学習指導

技術の研究

2.調 査研究担 当者

教育評価研究委員会 代表

委員

余

男

巧

難

行

和

善

藤

月

頭

田

伊

香

江

山

牛島 弘

山口 康子

3.調 査研究の概要

3. 1ね らい

1.当 校の情報処理系学生の実態の分析

2.関 連強化 の出身校別到達度調査分析

3.プ ログラム言語の学習到達度調査分析

4.分 析を とお して、本校の とった実験研究

5.望 ま しい教育課程 の編成 とはなにか

3.2構 成

1.教 職員

常勤教職 員10名

2.学 生

1年 課程(情 報処理技術科)

2年 課程(情 報処理 システム科)

1年 次

2年 次

(校長を含む)

21名

86名

52名

34名

3.調 査 研究 の対 象 と したの は、上 記一 年課 程21名 、2年 課 程52名 、 合計73名

4.校 舎

総 延 べ数1,186.62㎡

5.使 用 器材 お よ び機 種

PC-9801

三 菱 系

MELCOM-70

0HPVTRモ デ ル

3階 建

(TSSシ ステ ム)

40台

20台

1式

図書類については省略

校 地1,228.67㎡
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6.そ の他

夜間部 情報処理技術者試験受検講座(1年 課程)BASIC講 座

ワープロ講座 等 を開設 しているが、本研究対象か ら除外す る。

4.調 査研究の内容

4.1本 校の学生の実態

4.1.1・ 入 学志 望 時 の状 況'

年 内に出願 した学生 は、本校のみを 目標 に しての、いわゆる単願で 目標を もっての就学

である。従 って工業高校 、商業高校 、農業高校および私立の 目標を もった学生で ある。2

月以降の入学生は、やは り国公立大学や私立大学の入試 に失敗 した者 と、短大、4年 制大

中退、更 にはその卒業者が含 まれて いて年令 も18才 か ら30才 におよんでいる6

4.1.2調 査対象の学生の知能偏差値および精神検査の実態

4.1.2.1知 能偏差の考察

教研式知能検査を とお している ことは3の 段階に集中 している。 しか しなが ら、1お よ

び2の 数 と4の 段階

とほぼ似ているの

はよいと して、2

の学生 は当然3の

能 力に精神面を集

中させるよう指導

技術の改善 によ っ

て学力をつけて社

会にだ さなければ

な らない宿命を課

されてい る。

また、3段 階 は

4段 階にと、1到達

させなければな ら

ない。 これが専門

学校の現在である。

本校 は法人3年 目

で、 こう した実態'」,図4-1-1知 能偏差値の分布
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を科学的 に調査 した実体 はない。

従 って 、基本に もど って、基本の指導過程 を策定す る必要性があ った。実態 は右 の図4

-1-1で 、知的作業 の特質、推定学 力期 待値等 は、以下述べる文中で注釈で とどめ る。

4.1.2.2内 田 ク レペ リン精神 検 査 か ら

図4-1-2に 示 して いるとお り、総合評価で非定型群、重度非定型群合計13.5%あ り、

さ らに特異傾向で は気持 ちや動作の一時的なたかぶ り、とりかか りの障害、あせ りによ る

変調等等が数件認 め られ る。

性格や行動面で も、時 に不適切な行為に出る傾向が個 々にあたって散見 され る。

工

㎝

段
15

階

le

二
げ

e 適度 問
題なし でやすい

ずれなし かたより 不適切

性格行動のバランス

頗,高 い
田 不足ない
■ いくらか
囲 かなり不
嗜 相当不足
囮 不足

図4-1-2ク レペ リン精神 検 査 の 結 果

4.2教 職員の実態

教職員は公立学校の定年退職者3人(情 報処理 ・電気専任 ・数学 ・教育行政経験者)を

中心にして、大学卒業後企業経験者3人 を核として、技術者の経験豊かな人材を適材適所

に教科指導を割り振っている。

4.3-本 校の基本教育課程

教育課程 は一般教養科 目38単 位、選択科 目3科 目 ・専門科 目をいれて、一年次56単 位(

1120時 間)二 年次56単 位(1120時 間)三 年次 も同様で ある。

内容に就いては表4-3-1に よ り紹介 している。入学期 日は4月17日 であ るが、他校
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表4-3-1

教 科 目 単位数
時 間 数

1年 男 1年 女 2年 次 3年 次

必

修

一

般

教

養

教

科

コ ンピュ ー タ数 学 4 40 40 40

コ ンピ ュー タ英 語 3 20 20 20 20

簿記 会計 4 80 80

統計学 2 40

経営学 4 40 40

新技術講座 3 60

専

門

教

科

コ ン ピュー タ概論 1 20 20

情報社会学 2 40

人工知能 3 60

ハ ー ドウ エア概論 3 60 60

ソ フ トウ ェア概 論 3 60 60

プログラム設計1 2 40 40

プログラム設計2 3 60 60

BACIC 4 80 80

FORTRAN1 4 80

FORTRAN2 4 80

FORTRAN実 習1 2 40

FORTRAN実 習2 3 60

COBOL1 4 80 80

COBOL2 4 80 80

COBOL3 1 20

COBOL実 習1 2 40 40

COBOL実 習2 3 60 60

CASL 5 100

C言 語 5 100

アセ ンブ リ言語 5 100

プログラム演習 15 100 100 100 100

ワープ ロ文書処理 1 20 20

デー タ通信 2 40

制御工学 2 40

工学基礎 3 60

オ ペ レーテ ィ ン グ ・シス テ ム 5 20 80

システム設計 6 120

オ ンライ ン ・システ ム設 計 3 160

デー タベ ー ス設計 5 100

グラ フ ィ ック基礎 4 80 80

コ ン ピ ュ ー タ ・グ ラ フ ィ ッ ク ス 8 80 80

ゼ ミナー ル(1) 11 60 60 80 80

ゼ ミナー ル(2) 12 80 80 80 80

ゼ ミナ ール(3) 2 40 40

選 択

秘書概論 1 20

C言 語

プ ログラム演習 (20)

合 計 時 間 数 3,360 1,120 1,120 1,120 1,120

総 単 位 数 168 56 56 56 56
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と異 なる点 はプ ログラ ミングは特 に ドリル学習 と積み上げが必要で あることか ら、普通校

での夏期休業のよ うに7月21日 か らとせず、8月10日 か らと して、普通授 業を実施 して い

る。

また、始業 は9時 で 、終業は月 ・水 ・金曜 は午後3時5分 で他 は12時30分 であ る。

5時 まで は、 自由居残 り学習 として教 師が指導 に当た ってい る。

4.4能 力別学習編成 による学習指導へ の取 り組み と実践

(含む公立普通高校 ・公立実業系高校 ・私立高校出身者別学力習得の推移)

4.4.1能 力別学 級編 成 へ の経 緯

4月 入学前 に前年度の学習指導 を反省 し、優秀な学生を可能 な限 り伸ば し、学 力不足者

に対 しては、適切 な指導体制を とるべ く教務会議で共通理解 を していたが 、その判断基準

を設定す るのに、表4-4-1の よ うに本科一年をA・B1・B2お よび本科2年 をA・

Bの 能力別時間割 に して出発 した。

4月 ・5月 の関連教科の商業簿記 ・コンピュータ概論 ・プ ログラム設計 の学 習評価 を出

来 るだ け科学 的に処理 し、教師の判断を加味 し6月 か らの学 習指導計画を表4-4-2の

よ うに実行に移 した。

更に、明けて1月 よ り総合評価による実践に移行 して いるが、 この成果 についての報告

は次回 になろ う。(表4-4-4)

4.4.2能 力判 定 につ い て

表4-4-5(A),表4-4-5(B)の よ うに クラ ス タ分析 の手 法(パ ソ コ ン統 計

解 析 ハ ン ドブ ック2田 中豊他2名 共 立 出版 ・AUDIOVISUALSCIENCE中 嶽 治 暦 東 芝

教 育技 法 研 究 会 他 巻 末 に附記)に よ り改 良 を くわえ た。

表4-4-5(A)はA・Bの 全 員(欠 席 は 除 く)を 対 象 に して分 析 、表4-4-5(B)

はB組 を 検 証 した もので あ る。
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表4-4-1

昭和63年 度 前期時間割表 佐 賀 コンピ ュー タ専 門学 校 教務部
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2s 月
⊇.臣論江
頭
」01

簿記
西村
301

.プ 旦 設 、

..山 口.

3m

.'

経/G

善貝

.シ、ス、設
黒鳥_兀 頭

3B4

C自SL

.貢 月

304

経/.G .シス訳.情 報

394
.江 頭
201

WP

.山 口
冒P

8自S【C

、便 服..、 伊 根山 田

BρSIC

`1`用

B∩SIC

』』規 照

`h用

「

WP

.堤.

UP

1、_ト、意力

.査 月

201

8ρ～IC

山 〔B.
2]ン ヒ.

WP

糠.
りP

26 火
首 記酉
.対
301

コ礁
)工頭
30`

淑択
F

シ.ス.足無/.G、 シス.憩経/G... 、、r

－

WP WP

山 口
】P

80SIC

.伊照..伊 黒
山m

BρSI〔

山 田

ハ ー ド

.亘月.
20i

394

江 頭_.牛 島.善 良 山 口
UP394

27 水
コ.礁
江箇
3B1

一
、簿 記.

..西 村

391

プ ロ設
.山 ロ
30)

一 一

情報牛島

3(4

.FORT

..午 白.

394

C角SL

.:頁月
304

C角SL

291

FORT
『青 月':'

.江 頭.

201

情 報
江 頭
291

WP
山 口
uρ

B自SIC

伊臼
Lh用

B禽S【 〔

..僅 鳥山 用

B自S【C

、.伊羅.山 田

WP

堤..

UP

CO80t

貢 月
2]ンヒ.

ソ フ.ト..

..江 頭..」L.田

302

80SIC

2]ン ヒ.

WP

堤.
UP

28 木
痴.記
西村
301

.コ.無論..退散

.江 頓
3馴

憤 艮一牛島

304

.FORT千 鳥

.

3日4

FORτ

.江 喚.

291

C∩SL

香 月 、.

201

一,
..国 語

.壽 岡..山 口

UP

.WP

UP

B自SIC

伊藤
山田

Bos∫q.

.伊 照山
田

「

.
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39 土
薄 』己
西村
301

秘/w山
田 .

シ.ス.銀.c禽sL

364

江頭_葺 月..
384

CρSL

201

.シ.ス 殼..香 月 』:

.江 鼠

201

L

WP

日P

.秘 書 、.

山 口_.日 原.

30`

「

昭 和63年e4月el日
昭 和63年e4月19日

昭 和63年04月19日

成
正
副

作
改
印
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表4-4-2

馴63轄 前聴 聞臓 佐賀・ンピ_タ 専騨 校 擁 部
－A

蚕 四一 豆B1 匹剋 『軍Bク 室料,年A 基 帆 一臣R 一 間 凛【 経 OAド ジゑ コ 粒 且
昼WP

●識1 ・ 直 つ■ 1.2 3.4 5.6 1.2 34 5.6

.

L2 34 58 `2 34 56

.

5.6

.澄 徹

..江 亘

2"1

1.2 3.4 5
甦
6 7 |.2 3.4 5 6 7 春 秋

醐在
BA
並
存WトP

1 水
八 、三.ド..頑 己.

.牛 島

391

.西 社
3日`

7臼 田_.
.山 口
391 :・:雛 ・:生 島

3自4

.FPRT

394

.、C☆SL.

..萱 月.

3白4

L234

山 口
uρ

.伊亮山
田

.旦臼ミlC伊亮

山m
、

.ソ.フ..卜

香 月

261

.ソフ ト 、.江

頭

3日2

.鳳 報_姐 §し

.江 領 、『.香 月..

291201

.wp_Bos【C..助 凱 ⊆

伊 膿

2 木 ..ヰ 鼻...

391

八 二 ド..週択. 山 田簿 記.西村

301
牛 島
3日4

.情 報_.CO80L

、末 次

2コ ンヒ.
「-

シ ス.訳
.江頭.
393

.…∫.ス.想..

.江 」亘..

3n3

国語
.吉岡
UP

.WP
山 口.
UP

θ白S【[

.昆 衷
`h用

BρSI〔

伊 藤
山 田

L

3 金 山 ロ
301

プ ロ 設..簿 記.

.西 村.、

391

遺沢 、 CO80L

2]ン ヒ.

、.経 ∠.G..

素 瓶_『 免 鳥 、

香 月

FORT

、江頭
303

_経/.G.
「「 「「～..「.

θ◎SI〔

山 田

WP

伊 藤_山 口
UP

B命Slc

.伊 照
山円

B自SlC

.伊 膚山 田 ■ 「

COBOL

香月
201

COBOL

.江 頭..

2コ ンヒ・
4 土

連 記
.西 村
3田

秘/w..

..ψ旦
経∠.q情 報
、午集書月 ..千 鳥_.

304

L .媒/G、. FORT

.江 鼠
393

「

WP

山 口
UP

.蔑 ●

.冒.障
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5 日
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6 月
ハ ー ド.薄 起.

391

子 息_返 討...

391

.7ロ 超
山q
301

」

シ 、ス.設

.江 魚. 、江颪.生 白. .ま次
CO80 ..COSL_CρSL

.置 月 .香 月.

WP
.山 口..便 服..伊 思 、

.BOS=⊆.Bqs】C Bns1C

伊藤..
ハ ー ト香月
.

7 火

一

西 村
301

簿 記、ハ ー ド
.千 鳥
391

一 一

.選 択
L

3臼4

FORT

生 亀.

3自4

394

C舟SL

..香 月

304

394

」

2]ン ヒ・

.審 次

2コ ンe'

303一 －

COBOL.情 報 ..

.江 頭

393

303

.

uρ

秘●
.胃腸
UP

山 田

.WP

、.、山 口

UP

山 田
BRSIC

.便 服山
田

山 田
B☆SIC

伊照
山用

.

291

ハ ー ト

香,月
う01

8 水
中.聞.テ
記

封

簿記
面杖
3日`

.フ ロ.設

.山 口

301

C自SL

.香 月

FORT

、牛 島

C自SL

..香 月.

.情報

.江頭
..C自SL

.香 月

303

.情 報

江 頭
WP
山 口

B角SIC

伊 藤

B命S{〔

伊 藤

BρSl〔

伊蔑
ソ フ ト

香月
201

.ソ フ ト

江 頭.、

309
9 木

記.村

391

牛飼 テ
八 二 ド.
牛島

394

中 同 テ、
シ ス設、.汀
頭

304

「

304 393

睾:要劃:、
394

頭3 uρ一

.国」琶
寺用
UP

山 用一
.WP山
口
UP

山91
Bns【〔

.伊 肩山
円

山田
BρSIC

.伊根
山 田

「

10 金
中間 テ

ブ.ロ.殼
汀 菌

簿記
.西村
301

「 中 間 テ
経/G..
牛島

中 間テ
CρSL
香 月

中 間 テ

香 月

_中 間 テ
媛/G.cnSL

304

WP

.山 口
日P

B∩SIC

.伊 根.山

田

B∩SI〔

伊東山
田

BρSIC

伊幕
山 田

.

COBOし

藷 月
20]

COBOL

江 頭

2]ン ヒ.

.

11 土
扉 記
西 村
391

秘/.w
山 田

中間.テ
FORT
生 白

「 中 原 テ..
FORr
汀菌

WP
山口
UP

}

.秘 書
日原
3引
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13 月
CO90L

末 次
302

ツ..フ ト

.江 頭

3自2
」

山 口
301

フ.q誼 、COBOL

山 ロ

301

COBOL

山 田
301

.

FORT

牛 島
304

デ通 信..

.香 月
304

「 ..江 頭
303

ンス設デ通信
L

304

.国語
寺 岡
UP

.BOSIC

.伊 藤..山 口

曲 用

WP

りP

WP

山口
∪ρ

ノ、 一 ド

香 月
9巴1

14 火
CO80L
末広
302

ハ ー ド

年魚.
302

」

ソ フ ト

.江 頭.

301

CO80L

山 口
391

COBOL

山 田

301

」

.デ 通信.c白sし
香月
364
.香 月
304

.

.デ 通 信 、FORT

304

.江 頭.、

363

蒲 ●
.日用
UP

.BOS【C

伊 照山

用

W戸

.山 口
uρ

WP

山口.
UP

ハー ド

青月
2巴1

15 水
COBOし
末 次
302

ハ ー ト

牛 島
'、二

ハ ー ド牛島

、.

ソ フ ト
江 頭
こ'

COBOL

.山 ロ

ニo「

.ソ フ ト

江 頭
へ01

CO80L

山 田

301

デ通 信

香 月
364

CρSL

香月
3白4

統計、
.伊 栢
304

デ 通 信

304

FORT戸 .

.江 頭
383

.統 ξt

.

304

WP
山 口
WP

Bqs【C

伊藤
山m

B自S∫C

伊薦
曲用

BqSIC

伊肩
山m

ソフ ト

香月
2日1

ソフ ト

江頭
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16 木
CO80L

束 次
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ハ ー ド

牛島
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プ ロ誤.
山口
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ハ ー ド

牛 島
391

COBOL

.山 〔コ_牛 島
3田

ハ ー ド

30}

COBOL

山 田
361

.

シ ス設

.〉工頭
394

CρSL

.香 月_江 頭.

394

シス 設

384

CρSL

.香 月
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FOR†

.江 垣
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cnSL

.香 月
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WP

.山 口
UP

BρSlC

伊藤
山 田

B☆S[〔

.伊 藤

Ll」用

B自SI〔

..、伊 峰山 用

]7 金
COBOt

.東 次.
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江 頭
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.
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山 ロ
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3日1
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301

■.

FORT
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20 月
COθOL

末次
392

ハ ー ド

.牛 島
392

フ.口説
.山 口
392

ハ .τ.卜

牛 島

361

COBOL

.]]口..

3自1

へ 三.ド干鳥

391

-
COBOL

山田
3自1

江 頭
394

シ.ス 謹.cOSL

.香 月

394

シ..ス 忍..

.江 頭

394

COSL

香月
303

FORT

..正 直..香 月

303

C∩SL

303

WP

山 口
UP

BρSIC

、伊 蔵

`1`用

BOSIC

伊腹
山田

BρS【〔
伊腹
山田

.

WP

堤
Nρ

ハ ー ド

香月
2図1

B☆SIC

山 田

ク「ンヒ'

WP
.堤
UP

21 火
CO80L

末 次
382

ハ ー ト

牛 島
382

ソ フ ト

江 頭..山 口
391

COBOL

361

COBOL
山 田

301
.

デ通 信

.香月.
394

鯖.COSL

.香 月

394

.

一

ア 通 信

304

FORT・

.江頭.
3り3

」 ■ 「

一

秘 書
日 題
NP

.B自SIC

山 田

WP

伊 藤..山 ロ
UP

WP

山口
UP

ハ ー ト

香月
201

22 水
co8PL
.末 次
302

バ ー.ド
牛 島
302

バ ー.ド

牛 島
302
江 頭
301

ソ フ 、卜.cpβqL

山 口

301

.ソフ.卜
江頭
301

」 ..CPβOL山 田

301

.「 青 月
304

デ遡 信.caSL

.香 月.
304

..級 計

.伊 程

3臼4

デ 通 信...

304

FORT

江 颪.、

393

.統 計

3臼4

WP

山 口
UF

.B禽SlC

.伊 藤山

田

β能 【C伊
■ ■

山
停
8爵Sl〔

伊 哀

[1`用

「

WP

堤
UP

.ソフ.卜

香 月
go1

ソ.フ ト

.江 頭..山 田

392

B∩SIC
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WP

堤
UP

23 木
COBOL

.末 次

382

ソ フ ト

江鼠
302

.

フ.ロ銀
山 ユ
301
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表4-4-3知 能 偏差 値SSと 関連 教 科1と の クロ ス表

説 明 変 量1=SS2=関 連13=関 連24=言 語5=期 待値

評 価3段 階

*****CROSSTABLEOFX(1)ANDX(2)

関連1SS関 連1

SS:123:TOTAL

1

口
乙

0
0

Q
J

リ
ム

0

0
乙

8

9
'

2

14

6

7

24

8

TOTAL: 5 12 22 39

*****CROSS

表4-4-4(A)

TABLEOFX(DANDX(2)

123TOTAL

1

9
ム

Q
d

3

∩乙

0

り
'

8

0
乙

O
乙

4

ρ
U

1

TOTAL

Chi-square

Cramer'sV

5 12 22

7

4

8

2

39

RootmeansquarecontingencyPh

CoeffientofcontingencyC

Tschuprow'sT

Goodman-KruskuドsLambda

Goodman-KruskursGamma

Kendal1'sTau

7.94491

451349

411387

319152

319152

0625

552

649558

一104一



*****CROSS TABLE

:1

OF X(1)
2

.AND

3

X(3)
:TOTAL

-

O'
3

C
U

O
O

9
乙

O

l

∩
乙

1

1

0

4

1

ワ
ー

4

8

2

TOTAL 11 13 15 39

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

square

ofcontlngencyC

COntlngenCyPhi

Goodman-KruskuピsLambda

Goodman-KruskuゼsGamma

Kendall'sTau

15.3658

.62769

.531636

.443844

.443844

.230769

.473684

.629596

*****CROSS TABLE

:1

OF X(1)

2

AND

3

X(4)
:TOTAL

-

O
乙

O
J

「
O

O
乙

1

正

O
乙

1

1

1

0

C
U

1

71
4

8

2

TOTAL 8 14 17 39

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer,sV

Tschuprow'sT

SquareCOntlngenCy

ofcontingencyC・ －

Phi

Goodman-Kruskul'sLambda

Goodman-Kruskul'sGamma

KendalrsTau

17.5031

.669924

.556572

.473708

.473708

.243243

.657718

.871809

*****CROSS TABLE

:1

OF X(1)
2

AND

3

X(5)
:TOTAL

-

Ω乙

3

買
」

∩
∪

0

n
乙

ρ
O

1

1

0

8

ワー

71
4

8

2

TOTAL 5 19 15 39

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer,sV

Tschuprow'sT

SqUareCOntingenCy

ofcontingencyC

Phi

Goodman-Kruskul'sLambda

Goodman-Kruskul'sGamma

Kendall'sTau

35.0397

.947868

.687936

.670244

.670244

.4

.948387

1.35153

一105一



*****CROSS TABLE

:1

OF X(2)
2

AND

3

X(3)
:TOTAL

1

0
乙

3

=
」

3

q
δ

0

7

C
U

0

9
ム

0
0
1

⊂
J

q
乙

O
'

1

0'

TOTAL 11 13 15 39

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

square

ofcontlngencyC

contlngencyPhi

Goodman-Kruskul'sLambda

Goodman-Kruskul'sGamma

KendalジsTau・ 一ー一

20.8353

.730915

.590094

.516835

.516835

.317073

.761468

1.06586

*****CROSS TABLE

:1

OF X(2)
2

AND

3

X(4)
:TOTAL

-

O
乙

3

⊂
」

0
∠

1

0

7

7

0

3

41

⊂
」

り
ム

リ
ム

ー

O
乙

TOTAL 8 14 17 39

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

square

ofcontingencyC

contingencyPhi

Goodman-Kruskul'sLambda

Goodman-Kruskul'sGamma

KendalドsTau

26.9602

.831437

.639324

.587915

.587915

.333333

.809816

1.14966

*****CROSS TABLE

:1

OF X(2)
2

AND

3

X(5)
:TOTAL

、

1

2

3

TOTAL

3

1

1

O
乙

∩
コ

8

0

リ
ム

31

声b

∩
乙

O
乙

-

り
`

5 19 15 39

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

square

ofcontlngencyC

contlngencyphi

Goodman-Kruskul'sLambda

Goodman-Kruskul'sGamma

Kendall'sTau

18.3526

.685988

.565682

.485067

.485067

.243243

.789831

1.04866

一106一



*****CROSS TABLE

:1

OF X(3)
2

AND

3

X(4)
:TOTAL

1

0
乙

?
」

8

0

0

3

∩
0

2

∩
U

4

q
U1

l

q
O

⊂
J

l

l

l

TOTAL 8 14 17 39

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

square

ofcontingencyC

contingencyPhi

Goodman-Kruskul'sLambda

Goodman-Kruskul'sGamma

KendalズsTau

38.4134

,992452

.704423

.701769

.701769

.608696

.96

1.55331

*****CROSS TABLE

:1

OF X(3)
2

AND

3

X(5)
:TOTAL

1

り
乙

3

⊂
」

0

0

4

0

⊂
J

l

0
乙

3

01

1

3

に
」

1

1

1

TOTAL 5 19 15 39

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

square

ofcontlngencyC

contlngencyPhi

Goodman-KruskuドsLambda

Goodman-Kruskul'sGamma

Kendall'sTau

21.0022

.733838

.591628

.518902

.518902

.363636

.732938

1.03261

*****CROSS TABLE

:1

OF X(4)

2

AND

3

X(5)

:TOTAL

1

0
乙

3

買
J

O

O

∩
乙

り

】
⊂
」

1

-

O
乙

0
乙
1

OO
4

7

1

1

TOTAL 5 19 15 39

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

square

ofcontingencyC

contingencyPhi

Goodman-Kruskul'sLambda

Goodman-Krusku1'sGamma

Kendall'sTau

33.6241

.928523

.680432

.656565

.656565

.52381

.847458

1.27593

一107一



>>>SummaryTableoftheAssociationMeasures<<<

Items

Chi

Square

Rootmean

Phi

Continge

C

Cramer

V

Tschuprow

T

G.K.

Lambda

G.K.

Gamma

Kendal1

Tau

2

3

4

5

3

4

5

4

5

戸O

1

1

1

1

2

2

2

3

3

4

7.9449

15.3658

17.5031

35.0397

20.8353

26.9602

18.3526

38.4134

21.0022

33.6241

0.4513

0.6277

0.6699

0.9479

0.7309

0.8314

0,6860

0,9925

0.7338

0.9285

0.4114

0.5316

0.5566

0.6879

0.5901

0.6393

0.5657

0.7044

0.5916

0.6804

0.3192

0.4438

0.4737

0.6702

0.5168

0.5879

0.4851

0.7018

0.5189

0.6566

0.3192

0.4438

0.4737

0.6702

0.5168

0.5879

0.4851

0.7018

0.5189

0.6566

0.0625

0.2308

0.2432

0.4000

0.3171

0.3333

0.2432

0.6087

0.3636

0.5238

0.5520

0.4737

0.6577

0.9484

0.7615

0.8098

0.7898

0.9600

0.7329

0.8475

0.6496

0.6296

0.8718

1.3515

1.0659

1.1497

1.0487

1.5533

1.0326

1.2759

表4-4-4(B)

*****CROSS TABLE

:1

OF X(1)

2

AND

3

X(2)
:TOTAL

1

0
乙

3

4

04
1

0
ム

4

1

1

4

1

7

0

3

1

TOTAL: 7 7 6 20

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

square

ofcontingencyC

contlngencyPhi

Goodman-Kruskul'sLambda

Goodman-Kruskul'sGamma

Kendall'sTau

2.70295

.367624

.345047

.259949

.259949

.173913

.380952

.5045

一108一



*****CROSS TABLE

:1

OF X(1)s

2

AND

3

X(3)
:TOTAL

1

0
'
3

7

λ
吐

リ
ム

0

4

0

0

り
乙

-

7

0

3

1

TOTAL 13 4 3 20

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

square

ofcontingencyC

contingencyPhi

Goodman-Kruskul'sLambda

Goodman-Kruskul'sGamma

KendalrsTau

8.17094

.639177

.538562

.451966

.451966

.176471

.652174

.806178

*****CROSS TABLE

:1

OF X(1)

2

AND

3

X(4)
:TOTAL

1

0
乙

Q
U

C
U

3

0
乙

1

6

0

O

l

l

ワ
」

0

り
」

1

TOTAL 11 7 2 20

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

square

ofcontingencyC

contingencyPhi

Goodman-Kruskul'sLambda

Goodman-Kruskul'sGamma

Kendall'sTau

8.43847

.649556

.544727

.459306

.459306

.315789

.512821

.684161

*****CROSS TABLE

:1

OF X(1)

2

AND

3

X(5)

:TOTAL

1

9
乙

3

CU
O

O

1

0

1

1

0

0

0
乙

ワ
ー

0

9
U

1

TOTAL 6 12 2 20

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

square

ofcontingencyC

contingencyphi

Goodman-KruskuドsLambda

Goodman-KruskursGamma

KendaU'sTau

27.9365

1.18187

.763401

.835711

.835711

.777778
1

1.74955

一109一



*****CROSS TABLE

:1

OF X(2)
2

AND

3

X(3)
:TOTAL

1

04
3

7-
3

3

0

4

0

0

0

3

ワ
ー

7

ρ
0

TOTAL 13

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

4 3 20

contingencyphi

16.4835

.907841

.672166

.641941

.641941

.4

.707317

.991091

'

square

ofcontingencyC

Goodman-Kruskul'sLambda

Goodman-Kruskul'sGamma

Kendall'sTau

*****CROSS TABLE

:1

OF X(2)

2

AND

3

X(4)'
:TOTAL

-

∩乙

3

7
ー

リ
ム

2

0

5

∩
乙

・

7

0

0

リ
ム

7-
7

CU

TOTAL 11

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

2 20

square

ofcontlngencyC

contlngencyPhi

Goodman-Krusku1'sLambda

Goodman-Krusku1's』Gamma

KendalrsTau

*****CROSS TABLE

:1

OF X(2)

2

AND

3

X(5)
:TOTAL

13.7539

.829273

.638338

.586384

.586384

.454545

.78022

1.15831

-

リ
ム

3

4

1

1

3

「0

4

0

1

1

7
-

7
ー

ρ
0

TOTAL

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

6 12 2 20

square

ofcontlngencyC

contlngencyPhi

Goodman-Kruskul'sLambda

Goodman-Krusku1'sGamma

Kendall'sTau

4.28571

.46291

.420084

.327327

.327327

.190476

.578947

.734252

一110一



*****CROSS TABLE

:1

OF X(3)

2
AND

3

X(4)
:TOTAL

-

n
乙

O
J

1

0

0

1 n乙

4

1

0

0

リ
ム

OJ
4

3

1

TOTAL ll 7 2 20

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

square

ofcontingencyC

contingencyPhi

Goodman-Kruskul'sLambda

Goodman-Kruskul'sGamma

Kendall'sTau

23.5165

1.08435

.735122

.766754

.766754

.625

1

1.64992

*****CROSS TABLE

:1

OF X(3)

2
AND

3

X(5)
:TOTAL

-

り
」

3

CU
O

O

ρ
0

4

∩
乙

1

0

1

3

4

0d

l

TOTAL 6 12 2 20

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

square

ofcontlngencyC

contlngencyPhi

Goodman-Kruskul'sLambda

Goodman-Kruskul'sGamma

Kendall'sTau

6.83761

.584705

.504754

.413449

.413449

0

.793103

.872283

*****CROS・S TABLE

l

OF X(4)

2

AND

3

X(5)
:TOTAL

-

O
乙

3

CU
O

O

4

7

1

1

0

1

1

7

り
'

1

TOTAL 6 12 2 2.0

`

Chi-square

Rootmean

Coeffient

Cramer'sV

Tschuprow'sT

square

ofcontingencyC

contingencyphi

Goodman-Kruskul'sLambda

Goodman-Kruskul'sGamma

KendalドsTau

11.7424

.766238

.608217

.541812

.541812

.294118

.780822

1.03194

一111一



〉>>SummaryTableoftheAssociationMeasures<<<

ChiRootmeanContingeCramerTschuprowG.K.G.K.Kendall

ItemsSquarePhiCVTLambdaGammaTau

1

1

1

1

2

2

2

3

3

4

2

3

4

5

3

4

5

4

5

5

2.7030

8.1709

8.4385

27.9365

16.4835

13,7539

4.2857

23.5165

6.8376

11.7424

0.36760.3450

0.63920.5386

0.64960.5447

1.18190.7634

0.90780.6722

0.82930.6383

0.46290.4201

1.08440.7351

0.58470.5048

0.76L620.6082

0.25990.2599

0.45200.4520

0.45930.4593

0.83570.8357

0.64190,6419

0.58640.5864

0.32730.3273

0.76680.7668

0.41340.4134

0.54180,5418

0.17390.38100.5045

0.17650.65220.8062

0.31580.51280.6842

0.77781.00001.7496

0.40000.70730.9911

0.45450.78021.1583

0.19050.57890.7343

0.62501.00001.6499

0.00000.79310.8723

0.29410.78081.0319

これ らの表 は調査項 目 ・調査対象が異質 な ものが混 じりあっているので、 これ らの間で相

関係数や一致係数 の類似度 をてがか りに して均質 なグループ(ク ラスター)に 分類 する こ

とに した。

表4-4-5は 表4-4-4の 調査対象か ら分離 したB組 の分析であ り、次 にあげるクロ

ス表に注 目して指導の方法を考えねばな らない といえ る。

*****CROSS TABLEOFX(3)ANDX(4)

123:TOTAL

-

り
乙

0
0

11

・0

・0

O
乙

4

1

0

0

リ
ム

3

4

Q
J

1

TOTAL・11 7

Chi-square

RootmeansquarecontingencyPhi

(平 均 平 方 一 致 係 数)

2 .20

CoeffientofcontingencyC

(一 致 係 数)

23,5165

1.08435

.73512

これ らの ことか ら項 目相互間の距離があま りに も大 きいことに対す る時間割を組 む必要が

あることを予想せざ るを得なか った。
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4.4.3模 擬 テ ス トか らの 考 察

4.4.3.1テ ス ト分析 の番 号 と項 目

(表4-4-4お よ び以 下 示 す 関連 表 ・図 の内容 を 番号 で 示 す)

A.必 須項 目

番号 1 2 3 4 5

内容 基礎変換 ア ドレス方式 磁気 デ ィスク システム構成 コー ド化

番号 6 7 8 9 10

内容 計 算機 プログラム 索引 ファイル データ通信 データ突合わせ 二分 探 索 フロー

B.選 択

番号
・

11 12 13 14 15

内容 集合論理 微積分 情報一般 商 業1 商 業2

番号 16 17 18 19 20

内容 商 業3 工 業1 工 業2 英 語1 英 語2

C.流 れ図1～3の 選 択

D.CASL・COBOLよ り1～3を3問 選択
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表計点 集得表4-4-5
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4.4.3.2模 擬 テ ス トa・b合 同集 計 の相 関 関係 と考察

下の表は、知能偏差値に対 して表4-4-4の1～20ま での得点 を偏差値 に換算 して比

較 した相関表で ある

この表か ら考察す ると相当努力 している者や、Bク ラ スの努力の跡 もよ くわかる。

しか し、さ らに対策を講 じなければな らない。1～20の 中で陥落 してい る点 を見逃 して

はな らない。

さらに、午後 のプ ログラム設計 と言語 との相関 はあまりに も成績が低 く、 これか ら大 い

に対策を講 じなけれ ばな らない。

図 >> Y
一

[AM-TEST ] ◆ ◆

4

67
◆

:,
◆

◆ 吻

◆ ◆

◆

8

?
◆

:◆

◆

◆◆◆ 零 ◆

◆ ▼

・:∵
◆ ◆

一

4

●

◆

■

X
|

一3ぴ
0 1 30 621

[SS ]
'

図 >> Y

[PM-TEST ]一

一 ◆

91
◆

◆

司

■

‡ ◆ ◆

◆ ◆ ◆.◆

◆ ◆ ●

◆

⇔ ‡◆

◆

◆ ◆
◆

: ◆ ◆

◆

‡
◆

X

0
`

62 1

[SS ]
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4.4.3.3数 理 統 計 分 析

4.4.3.2の 相 関 を次 の よ うに解 析 す る と、 さ らに具 体 的 に な る。

す なわ ち、test2(ア ドレス方 式)、test3(磁 気 デ ス ク)、test6(計 算機 プ ロ グラ

ム)、test8(デ ー タ通 信)は 、両 側 、片 側 検 定 と も仮 説 は棄 却 され な い。

よ く理 解 され て な く、補 充指 導 を しな け れ ば な らな い科 目で あ る とい え る。

平 均

不偏分散

x=1.25

Vx=7.35465

自由度

統 計 量

帰 無仮 説

両 側検 定 ・:

片側 検定

デ ー タ1:Kyukan

デ ー タ2:test3

平 均y=1.20455

不 偏 分 散Vy=1.4223

DF=59:0318

t.・=.101773

UX=uy

危険率5%で この帰無仮説は棄却 されない。

危険率5%で この帰無仮説 は棄却 されない。

平 均x=

不偏分散Vx=

両側検定

片側検定

1.25

7.35465

自由度

統 計 量

帰 無仮 説

デ ー タ1:Kyukan

デ ー タ2:test2

平 均y=1.86364

不 偏 分 散Vy=1.46934

DF=59.522

t.=1.37027

UX=uy

危険率5%で この帰 無仮説 は棄却 されない。

危険率5%で この帰無仮説 は棄却 されない。

平 均x=

不偏分散Vx=

両側検定

片側検定

1.25

7.35465

自由度

統 計 量

帰 無仮 説

デ ー タ1:Kyukan

デ ー タ2:test8

平 均y=2.04545

不 偏 分 散Vy=2.0444

DF=65.191

t.==1.72107

UX=uy

危険率5%で この帰無仮説 は棄却 され ない。

危 険率5%で この帰無仮 説は棄却 され る。
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'

さ ら に 、

!

午前中の試験(通 産省実施試験を念頭 においてのべる ことにす る。以下午前 ・

午後 とあ るは、特別 の断 りがなければ、 この例による。)で 、基礎 と している知能偏差 と午

前中のt e stの 標準偏差があま りに もその差が大 きい。 以下 の表で、変動係数が12.05と

32.372の 数 値 は ク ラス指 導 者 と して も検討 に値す る。

午 後のテス トとの数値 にな ると、更 に検討する必要がある。

更にtest7の 索引フ ァイルの指導 について も小単元の設定が必要であ ることはい うまで

もな い。

SS AM-TEST

合計 1925 1586

平均 48,125 39.65

最大値 62 67

最小値 30 4

標準偏差 5,792 12,835

変動係数 ・12
,035 32,372

歪度 一
.506

一
.073

尖度 4,246 3.32

SS PM-TEST

合計 1925 1332

平均 48,125 33.3

最大値 62 91

最小値 30 0

標準偏差 5,792 19,391

変動係数 12,035 58,231

歪度
"
一
.506 .768

尖度 4,246 4,019

デ ー タ1:Kyukan

デ ー タ2:test7

平 均 X= 1.25 平 均y=.818182

不偏分散 Vx= 7.35465 不 偏分散Vy=.477801

自由度 DF=48.5636

統計量 t.=1.02348

帰無仮説 UX=uy

両側検定 危険率5 %で この帰無仮説 は棄却 されない。

片側検定 危険率5 %で この帰無仮説 は棄却 されない。

o
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つ ぎに、まずまずの成績であ ったのはtest1(基 礎変換)は 危険率1%で あ ったが。test

4の ように両側検定が棄却 されないのはBの クラスの中にCク ラスの者が現存 していると

いう事実 をみす ごして通 ることが出来 ない。指導教具、指導技術の開発 と修練が要求 され

る。

平 均x=

不偏分散Vx==

両側検定

片側検定

1.25

7.35465

自由度

統計 量

帰 無仮 説

デ ー タ1:Kyukan

デ ー タ2:test4

平 均y=2.06818

不 偏 分 散Vy=1.32082

DF=57.9622

t.=1.84259

UX=uy

危険率5%で この帰 無仮説 は棄却 されない。

危険率5%で この帰無仮説 は棄却 され る。

平 均

不偏分散

デ ー タ1:Kyukan

デ ー タ2:testl

x=1.25平 均:y=3.5

Vx=7.35465不 偏 分散:Vy=2.53488

自由度:DF=69.4938

統 計 量:t.=4.74593

帰 無 仮 説:ux==uy

両 側 検 定 危 険 率1%で この帰 無 仮 説 は棄却 され る。

片側 検 定 危 険率1%で この帰 無 仮 説 は棄却 され る。
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4.4.4問 題 別分 析

校種別 、知識偏差値 を基本 と

した期待値 と関連知識 の比較 図

(図4-4-1)を 示す。

すべて、普通高校が といいた

いところだが、実業高校が、成

績が よいのが、明 白で ある。

醒

霞
16

偏45
40

差 悠
遠

値25

泌

15

1e

5

e

校種別学習構成IB)

偏差値 期待値 関連知

比野項目

図4-4-1

⊂ヨ6口

蓋1公 立普高
巨コ 公立雲高
■ 私立高校
囲

図4-4-2は 、選択種 目の

正答率が 明白であ るが、商業簿

記 に弱 い し、工業 を工業卒業生

が選択 して、誤答 した り、英語

に弱 いの は、言語の 命令をスペ

ルでか くのを誤 るとい った形の

結果であ る。

η

岱

60

㏄
亘

主

40

亮

迫

民

田

15

10

5

0

関連翔護正答度数力布クラフ`8)

声 一 ～+

～

集合微積情報商1商2商3工1工2英1英2

+一 一 正答 田

図4-4-2

図4-4-3は

1.公 立 普 通 校

2・ 同 〃

3.公 立 実 校

4.〃

5.私 立 高校

6.〃

組

紐

組

紐

組

紐

A

B

A

B

A

B

の10項 目の正答率であ る。

小

間

正

答

%

鰐頒

3

題

「

筒

4一4図

圃 基数変換
区]ア ドレス
■ 磁気デス
函 シス構成
膠 コード化
囮 計算機ブ
Cコ 索引プア
ロ デタ通信
圏 デタ突合
口 二分探索
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(上 下2校 とす る)

図4-4-4は 、%で な く正

答度数によ り、よ り明確 に各項

目を考察す るために示 した もの

である。

前述の資料 のとお りであ るが、

出題小間の ライ ンを付 して判断

したが、他 に分析 の方法を検討

して 、よ り図表化 してい るが 、

未完成であ る。

ll「

㍑

ii
ll

7

ら

5

4

3

2

1

0

正答度数分布クラフ㈲

肘
藷

き

螂

↑
三

ト
↑
=

図4-4-4

図4-4-5は 、Bク ラスの

正答度数分布であ る。

いかにAク ラスの正答度数よ

り、凹凸が多いが 、全正答少数

の ライ ンを引 くと明瞭 となるが

比較表に成果を得ていないので、

完成すれば、図表化を発表す る

こと もあろ う。

「
ー
」
「
ー

ー
」
「
I
」
「
ー

ト
ー

ト
ー

」
「
Fト

ー
ト
ー
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.し

6

5

4
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ξ

4
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ξ

1

0

十
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正答度数分布クラフtB)

◆

、
.
ノ

十 、㌦

、

図4-4-5

　 　 　 ロ ユ

=:二 ㌶
r)… …・-34

ト ー45

寿一ーー一5-6

●一 ら一7

← 一一 全 正 解

図4-4-6は 、A、Bク ラ

スの 偏差 値 で あ るが 、 グラ フ的

に は、 あ ま り差 が な くな って き

たの は、偏 差 値比 較 で あ る点 な

ど、 グラ フ化 の 研究 の 要 が あ る。

知能偏差基準推移クラフ

偏差値

図4-4-6

＼
、＼

、、＼

こ＼

←_-A組

← 一 －B娼

←
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戻
」

⊂
」

●
5

●
4

4

●
4

COBOL学 習を中心 とした実践評価

1問 題 の構成 と第3期 能力指導時間割

1.1問 題の構成

番号 内 容 番号 内 容

1 ACCEPTシ ステ ム 日付 入 力 2 ACCEPTコ ンソー ル入 力

3 DISPLAY表 示 4 受取編集Xタ イプ

5 受取編集Xタ イプ 6 受取編集9タ イプ ・小数点有

7 受取編集9タ イプ 8 受取編集9タ イプ

9 受取編集9タ イプ ・小数点有 10 受取編集9タ イプ ・小数点有

11 内部 コー ド大小比較 12 内部 コー ド大小比較

13 内部 コー ド大小比較 14 数値判定

15 文字判定 16 内部 コー ド大小比較 ・AND含 む

17 内部 コー ド大小比較 ・OR含む 18 DEPENDING命 令

19 加算命令 20 加 算 命令 ・ROUNDED・GIVING

21 加算 命令 ・GIVING 22 減算命令

23 減算命令 24 減 算 命 令 ・GIVING

25 減算 命令 ・GIVING 26 乗算命令

27 乗算命令 28 乗 算 命 令 ・GIVING

29 除算命令 30 除 算 命 令 ・GIVING・REMAINDER

31 COMPUTE命 令 ・+・/ 32 COMPUTE命 令 ・+・/・()

33 COMPUTE命 令 ・** 34 COMPUTE命 令 ・+・/・*()

35 PERFORM命 令 ・TIMES 36 PERFORM命 令 ・UNTIL

37 PERFORM命 令 ・VARVING～ 38 読解力(穴 埋 め)・MOVE

39 読 解 力(穴 埋 め)・PERFORM 40 読解 力(穴 埋 め)・DISPLAY

41 読解力(穴 埋 め)・GOTO 42 読 解 力(穴 埋 め)・ACCEPT

43 読 解 力(穴 埋 め)・ACCEPT 44 読解 力(穴 埋め)・IF

45 読解 力(穴 埋 め)・ELSE 46 読解 力(穴 埋め)・ADD

47 文 字 列 検査 ・INSPECT・TALLING 48 文 字 列 検 査 ・REPLACING

49 文 字 列検 査 ・REPLACING
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4.5.1.2学 習指 導 時 間 割 につ いて

表4-5-1の とお りに 、能 力 別 と、志 望 別 の学 生 の 希望 に よ る。(1、2年 も実 施)

1種 コー ス、2種 コー ス、BASICコ ー ス等 に よ る細 分化 演 習 講座 の具 体 的時 間 割 の一

部 を示 した もので あ る。

4.5.2SP表 の作 成 と検 討

表4-5-1は 公 立普 通 枝 分 で あ り、正 解 答 の悪 い方 か ら

17(内 部 コー ド大小 比 較 ・OR含 む).16(内 部 コー ド大 小比 較 ・AND含 む).13(内 部 コ

ー ド大 小比 較) .18(DEPENDING命 令).12(内 部 コー ド大小 比 較).14(数 値判 定)が

理 解 度 が少 ない点 指導 上 考 慮 す る必 要 が あ る。

表4-5-2は 公立 農 業 高 校 分 は 、表4-5-1と はや や 異 な って い る。 す な わ ち 、正

解 答 の悪 い方 は、

18(DEPENDING命 令).13(内 部 コー ド大 小比 較).16(内 部 コー ド大小 比較 ・AND含 む)

17(内 部 コー ド大 小比 較 ・OR含 む).12(内 部 コー ド大 小 比較).15(文 字 判定).14

(数 値 判定).11(内 部 コ ー ド大 小 比 較)

とな り、共 通 な点 はあ るが 、順序 が 異 な るの は、 工 業 系 、商 業 系 、農 業 系 と雑 多 で あ って

も、18が 上位 に な った り11や15番 が あ が るの は 、補 講 や補 充 が 必 要 とな る。

表4-5-3の 私 立 高校 出身 分 に つ い て は、

18(DEPENDING命 令).17(内 部 コー ド大 小 比較 ・OR含 む).13(内 部 コー ド大 小 比 較).

16(内 部 コー ド大 小比 較 ・AND含 む).14(数 値 判定).15(文 字 判 定).12(内 部 コー

ド大小 比較).43(読 解 力(穴 埋 め)・ACCEPT).6(受 取 編 集9タ イプ ・小 数 点有).42

.45.44.41.20も 加 え た いが 、 以 下 の番 号 は、特 殊 生 徒(104.135)を 除 くと能 力 別 指導 の

6月 よ り2月 まで の効果 が あれ ば 、 次年 度 に引 き続 き当委 員 会 は、 これ らの 資料 を もとに

具 体 的 な効 率的方 策 と専 門 当校 が 正 しい教 育 研究 、教 授 法 の改 善 の み な らず 、教 材 研 究 の

重 要 性 を特 に自覚 す る と と もに 、強 調 した い。

ま た、小 項 目とい うよ り、 指導 過 程 細 案 を編 集 す るよ うに専修 学 校 の 教授 細 目の必 要 性

を 強調 した い。
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零3=3S-P頂ICIHALτABUE!8‡9(㎜ 一2) 表

4-5-3公 立 実 業 高 校

㎜ ‖o昭駅

1111111111222222222233333333334444444444
12345678901234'56789012345678901234567890123456789

罰
137 111111111110011000111111111111111111111111111】111

α

44

孔

44

冨

90
133 11111111111110011B1111111111111111111111111111100 44 44 90
126 1111111111110110011111111111111111111111111111111 46 46 94
117 1】11111 .111100111181111111111111111】11111110111111 45 45 92
101 1111111111101010011111111111111111111111111111111

45 45 92
102 11111111111101111B1111001111111111111111100111111

43 43 田
105 1111111111100000181111111111】1111111-1111111111111 43 43 田
107 |111111111110101181111111111111111111111100111111 44 44 90
116 11111111111100111011111111111111111111111]1111】11

46 46 94
114 00111011111101110B1111111111111111111111111111111

4コ 43 88
113 11111111111001101B111111】111111111111111111111111 45 45 92
114 111111】111111001101111111111】1111111111】00000011】 40 40 82
11コ 1111】11111111111181001111111111111111111111111111 46 46 94
103 1111111111100110111111111111111111111111111.111111 46 46 94
101 11111111111101010B111111】1111111111111111111】1111 45 45 92
142 110111111コ110101081111111111】11111r111111111i1111 44 44 90
141 1101111111111110011111111111111111111101001011111 42 42 86
138 11011111111111111811111111111111111'11111111111111 47 47 96
147 】11111111110111001111111111】11111111111111111】111 46 46 94
12】 11111:111110010011111111111111111111】111111111111 45 45 92

α 11122.122222111112112】122222222222222129111111211
白 カ x

99・7009000002753126099099000nOOOOOOOOOO90866899099

一'..・ 会,.一,・

8‡オS-PτA8吐 」…‡‡零(COB〔 〕L1-2)

WlOI㎜ 肩0㎜

』1112222223コ333333344434322442244441111111

4578901925878901234567807569126348901143234572638

∫m o 駕 CS

138 111111111111111111111111111111111111'11101111111:18 47 96 0.43

i16 11111111111111111111111】1111111111111111110111:100 46 94 oJ3

】26 11111111111111】1111111111】11】11111111111111101:001 46 ⑨4 o.20

103 11111111111111111111111】111111111111111】111110:001 46 94 0.20

147 11111111111111111111】1111】111111111111】1111100:011 46 94 0.36

113 11111111111111111111111111】1111111100111111111:11n! 46 94 0.66

113 1111111111111111111111111111111111】1111111111:000!B 45 92 0.00

101 111111111111111111111111111】11111111111111100:110B 45 92 0.05

117 111111111111111111】11111111111111111111110111:010B 45 92 0.14

121 11111111111111】11111111111111111】111111111101:000i 45 92 0.19

101 11111111111111111111111111111】111111111111010:00!11 45 92 0.38

137 1111】1111111111111111111111111111111」1111111:0!0!000 44 90 0.00

142 1111111111111111111】111111111111111111101110!0110E 44 90 0.16

107 11111111111111111111111111111111111111110010:1|10B 44 90 0.23

13コ 1111111111111111111111111111】11110011111110!0:1111B 44 90 α5ε

105 11111111111111111111111111111111111111111/1/0:01000B 43 88 0.06

114 1111111111111111111111111111000111111111/111:10110B 4コ 88 0.44

102 11111111111111111111111111111110011111!1!1001:11110B 43 88 0.46

141 111玉1111111111111111111111/1/0!L汀!】 ノ1/1/1/1/i1/1!00001:1101011 42 86 0.69

114 1/1/1/1/1/1/1/1/1!1!1/1!1!1!1/1/1/1!1!1/1!1/1/1!1!001111111111001:000011110 40 82 0.5&

o 2222222222222222222222222111】111111111111111111

α 文 CS

0000000000000000000000000999999999999887665322176

x、 、 1111111111111111111111111

00000000000000000000000009999999999999⑨8887666533

0000000000000000000000000555555555555005005500550
^一^一 一.-7.一.

A 一

TOTALMEAN90.7%

MEANSDATT.MEAN

STUDENT44.51 .60.30
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D*=0.50ALPHA(KR-20)=1 .02
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PRaB1・EMNENBEII表4-5-4
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132 】1111111111111111111111111111110」1111111011】 】:1!010 45 92 0.40
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130 11111111111:111111111111111111111111100001:0!1!001110 41 84 0.40
14S 111111111111111111111111111111111111111!0!1/00000000 40 82 0.00
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4.5.3空 うめ等 の問 題 で特 筆 す べ き点

学 習 の 内 容 誤 答 の 主 な 理 由

索引編成ファイルの

基 本 的 な 使 用 法

索引編成 フ ァイルの使用法 ・特徴 を理解 していない。又、綴

りの間違 いが多い。(書 くことが苦手)

年 齢 の 計 算 ACCEPTFROMDATEは 頻 繁 に使 用 す るがACCEPTFROMDAYの 意

味 を理 解 して いな い。(通 算 日)

計 算 を 行 った あ と、実 際 に確か めを して い ない 為 、1を 引 く

ことを 忘 れ て い る。

SORT命 令 の

基 本 的 な 使 用 法

SORT命 令 の使 用 法 を覚 え て い な い。

ASCENDING・DESCENDINGの 綴 りの 間違 いが 多 い。

簡単なチ ェックプログ

ラムの読解力

プログラムを正確に把握す る力が弱い。

5.今 後の課題 と研究計画

研究時期が校務繁多な年度末 と重な ったため もあ って、調査研究の狙 いの大 きさに比べ

て、時間が大幅に足 りませんで した。

しか し、研究がその緒にっいた ことで、今回収集 したデー タや分析結果を もとに、具体

的 に 「学習指導」を改善 してい く道が開けたと思います。

今後は、研究を深めなが ら、その都度,何 らかの方法で、その成果を具現化 した効果的

な 「学習指導試案」を発表 し、今 回の未熟 な研究成果を補足 していきたい と思 います。

6.む す び

は じめに、調査研究の 目標の一部 しか レポー トとして発表で きなか った ことをお詫びい

た します。

ただ、研究 の過程のなかで、多様 な能力を もっ学生群を相手の一斉授業の難 しさ、また

コンピュータ ・マイ ン ドの欠けた学生 にプ ログラムの論理 を教え ることの困難 さを、分析

結果か ら見せつけ られ、専修学校 における 「情報処理教育 」の問題点の深刻 さをあ らため

て思 い知 らされ ました。

それゆえに、私ど もの研究 テーマであ る 「効率的な学習指導 の研究」がます ます必要 と
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な りますが、今 回の発表を機会に、皆様の ご批判 ご叱正 を賜 りたいと思います。そ して 、

それ らを指針 として、今後 も研究を続 け専修学校 における コンピュータ教育改善のお役 に

立ちたいと思 います。
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抄録

アルゴ リズムに関する学習能力は、学習者の適性 によるところが大 き く、教室内の各学

習者の理解度 に大 きな差が生 じやす い。特 にアル ゴリズムを苦手 とす る学生のためには、

アルゴ リズムを考えるための良い思考環境を与えて、具体性 のあ る丁寧 な授業の運営を考

える必要 がある。我 々は、カー ドの フ ァイルを学習者の思考 を助け る教具 と して与え るこ

とによ って、従来のアルゴ リズム教育に見 られた困難点を緩和す ることがで きた。 そ して、

この教授 法が アルゴ リズム教育に有力な一方法で あるという結論に達 した。 フ ァイルの突

合せ処理 の問題を例 にとり、本教授法による実際の授業め進 め方を紹介す る。その他 、ア

ル ゴリズムの授業の運用に有効 と思われる幾つかの技法 について も述べ る。
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1.調 査研究 テーマ

アルゴ リズムの教授法 に関する研究

2.調 査研究担当者

教務部 鈴木 追孝

3.調 査研究の概要

3.1ね ら い

本研究 は、昭和63年3月10日 の本学園学内の研究発表会で発表 され た研究内容 に基づい

ている。D同 研究 は、昭和62年 度の授業 「アルゴ リズム入門」 とい う授業を実践す る過程

にお いて蓄積 され た知識や技術 を後継者達に引き継 ぐために、ま とめ られた ものであ る。

「アル ゴ リズム入門」 とい う授業 は、プログラム開発の一過程であ るアル ゴ リズム作成

の段 階における能力を養 うための授 業であ る。アル ゴリズムの記述方 法 として は、い くつ

かの方 法がある内、最 も普及度が高 く初学者 に理解 しやす いフローチ ャー トを採用 して い

る。授業の内容 は、 フローチ ャー トの表記規則の習得、代表的な基本 アル ゴリズムの理解、

フローチ ャー トの分析力および記述 力、 アルゴ リズムの作成能力などの養成を扱 っている。

基本 アルゴ リズ ムを習得す ることは、 コンピュータ技術者に とって必須の事柄 であろ う。

そ して、基本 アル ゴ リズム自体 ばか りでな く、アルゴ リズムの分析 ・記述について十分な

力を養 うことは、それ以上 に大切な ことであろ う。

これ まで、この 「アル ゴ リズム入門」の授業を運営す るうえで大 きな問題が あった。 そ

れ は、学生の理解度の差が非常 に大 きくなり、授業 にっいて来れ な くな る学生が多 く出る

ことである。理解の速 い学生 は次へ次へ と進んで行 けるが 、そ うでない学生 は、全 く理解

で きないまま立 ち往生 して しまう。一度っまずいた学生 は、以後、 フローチ ャー トを見 た

だけで も嫌悪感を もよおすよ うにな り、一年の学習の後で も何の進歩 も見 られない とい う

ことにな って しま う。理解で きないまで も、なん とか人に遅れまい と思 う努力型 の学生 は、

与え られたフローチ ャー トを丸 ごと暗記 しよ うと意を決す る。確 かに、教科書 に出て くる

よ うな教訓的なアルゴ リズムは、覚 え る価値 はあろ うが、それだ けで は自分でアル ゴリズ

ムを作成す る能 力は養われない。 したがって、新たな問題 に立 ち向か った ときに、それに

対処 で きるよ うな能力は身にっかない。

恐 らくアル ゴリズムの学習 ほど学 習努力が報われ ない科 目はなか っただろ う。 コ ンピュ

ー タのハ ー ドウェア ・ソフ トウェアに関する知識 などは、ただ暗記 しただけで もあ る程度

の役 には立つ。プ ログラ ミング言語 などで も、やる気が あって努 力 さえすれば、誰で もが

習得で きる分野で あるといってよいだ ろう。 フローチ ャー トが与 え られれば、 コーデ ィン

グはで きるとい う学生が多い。逆に言えば、 コーディングはで きるけれ ど も、 アル ゴ リズ

ムを組み立てた り、 フローチ ャー トを描 くことはで きない学生が多 い
。 アル ゴ リズムに関
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す る能 力、特 にその記述能 力や分析能 力は、暗記や単な る努 力だ けでは習得 しに くい。

このよ うに、 「アルゴ リズム入門」は コンピュータ技術者 の育成の根本をなす授業であ

るが 、学生 にとって も教師に とって も難 しい授業で ある。 いろいろな方策が工夫 されて き

たが 、やは り問題の本質 は解決で きなか ったようである。

本研究は、アルゴ リズムおよびその分析 ・記述能力を いかに効率的 に学生 に身につ けさ

せ るかを 目的と してい る。特 にアルゴ リズムを苦手 とす る学生 に対 して興味を失わせ るこ

とのな く理解 しやす い授 業を進め る方法 について説明す る。

3.2構 成

まず、第4章 第1節 で 、 「アル ゴ リズム入門」の授業の包含範 囲 ・カ リキ ュラムにっ い

て もう少 し述べ、同授業 の問題点について より詳 しく分析す る。

次に、第4章 第2節 で、前節の考察 に従 ってどのよ うな対策が必要であ るか 、その方針

を述べる。

第4章 第3節 では、その具体 的な授業の進行の仕方 にっいて紹介す る。 ここで は、二つ

の シーケンシャル ・ファイルを使 った突合せ処理 のアルゴ リズムを例に とって説明す る。

第4章 第5節 で は、本調査研究で試行 された教授法が どの程度 の学習効果を もた らせ た

かを客観的な立場か ら吟味す る。

第5章 で、調査研究の まとめを行 う。

4.調 査研究の内容

4.1ア ル ゴ リズ ム教 育 の 調 査

4.1.1「 アル ゴ リズム入 門 」 の授 業 の 調査

本授業 は、年 間計画の時点で、過去 にこの授業を担当 した教 師達の示唆に基づいてかな

り控 え目なカ リキュラムで臨んだ。 しか し、反面、各種情報処理関連の検定試験の対策を

も考えると、あま り基本 的な ことばか りにとどまっていること もで きない。結果 と して・

次のよ うな授業内容 にな った。

表4-1-1昭 和62年 度の 「アルゴ リズム入門」の カ リキ ュラム

時 期 教 育 内 容

前期
前半 アルゴ リズムの概念 、フ ローチ ャー トの記述規則 と簡単 な例

後半 基本的なアル ゴ リズム(合 計、平均、最大最小 、頁制御等)

後 期 実戦的な アル ゴ リズム(制 御合計 、フ ァイルの突合わせ処理 、ソー ト等)
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最初 の2、3コ マの授業では、フローチ ャー トの記述方法にっいては、ほとん ど触れず 、

日常生活の中か ら我 々が何気無 しに行 って いる作業の中に潜んでいるアルゴ リズムを とり

上げて、無意識の うちで も人間が非常に複雑なアルゴリズムを こな していることを実感 さ

せ、それを分析す ることに興味を持たせる。

例をあげれば、カ ップラーメンを作 るアルゴ リズムを考えてみ る。 これを、幼稚園児が

一人で実行で きるよ うに
、的確 な日本語で記述 させ る。 このよ うな作業を通 して、一 まと

まりの作業の手順 に対 して、分析す ることに慣れ させるのである。

学生が アル ゴ リズムとは何 かとい うことが分か り始めた頃に初めて フローチ ャー トにつ

いて教え る。 フローチ ャー トの規則に関 して は、それほど難 しい点はな く、 この辺 までは、

学生達 も興味を持 って授業に臨んで くれる。

フローチ ャー トの規則 とその簡単な例を学び終わ ってか ら、再び、授業の狙いは、アル

ゴリズムに戻 って くる。 ここで も、表に掲げ られているよ うに極 く基本的な アル ゴ リズム

だ けに限 られ る。

後期 に入 ってか らは、少 し高度で実用的 なアル ゴリズムを学ぶ。 このあたりか らこの授

業の問題点が顕著になっで きて、通常 の講義 形式の授業では対処で きない状況が教室 に現

れて くる。それに対す る対策 として我 々が講 じた一つの方法について、本論で詳 しく述べ

ることにす る。

ここに掲げた カ リキュラム内容 は、前半が基本 を重視 した、控え 目な内容 にな ってお り、

後半は実践的で高度 な内容にな ってい る。 この是非 は別に して も、最初 にアル ゴ リズムと

は何であろうか、 日常の身近 な例か らアルゴ リズムに関す る分析力を養 うことは、重要な

ことであろ う。

4.1.2ア ル ゴ リズム教 育 の 問題 点

4.1.1節 で述 べたように、 「アル ゴ リズム入門」は理解の度合の差が学習者毎に非常 に

大 きくなる科 目で あ り、授業 にっいて来れない学生が多 く出る科 目である。その原因は、

アル ゴ リズムの理解が学 習者の適性 に大 き く関連す る分野であるか らであると考え られ る。

特にアルゴ リズムの分析能 力、記述能力を習得の速 さは、学習者によ って非常に異 なる。

これ らの能 力は、講義形式 の授業を理解す ることによって身につ くもので はな く、学習者

自らの思考鍛練 によって養成 され るものであ る。講義 形式の授業で習得で きることは、フ

ローチ ャー トの記述規則 ぐらいの ものであ ろう。 それでは、学生 自らが思考鍛練をす る時

に、どこが障害 になるのか、どのよ うな環境 が必要で、どのよ うな問題点があ るのかを、

まず考えてみ よ う。

4.1.2.1ア ル ゴ リズ ムの意 識 上 にの ぼ らせ るこ との難 しさ

一つの本質的 な困難点 は、アル ゴ リズムに対す る分析の難 しさであろ う。 アル ゴ リズム
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自体が難 しいとい うので はな く、それを ステ ップ毎に意識上にのぼ らせ ることが難 しいの

である。 ファイルの併合 という問題を考えてみて も、作業 自体 は誰で もで きる簡単な作業

である。作業自体 はで きて も、 「そのアル ゴ リズムは?」 と尋ね られて絶句 して しま うの

は、通常無意識の うちに行 ってい るアルゴ リズムを意識 の中に呼び起 こし、各 ステ ップに

分けて分析す ることが難 しいとい うことを物語 っている。

本授業で扱 うアル ゴリズムの内容 は、すべて十才 児にもで きるよ うな簡単な事務処理作

業 に関す るものである。始めか らその フローチ ャー トを提示す ると、学生達 はその複雑 さ

に驚嘆の表情を示すだろう。 もちろん、そのよ うな授業の もってい き方 は、好 ま しくない。

そんな複雑な作業で も人間の頭脳の中では、瞬時の内にや りおおせて しまう。 それがあま

りに も瞬時であるがゆえ に、後で どの ようなステ ップで行 ったかを思い出す ことがで きな

い。 したが って 、その高速 な思考 を時 お り中断 させ ることが 、アルゴ リズムを理解 させ る

上でまず重要になる。

4.1.2.2シ ミ ュ レー シ ョ ンの 必 要 性

もう一つの問題点は本質的 とは言えないか もしれないが、実際的に重要であ る。 それは、

プ ログラム開発の一過程であ る、アルゴ リズム作成の行程だけを切 り離 して授業を設 ける

とい う事情 に関係 してい る。 プログラム開発は本来 、問題発見か ら始ま り、検査、運用 に

至 るまでい くつか のステ ップを経て行われ る。 その中の1段 階であるアル ゴ リズムの作成

および記述の部分 を取 り出 して授業の題材 にす ることは、意義深い ことではあるが、無理

も生ずる。 それは、学習者が最終結果を得 ることの満足感を得 られないことである。 また、

自分の描いたフローチ ャー トが正 しい もので あろうかど うかを確かめるすべが、学習者に

は与え られないのである。 したが って、 フローチ ャー トを書 き上げる意欲が欠如す る。 ま

た、書いて も書 きっぱな しで、それ以後間違 いを見つけ出そ うとはせず、教師か ら指摘 さ

れ るまで 自 ら気がっ きは しない。 もし、自分でフ ローチ ャー トのバ グを発 見で きる くらい

であれば、その学習者 は独学で もあ る程度の ところまで は学習で きるであろ う。 しか し、

本研究で主眼 と しているのは、そのよ うな学習者 ではな く、初め は何 らかの援助が必要だ

がそれによ って能 力を伸ば してい く可能性があ る学 習者であ る。

通常、授業 には50人 程度の学 習者がいて、教師が1人 ない し2人 であろ う。 こうした情

況では、教師が個 々の学習者に対応 して間違 いを指摘す ることはかなり難 しい。教師 自身

が学習者の間違 いに気がつかない ことも往 々に して有 り得るだ ろう。 また、よ り重要 な こ

とは、間違 いを指摘 されて気がつ くことよりも自力で発見する能力を養 うことの方がプ ロ

グラマとして大切 な能力であるということであ る。 プログラ ミングでい うな らば、 コーデ

ィングよ りもデバ ッギ ングの能 力の方が、プログラマの能力を評価す る際に重要な因子 に

なることと相通 じる。 フローチ ャー トのバ グを発見する ことは、初学者に とって非常 に難

しいことであ り、そのすべ さえ も考え 出す ことがで きない。 ヒン トを出 して 自力で考えさ

せようと して もあ まり効果がない。教師が間違 いを指摘 す ると、 「なるほど、分か った!」
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といった表情を示すが 、実 は同 じような間違いをその後 も平気で繰 り返すのであ る。 そ し

て 、再び教師 に指摘 され るまでは分か らない とい う情況に、何の向上 ももた らされない。

自分で描 いた フローチ ャー トを基 に、実際に何か しらのプログラ ミング言 語で コーディ

ング してみ るの は良 いことである。 しか し、 コンピュー タの初学者 にとっては コーデ ィン

グ ・エラーを除 くことだ けで も大変な作業 にな り、アル ゴ リズムに集中す ることはで きな

くな るであろ う。 そこで、プ ログラ ミング言語に注意を払 う必要が な く、授業 内だけで簡

単にアルゴ リズムの試行が可能にな るような シミュレー タが どうして も必要 である。

4.2対 策 の方 針

これ まで 見て きたよ うに、アル ゴリズムの能力 は、教授によって習得 され る ものではな

く、学習者 自身の思考鍛練の反復 によってのみ徐 々に習得され る もので ある。 したが って、

教 師の主 なる仕事 としては、アルゴ リズムに不慣れな学習者 にとって思考 しやすい環境 を

作 ってあげることが重要 になる。それによ って、学習者がアル ゴ リズムの各 ステ ップを意

識 しやす く、手軽 な シ ミュ レータと して働 くよ うな ものが好 ま しい。

このため に、我 々はアル ゴ リズムを具体 的に考えやす くす るための一つの教具を学生達

に与えた。それは、英単語の習得な どによ く用い られ るカー ドの ファイルであ った。 カー

ド1枚 に1つ の レコー ドあるいはデー タを書 き込 み、それをデー タ ・フ ァイル と見立てて

使用す るのである。読み終わ ったカー ドは裏返 しにされ 、そ う してか ら初めて次のカー ド

が読 めるとい うものである。 これは、実際の コンピュー タ ・システムに使 われ るシーケン

シ ャル ・ファイルを うま くシ ミュレー トす るモデルになっている。

これを用いることによ り、学 習者 は無意識の うちに理解 しているアル ゴ リズムの1ス テ

ップ当た りに少な くとも2、3秒 の時間を費や しなければな らな くな る。 なぜ な ら、次の

ステ ップに進むには、カー ドをめ くらなければな らないか らで ある。 そ して、その時間の

中で学習者が アル ゴ リズムの1ス テ ップ毎を意識上にのぼ らせて考える機会 を持つ ことが

で きる。 また、 この カー ドの方法 は、アル ゴ リズムの作成時ばか りでな く、完成 した フロ
ーチャー トの追跡 にお いて も学習者 の思考を助 けるのに役立っ

。 これによって学習者 自身

の手で 、フローチ ャー トの間違 いを発見で きるよ うになるだろ う。

この方法の もう一つの効用 は、現行の処理 に直接 関係のないデー タを学習者の視界 の外

に(し たが って 、思考の範囲外に)排 除で きるとい うことであ る。 また、 この方 法によ っ

て、人間の思考 に特有 な臨機応変 さ も排 除で き、 コンピュー タのための アルゴ リズムを作

成す るのに好都合な思考環境 が提供 される。本来 、ノイマ ン型 コンピュータは全てのデー

タを一度 に把握 する ことはで きず、 ごく限 られた個数のデー タを レジスタに読 み込んで作

業す ることのみがで きる。 したが って、コ ンピュータに与え る作業の アル ゴ リズム もそれ

と似たよ うな思考環境で作成す ることが合理 的であ るとい うことは、む しろ当然で ある。

また、一般 的に言 って、 この ような教具の導入 は学習者の興味を高揚 し、知識を印象深

く定着 させ るの に も有益であ る。2'3}
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4.3突 合せ処理を例 にとった実際の授業例

4章2節 で述べた、カー ドを使 ったアル ゴ リズム教授法が どのよ うに実 際の授業で運用

され るかを紹介 しよ う。

学習者は半年 ほど本授業を受講 してお り、フローチ ャー トの規則、およびそれを使 って

合計処理な どの簡単なアルゴ リズムを記述す る程度の能力を有 しているとす る。

授業の題材 としては トラ ンザ クシ ョン ・フ ァイルの レコー ドで指定 され る、マスター ・

ファイルの該当 レコー ドを検索 して出力する というアル ゴリズム(以 下 、単に検索のアル

ゴ リズムと呼ぶ)を 例に とることにす る。具体的な応用例 と して、成績証明書の発行作業

に応用する ことにす る。

この種 のアルゴ リズムは、ほとん どの教科書で扱われている代表的な基本 アルゴ リズム

であ る。たいて いの教科書には、この フローチ ャー トは、章 な り節な りの切れ 目のいいと

ころの最初 に掲 げ られて いる。例えば、ある教科書で は、図4-3-1の よ うなフ ローチャー

トが節の初めに掲げ られて いる。4)
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始

トランザクション◆ファイル、

マスター●ファイルを開 く

トランザクション・ファイル

を 読 む

</終 りか?
＼/
偽

マスター・ファイル

を 読 む

＼ 終りか?

一 学 番

:T－学 番

マスター・ファイル の

レコードを 出 力

999→M－ 学 番

T－ 学 番,"の デ ー

タな し"を 出力

}ランザクション.ファイル

を 読 む

/

罐
ファイルを閉 じる

図4-3-1検 索 の ア ル ゴ リズ ム
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ただ し、授業にお いて、 この種のフローチ ャー トを最初か ら掲げ、学習者 に対 し解説 して

も教育効果 は薄 い。そればか りか、学習者に不必要の恐怖感を抱かせて しま うので 、好 ま

しくない。 もう少 し初歩 的なと ころか ら始め段階を経て、最終的 にこの フローチ ャー トが

理解できるよ うに授業を組 み立て ることが教師の仕事 として望 まれ る。市販の本では、 こ

の点 にまで配慮がなされている ものが少 ない。

以下の節に、図4-3-1の フローチ ャー トをテーマ とした4コ マ分の授業の内容 につ

いて紹介す る。 それ らの内容 は、次の とお りである。

-

リ
ム

0
δ

4

4

4

4

4

単数件 の トラ ンザ クション

複数件 の トラ ンザ クシ ョンに対す る発展

該 当 レコー ドがない場合 のエラー処理

フローチ ャー トを スマー トにす る技法

市 販の教科書の1ペ ー ジに載 っているフローチ ャー トに対 して も4コ マ もの授業をさ くの

は、慎重 に過 ぎるのではないか とも考え られ るか もしれないが、 ここを十分 おさえておけ

ば、 ファイルの併合、 レコー ドの追加 、更新、削除処理な どは、この応用 と して理解が容

易 になるはずである。多 くのフローチ ャー トを学ぶ よ りもアル ゴリズムの本質を確実 に理

解 させる方 が、応用力を養 う上で も重要で ある。

4.3.1単 数 件 の トラ ンザ ク シ ョン

学習者全員が理解で きるよ うな問題 か ら授業を始 めることが鉄則である。 ここで は、あ

るクラス全員の成績評価を出力す るアル ゴ リズムな どが適 当であろう。 問題 は次のよ うに

なる。

一つのフ ァイルに学生の学生番号(組 と出席番号)と 名前 と成績のABC評 価 の

レコー ドが次のよ うな形式で い くっか入 っているとす る。 この うち、組が3の 学生

の成績評価の一覧を出力せよ。

学生番号
名 前 評 価

組暗 号

101

201

302

202

102

303

403

終 り

木

田

野

藤

市

田

田

鈴

山

小

近

古

吉

石

A

A

C

B

B

B

A

この程度 のフローチ ャー トな らす ぐに描 ける学生 もいるだろ うが、先を急がず 、学生全
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員の確実な理解をね らう。 まず、上 記のデー タを学生の ノー トに転記させ、手 作業で一覧

表を作成 させる。学生達 は この表を見て瞬時の内に成績一 覧表の発行作業 に取 り掛か るこ

とがで きるだろ う。 そ して、次のよ うな成績一覧表を作 るで あろう。

学 生 番 号

302

303

3組 の成績一覧表

氏 名

小 野

田

この程度 の簡単な作業で も、 これか ら学習す るアルゴ リズムがその程度の簡単 な内容であ

るということを実感 させ るために大切である。ただ し、作業 は簡単 であって も、 この時点

で学生 はあまりアル ゴ リズムを意識 していないだろう。 そんな簡単 な作業にアル ゴ リズム

が存在す るということに も意外 に思 う学生がいるか もしれ ない。 この簡単な作業 のアル ゴ

リズムを1ス テ ップ毎 に意識 させ なければならない。

そこで、同様 のデータを前 もって書 き込んでおいた教師用の カー ドの ファイルを利用 し

て 同 じ作業を行わせ る。 この カー ド一枚 には、1レ コー ドが書 かれ ている。 カー ドは束に

して まとめて掲 げ最初か ら一枚づっ見せてゆ き、見せ終わ ったカー ドは伏せてい く。 これ

で、同 じよ うな3組 の成績一 覧表を作 る作業を行わせる。 ここで学生達 はアルゴ リズムに

お ける各ステ ップを意識す ることがで きるであろう。

次に、学生各 自の カー ドに教師用のカー ドと同 じよ うな全 クラスのデータを書 き込ませ

る。そ して、学生 自身に 自らの手によ るカー ド操作を行 って同様の成績一 覧表を作 らせる。

この作業が十分で きるよ うになれば、アル ゴ リズム自体の分析 はほぼで きた ことにな る。

ただ し、それをフローチ ャー トで記述す るとなると、まだ難 しく感 じる学生が いるだろ う。

各 自が行 っている動作 とフローチ ャー トでの記述の対応にっいて少 々の確認の説明が必要

であろ う。例えば、 フローチ ャー トで 「ファイルを読む」 とい うの は、 カー ドを使 っての

作業で は 「カー ドをめ くる+新 しく現れた文字を読む」 とい う2っ の ステ ップを合わせた

ものであ る。

フローチ ャー トは図4-3-2の よ うになる。
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盲
/終 りか?＼

＼
/

∈
＼
パ

、
己

図4-3-23組 の デ ー タを抽 出 す るア ル ゴ リズ ム

各 自の フローチャー トがで きあが った ら、再びカー ドを用いて、各 ステ ップ毎に間違い

はないかを検査させ る。 フローチ ャー トの記述 と各 自の動作の対応 にっいて少 しで も疑問

・があれば質問 させる。

さて、その次の発展問題 として、同 じデータが組名で昇順に ソー トされている場合 につ

いて考えてみる。っま り、 フ ァイルの内容 は、次のよ うにな っているとする。

学生番号
名 前 評 価

組悟 号

101

102

201

202

302

303

403

終 り

木

市

田

藤

野

田

田

鈴

古

山

近

小

吉

石

A

B

A

B

C

B

A

これで同 じカー ドの作業を行わせ ると、今書 いた フローチ ャー トとは異なる手順を学 生 自

身の判断で行 って しま うだ ろう。っ ま り、3組 が終 わ って4組 に移 ったとき、更 に先の カ
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一 ドまで読み進む ことをやあて
、その時点で一覧表 は完 成 したと瞬時の内に判断 して作業

を終了 して しま うだろ う。 この とっさの判断を意識す ることは意義深 い。そ して、今行 っ

た作業の通 りにフローチ ャー トを改善 させ るのが 、次の課題 となる。 その フローチ ャー ト

は、図4-3-3の よ うになるで あろう。

＼
/相
/
偽

紗
〉

図4-3-33組 の デ ー タの抽 出の アル ゴ リズ ム(ソ ー ト済み)

学生達が このフローチ ャー トを描けたところで、 この テーマに関す る第1コ マ目の授業

は終わ りになるだろ う。

4.3.2複 数件 の トラ ンザ クシ ョンに対 す る発 展

前回の授業 は、本論 に入る前の下準備で あった。

今回 は、組長の検索 ではな く、不特定多数の学生が 自分の成績の証明書の発行を 申請 し

ている場合 を扱 う。 申請者の学生 番号(学 番)は 一つの フ ァイルに昇順に整列 されて収め

られている。その ファイルを トランザ クシ ョン ・フ ァイル と し、前回の授業で作 った フ ァ

イルがマスター ・ファイルにな る。 したが って、 この コマで は前回使 ったカー ドの フ ァイ

ルの外に もう一つのカー ドの ファイルを作 ることになる。 また、それ と同様の教師用の カ

ー ドの ファイルも前 もって用意 してお く必要がある
。 どち らの ファイル も学番 につ いて昇

順 に整列 させてお り、 その内容 は次のよ うにな って いるとす る。

一143一



成績評価マスター ・フ ァイル 成績証明書の申請者学番の

トラ ンザ クション ・フ ァイル

学番 名 前 評 価[学 番]

101鈴 木AlO2

102古 市B302

201山 田A終 り

202近 藤B

302小 野C

303吉 田B

403石 田A

終 り

トラ ンザ ク シ ョン ・フ ァイル の内 容 は学 生 に は知 らせ ず に 、 まず 教 師用 の 二 つ の フ ァイル

を掲 げ る。 学生 の支持 に従 って カ ー ドを め く って い き、学生 達 の ノー トの 上 に成 績 証 明書

を書 かせ る作 業 を行 わ せ る。 この作 業 をデ ー タ ・フ ロー チ ャー トで 描 くと、図4-3-4

の よ うにな る。

マ ス ター ・フ ァイ ル トラ ンザ クシ ョン ・フ ァイ ル

＼
＼

/

検 索

文 書

図4-3-4検 索 の デ ー タ ・フ ロ ー チ ャ ー ト

入 力 フ ァイ ルの最 初 は この 状 態 で あ る。

マス ター ・フ ァイル表 紙 トラ ンザ ク シ ョン ・フ ァイ ル表紙

後 の都 合 によ り、最初 は トラ ンザ ク シ ョ ン ・フ ァイルか ら読 み 始 め る こ とにす る。
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マ ス ター ・フ ァイル表 紙

次 に、 マ ス ター ・フ ァイ ル を読 む。

マ ッチ ン グは起 らない。 こ こで 、次 に読 む べ き フ ァイル に つ いて 発 問す る。 マ ス ター ・フ

ァイ ル を読 み進 め る とい う答 が返 って くれ ば結構 で あ る。

102古 市B 102

ここで 、マ ッチ ングが起 こったので 、学生達 は成績証明書 を各 自の ノー ト上に書 く作業に

取 り掛か らなければな らないが、 自発的にその行動に とりかか って くれればよい。成績証

明書が書 き終 った ら、次 にとるべ き行動 を学生に発問す る。学生 の回答を待 って トラ ンザ

クシ ョン ・ファイル とマス ター ・フ ァイルを読み進める。

マ ッチ ン グは起 こ らな い。 学生 の指 示 に従 って マ ス ター ・フ ァイル を読 み進 め る。

202近 藤B

同 じく、 マ ス ター ・フ ァイル を読 み 進 め る。

302

マ ッチ ングが 起 こ ったの で 、学 生 は証 明書 を 書 き始 め る。 そ れが 終 わ る と、 トラ ンザ ク シ

ョン ・フ ァイ ル とマ ス タ ー ・フ ァイル を読 み進 め る ことを 要 求 して くるの で 、 まず トラ ン

ザ ク シ ョン ・フ ァイ ルを め く って み る。

302小 野C

「終 り」 と出たが、これ らのフ ァイルの後の処置につ いて学生達 に発問す る。学生の回答

に従 って、フ ァイルを閉 じ作業を終 了す る。 このよ うに 、あ くまで も学生が主体 となって

教師用の カー ド・フ ァイルを操作 してい くことが大切であ る。

さて、学生の ノー トには、次のよ うな成績証明書がで きあが って いればよいわ けであ る。
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102

302

の成績は

の成績は

で あ る。

で あ る。

やや 、冗 長 に な った か も しれ な いが 、 この よ うに授 業 を進 め る。学 生 は積極 的 に参 加 し

て くれ るはず で あ る。 次 は 、学 生達 が各 自の カ ー ドを用 いて 同様 の 作業 を す る時 間 で あ る。

まず 、学生 に 自分 の トラ ンザ ク シ ョ ン ・フ ァイ ルの カー ドを作 らせ る。 マ ス ター ・フ ァイ

ル はその まま と し、 トラ ンザ ク シ ョ ン ・フ ァイ ルの デ ー タは、 例 え ば、 次の よ うに指 定 す

る。

マ ス ター ・フ ァイル トラ ンザ ク シ ョン ・フ ァイル

学番 名 前 評 価 一
101

102

201

202

302

303

403

終 り

木

市

田

藤

野

田

田

鈴

古

山

近

小

吉

石

A

B

A

B

C

B

A

201

303

終 り

学生各 自が自力で もこの作業がで きたな ら、フローチ ャー トの作成に移 ってゆ く。 ただ し、

この時点で も、何 もない ところか らフローチ ャー トを描 くというのはやは り難問であろう。

適 当な ヒン トを工夫 してだす ことが望ま しいで あろ う。例えば、次のよ うな ものはいかが

で あろ うか。
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図4-3-5の フ ローチ ャー トの 部 品 を線 あ るい は矢 印で 結 ん で検 索 の ア ル ゴ リ

ズ ム を表 せ 。

一
ー

トランザクション.ファイル

マスター・ファイル を 開 く

ファイルを 閉 じる

}ランザクション●ファイル

を 読 む

マスター・ファイル

を 読 む

マスター・ファイル の

レ コ ー ドを 出 力

M－学 番

:王学 番

図'4-3-5検 索 の フ ロ ー チ ャ ー トの 部 品

このよ うな形式の演習問題 は、いわゆる 「穴埋 め」形式の問題 よ りも優れてい ると考え

られ る。 なぜ な ら、 自分で フローチ ャー トの全体 の構成 を考え ることが必要 とな り、実践

的なフローチ ャー トによる記述能力が養われ るか らである。

後は、 カー ドを利用 しなが ら、ほとん どの学生が 自力で フローチ ャー トを完成す ること

がで きるであろ う。ひ ととお りフローチ ャー トが描 けた ら、例によ って カー ドを用 いてフ

ローチャー トを1ス テ ップづっ検査 してい く。 このようにすれば、 フローチ ャー トに欠陥

があれば学生 自身で気がっ いて くれ るだろ うし、欠陥が なければ学生 は満足感を味わ うこ

とがで きる。正解の フローチ ャー トは、図4-3-6の よ うにな るであ ろ う。
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}ランザクション・ファイル

マスター・ファイル を 開 く

トランザクション・ファイル

を 読 む

マスター.ファイル

を 読 む

M－学 番

:T－学 番

マスター・ファイル の

レ コ ー ドを 出 力

図4-3-6検 索 の ア ル ゴ リズ ム

2日 目の授業 は、この辺 までで終 るであろ う。

4.3.3該 当 レコー ドが な い場 合 の エ ラー処 理

この テ ー マに 関す る第3回 目の授 業 は、前 回の フ ロー チ ャー トにエ ラー処 理 を 付 け加 え

る ことで あ る。 トラ ンザ ク シ ョン ・フ ァイル の レ コー ドで 指 定 され る レコー ドが マ ス ター

・フ ァイ ル にな い こと も起 こ り得 る と し、そ の場 合 に は適 当 なエ ラー メ ッセ ー ジを 出 す よ

うに前 回 の フ ロー チ ャー トを改 良 す る。 ただ し、最 初 か らそれ を学 生 に告 げず に 、前 回 の

授 業の 復 習 を兼 ね て カ ー ド ・フ ァイル の操 作 か ら入 るの が授 業 と して は お も しろ い。

教 師用 の マ ス タ ー ・フ ァイ ル は前 回 と同 じもの を 使 い 、 トラ ンザ ク シ ョン ・フ ァイ ルの

デ ー タは次 の よ うに変 えて お く。
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マ ス タ ー ・フ ァ イ ル

学番 ∈ 前 評 剛

101

102

201

202

302

303

403

終 り

A

B

A

B

C

B

A

木

市

田

藤

野

田

田

鈴

古

山

近

小

吉

石

トラ ンザ ク シ ョ ン ・フ ァ イ ル

一
201

301(*)

403

終 り

学 番301(*)の デ ー タは マ ス タ ー ・フ ァイ ル には含 まれ て い な い。 この ことは 、学 生

に は通 知 してお か な い。 両 フ ァ イル と も学 番 にっ いて昇 順 に 整列 され て い る ことを も う一

度 学 生 に確認 して お く。前 回 と同様 に、学 生 の支 持 に従 い カー ドを 操 作 して い く。 最 初 の

方 の カ ー ドの局 面 は省 略 す る。 学 番201に っ いて マ ッチ ングが 起 こ った の ち、 両方 の フ

ァイル を読 み進 め ると、 次 の よ うな局 面が 生 じる。

(マ ス ター ・フ ァイ ル)(ト ラ ンザ ク シ ョン ・フ ァイ ル)

学 生 達 の 支持 に 従 って 、 マ ス ター ・フ ァイル を読 み進 め る。

ここで、マスター ・フ ァイルの学番が トラ ンザ クシ ョンの学 番よ り大 き くな った。前回の

授業では このよ うな局面 は出て こなか った。 この時点で、学番301の デー タはマス ター

・ファイルに存在 しない ことが推理 で きるが、全ての学生 がそ こに気がつ くわ けではない

。 ここは、学生達の間に論議を喚起 し、積極的に授業に参加 させ る良 い機会であ る。学生

達 は、 「マスター ・ファイルは昇順 に整列 されていることが保証 されてい るな ら、マス タ

ー ・ファイルを読み進んだ と ころで学番301の レコー ドが現れ ることはない」 とい う結

論に達す るか もしれない。 しか し、 トラ ンザ クシ ョン301が 未処理 である以上、その ま

ま トラ ンザ クション ・フ ァイルを読み進め るわけに もいかない。 さて次に とるべ き行動 は

何か?論 議の結果、念の ためにマス ター ・ファイルを読 み進 めてみよ うとい うことになる

か もしれない。す ると、
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とな る。 さ らに、繰 り返 して い くと、

の局面を経て、次のよ うな局面 にたどり着 くだろ う。

と う と う、学 番301の レ コー ドは マ ス ター ・フ ァイ ル に は存 在 しない とい う事 実 が 明 白

にな った。

この辺 で 、不 当 な トラ ンザ ク シ ョ ン301を 挿 入 して お い た こ とを告 白す る。 た だ し、

この よ うな ケー スは なん らかの 理 由で現 実 の シス テ ムで起 こ り得 る こ とで あ り、 そ れ に対

す る処 置 まで考 え て お くこ とは重 要 で あ る こ とを理 解 して も ら う。

さて 、 トラ ンザ ク シ ョ ン ・フ ァイ ルの方 も読 み進 め る と学 番403の レコー ドが 出 て く

る。

実 は、 この学番に該当す るレコー ドはマスター ・フ ァイルに存在 していたのだが、既 にマ

スター ・フ ァイルは読み終わ ってお り、その成績 を思い出す ことがで きないので、成績証

明書の発行作業 はできな くな って しまった。 ここで再 び、学生達の論議を喚起す る。問題

の局面を再 び掲 げる。

この局面で学番301の レコー ドはマ スター ・フ ァイルに存在 しない ことは推察で きた。

それな らば、そこで 「301の デ ータな し」 とで も出力 して、次 にマ スター ・フ ァイルで

はな く トラ ンザ クシ ョン ・ファイルの方を読み進 めた ら、学番403に 対 して成績証明書

の発行作業がで きただ ろう。 この よ うな反省が出 るか もしれない。その反省を踏 まえてあ

と1回 だけの機会を与えて、初 めか らや ってみ る。

その結果 、今度 は、学生の ノー トの上 に次の よ うな出力結果がで きあが ってい るだろ う。

102古 市 の 成 績 は

301の デ ー タな し

403石 田 の 成 績 は
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こ こで 得 られ た教 訓 は、 「小 さ いキ ー(学 番)の 方 の フ ァイ ルを 読 み進 め 」 とい う こと

で あ る。 この教 訓 は、 昇 川頁に整 列 され た フ ァイ ルの突 合 せ 処理 一 般 に言 え る こ とで あ るか

ら して 、強調 して 教 え て お く必 要 が あ ろ う。

次 に、 トラ ンザ ク シ ョ ンの 内容 を 変更 して再 び、 同 じ作 業 を も う1回 行 う。 新 しい トラ

ンザ ク シ ョ ンは 、次 の よ うにす る。

マ ス タ ー ・フ ァイ ル トラ ンザ ク シ ョン ・フ ァイ ル

学番 名 前 評 価

101

102

201

202

302

303

403

終 り

木

市

田

藤

野

田

田

鈴

古

山

近

小

吉

石

A

B

A

B

C

B

A

『
103(*)

201

404(.*)

501(*)

終 り

今度 は 、栄 養103、404、 お よび501に 対 応 す る3つ の レコー ドはマ ス ター ・フ

ァイ ルに存 在 しな い。 前 回 の例 で学 ん だ手 順 通 りに作業 を続 けて い く。 途 中 を省 略 して 、

次 の局面 に な る。

(マ ス ター ・フ ァイル)(ト ラ ンザ ク シ ョン ・フ ァイル)

(403〈404)で あ るか ら、マ ス ター ・フ ァイルを 読 み 進 め る。 す る と、次 の よ うな

新 しい局 面 が現 れ る。

栄 養404の レ コー ドは マ ス ター ・フ ァイル の中 に存 在 しな か った。 したが って 、学生 は

ノ ー ト上 に

103の デ ー タな し

201山 田 の成 績 は

404の デ ー タな し

と記入す る。 ここで終 りで はないことにつ いて学生達に確認 したの ち、 トラ ンザ クシ ョン
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・フ ァイ ルを読 み 進 め る。 す る と、

終 り 501

とい う局 面 にな る。 ノー ト上 に は 、

103

201

404

501

のデー タな し

山田 の成績 は

のデー タな し

のデー タな し

Aで あ る。

←

と記 入 され る。 さ らに トラ ンザ クシ ョ ン ・フ ァイル を読 み進 め る と、

終 り 終り

となり、 ここで作業は完結す る。作業中一貫 して学生の指示を仰 ぎ、時にはその理 由を問

うことによ って、全員に参加 させ ることが肝要で ある。 この作業で学んだ教訓 は、 「マス

ター.フ ァイルを読み切 った時点で トランザ クシ ョン ・ファイルに未処理のデー タが残 っ

て いるときには残 っている トランザ クシ ョン全部に対 して、rデ ー タな し』 とする」 とい

うことである。当然 といえば当然 の ことであ るが 、当然 のことを意識上にのぼ らせる こと

が意外 と重要 なのである。

さて、アル ゴ リズムの分析 はほぼで きた として、アルゴ リズムの記述 に移 ってい くが、

学生の理解度が不十分 と思われ る時 には、す ぐにフローチ ャー トを描 くことを要求せずに、

日本語でアル ゴリズムを記述 させ るの も一法であ る。 自分で カー ドを操作 しなが ら、見た

こ と、考えた こと(論 理)を 日本語で書 きっつ ってい くのである。 日本語であれば、フロ

ーチ ャー ト記述能力の欠如す る学生 にとって も十分可能 な作業で ある。以下 は、平均的な

学 生の日本語 によるアルゴ リズムの記述 とその添 削であ る。

トラ ンザ クシ ョン ・フ ァイ ル と マ ス ター ・フ ァイ ルを 開 く。 トラ ンザ ク シ ョン'

フ ァイ ルを読 む と、103で あ る。 マ ス ター ・フ ァイ ルを 読 む と・101で あ る。

マ ス ター レコー ドの101は トラ ンザ ク シ ョ ン ・フ ァイ ルの103と 違 うので 、マ

①

ス ター ・フ ァイル を読 み進 む。 す る と、102で あ る。 これ は 、103と 違 うので 、

①

マ ス ター ・フ ァイ ルを読 み進 む 。 す る と、201で あ る。 これ は トラ ンザ ク シ ョン

の103よ り大 きい ので 、該 当す る デー タは な いので 、 「103の デ ー タな し」 と メ
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ッセ ー ジを出 す 。 トラ ンザ ク シ ョン ・フ ァイ ルで 次 を読 む と、201で 、 マ ス タ ー ・

フ ァイルの201と 同 じな ので 、 「201山 田Alと 書 く。 トラ ンザ ク シ ョン ・フ

ァイ ルで次 を 読 む と、404で あ る。 マ ス ター ・フ ァイ ルで 次 を読 む と、202で

あ る。 トラ ンザ クシ ョンの404と 違 うの で 、 マ ス ター ・フ ァイルを 読 み進 む 。 マ

①

ス タ ー ・フ ァ イ ル は 、302で あ る 。 これ も404と 違 うの で 、 マ ス タ ー ・フ ァ イ

ル を 読 み進 む 。 す る と、

①

303で あ る。 これ も404と 違 うので 、 マ ス ター ・フ ァイ

①

ル を 読み 進 む 。 す る と、403で あ る。 これ も404と 違 うので 、 マ ス ター ・フ ァ

①

イル を読 み 進 む。 す る と終 りに な る。 マ ス ター ・フ ァイ ルが終 りなの で 、 トラ ンザ

↑②

クシ ョン ・フ ァイ ル を読 む と、501に な り、 も う一 度 トラ ンザ ク シ ョンを読 む と

↑③

終 りに な る。 トラ ンザ クシ ョン ・フ ァイル とマ ス ター ・フ ァイ ルを 閉 じる。

〈添 削 内 容 〉

① よ り小 さい ので

② 「404の デ ー タな し」 と書 き、

③ マ ス ター ・フ ァイル が終 って い るの で 、 「501の デ ー タな し」 と書 き、

この学生の理解 と論理性 はやや不十分 と思 われ るが 、次の時間の復習を通 して カバ ーで き

る程度の ものであ る。添削 した レポー トは、次の時間に返却 し、多 くの学生が共通 して 間

違えてい る部分な どは教材 と して も使 う。 このよ うにカー ドを使用 して、ほとんどの学生

が 日本語 でアル ゴ リズムの流れを記述す ることがで き、個 々の局面において正 しい判断が

下せ るよ うにな る。 その判断の裏づ けとな った一般的な規則を意識す ることは、そ う難 し

い問題ではない。 よ り困難な問題 は、説明文中に幾度 とな く繰 り返 され る同 じよ うなフ レ

ーズを唯1回 で済ま し
、後 はそれを再利用す るとい うことが どの ように実現で きるか 、と

いうことである。 もちろん、 これはフローチ ャー トの上向 き矢印を用 いた繰 り返 し、あ る

いは、ループを用 いてで きる。 これ について も、以前に十分 な学習がなされてい るとすれ

ば、そ う難 しくはないだ ろう(繰 り返 しを例 にとった本教授法の応用につ いては、 ここで

は特 に触れていない)。 学生達 は、同 じよ うな文の繰 り返 しが続 くので 、フローチ ャー ト

のループが使える ことを悟 って くれ るとともに、その便利 さを実感 して くれ る。

さて、理解の速 い学生に フローチ ャー トで記述 させ る場合 には、再 び次の ような問題形

式 にすることに しよう。
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次のフローチャー トの部品を線あ るいは矢印で結んで エラー処理を含ん だ検索の

アルゴ リズムを表せ。

一
〇

トランザクション◆ファイル、

マスター・ファイル を 開 く

フ ァイ ルを 閉 じる

TT

残 った トランザクションに

対 してT－学 番,"の

デ ー タな し"を 出 力

マスター ファイル の

レ コ ー ドを 出 力

〈M－ 学 番 〉

:王学 番

T－ 学 番,"の デ ー タ

な し"を 出 力

マスター・ファイル

を読 む

}ランザクション・ファイル

を 読 む

トランザクション.ファイル

を 読 む'

<<終 りか?

偽

㊥

真

<<冬 りか?

〉 偽

◎

真

終りか?

偽

図4-3-7エ ラー処 理 付 きの検 索 の フ ローチ ャー トの部 品

真

ここで、残 った トラ ンザ クシ ョンに対す る処理のサブルーチ ンTTは 、その処理概要 を日

本語で説明するだけにとどめ、その細部まで のフローチ ャー ト記述は避 ける方が好ま しい

だ ろう。そ うで ない と、フローチ ャー トが一挙 に複雑化 し、学生の興味をそ ぐことになる

だ ろ う。 サブルーチンTTの 詳細表現 は、次の授業に回すのが賢明である。 これは、 シス

テム開発における トップダウ ン技 法5)の 一例であ り、 このような優秀 と認 あ られた技法 は

機 会ある毎 に普段の授業で取 り入れ るべ きであ る。

サブルーチ ンTTに ついて用 いた横線付 き記号6)(長 方形 を横線で 区切 り、上 にサブル

ーチン名
、下 にその処理概要 を 日本語で説明す る記法)は 、一般の教本 ・教材 ではあ まり

使われていないようであ るが、JIS規 格で正規 に認 め られている記法であ る。 この記法

は、 トップダウ ン技法 をフローチ ャー ト上で具現化するの に便利であ るので、授業で も積

極的 に取 り入れるべ きで ある。

さて、正解の フローチ ャー トは、図4-3-8に 示 され ている。
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トランザクション.ファイル、

マスター・ファイル を 開 く

トランザクション・ファイル

を 読 む

終りか?

マスター●ファイル

を 読 む

M－学 番

:T－学 番

マスター・ファイル の

レ コ ー ドを 出 力

残 りの トランザクションに

対 してT－学 番,"の

デ ー タな し"を 出 力

T－ 学 番,"の デ ー タ

な し"を 出力

トランザクション・ファイル

を 読 む

終りか?

図4-3-8エ ラ ー処 理 付 きの検 索 の ア ル ゴ リズ ム
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ここで、や っとエラー処理 まで含 めたフローチ ャー トが完成 したが、テーマ図(図4-

3-1)の フローチ ャー トに至 るまで には、 さらにサブルーチ ンTTの 詳細記述 と、 「最

大値 の技法1を 付け加えなければな らない。そのためにあ と1コ マ分の授業が どう して も

必要である。 これ まで授業3コ マを費や して説明 して きたが 、 これで もこの辺 まで くると

理解の不十分な学生が出て くるで あろう。 この ことか らも、図4-3-1を 最初か ら掲げ

る授業のや り方が いかに無意味であるかが分か る。

4.3.4フ ロ ー チ ャー トを ス マ ー トに す る技 法

今回の授業は、前回の補足か ら始 まり、 「最大値の技法」を学ぶ。 これ は、アルゴ リズ

ムとしてはそれほど本質 的で はないか もしれないが、良 く使われ る技法で あるので省 くこ

とはで きない。 ここで も、フローチ ャー トを最初か ら掲げて覚 え さす より、何故そのよ う

な考えに至 るのかを見ておいた方がよい。

前回の補足箇所である、残 った トラ ンザ クションに対 してエラー ・メッセー ジを出す処

理 について考えてみ る。 これだけを考え るな らそれほど難 しくはない。図4-3-9の よ

うになるだ ろう。

T－学 番,"の デ ー タ

な し"を 印 刷

トランザクション・ファイル

を 読 む

図4-3-9残 っ た トラ ンザ ク シ ョンの 処理

こ こで 、前 回 の フ ロー チ ャー トを 再 び 掲 げ(図4-3-10)、 図4-3-9と 比較 させ る。
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開 始

トランザクション.フ ァイル、

マスター・ファイル を 開 く

トランザクション・ファイル

を 読 む

＼
剛
/
終

マスター●ファイル

を 読 む

終りか?

M－学 番

:T－学 番

マスター ファイル の

レ コ ー ドを 出 力

残 った トランザクションに

対 してT－学 番,"の

デ ー タな し"を 出力

T－ 学 番,"の デ ー タ

な し"を 出力

トランザクション.ファイル

を 読 む

終 りか?

図4-3-10エ ラー処 理 付 きの検 索 の フ ロー チ ャー ト(再 掲)
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図4-3-10の フ ロー チ ャー トに は 、図4-3-9の フ ローチ ャー トと似 た部 分 が含 ま

れ て い る こ とが 分 か る。 す なわ ち、 図4-3-10の 太 線で 描 か れ た部 分 で あ る。 違 い は 、

太線 部 の方 に は、途 中 にM－ 学 番 とT－ 学 番 の比 較 に よ る分 岐 が 入 って い る ことだ けで あ

る。 したが って 、(M－ 学 番>T－ 学 番)を 保 証 す れ ば 、 図4-3-9の フ ロー チ ャー ト

は図4-3-10の フ ロー チ ャー トの 太 線部 で 代替 で きる こ とに な る。 それ に は 、 サ ブル ー

チ ンTTの 処理 を 行 う代 わ りに 、M－ 学 番 に最 大値999を 代 入 して 、⑩ に向か わ せ れ ば

よ い。 ただ し、 フ ァイル内 の学 番 に は999は 使 わ な い とい う保 証 を してお く。

上 の説 明を すれ ば 、図4-3-10の フ ロー チ ャー トは図4-3-11の よ うに ス マ ー トに

す る ことが で きる こ とが 容 易 に理 解 され るだ ろ う。
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トランザクション・ファイル、

マスター・ファイル を 開 く

トランザクション・ファイル

を 読 む

マスター.ファイル

を 読 む

枯 学 番

:T－学 番

盲
＼ パ

マスター・ファイル の

レ コ ー ドを 出 力

T－ 学 番,"の デ ー タ

な し"を 出 力

トランザクション・ファイル

を 読 む

＼
輝
/
勘

図4-3-11最 大値の技法を利用 した検索 アルゴ リズム
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再 び教 師 用 の カ ー ドを使 って 、 この フ ロー チ ャー ト沿 って正 しい処 理 が 行 わ れ るか を確

認 す る。 以 前 と同 じ経過 を経 て 次 の局 面 にな った と き、 フ ロー チ ャー トに従 って 、 「終 り

」 を消 して 「999」 と書 きな お す。

(マ ス ター ・フ ァイ ル)(ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・フ ァイル)

999

型

フ ロー チ ャー トの 次の ステ ップ で は999と404が 比較 され 、(999>404)で あ

るの で エ ラー処 理 の方 に進 む。⑩ を 経 て再 び トラ ンザ クシ ョン ・フ ァイ ルを 読 み進 め る。

す る と、

999

終 り

の局面になる。 同 じ経路が繰 り返 され、次は、

999

旦

となり、 トラ ンザ クションの方 も終わ りになるので、両 フ ァイルを閉 じて作業 は完結す る。

このように して、最大値を用いた図4-3-11の フローチ ャー トが実質的 に前回の フロー

チ ャー ト(図4-3-8)と 同 じアル ゴ リズムを表 していることが検証 され る。

このよ うな経路を辿れば、 「最大値の技法 」にっいて も自然 な流れの中で理解すること

がで きる。 ここでの教訓 とすべ き事柄 は、 「読み きったフ ァイルのキーに最大値を入れよ

」で ある。

さらに、 この フローチャー トを、図4-3-12の ような追加 ・削除などに も応用ので き

る発展性 に富む形式で書 き直せ る ことを確認 してお くことも必要であ ろう。
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T-READ

}ランザクション・ファイル

を読 む

盲

終 りか?

フ ァイル を閉 じる

T-READの 出 口 終 了

図4-3-12

M-READ

マスター・ファイルを

読 む

T-READの 出 口

発 展性 の あ る形式 で の検 索 の フ ロー チ ャー ト'

こ こで 、 アル ゴ リズ ムの終 了 が サ ブル ー チ ンTTの 中 に組 み 込 ま れ て い る こ とに注 意 が 必

要 で あ る。 この フ ロー チ ャー トは、上 向 き矢 印が 少 な く、見 た 目に もす っ き り して いて 、
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全体が把握 しやすい形 にな っている。その うえ、最 も重要 なM－ 学番 とT－ 学番の比較に

よ る分岐が中心的な位置に設置 されて いる点で も優れてい る。そればか りで な く、追加 ・

削除 ・更新 などの一般的な処理が この フローチ ャー トを一部修正 した形で実現で きるとい

う長所があ る。良形 のフローチ ャー トが描 けた理由は、最初の レコー ドの読取 りだけはル

ープの外 に出 し別格 に しておいた ことであ る。 この技法は、制御合計のアルゴ リズムに も

出てきた。 この技法は、英語では、"primingread"な どと呼ばれているよ うであ るが、6)

これを 「先行読取 り」 と訳 した らどうで あろうか。 この名前 を流布することによって、学

生達に この技法を強 く印象づ けることがで きるだ ろう。

今回の授業で は、多少思い付 きに くい技法が必要であ ったので、学生 自身に フローチ ャ

ー トを描かせ る機会は少 なか った。 したが って、学生の為すべ き主 なる作業 は、カー ド・

ファイルを使 ってフローチ ャー トを追跡す ることになるだ ろう。 ここまで来て初めて、テ

ーマ図4-3-1の フローチャー トを理解す るための授業が終わ った ことになる。

こうして見てきたよ うに、市販の本 に簡単 に載 っているフローチ ャー ト1‡文を とり上げ

て も、その内容を授業で扱お うとす る と、 このよ うに4コ マ分の授業 に もなって しま うの

であ る。 これだけ時間をかけて も、学生の理解は完壁 と言えない。それを1コ マの授業で

カバーすることなど出来よ うはずがない。多 くの アル ゴ リズ ムを題材 にす ることよりも、

一つで も的確 に理解させ ることの方が重要で あるか らして、この ぐらいの時間をさいて も

何 らの支障 もないはずで ある。

平均的な学生に とって意味のあ るアル ゴ リズムの授業を行 うとした ら、ここで述べた く

らいの懇切 さを以 って授業を行 うことが どうして も必要 にな る。 この情況 は、 どこの情報

系の専門学校で も変わ らない と思われ る。

もちろん、これ程 くどく説明 しな くて も理解 して くれ る学生 もお り、そ うい う学生達 に

対す る指導が また難 しい問題 になって くるが 、それにっ いて本研究では特 に考察 しなか っ

た。

ここで述べた教授法は、必ず しもシーケンシャル ・フ ァイルを使 ったアル ゴリズムに限

られ るわけで はな く、ほとん ど全てのアル ゴ リズム学習 に適用で きる。例えば、配列 およ

びラ ンダム ・ファイルを扱 うアルゴ リズムに対 して も、工夫次第で適用可能である。その

指針 は、カー ドによ って当該処理 に必要なデー タだ けを提示 し、不必要なデータはカー ド

を裏返 しに して学習者 の視界の範囲外 に(し たが って、思考の範囲外 に)出 してや ること

であ る。ち ょうど コンピュー タのCPUが レジスタの内容だけ しか把握で きないの と同 じ

状況を作 ってや り、学習者 の考えやすい思考環境を作 ってや るのであ る・そ して・次の処

理で どのカー ドを開ける必要があるかを学習者 の判断に委ね させれば、アル ゴリズムの分

析 が 自然 に学習で きよ う。
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4.4吟 味

4.4.1学 生 か らの感 想

本授業で用 い られたアルゴ リズム教授法 に対す る学生達の評判 は良好であ った。多 くの

学生が 、アルゴ リズム、およびフローチ ャー トに興味を持 って取 り組んで くれ、途中で投

げ出 して しま う学生が少なか った。多 くの学生か ら、カー ドを使 った方法が大変分か りや

すい との感想を もらった。 なか には、定期試験 にカー ドを持 ち込んでよいか、 と尋ね る学

生 もいた ほどであ った。

一年間の授業の最後の時間 に学生 に対 して 「アルゴ リズム入門」に関す るアンケー ト調

査を行 った。 それ によ ると、やは りまだ26%の 学生が 「アルゴ リズムは難 しい、分か らな

い」と言 っている。それ に対 して、本授業の教授法を含め、 アル ゴ リズムが 「分か りやす

い、分か った」とい う声が20%あ った。 その他の感想 としては、 「初 めの 頃はや さ しか っ

たが、後期 になってか ら難 しくなった」が15%、rCOBOLの 授業 と重複 している とこ

ろがあるので分か りやすか った」が9%、 「自力で フローチ ャー トを書 くことがで きない」

が8%な どであ った。

4.4.2学 力向上に対す る本教授法の寄与

我 々は、本教授法が優れて いるものであることを実感 して いるが、数値的 に何 らかの吟

味 も必要であろう。そ こで、本授業において真剣 に努力 した学生が どの程度の学力の向上

を示 しているかを調 べてみ る。 それには、努力Xと 学力向上Yを 数量化 し、XとYの 相関

をみればよいだろ う。そ こで次のよ うにX、Yを 定義 した。

X=(授 業内課題 の枚数)

Y=(後 期期末試験の得点)一(前 期 中間試験の得点)

本授業で は、 ときお り授業 内で学生 に課題 を課 し時間内に提 出を求め る。 それ は、難 しい

もので はな く、授業を聞 いていれば誰で もで きる内容の ものであ り、多 くの学生は これを

提 出す る。 この枚数は、努力を表す もの、すなわ ちXと みな してよいだろ う。学 力の向上

Yに ついては、この教授法が採用 され る前であ る前期の試験の得点 を基準 と した、最終的

な試験の得点を採用すればよいであろ う。

この教授法を採用 した2ク ラス99人 の学生について、X,Yの 相関係数を計算 した とこ

ろ・0.1で あ った。 これは、一般的には低い相関の範疇 にはい るが 、 もと もと適性 に大 き

く依存す る科 目で あるアル ゴ リズムの場合、その大小を簡単に評価す ることはで きないだ

ろ う。そ こで、同 じ1年 次 の科 目で ある 「技術英語1」 の授業 につ いて、1ク ラス49人 に

ついて同様 の調査を してみた。その結果は、相関係数が0.01で あ った。 したが って、 「技

術英語1」 の授業では、授業内の努力 と学力の向上の相 関は非常に薄 いといえ る。 この原

因 について はいろいろな ものが考え られよ うが、本筋か ら離れ るので省 略す る。少な くと
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も、 「アル ゴリズム入門」におけ る努 力と学力向上の相関は、 「技術英語1」 のそれに比

べて大 きい。すなわち、より授業の効果が上が った といえ る。

4.4.3到 達 レベ ル

通例、定期試験で は授業で扱 った問題を出題す るが、 この年度の本授業の後期期末試験

では、2題 の新作問題を実力問題 として 出題 してみ た。その難易度 は、 ほぼ情報処理技術

者試験の問題 とほぼ同 レベルであ った。 その2題 は、5問 程度の小設問か らな って いたが

、その全ての小設 問をすべて正解 した学生の割合を調べてみ ると、それぞれ、19%、29%

とまずまず良好であ った。

5.調 査研究のまとめ

アル ゴリズム習得の能力は、学習者 の適性によ るところが大 き く、各学生 の理解度に大

きな差が生 じて しま う。従来の講義 形式 の授業で は、真のアル ゴリズムの学 力が備わ らな

いばか りか、フローチ ャー トに不必要な恐怖感を学生 にいだかせて しま う。そのよ うな学

生 に も興味を失わせず にアルゴ リズムの能 力を研讃 させるために、視覚 ・触覚 に訴 え る具

体性のある丁寧 な教授法 を行 うことが必要である。

簡単なアルゴ リズムであ って も、それを ステ ップ毎 に意識 して記述す ることは、初学者

にとっては難 しい。 また、 フローチ ャー トの中の誤 りを見つけることは初学者 にとっては

殆 ど不可能で あり、教師か ら指導 に も限 りが あるので、学習者が 自力で フ ローチャー トを

検査分析で きるような、何か しらの思考を助 ける仕掛けが必要である。

このよ うなアルゴ リズムの授業の問題点を考慮 した結果 、授業に具体的な教具を導入す

ることが有益であるとの結論 に達 し、実践 した。 コンピュータの記憶 システ ムを シ ミュ レ

ー トす るカー ドのフ ァイルを教具 と して用 いることが 、アル ゴリズ ムをステ ップ毎 に分析

・検査す ることに効果的である ことが分 か った。本研究で用いたカー ドの フ ァイルは、 シ

ーケ ンシャル ・ファイルを始め、ほとんどの コンピュー タの記憶 システ ムを うま くシ ミュ

レー トす ることがで きることが 分か った。 これを用いて授業を行 うことによ って、それま

でフ ローチ ャー トに嫌悪感を抱いていた学生達 の興味を呼び戻す ことがで きた。そ して、

クラス全体が参加で きる活気のあ る授業を行 うことが可能 とな り、学習効果の向上が認め

られた。
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1.調 査 研 究 テ ー マ

情報 処 理 技 術(シ ステ ム ・エ ンジニ ア,プ ログ ラマ)養 成 の あ り方

2.調 査研究担 当者

教務部 的野 和靖

"川 辺 秀夫

3.調 査研究の概要

情報化社会の現在、オ ンライン ・システムが中心であ り、その即戦的な技 術 としての、

オ ンライ ン ・データベ ース ・システム(DB/DCシ ステム;DataBase/DataCommunica-

tionSystem)の 開発技術の修得 を指導 目標 と し、さらに技術的な面以外に も将来SE

(シ ステム ・エ ンジニ ア)と して飛躍 させる為に、 システム開発のあ り方を学生 自身に考

え させ 、実際に体験 させ ることによ り、問題発見能力を高あ、創造型 、想像型 人間 と して

も力をっけさせ ることを目的 とす る。

そ こで、即戦力 として社会へ送 り出すための教育の一環 と して、1ク ラスを情報処理技

術集団である ソフ トウ ェア ・ハウスの システム開発プ ロジェク ト・チームにみたて、 シス

テ ムの発注か ら納品 までを疑似体験 させ、その過程および結果か ら、情報処理技術者養成

のあ り方を調査研究す る。

3.1は じ め に

毎 日の新聞紙上 、あ るいは雑誌上に、情報に関す る記事がの っていない 日はない とい っ

ていいほど、現在の世の中は情報化が確実 に しか も急速 に進展 して いる。10年 前の情報 化

について思 い起 こしなが ら現状を考え、さ らに10年 後の世の中につ いて考えてみ ると、情

報化の進展 は幾何級数的に、いや予想 のっかないほどの進展を遂 げるだろ うと思われ る。

このよ うに情報化が進展す るとい うことはその利用技術 も一段 と高度化 されてい くとい

うことである。 この高度化 された情報の世の中を高度情報化社会 とい うな らば、この社 会

においては情報 サービス産業の果たす役割は非常に大 きい もの と考え られ る。 そ して この

社会の中で中心的な担 い手 は、高度情報処理技術者 と称 される人達であ り、 この人達 が重

要な役割を演 じなが ら世の中が進展 してい くことになると考 え られ る。そ して この世 の中

において は、高度情報処理技術者が 多大に必要 とされ るであろ うし、 さ らにはその技 術者

の質の良 し悪 しが社会の発展に大 きな影響 を及ぼす もの と考え られ る。従 って、質の高い

高度情報処理技術者 を育成す るとい うことは、世の中 にとって非常 に重要な課題であ ると

考え られ る。

そ こで、世の中の要請に応えるべ く、我 々専門学校 は教育 という場 において、今何 をす

ればよいかについて考えてい きたい。
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3,2情 報サー ビス産業の現状

マイクロエ レク トロニ クス技術の発達 は、 コンピュータ業界を一段 と発展させ た。 この

状態 は今後 もますます飛躍的に発展 し続けると考え られる。 さらに利用技術の方 も、ネ ッ

トワー ク、データベース、人工知能 というよ うにます ます高度化されて きてお り、生活を

享受する方か ら考え ると非常 に快適 な世の中を迎えっっあ る。 ところが、逆 にこのハー ド

ウ ェアの発達に伴 って、 ソフ トウ ェアの需給ギ ャップは非常に深刻な問題 と して クローズ

ア ップされて きている。それは ソフ トウェアは相 も変わ らず人手 によって開発されてい る

か らであり、生産性 の伸 びは大 きく期待で きない とい う現状であ るか らである。

いいかえ ると、コ ンピュータの性能 はますます増大す る中で 、人間生活様式の多様化 に

よ って、 システム開発要求 は増大す るものの、 システム開発で きる量は非常に少 ないとい

う制約の中にい るとい うことで ある。

この開発 した くて も開発で きない状態、つ まりバ ックログという状態をいかに して解消

す ることが出来 るか とい うことが、現在の情報サー ビス産業が抱えている大 きな課題で あ

る。その原因 として いる・ところは、情報処理技術者の数の不足 と質の不足が一番大 きな も

のである。産構審情報産業部 会によれば この ままの状態で いけば 「2000年には97万 人の ソ

フ ト技術者が不足す る。 」とい う。従 って情報サー ビス産業が 、一教育機関 として我 々の

専 門学校 に期待す るところは非常 に大 きな ものがあ る。我 々もそれに応え るべ く日々技術

の進展を読み とり、あるいは業界の実情 を察知 して、即戦力 と してす ぐにで も役 に立つ学

生を社会に送 り出す こと、これが我 々に与 え られた重要なテーマだ と考える。

3.3情 報サー ビス業の雇用状況 と即戦力

情報サー ビス業の人材確保の基本 は、学卒の新規採用である傾向がはっきりとみ られ る。

しか も 「大学 および大学 院卒」を システム ・エ ンジニア的人材確保 に主眼を置 く企業がほ

とんどであり、今後 さ らに増え る傾向である。一方、 「専門学校卒 」を育成確保 して いる

企業は、 これ まで過半数 におよんで いるが、将来 は減少傾 向を示 している。従 って、我 々

専門学校 として は、教育 内容の質 を高め、 システ ム ・エ ンジニア予備軍 と して十分期待で

きる人材を育成す る必要が ある。世の中の進 む方向 と合わせ、今後特に必要 とされ る教育

分野 は、

(a)シ ステムの分析設計 、評価技法

(b)問 題発見解決技法や創造性開発技法

(c)デ ー タ通信 システムやネ ッ トワーク等の通信技術の分野

(d)コ ミュニ ケーシ ョン技法や コンサルテー ション技法

である。

一方 、基本的分野の教育が今後 も重要視 され るの は論 をまたない。専門学校の学生 に対

してよ くいわれ る言葉に 「即戦力」 とい う言葉があ るが、まず即戦力とは・プログラムが

一17∩ 一



組め ること、あるいは、OS等 マシ ンの操作運用が 自分一人でで きることである。一歩進

んで、プロジェク ト・メ ンバに入れ られた として も、その遂行すべ き業務の内容 あるいは、

己がなすべ き仕事の手順が理解出来 ることである。 このよ うな段階になって こそ即戦力 と

い うのであ る。従 って、即戦力 とい う言葉の もつ意味 は、プ ログラマ としての戦力よ りも、

SEと しての戦力の意 味が含 まれてお り、さ らに世の中が ネ ッ トワー ク化、データベ ース

化が一段 とすすむ世 の中で は、 「新技術の進展に対応で きる技術者 」が、即戦力を もった

技術者 とい うことが で きる。

3.4専 門学校 に対す る業界の評価

情報サー ビス産業の経営者 あるいは人事 に関係す る人達 は専 門学校の学生 に対 して、次

のよ うに考えている。

(a)

(b)

(c)
'(
d)

(e)

(f)

基礎力は一応持 っている ものの、応用力がない。

2～3年 は何 とかやれ るがそれか らが大 きく伸びない。

大学生 と比べた ら、最初の うちはいいが 、3～5年 す ると追 い抜かれて しま う

臨機応変の行動が とれない。

技術力が弱 い。

実務能力を高 めるべ き教育がな されていない。

とい う形でいろいろな見方がな されて いるが これ らの言葉 は、業界の意見 と して素直 に受

けとめるべ きものだ と考え る。少 しは見直 しはされてい るものの専門学校生に対す る業界

の評価 は高 くない。 む しろ厳 しい ものがある。特 に(f)の 項 目は非常に不足 してい ると

いわれて いる。プ ログラムの作成 とか システスの設計 とかを断片 的に しか教育 してお らず、

体系的な ものがない ・・◆・と。従 って、我 々はこのよ うな評価 を少 しで も払拭す るため

に、なすべ き手段 、方法について真剣に考えていかねばな らない。

3.5今 我 々は何をなすべ きか

ここで 、専門学生の現状を踏 まえて、我 々はどのよ うな教育方法で もって、彼 らに対応

した らいいのだろうか。

考え られ ることを列挙 してみ ると、

(a)基 礎力を充分身 につけ させ る。

(b)応 用が きくよ うにす る。

(c)高 度情報技術力が身にっ く教育をす る。

(d)問 題を発見 し解決 す る能力を身につけさせ る。

(e)シ ステム開発の手順 を体験 させ、実務能力を高め るべ き教育をす る。

(f)柔 軟で豊かな発想 力 と思考力を身 につけさせる。

上記の(a)の 基礎力を充分 にとい うテーマはどこの学校で もや られて いることで あ り、
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欠 くべか らざるものである。(b)～(f)の テーマにつ いては教育方法は難 しく、簡単

に出来 る もので はない。 しか し、社 会に要請が急で ある以上 、我 々は、真剣 にこの問題 に

取 り組み、社会に要請に応えなければな らない。そ こで、当校 と して は これ らの案件 に関

し、下記のよ うな方法で対応 してみた。

(a)高 度技術を充分使い こなす力を もたせ るよ うに意図 した。

イ.オ ンライン リアル タイム処理が設計で きる力。

ロ.デ ー タベー スを構築 で きる力。

(b)学 生 は学校の中の テキ ス トか ら学ぶだけで あり、実社会の仕事の流れ には全 く疎

いので、実社会の仕事の流れ を体験 させ る ことにより、 システム開発の手順を学

ばせた。さ らに、応用力、発想 力を育てるために、学生に システム開発のすべて

を考え させた。

イ.そ の方法 として、

教育 は発注側

学生 は受注側

とい うよ うに、役割を分担 して受注か ら納品までを体験 させた。

ロ.教 師はあ くまで発注者側 とい う態度に徹 し、学生が仕事 の内容につ いて聞 きに

来たときだ け、仕事 に内容を説 明す るだけで、 システム分析か らすべてをまか

せて考えさせ るよ うに した。

ここに、学生 自身に システム とは何かを考えさせ、工夫 させ、悩む ことにより、彼 らの

中に潜在 している何 ものかを引 き出す ことに主眼をお いた。

このよご,こ、学生 自身に高度情報処理技術を使 って実社 会と同 じ形で システム開発の工

程をすべて体験 させ ることにより、学生 自身が、

(a)シ ステム開発工程の 中で 自分は何をすればよいのか、次 は何 をすればいいのか

の判断をす ることが可能 にな った こと

(b)シ ステム開発の苦労 がわか ったこと

(c)高 度情報技 術を使 った ことによって技術の理解 と修得がで きた こと

(d)シ ステム開発の体系的な理解がで きた こと

等を学 びとったことは、大 きな成果だ といえ る し、即戦力へ と一歩近づいた と考えている。

以上の経験か ら、我 々 も、何を なすべ きか とい うテーマに対 し、一つの糸口がつかめた

と感 じる。 さらに工夫 を重ね、即戦 力と して思考力、発想 力を持 った学生 を輩出 させ るこ

とに遭退 したい。

以下、演習環境、対 象学生、 システム ・エ ンジニ アに必要 な能力、教育の実例 、評価の

順 で記述する。
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4.調 査研究の内容

4.1演 習 環 境

4.1.1ハ ー ド ウ ェ ア

4.1.1.1使 用 機i器

NEC(日 本電気株式会社)ACOSシ ステム430モ デル20

NECの 中型汎用 コ ンピュータで、主記憶装置が16MB、 演算処理速度が約2MIP

S、 端末装置が48台 接続 されてお り、1人1台 で使用で きる状態にな ってい る。

4.1.2ソ フ ト ウ ェ ア

4.1.2.1オ ペ レ ー テ ィ ン グ シス テ ム

ACOS-4/AVP

ACOSシ ステ ム430の 主 要 オ ペ レーテ ィ ング ・シス テ ムで あ る。

4.1.2.2デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム

ADBS(AdvancedDataBaseSystem)

ADBSは デ ー タベ ー スの 標準 化 を め ざすCODASYL(ConferenceOnDAtaSYste

mLanguage)型 の デ ー タベ ー ス管理 システ ムを基 本 と して い る。 さ らに デ ー タの よ り多面

的な使 い や す さを 考慮 し、副 次索 引 を加 え 、オ ンライ ン ・デ ー タベ ー ス、 次 元 間共 用 デ ー

タベ ー スを容 易 に構 築 で きるよ うな共用 制 御 、 フ ァイル 障害 処 理機 能 と大 規模 デ ー タベ ー

スをサ ポー トで きる開 発 運 用 支援 機能 が あ る。
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デ ー タベ ー ス

管 理 シ ス テ ム

図4-1-1ADBSの 位 置 付 け

4.1.2.3オ ン ラ イ ン管 理 シ ス テ ム

VIS(VersatilelnformationSystem)

VISは デ ー タベ ー ス制御 、 デ ー タ コ ミュニ ケー シ ョン制 御 を 中心 に オ ペ レーテ ィ ング

・システ ムの諸 機 能 を有 機 的 に結 合 して 、遠 隔地 の端 末両 者 が 共 同で 、 デ ー タベ ース を使

用 す るこ とがで き、 総合 オ ンライ ン ・デ ー タベ ー ス ・システ ムを 容易 に実 現 す る ことがで

きる。 ま た 、VIS配 下 で ユ ー ザ ーが 作 成 す る業 務 処理 プ ロ グラ ムをTPP(Transactio

nProcessingProgram)と 呼 ぶ 。

③ メ ッセ ー シ

処理 ジ ョブ

(TPP)

タ

ス

ー

ー

デ

ベ

一 般

ファイル

図4-1-2VISの 位 置 づ け
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4二1.2.4開 発言語'・

コボル言語

コボル言語 は事務処理用の高級言語である。

4.2対 象学生の カ リキ ュラム

情報 システム工学科3年 生 は、3年 次までにっ ぎのよ うな内容を教育 してい る。

表4-2-12年 次 ま で の科 目

科 目 名 内 容 お よ び 到 達 目 標

専門科目

・

電子計算機概論
ご獲 舗 詣 範 ‡ピ フトの腰 を学び

プ ログラム設計
・

'

尋轄 勤 醇 漣 野 学び・プログラム設

構造化 プログラ ミング
難4磐 によりプログラム設計ができるよ

COBOL
叙 毯 欝 欝 ざまなパターンを籍 をと

CASL
璽 警 芽 舗 のための躰 的プログラム

FORTRAN
欝 腰 値計算プログラムを作成できるよう

オ ンラ イ ン
耀 手慣 ハードウェア・OSI等 の概念を

デ ー タベ ー ス

鎌 錨 謡 羅 鰐 難 型関 係モデル等
システム設計

難翻澆鱒黎聾韓繁 し実務シ
OS(実 習を含む)

露 呈羅 紗 ぞ麟 霧 ごの髄 と使肪
一般科 目 OR

離農趣離竿種鰭瓢褒宕∫等
情報数学

惇警 理技儲 言式験の合格のための実力をつ

コ ン ピュー タ英語

惇警 理技緒 言式験の合格のための実力をつ

工業英語
酵 磐 で使われる英文の鰍 ができるよう

商業簿記
嫌 鵠 礫 罐 兵 持っと同時に日醜 言己
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表4-2-23年 次で演習 と並行す る科 目

科目名 内容および到達目標

専門科目 UNIX
♀競 の開発環境を理解し操作できるよう1こ

C言 語 C言 語を、実習を通 して理解す る。

一般科 目 プ レゼ ンテ ー シ ョン技 法
発芽 術・表現方法の縛 を行い麹 力をつ

経営管理学
鍵 鍵 齢 疑 みを醜 し・システム設言+

前記科 目を もとに、コ ンピュータのハー ドウェア、ソフ トウ ェアの詳細の理解 と、CO

BOL言 語を中心 にプログラム設計が で き、オペ レー ションズ ・リサーチ、プ レゼ ンテー

シ ョンなどの技法を使 い こなせるアプ リケー ション ・エ ンジニアの基礎教育を 目標 と して

カ リキュラムが設定 されて いる。

3年 とい う特色 を生か し、卒業前の1年 間はより実務 に近い形での演習形式での授業を

行 う。

4.3SEに 必 要 な能 力

4.3.1必 要 な能 力

システム ・エ ンジニアに必要な能力を大 きく技術的側面 と精神(心)的 側面の2つ に分

け、表4-3-1に 示す。即戦力の技術者 と して は、技術的側 面が必要不可欠 な条件で あ

ることは言 うまで もないが.将 来上級 システ ム ・エ ンジニアと して飛躍す る為 に も精神

(心)的 側面の切磋琢磨 も忘れてはな らない。そ こで 、これ ら両面 を教育す ることを 目標

とす る。

表4-3-1シ ステ ム ・エ ンジニ ア に必 要 な能 力

技 術 的 側 面 精 神(心)的 側 面

・デ ー タベ ース関 連 知識 ・問題発見 ・分析能 力

・オ ンライ ン関連知識 ・創造 力 ・想 像 力

・システム設計技術 ・コ ミ ュニ ュ ケ ー シ ョ ン

・プ ロ ジ ェ ク ト管 理 技 術 ・協調性

・プ レゼ ンテ ー シ ョン技 法
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4.3.2技 術 的 側 面

技術的側面は演習を通 じて比較的教育 しやす い面で ある。 それぞれにつ いて、具体的 な

取得 目標技術について以降に述べ る。

4.3.2.1デ ー タ ベ ー ス 関 連 知 識

情 報処 理 技 術 者 と して即 戦 力 と な るた めに はデ ー タベ ー ス関連 知 識 は当然 必 要 な知識 と

いえ る。(設 計 され た例 は付録 参 照)

(a)ADBSの デ ー タ構造 設 計

ネ ッ トワー ク型 の デ ー タベ ー スで あ るADBSを 開 発対 象 とな る シ ステ ムを運

営 す るた め に は、 どの よ うな構 造 に した らよ いか 、 設計 す る技 術。

(b)ADBSの スキ ー マお よ びサ ブ ス キ ーマの 定 義

(a)で 設 計 したデ ー タベ ー スの 定義 を 行 う。DDL(デ ー タ記 述言 語;Data

DiscriptionLanguage)の 定 義 技 術。

(c)ADBSの エ リア定 義

(b)で 定 義 した スキ ー マよ り、実 際 に記 憶装 置 上 ヘ エ リア の確 保 を す る。

(d)ADBSを 使 用 した コボ ル プ ロ グラ ムの作 成

ADBSの 持 つ 多様 な ア クセ ス機 能 を使 った コボ ル プ ロ グ ラムの 作 成 を 行 う。

DML(デ ー タ操 作言 語:DataMainpulationLanguage)の 利 用 技 術 。

4.3.2.2オ ン ラ イ ン関 連 知 識

現在の コンピュータ利用形態 は、オ ンライ ン ・リアルタイム形式が ほとん どで ある。 こ

れを理解す るために も必要 な知識 である。

(a)VISの 動作環境 の定義

基本的な動作をす る環 境定義を与 えてお き、開発対 象 システムを新 たに動作 さ

せ るためにTPPや フ ァイル、デー タベース等の追加定義 を行 う技 術。

(b)VIS配 下でのプ ログラム(TPP)の 作成

画面やTPPの 開発技 術

4.3.2.3シ ス テ ム設 計 技 術

システム設計の技法等 はすで に机上での授業は終了 しているので、次の順序で演習を行

う。

(a)ニ ーズの把握

システムの必要性 を調査、把握す る。
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(b)基 本設計

ユーザに対 して、 システム提案書を作成、提出す る。

(c)概 要設計

システ ムの機能設計 、入出力イ メージの設計、概要設計書作成。

(d)言 羊糸田言5と言十

入出力の詳細設計、 ファイルの詳細設計 、プログラム仕様書の作成。

(e)プ ログラム開発

プログラム仕様書 に基づ き、プログラムの開発およびテス トを行 う。 ここでの

作業が、オ ンライ ン関連技術 、データベース関連技術 とも連動 している。

(f)検 証

ユーザに対 して新 システムのプ レゼ ンテー ションを行 う。

4.3.2.4プ ロ ジ ェ ク ト管 理 技 術

各プロジェク ト単位の進歩状況の把握、および問題点 の発見、解決、さ らにメ ンバー

(開発要員)の 管理を も含めて、プ ロジェク トを予定通 りに完成 させ る為の総合的なプ ロ

ジェク ト管理技術。

4.3.2.5プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン

開発 した システムをユーザに対 して、図や表 、言葉 を通 して表現す る技術。発表の為の

資料作 りや前準備 も含む。

4.4.3精 神(心)的 側 面

抽象的であ り、具体的には表現 しず らい面で はあ るが 、将来 システム ・エ ンジニ アと し

て、また人間 として伸びてゆ くためには.是 非身 につけてお いて もらいたい面で ある。 こ

れ らは演習を通 して、 自分 自身で考 え、創意工夫 し、試行錯誤を重ねなが ら作業 を進 める

中か ら何かを学んで もらう教育 と した。 それぞれにつ いての必要性 と教育方法例 を以 降に

述べ る。

4.4.3.1問 題 発 見 ・分析 能 力

問題発見 ・解決能力が低 いといわれ る理 由は、問題 は何であ るか見つけるとい うチ ャン

スを与え られていないというところにある。そ こで演習を通 じ、常 に問題意識を持 ち.大

切な ことは現状を打開 し新天地 を開拓 す るのだ とい う気持 ちを植えつけることにある。問

題を解決す る能力をっけさせ るために、
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・ユ ー モ ア を もって考 え る。

・う ま くいか な い理 由 を3つ 考 え る。

・前提 知 識 の な い人 に聞 く。

・視点 を変 え て 考 え てみ る。

等 の ア ドバ イ スを与 え る。

4.4.3.2創 造 力 ・想 像 力

システ ムを構築す る最初の段階で 、混純 としている中か ら直感的に達成すべ き未来像が

イメージと して浮かび(創 造力)、 これ らが具体的に詳細 なイメー ジで頭の中で検証で き

る(想 像力)能 力が必要であ る。

今 までにない新 しい独創的な ものを創 りだ し、経営戦略 と して提案す るために も創造力

は必要だ し、実際 に達成で きるイメージか 、あ るいは欠点や無理 はないか等が理解で きる

ために は発想が豊かでなければな らない。豊かな発想 は想像力か ら生 まれ るもので ある。

(a)創 造力を高める。

創造を妨げる要因 として、

・固定観念 にとらわれ る

・日頃の習慣や しきた りにと らわれ る

・見方 を変えて物事をみれな い

・いろん な考え方がで きない

とい った要素があげ られ る。 これ らの ことを打ち破 る努力が必 要で ある。

(b)想 像力を高め る

想像 力は システム開発の初期の段階で 、 「本来の姿 」と 「現在の姿」を明確に

して、 「差」の確認 とその差を埋 める力であ る。

何 らかの問題が発生 した時 、マニ ュアルや参考 文献を常に読むよ うに心がけ、

得た知識で行動 し、 自分で確かめ、自分が想像 していた もの と対比 し、理解す

るよ うに努 める。 この ことを繰 り返す ことによ り、類似 した新 しい問題 に対す

る考え方 もはるか に対応 しやす くなる。

(c)右 脳の刺激

人間 には左 ・右両脳が あ り、それぞれの特性 は表4-4-1に 示す通 りである。

この表をみて もわかるよ うに、 システ ム ・エ ンジニ アは職種 的に も左脳が発達

して いる人が多 い事が予測 され る。 しか しシステムの全体像が 直感的に イメー

ジで き、経営の立場 に立 って システムが企画立案で きる上級 システム ・エ ンジ

ニ アに将来な るためには、右脳を刺激 し、伸 ばす事が必要 になると考え られ る。
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表4-4-1右 脳 と左脳 の特性

左 月歯 右 月送

論理的 イ メー ジ的 、直感 的

記号的、算術的

デ ィジタル的

絵画的、幾何学的

アナ ログ的

言語的 、分析 的 イ メー ジ、パ ター ン認識

発想転換苦手 発想転換得意

部分を詳細に把握 全体を直感的に把握

コンピュータによ り肩代わ り可能 コンピュー タによる肩代わ り、

今 のところ不可能

「身近 な右脳開発法」を表4-4-2に 示す。 日常生活の中で、・これ らのこと

を学生に薦め、効果を期待す る。

表4-4-2身 近 な右脳開発法の具体例

西洋音楽(ク ラシック、 ジャズ、 ロック)を 流 し聞 く

<日本の音楽は左脳で声 として聞 く〉

写生を した り、俳句 ・短歌 をつ くってみる

く情景を思 い浮かべる〉

料理 をす る

く五官 に頼 る〉

スポーツをす る/観 る

〈運動神経 は右脳がつか さどる〉

折 り紙や ジグソーパズル、迷路 ゲームで遊ぶ

〈で きあが りのイ メージを思 い浮かべ る〉
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4.5授 業 の進 め方

4.5.1基 本 方 針

今 までの教育方法では、学生達 は教え られ た事を教え られた通 りに しかで きないと指摘

され る点があ る。そ こで今回、 自分で学 び、自分で創造 しなが ら学 習を進めて い く。すな

わ ち、実践を通 じて法則をっかむ習慣を養 うことに重点 を置 いた。

4.5.2教 師 の 役 割

教 師 は ソ フ トウ ェア ・ハ ウスの システ ム ・エ ンジニ ア経 験者 で あ るの で 、 ソ フ トウ ェア

・ハ ウス に お け る情 報 処理 シス テ ム開発 の 疑 似体 験 を させ る こ とを基 本 と し
、教 師 はNE

Cの メー カ システ ム ・エ ン ジニ ア、 ソフ トウ ェア ・ハ ウ スの プ ロ ジ ェ ク ト・マネ ー ジ ャ、

ユ ーザ の3者 の立 場 よ り指 導 を 行 う こ ととす る。

4.5.2.lNECの メ ー カ シス テ ム ・エ ンジニ ア

技術的 な面でのテクニカル ・サ ポー トを行 う。

(a)VISの 概要およびVISの 動作環境の説明。

(b)VIS配 下での画面及びプ ログラムのサ ンプル説 明。

(c)ADBSの 概要説明。

(d)ス キーマおよびサ ブスキーマの記述 と定義の仕方 の説明。

(e)ADBSの 基本的なア クセス方 法の説明。

(f)そ のほかマニ ュアルでは理解 しず らい点の質疑応答。

4.5.2.2ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス の プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ー ジ ャ

プ ロジェク ト全体の管理 およびプ ロジェク トを進めてい くうえでの問題点の提起やア ド

バイスを行 う。

4.5.2.3ユ ー ザ

使 う立場 と して 、 システムに対す る要求を行 った り、 システ ムの説明を行 う。最後 に シ

ステムの検証 を行 う。

4.6演 習を通 じての実例

前章 まで に述べて きた教 育 目標到達 に、 システム開発の疑似体験を通 じて、いかに教育
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を施 したかを以降に述 べる。

4.6.1開 発対象 システム

4.6.1.1開 発 システ ムの決定

身近な環境で あ り、学生 に直接関係のある ことで、教 師自身および学校がユーザの立場

となれ、完成後 は利用で きる可能性がある 「学生管理 システム」に決定す る。

A.学 籍管理 サ ブシステム

就 職

↓

一間 一

出席 → 成 績D
.

図4-6-1学 生 管理 シス テ ム関連 図

サ ブ システ ム と メ ンバ ー構 成

出席管 理 サブ シス テ ム

成 績 管 理 サ ブ シス テ ム

4.6.1.2

学生管理 システムを4っ のサブシステムに分け、37名 の学生達を彼 らの話 合いによ り振

り分けた。

まず、全体を管理す るプロジェク ト・リーダを1名 決定 し(ソ フ トウ ェア ・ハ ウスでプ

ログラ ミングの アルバ イ トを して いる学生)さ らに、各 サブシステ ムの リーダを決 め、残

りの学生をメ ンバ(要 員)と して割 り当て た。各サブ システ ムの リーダには、通産省情報

処理技術者試験1種 または2種 の取得者で 、行動力が あ り、 リーダシップが とれ る学生が

選 出された。 プ ロジェク ト・リーダはサブ システムの リーダ も兼務する。

4.6.1.3サ ブ システ ムの概要

基本的 に学籍簿の情報 を一括管理す るサ ブシステムである。 入学 、卒業、進級

留年 、転科 、退学、 クラス替え等 の処理 も行 う。出席状況、成績 、就職先等の

情報 は他のサブ システムよ りリンクす る。
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(b)出 席管理 サブ システム

学生 の 日々の出席状況を記録す るサブ システムであ る。出席状況 は成績管理 サ

ブシステム、学籍管理サブ システムヘ リンクす る。

(c)成 績管理サ ブシステム

学期末の成績 の評価を行 うサブ システムであ る。 出席状況をサブ システ ムよ り

リンクし評価 の参考 とす る。評価 された成績は各種の分析資料 を出力す るとと

もに、学籍管理サ ブシステムヘ リンクする。 .

(d)就 職管理サ ブ システ ム

各企業よ り送 られて くる求人票を入力 し、さまざまな角度(企 業名 ・勤務

地 ・職種 ・業種 な ど)か ら探索するサブシステムである。就職状況 も入力 し.

学籍管理サブ システムヘ リンクする。

4.6.2ニ ー ズ の 把 握

4.6.2.1開 発 シ ス テ ム の 説 明

た。学生 自身がおかれて いる環境だ ったのでわ りと理解 しやす いよ うであ った
。その後各

サブシステムの グループ単位にユーザ として、各種関係 資料を配布 し、詳細 についての要

求を行 った。

指導の要点 として は、 とにか く 「常 に問題意識を持 ち、考える癖をつけて物事 にあたる

こと」と、少 々抽象的で はあるが、ことあるごとにいい続 けた。学校での授業時 間は もと

よ り、日常生活において も、何事 に も問題意識 を持 ち、物事 を常に同 じ角度か らみ るので

はな く、自分の立場を変えてで も異な った角度か らみてみ ることを提言 した
。

例えば、行動半径を変えてみる(行 った ことのない場所へ行 ってみ る) 、普段や らない

ことをや ってみる(全 て常識の範囲内)こ とによ り、視野が広が り、みる目が変わ る。 こ

れにより問題発見能力や創造力、想像力の開発に も結びつ くはずであ る。

4.6.2.2進 捗 管 理

各サブシステムの リー ダーに対 して、進捗管理表(付 録参照)を 渡 し、 システムが予定

通 り完成す るよ うに、各 フェーズ毎の スケ ジュールを記入 させ、毎週月曜 日に、前週 まで

の進捗状況 と問題点を1週 間単位で記入 し、提出す るよ うに指導 した。 これ らを通 じ進捗

状況の把握 ・問題点の認識 ・スケジュール管理の難 しさ、大切 さな どの理解 を深 める事 と

した。
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4.6.3基 本設 計 ・概 要 設 計

4.6.3.1作 業 の 進 あ 方

対 象 システムの概要の説明およびユーザ としての要求が終了 した時点で 、基本設計 、概

要設計へ と作業 は移行 している。各 リーダは、 マニ ュアルや参考書を片手 に、作業を開始

したのだが、 メンバーの中には何 もしない学生がでてきた。(何 を してよいのかわか らな

いよ うす)各 リー ダも自分 自身 しか みえてお らず 、グループ として は捉えていない。そ こ

で学生達により問題点が提起 された。 「全員で システム設計はや らないので、他の メンバ

ーは何をすれば よいのか?」 この問題点 を解決すべ く作業を中断 し、ど うすればよいのか

を議論す ることに した。

4.6.3.2問 題 点 と 解 決 策

まず 、現在かかえている問題点 とシステム開発 を進めてい く上 での問題点を洗 い出 し、

解決策 を学生達に考え させた。 これ らが問題の発見 ・分析能力の向上 につ なが って くる。

出 され た問題点 としては

・全員では基本設計 、概要設計 はや らないので、空いたメ ンバ ーの作業 はどうす るの

か。

・オ ンライン(VIS)お よびデータベース(ADBS)を 使 ってのプ ログラム開発

の経験がない。

・データベ ースは全サブ システムに関連す るが、デー タ構造の設計 はど うす るのか

(誰がやるのか)

いろいろ と問題点 は出されたが、要約す ると以上の3点 にな る。で は、これ らを解決す る

ためにはど うすれは よいかを議論 した結果、各 グループを3っ に分けて作業を進め ること

にな った。

・各サブ システムの基本設計 、概要設計を行 う。

・データベ ースが基準 となる学籍簿管理 サブ システムが中心 とな り、ADBSの 機能'

を調査 し.デ ー タ構造 の設計 を行 う。

・プ ログラ ミングのアルバイ ト経験者がい る出席管理サ ブシステムが中心 となり、V

ISの 機能 を調査 し、TPPの サ ンプルプ ログラムを作成す る。

この段階で、ADBSお よびVISに ついての概要説明 とサ ンプルプログラムの説明を行

な った。

4.6.3.3概 要 設 計 書 の提 出

各サブシステムの リーダーよ り、概要設計書が提出された。 この段階で何か問題点 はな
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いか聞 いてみた。

・設計書に統一性がない。

・各サ ブ システム間のイ ンター フェイスが とれていない。

要約す ると以上の2点 に絞 られたので、 これ らにっいての解決策 を議論 させた。

(a)設 計書 に統一性がない。

現時点では大 きな障害 とはな っていないが全体 と してみ た時、統一性が ないと

「システム」とは認め られない と指導 し、プ ロジェク ト・マネ ージャを中心に

.コ ー ド設計、入出力設計、詳細設計 、プ ログラム仕様書等についての標準化

を決め、文章 と して各 サブシステムへ回覧するよ うに した。

(b)イ ンターフ ェイスが とれていない

各サブ システム独 自で概要設計 しているので 、各サブ システ ム内で クローズ し

た形になっている。 イ ンターフ ェイスに関 して も独 自で設計 されて いて、つな

が りが ない。 この点を指摘 し、各サブ システム間のイ ンター フェイスを再設計

させ、今後詳細設計へ と移 る際には他のサブ システムとのっなが りを考 えて設

計を進 めるように指導 した。

要す るに、今まで は自分 自身の事だ けを考えて作業 していたのを自分だけで な

く、まわ りの こと も考えて作業が進め られ るよ うに 「システム」を理解 させ る
`

こ とに した。

4.6.3.4「 シ ス テ ム 」 を 理 解 さ せ る

「システム」 とい う言葉の意味を国語辞典で調 べてみると、 「異 なる分野を結 合 して一

定の 目的に役立て る組織体」、 「あ る目的を達成す るために配列 され た秩序だ った組み合

わせ」 とい うよ うに記載 されている。

今まで 、 「システム」 とい う単語 は随所で耳 に していると思 うが、学生達 は本 当に 「シ

ステム」を理解 してい るのだろ うか?

今まで は、 自分 自身が単独で存在 し、他 との関連等 は特 に意識 していないので はないか。

例えば、言語 の実習等で は自分の実習 プログラムはそれ 自体で単独で存在 している形態

で、 しか も全員 同 じプ ログラムを作 って いる。 プログラム同志が互いに関連 している事を

実感 していない。

情報処理 システムは一人の力で完成す るものでな く、当然 プロジェク トとい う形で数名

か ら十数 名の人間で完成 させ るものであ る。そ こで、 システムを構成 す るソフ トウェアや

ハ ー ドウェア、人間が互いに関連 しあ って一つの システムを構成 してい るとい うことを体

験 させる ことも大切であ る。
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これ らを通 じ、人と人 との コ ミュニ ケー ションや協調性の大切 さを理解 させ る。

4.6.3.5デ ー タベ ー ス の 調 査
4

現段階で は、必要項 目の限定がで きない状態なので、創造性の向上を も含め 、予想 され

る項 目および多様 なア クセ スを想定 しての機能調査 、データ構造の構築 とな った。

ネ ッ トワー ク構造 のデータベースは、イ メージと して捉えず らい面があ るよ うで、思 う

よ うに作業が進 まない。 ここで も人 に頼 らず マニ ュアルで調査する方法をとった。

4.6.3.6サ ンプ ル プ ログ ラ ムの作 成

概要設計が進むなか、設計 に携わ らない学生中心にオ ンラインのサ ンプルプ ログラムの

作成を並行 して作業 して いる。

単純な画面 と、フ ァイルを アクセス し、表示す るプログラムを メーカーの システム'エ

ンジニア として説明 し、あとは学生達 にマニ ュアルを参考に研究 し、実際に作成 させる こ

とにより、理解 させた。

当初 は戸惑 っていたよ うすだ ったが、 自分が作成 したプログラムが画面 に表示 され・動

作す るのが確認で きてか らは、急 に興味を抱 き、積極的に取 り組むようになった。

画面を使 っての オ ンライ ン、プ ログラムは 「プ ログラムが動 いている」 ことが実 感で き・

今までCOBOL言 語に興味がなか った学生の取 り組む姿勢 もよ くな り、効果があ った。

また、教えて もらってや るだけで はな く、 自分でマニ ュアルで調べ、作成 した とい う達成

感が味わえた点 も評価で きる。
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4.6.4言 羊糸田設 言†

概要設計が終わ り、詳細設計へ と作業 も進み各 自の作業分担 に したが って作業を進 めて

いる。 この段階へはい り各プ ログラム単位の仕様書 も少 しず つで きあが っている。

4.6.4.1進 捗 の 遅 れ

ここでの問題であるが、各 プロジェク トの遅れが 目立っよ うにな って きた。 そこで、毎

週月曜 日に進捗管理表を もとに会議を開 くことに した。

会議で は各プ ロジェク トの リーダが現在 の進捗状況 と問題点をあげ、全員で問題点の解

決方法を論議す ることに した。遅れた原因 として は 「各 自の努力不足」に集約 されたので 、

もう一度 スケジュールの見直 しを行い、今後 このよ うな ことがな いよ うに全員で確認 を行

った。 この時 自分 自身が さぼったために他 の人の作業に影響がでている ことを認識 させ る

ための効果があ った。定期的 な進捗 会議は今後 も続 けることにな った。

4.6.4.2設 計 の 標 準 化

プロジェク ト・リーダにより、プ ログラム仕様書の標準化が提案 された。各サ ブシステ

ムの リーダが集 まり、いろいろなパ ター ンの仕様書が作成 され、サ ンプル と して各プ ロジ

ェク トへ配布 された。基本的にサ ンプルの仕様書 を参考 に仕様書作成の作業が進め られた。

新 しいパ ター ンにっいては、そのっ ど作成者がサ ンプルと して各プ ロジェク トへ配布す る

形がと られた。 「標準化」が提案 された点 は教育 の成果であろ う。

4.6.5プ ロ グ ラ ム 開 発

4.6.5.1情 報 の 伝 達

プログラムが作成で きる状態 になったのでオ ンライ ン ・プ ログラムを先行 して調査 して

いるチームよ り、他の人ヘ プ ログラム作成のための講習 会が 開かれ ることにな った。

これは、全員 を対象 に行な うのではな く、各プロジェク ト単位で時間を設定 し、開催す

る形式を とった。少 しで も多 くの学生 に自分 自身が理解 している ことを知 らない人たちへ

伝達す る(教 える)こ との難 しさを味わ って もらうためで ある。情報を伝 達す る技術 と し

て、表現力 ・コ ミュニ ケー ション技術 とい った もの も含まれ る。相手の知 ってい ることか

ら知 らない ことへの内容 を展開 して表現 する ことを助言 した。
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4.6.5.2テ ス ト時 の 障 害

プログラムを単体テス トをす る段階で 、各種 の障害 にぶ ちあた ってい る。各 自で四苦八

苦 しなが らテス トを進 めているが、同 じ障害でなん ど も作業が中断 している。 また、別の

人が同 じ障害で悩んでいる。 この問題点 を少 しで も軽減するにはどうすればよいかを考え

させ 「障害記録 ノー ト」(付 録参照)を 作成す ることにな った。 これ は障害が発生 し、解

決で きたときに、障害内容 と原因、解決方法を記入 するノー トで同 じ障害で何度 も作業が

中断するのを防 ぐ役割を果 した。 こうい った提案 も教育の効果の現れであろ う。

4.6.5.3引 き 継 ぎ

演習 も半ばを過 ぎ、就職内定学生の企業研修が は じま り、 メンバーが減少す ることにな

った。 ここで学生 たちはプロジェク ト途 中で の メンバー減少に ともな う引 き継 ぎを体験す

ることになる。特 に、3チ ームではサ ブシステムの リーダが抜 ける結果 となったが 、引 き

継 ぎがうま くいかず 、時 々学校に出校 して もらい、引 き継 ぎを行 うこととなった。 しか し、

新 しくサブ システムの リーダに決ま った学生 は、メ ンバー時には見 られ ない意欲を感 じた。

口頭での引 き継 ぎが多か ったサ ブシステムは、あ とにな り苦労 していたよ うで、資料 を残

す ことの大切 さを痛感 していた ようで ある。 この後 も企業研修が続 き、サブ システム間で

のメ ンバーの入れ替 え も学生た ちの話 し合 いの中で行われて いる。

4.6.6検 証

ソフ トウェア ・ハ ウスでの疑似体験 も大づ めを迎 え、冬休み に出校 した り、放課後に作

業 したりで、最後の検証の段 階へ と作業 は進んでい った。

4.6.6.1成 果 の 発 表

作成 した システムをユーザに対 して説明す る発表の場 を もうけた。発表の方法はOHP

を使用す る形式 とした。 ユーザ側 の代表 と して教師5名 、学生50名 を対象に発表会を開 い

た。

まず、プ ロジェク ト・リーダが全体の概略 についての説明を行い、それか ら各サ ブシス

テ ムの リーダがサブ システムの概略 と機能説明を行い、質疑応答を受 ける形式 とした。

事前準備 か ら発表までを通 じ、OHPシ ー トの作 り方やOHPを 使 っての発表 、チーム

ワー クの大切 さなどのプ レゼ ンテ ーシ ョン技法の体験がで きた。

のちの感想で もみ られた ことだが、 この最後の発表の場 は、1年 間の作業が ここに集約

されただけに、学生たちの印象 には強 く残 ったよ うである。また各 自に とって は、 自分の

係わ った作業が全体の流れの中で 、どの位置 を しめ るのかを改めて確認す る場 と もな った。
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4.7評 価

発表会が終わ り、全員 に1年 間のプロジェク ト開発疑似体験を通 じての感想文を提 出さ

せた。教育側 と して期待 していた効果 と しての感想を ピックア ップ して次 にまとめてみた。

4.7.1技 術 関 連

(a)画 面 の プ ロ グラ ムを作 り、 は じめ て 「コ ンピュ ー タを 使 って い る」 とい う感 じが

した。

(b)今 まで は 「プ ロ グラ ム1本 」 と い う単 位 で作 って い た ものが 、 何 本 もの プ ログ ラ

ムが 関連 して い る ことが理 解 で きた。

(c)「 シス テ ム」 の イ メ ー ジが浮 か ん で くるよ うに な った。

(d)「 仕 様 書 」 とい う もの が理 解 で きた。

(e)ス ケ ジュ ール管 理 の 難 しさが 身 に しみ た。

(f)COBOLの プ ロ グ ラム を作 るのが 楽 しくな った。

(g)発 表 会 を通 じて 、他 の サ ブ シス テ ムの ことが 理 解 で きた。

(h)他 の プ ロ グ ラムお よ び サ ブ シス テ ム とはっ なが りが あ る事 に気 づ いた。

(i)単 純 な変 更 で も他 に影 響 を 及 ぼす 。

(j)今 までCOBOL実 習 で や って きた ことが異 質 に感 じた。

(k)会 社へ 入 社 後 の 自分 の 姿 が少 しみ え た よ うな きが す る。

(1)机 上 で お ぼ ろげ なが ら理 解 して いたの が 、実 際 に経 験 してみ て よ く理 解 で きた。

(DB/DCシ ステ ム につ い て)

(m)汎 用 コ ン ピュー タが い ろん な処 理が で きる こ とを知 っ た。

(n)コ ー ドや デ ー タの 統一 性 の大 切 さを しった。

4.7.2技 術 以 外

(a)自 分の考え を相手 に伝え る事 の難 しさ。

(b)人 の管理す る事の難 しさ。

(c)人 前で の発表が特 にためになった。

(d)チ ーム ワークの大切 さ。

(e)も っと勉強 しなければな らない。

(f)自 分の立場 、周囲の人の事を考えなが ら作業 しなけれ ばな らない。

(g)人 にばか り頼 ってはいけない。

(h)自 分が何 もしなけれ ば何 もわか らず、最後にみ じめになる。

(i)通 常の授業で は得 られ ない何かを学んだような気がす る。(そ れが何か とは表現

しづ'らい。)
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(j)コ ミュニ ケーシ ョンの大切 さ。

(k)仲 間 と信頼関係 の大切 さ。

(1)自 分の事 だけを考えて いて も駄 目だ ということに気づいた。

(m)人 に教えて もらってや ることは簡単 だが、他人に教え るのは難 しい。

(n)自 分が さぼると他 人に迷惑がかか る。(今 までは 自分がさぼれば、困 るの は自分

だけだ った。)

(o)人 に頼 りす ぎて いた ことに気づ いた。

以上のような学生達の感想をみて も教育 の効果はあった もの と確信す る。

5.調 査研究のまとめ

システム開発疑似体験演習(以 下 システ ム実務体験 とい う)を は じめた頃には、 「何 も

教えて くれない」、 「何を した らよいのかわか らない」、 「難 しす ぎる」とい った声が き

かれ、本当にこの教育方法が よいのだ ろ うか と疑問を持つ こと もあったが 、時間がたつに

つれ、それな りの効果が現れは じめた。

前章の感想で もわかるように彼 らは この システム実務体験 を通 じて大変重要な もの を学

んだと考え る。 ひとりひ とりが生 き生 きと輝 き、 自分達独力で開発 した喜びを素直に表現

していると思 う。 これ らの ことは、単なる座学、あ るいは個別の実習で は絶対 に学 び とれ

ない もので り、大 きな効果があ ったとうかが える。

システム実務体験を学 び終えた ことによ り、実務能 力が ある程度身につ き、社会 に出て

働 いている姿が 目に浮かび ここに即戦 力と しての基盤が生 まれた と確信 して いる。

一般に今 の授業形態 において は、先生か ら生徒へ と一方 的な流れの授業で あり、いって

みれば押 しつけ的な授業であ るため、学生 と してはその先生 の範囲か らしか学び とれ ない

し、先生を超え ることはで きない形である。 しか もその授業で学ぶ知識 も平面的な もので

あ って深みがない もので ある。

ところが、 この システム実務体験 とな ると、学生が 自ら考え、自 らが設計 し、自 らが開

発 し、自らが発表評価 しあ う中で、学生は多 くの ものを学 びとって いる。 しか も忘れ るこ

とがで きないほど しっか り脳裏にや きついている … 。

知能吸収 、設計技術、プ ログラ ミング、 スケ ジュー リング、標準化、引継、評価 、発想

力、創造性 、 … こういった ものが い りま じって集大成 された形 で学生 自身が体 得 した

ものであ る。 これ こそが教育の真髄ではなかろ うか。 このよ うな意味で 、この システ ム実

務体験は非常 に有意義で あった。

この システム実務体験 は、約1年 がか りで クラス全員で と り組んだために、大がか りす

ぎて普通の カ リキ ュラムに合わないか もしれ ないが、 この 開発対象 システムの内容 を小規

模 に しさえすれば、基底 に流れ る思想 とい うもの は不変で あ り、完全 に応用で きるはずで

あ る。 このよ うな システム開発体験 は今後最重要視 され るべ きテーマだ と考えてい る。

方法 としては3年 次制においては、複数の システムの開発を体験させ るとか 、あ るいは、
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開発 した システムを学生 自身 に実際運用 させてみて、 システムの運用 と評価の面か ら再度

フィー ドバ ックして、 システム開発を見直すとい った形 とか 、あ るいは高度利用技術の技

術面を組み合わせて開発させ るとか、いろいろ検討する余地があ る。

2年 次制の学生 に対 して も短い期間の中、何 らかの方法で3年 次制 と類似 した システム

開発体験をさせたい と考えてい る。

以上のよ うに、 この システ ム体験を通 じて技術面、知識 面、精神面で即戦力 と しての方

向づけはで きると確信 した。 この経験 を今後の学生の教育 に対 して充分生か していきたい

と考えている。 その結果、社会の要請す る即戦力を持 った学生を1人 で も多 く世の中に送

りだ したい。

これか ら彼 らは社会へ巣立 って実社会の仕事 に立ち向か うことになるわけであ るが、 こ

の体験が本 当に学生 たちにとってどうだ ったかということは今 の段階ではわか らない
。数

年後 におのず と答えがで るだろ う。一流の システム ・エ ンジニアと して育 った彼 らとの再

会を楽 しみに している。
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学籍簿管理サブシステム

就職管理サブシステム .
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付 図1学 生 管 理 シス テ ム関連 図
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1.調 査 研究 テ ーマ

情 報 処理 技 術者(シ ステ ム ・エ ン ジニ ア 、 プ ロ グラマ)養 成 の あ り方

2.調 査研究担当者

教務部 苗木 学

3.調 査研究の概要

3.1ね ら い

来 るべ き高度情報処理技術者不足の時代に備え、専修学校の果たすべ き役割 と して、

・より高度 な技術力の養成

・SEと して仕事ので きる人材の育成

が急務である。

高度な技術力養成のための カ リキ ュラム編成にっいて は従来よ り多 くの研究 ・提言が な

されているが、現実 には、それ以前に、教育を受 ける側の意識 ・意欲の低 さが重大問題で

あ り、それを無視 して カ リキュラム等を考え ることは無意味に等 しい。

本研究で は、 「即SEと して仕事がで きる人材」 というよ りは、就職 後実務経験 を積む

ことによ って スムーズにSEに 移行で きるよ うな人材を育成 するための方法を 、特 に意識

・意欲の側面に重点を置 いて考えてみたい
。

3.2構 成

本 研究の構成は以下の通 りであ る。

① 現在 の専修学校卒業生 の社会的評価 の調査を行 い、問題点を整理す る。

② 」二記調査結果をふ まえ、理想論 と しての教育のあ るべ き姿を捉える。

③ 現実 に存在する各種制約条件の もとで 、理想論を現実的かつ具体的 な方法論

に展開す る。

④ 試行 ・評価 に関 しては、かな り長期的であ り、かっ定量的 に捉え られないた

め、本調査報告には含めないが 、今後継続 して実施 していき、資料を収集する。

特 に、③項 にあ るよ うに、 「具体的」であるこ之 に重点 を置 く。従来か らの各種研究が

とか く抽象論 ・方法論 に終 始 し、現実 の適用方法にっいての具体的な イメー ジがつかみ に

くか ったことに対す るひ とっの試みで もあ る。

一203一



4.調 査研究の内容

4.1現 在の専修学校卒業生 の社会的評価の調査

専修学校卒業生の社会的評価を調査 し、問題点を明 らかにす る。

4.1.1ア ン ケ ー ト調 査

(1)調 査方法 ・調査項 目

首都圏並 びに新潟県内の大手 ソフ トウ ェア ・ハ ウス、ユーザ135社 に対 し、

別紙1の アンケー ト調査を依頼 した。

調査項 目は回答の容易性を高め るたあにあま り範囲を広げず、人物的側面に重

点を置いたため、回収総数は83社(61%)と 高率であ った。

(2)調 査結果及び分析

①社員構成比

表4-1の とお り。

なお、本 ア ンケー トは専修学校卒業生を採用 している企業に限 っている。

表4-1社 員構成比

え.
〆=:〆
"'
漂ミ;8斑1

,";禰:
∠f;;;‡ ‡;;‡;
.5◆ ◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆◆

〈禽ii2お 這iii◆◆◆ ◆◆◆▼、,▼ ◆◆◆

.〉 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆

迂◆◆◆◆◆◆◆¶

.鞠 ◆◆◆◆ ・

,楡 ◆◆ ◆◆◆◆唱

◆◆◆◆直 、
9◆ ◆◆ ◆◆◆◆◆◆◆

♪.

◆◆◆◆◆`

s;;¶

、.■◇、■㊨ ・ '、、

・.シ....

◆

、

'

:・' 、 .、.
.t

.;.; ・・. ・ ●■
・ ●

・:・'・

….. .

、 、

.◆ ㊨

.::i:i:.◇.
シ.
ix .{≡≡専修学校卒業牛≡≡ヨ

….. ◇ ◇

■

49ち

1
・.

大学卒業
36%

生 …'
.

.,■

:、

::1'
`.

1,エ㊨ ■、 ■

～.■・ ■ ● ・ ノ

x:i::
..

◇ ・

.:i1'
'

v:

雫'

・i・1ノ
.■■"・ .

・

.,1〆
・=・

・4

穐
".・ ノ

'

纐 ,,〆、 、・ ."
,

〉 〆
'

∨.機鰻遜i
…

,'

②採用基準

専修学校卒業生を採用するに当たって重視する要素を、5段 階評価で回答 し
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て いた だ いた 。

平 均 値 は表4-2の とお り。

・ 表4-2

即戦 力 と しての技術力

思考能力、柔軟性
＼ やる気の撫

♂

＼

＼
適 性試験 学校の成績

上記項 目以外 に指摘のあった項 目は以下の とお り。

・社会人 としての要素

・社交性

・明朗性

・公的資格(情 報処理技術者試験2種)の 有 無

・責任感 ・積極性 ・自主性

・健康

全体 として は、技術力、学校での成績 よりも、意欲的あるいは人間的 な側面

を重視 している。

③専修学校卒業性のプ ログラマとしての能 力

入社時か ら、5～7年 程度経過後 までの、会社側で期待す る能 力 と現実のギ ャ

ップの有無を調査 した。

その結果 は表4-3の とお り。
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入社日、点

期待度

一現実の能力

ρ～つ ノ

期待度

現実の能力
ノ≠

期待度

現実の能力

e 頒

表4-3

4z 6Z 飽
`6皇``

-

一一 ご .
・一一 輪一'
一 一 ・

1zz

%

一
悪 い 普通 良 い

全般的な評価 と しては特 に悪い ものではない。

ただ し、入社後の本人の努力による個人差が非常 に大 きいとい う指摘か 多か った。

④プ ログラマ としての能 力

表4-4
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一
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c=====14ち一
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2賄 ◆◆◆ 】'

"・ ■ ■
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㌔亀

ζ:‡亀〔 一

,〆 、

含'.

普通 ノ
蹴

、/
/

特に劣っているとい う者の割合 は少 ない。 プ ログラマ と しては、専修学校卒業

生 は標準的な能 力があ る、 と評価 されてい るとみてよい。
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⑤専修学校卒業生の問題点

技術的 な側面 と人物的な側面 に分けて、どの様 な問題点 を感 じているかを複数

回答で指摘 していただいた。

指摘率 は表4-5の とお り。

表4-5

技
術
的
側
面

A
物
的
側

面

オペレーション技術不足

言語知識不足

プログラミング能力不足

デバッグ能力不足

設計能力不足

積極性に欠ける

協調性に欠ける

責任感に欠ける

規律性に欠ける

■

1::::::ヨ7
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泡46
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了 11
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なお、その他の指摘事項 について は⑦ に含めて紹介する。

⑥ 専修学校卒業生 の、社会経験不足がどのよ うな面に現れて いるか複数回答に

より指摘 して いただいた。

指摘率 は表4-6の とお り。

表4-6

挨拶ができない
言葉使いが悪い
敬語を使えない
欠勤 ・遅刻が多い
身だしなみが悪い
業務命令に従わない

表現力不足
理解力不足
文章力不足
折衝力不足

視野が狭い
進んで発案できない
言われたことしか

できない
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特 に文章力を指摘す る意見が非常に高率で ある。また、視野のせ まさ、積極

性不足 も多い。

なお、その他の指摘事項 について は⑦ に含めて紹介する。

⑦ 専修学校卒業生がSEと して成長す ることを阻害す る要因

多様 多種な指摘があ り、企業側 で もか な りの問題意識があ るよ うだ。

以下 にお もな指摘を列挙す る。

()内 は指摘企業数

・社会人 と しての問題(45社)

一般常識がない、挨拶がで きない、マナーが悪い 等

・表現能 力不足(34社)

国語 力が ない、 コミニ ュケー ション能 力がない、本を読まない 等

・職業能 力的 な問題(38社)

チームプ レーがで きない、指導 力が ない、企画力に乏 しい、柔軟性

が ない、創造性 に乏 しい、視野 が狭 い、論理 力がない、 システム的

な考えがで きない、責任感が乏 しい 等

・意欲の問題(58社)

職業意識、 目的意識、知識欲 、自己啓発、向上心、好奇心、 自主性

、競争意識、 等の不足、 自信の なさ 等

その他の意見 と して 、

・専修学校 は技術 の教育が主体であ り、社 会人教育 は必要 ない

・専修学校の教育 は技術、国試偏重であ りす ぎる

・大卒 と比較 して必要以上に 自分を卑下 している

等があ った。

以下に特徴的な指摘を原文の まま示す。
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アンケー ト調査におけ る意見(原 文のまま)

■

●

●

学生気分がいつまで も抜 けず、競争意識がない。

本を読 もうと しない、本を読んで理解す ることがで きない(マ ニ ュアル等)

物事に対す る発想 、柔軟 な考え方が多少 劣っている。

依存心が強 い。

広 い視野 にた って多面 的に物事を考え る力が弱い。 また、命題に対す る分析お

よびアプ ローチ技法が訓練 されていない。

・ 学校 において も、例えば技能、技術の意味とか、rSEと は」といった ことを …

もっと具体 的に教育すべ きである。一例をあげれば、技術(S/Wに 限定 した場i

合で も)と い う言葉に対 する自分の見識 は皆無 に等 しい。 これか らS/W業 界 に1

身を置 き、生 きて い く人間が、何を とりあえずの技術的 目標にす るのかが全 く曖i

昧では話にな らない。`

i

・ 情報処理分野 の仕事を選択 した考え(自 分の意 見において)が は っきりしてい

ない。従 って常 に受身の姿勢が 目立 ち、仕事への熱意が伝わって こない。

専修学校の役割 と して技術(技 能)が 主体ではあ ろうが、技術者 に夢を描か

せ る指導 、①世 の中をよ く観察 し、② 自分の可能性を 自覚 させ、③ 自分の考えを

発表、表現 させ、④実行 してみる を よろ しくお願 い します。

・ 学校の延長 として 、常に誰かが教えて くれる、手を差 し伸べて もらえる とし

て 「待つ 」事 と、失敗 して も反省が少 ないのではないか と思 う。

・ 社会人にな ってか ら、技術者 としての将来像に向か っての 自己啓発に欠ける点

がある。

・ 専修学校へ 入学 し、この業界に進 もうとす る意識が弱 く、なん とな くこの業界

へ入 って しま った とい う者が多いよ うに見受けます。 その結果 この業界で生 きて

行 くには、当然SEに 育 って行 くには何を しなけれ ばな らないか とい う目的意識

が薄い。甘い考 えで学校へ入 り、また就職 してい るので はないか と感 じています。
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・ 視野の狭い点が気 になるが、一途 に正直 に前へ進む姿勢 は好感が もて る。

・知識 はあるが、実務 に即 さない。 また、疑問、質問をあま り投げかけす、自分で

処理 しよ うとす る。

・ 「リーダシップを とり、自分がやる」 とい うよ うな積極性 に欠 け、与えれた仕

事を無難 にこなそ うとする。上級の仕事にっきたいとい う意欲 に欠 ける。

・ 何がなんで も最後までや りきることが大切だ と思われ ます。少 しむずか しくな

ると容易な考えに走 りやす く、す ぐあ きらめて しま うことが多いよ うに見受け ら

れ ます。また、大 きな システムへの チャレンジ精神が必要 と思われ ます。

・ 社会人 としての仕事 に対す る知識欲、あるいは探究心 に欠 ける。 また指導力、

積極的な意欲 も概 して乏 しい感が あ り。

・ 純粋に技術を身につ けたいと思 ってい る人が少 ないと思われ る。 これ は、職業

意識、 目的意識を持 っていないため と思われ る。

・ 専修学校のカ リキ ュラムは理解 していないが 、SE、 プログラマ関係のみの教

育に重点をおいてあ るため、偏 った人間形成 を行 っているのではないか。
i

行動力 と集中力に欠 ける人がやや多いように思われます。 また 、プログラ ミンl
l

グ技術 にこだわ りす ぎ、視野 が狭 くなって しま う場合 もあ るよ うです。

・ 中途半端な知識で理解 したと思わ ないで欲 しい。 また、積極性を もって事 にあ

たって欲 しい。

・ 表現力不足と、プ ログラマの考え方か らなかなか脱皮で きない。

・ 国家試験合格率向上 を指 向す るあま り、受験技術力の偏 向の弊害を感ずる。

・ 専門学校卒だか らとい って コンピュー タの世 界だ けを見るので はな く広 く他分i

野 に も目を向けてい く感覚を もたせて欲 しい。i

l
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⑧専修学校 に対す る要望事項

専門知識/一 般教養 ・社会人教育/そ の他

出に記述 して いただいた。

要望事項を整理す ると以下の とお りであ る。

に分けて、専修学校への要望を 自

a.専 門知識 に関 して

・オ ンライン、通信 関係の知識

・会計、経営実務 の知識

・システムの分析 、理解、構築技術

・汎用機 のOSに 関す る理解

・構造化 プ ログラ ミングの考え方

・技術革新 について い く基礎的な技術

・国家2種 の資格

・論理(ロ ジック)の 組立方

・アセ ンブラ、C言 語 に重点 をお く

・プログラマ養成 なのかSE養 成なのかの方針を明確 に持 っていて欲 し

い

全体的には、基礎の 充実 と、通信系を中心 とした先端技術、および シス

テム的 な考え方 につ いての要望が多い。

b.一 般教養、社会人教育 に関 して

(項番⑦ と重複 している ものが 多い。以下に、特 に指摘 の多か った もの

及び項番⑦に現れ なか った ものを抽 出す る。)

・複数 の人間 と協業す る場合の マナー(挨 拶
、言葉使 い、コ ミュニケー

シ ョン能力 も含めて)

・正 しい日本語 、分か りやす い日本語の訓練

・思考 イ メー ジの図案化の訓練

・自信を もたせ る

・善悪のけ じめ

・ブ レー ンス トー ミング法
、KJ法

・数学的、科学的 な ものの見方

やはり、国語 力、マナー、意欲面での指摘が非常 に多い。なお、本項 に

関 して次のような否定的 な意 見 もあ った。

・限 られ た時間の中で このよ うな教育を行
って も、実際の社会経験の裏

打 ちが なければ付焼 刃に しかな らない。
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c.そ の他

・教育の 「生産性」を上げる工夫を して ほ しい

・社会生活 における規律、道徳をふまえた柔軟 な考え方がで きる人間教

育を心が けて ほしい。

・受身一辺倒の教育 に終始 しないで ほ しい。

・提案型の考え方ので きる人材育成

・生活 に余裕 を与えるための教育

・学校間格差が大 きい

・卒業後す ぐSE/プ ログラマへの道が開けるものと思い込んでお り、

下積みの仕事 に耐え られ ない。電算関係 の仕事の種類について もっと

詳細 に教育 してほ しい。

」この業界の厳 しさを教 えてほ しい。ふ らふ らした気持 ちで入社 された

ら迷惑であ る。

・教育用 マ シンの改善

・ほとんどの専修学校が無試験で入学であるとい う点が問題である。

・学習期間が2年 間で は短い。

4.1.2各 種 資料 調 査

(1)調 査方法

主 として情報処理開発協会の調査 研究報告書 を参考 とした。 ただ し、 これ らの

報告書はカルキ ュラムへの言及がほ とん どであ った り、またSEそ の ものに必要

な資質等 の研究であ った りす る ものが多 く、その前提であるSEあ るいは職業人

となるために必要な レディネス(準 備状態)に っいて はあま り触れ られていない。

また、専修学校固有 の問題点にっ いて触れて いるもの も少 な く、期待 した ほどの

資料 は得 られなか った。

ここで は、本調査研究 に関わ りがあ ると思われ るい くつかの項 目を紹介す るに

とどめる。

(2)調 査結果および分析

① 専修学校における情報処理教育の問題点 と して、 「生徒の学習意欲」が第一

位であ る。他の高校 、大学 においてはその ような問題点は指摘 されて いない。

(情報処理教 育実態調査報告書 昭和63年3月)

②SEと して特に重要視 されている能力 ・資質 は、 「柔軟性 ・弾力性 ある思考

・発想力」、 「コ ミュニ ケーシ ョン能力」および 「問題発見 ・形成 ・解決能

力」であ る。
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③ 現在SEに 不足 してい る教育分野 は 「問題 発見 ・解決技法や創造性開発技法

」である。(以 上 高度情報処理技術者育成 に関するニ ーズ調査報告書 昭和

62年3月)

④ 「理解のための教育 」に比べて、 「適用のための教育」 「総合の ための教育」

は、きわめてわずか しか実施 されていない。(効 果的教育手法 に関す る調査研

究報告書 昭和63年3月)

ごくおおまか な抽出ではるが、知識 ・技能以外の側面か らの指摘 は上記のよ うな

事項 にまとめ られ る。4.1.1項 のア ンケー ト調査で得 られ た内容 と本質的には

違 いがない。

4.i.3社 会的 評 価 に お け る問題 点

前記調査結果をみ ると、専修学校卒業生の評価 としては、社 会常識、職業 人 としての意

欲の不足が大 きな問題 と じて捉 え られている。 この結果 自体は、今までの教育経験を通 じ

てある程度予想 していたとお りであるが 、企業か らの要望の大 きさをあ らためて痛感 した。

特 に目立 った ものを整理すれば、

①国語力(文 章 、会話 とも)

② 自主性 、積極性

③創造性

④挨拶 に代表 され る社会 人と してのマナー

等の不足である。 これ らはいずれ も、SEと して成長するためには技術力以前 に必須の も

のばか りであ り、我 々専修学 校の教育に携わ る者への強 い要 求で あると捉 えな くて はな ら

ない。

4.2教 育 の あ るべ き姿

4.2.1理 想 論

「教育」の本質 は、教育基本法の第1条 にあ るよ うに、 「人格 の完成をめ ざ し、平和的

な国家および社会の形成者 と して、'真理 と正義を愛 し、個人の価値 を尊 び、勤労 と責任を

重ん じ、 自主的精神 に満 ちた心身 と もに健康な国民の育成」を 目標 と して行わなければな

らない。 さらに、近年 、教育を学校だけで完結す るので はな く、いわゆ る生 涯教育 の必要

性が叫ばれてい る。

専修学校においては、その設立が即戦力 と しての社会的ニーズか ら発生 した ものであ り、
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本質的に技術、技能中心であ ることはやむを得 ない。 しか しなが ら、教育の本質 を考え、

さらに前節 に見 られ るよ うな諸問題 を考え ると、 「自己の能力を向上 させる意欲に満 ちた

健全 な社会人の育成」 とい う観点か らの人間教育 に も多 くの力をそそ ぐ必要があ る。

4.2.2現 状 に お け る制 約 条件

前節の理想論 に対 して 、現実 には専修学校 には多 くの制約が あり、具体的な教育のあ り

かたを考え るときにその制約を避 けて通 ることはで きない。 ここでは、どのよ うな制約が

あるかを考えてみる。

①学校経営上の問題

ほとん どの専修学校 は私企業で あ り、経営 の安定が必 須条件であ る。

具体的には、ある程度以上の学生数の確保 が必要であ り、その ためほ とん どが無試

験また はそれ に近 い形で学生を入学 させてい る。 この結 果、学生の基礎学 力や意識 の

レベル差が大 き くな り、教育の品質向上 を阻害す る要因 となっている。

② カ リキ ュラム上の問題

① とも関連 があるが 、公的資格の取得率 の向上 は学校経営上の大 きな武器 となる も

ので もあ り、カ リキュラムは資格 取得を強 く意識 した もの にな ってい る。 これに関 し

ては企業か らの要望 もあ り、一概 に善悪を決める ことはで きないが、資格試験出題範

囲にと らわれす ぎた り、受験技術中心 の教育に傾 き過 ぎているとい う印象は否めない。

また、技術革新に伴 う広い範囲の学 習を行 うには現状の2年 または3年 間 という期

間は短す ぎ、か なりの詰め込み教育に陥 って いる。

ゆと りあ る教育、人間教育を行お うと思 って も、現実 にはそのための時間を作 り出

すことはきわめて難 しい。

③教員の問題

専修学校の教員は、 「その担当す る教科 に関 し、専門的な知識 、技術、技能等を有

する もの]で あ ることは求 め られてい るが一般の小学校か ら高校 までの教員のように、

教育技法その ものに関す る資格 まで は定め られてはいない。 しか しなが ら、人格形成

の最終段階である20才 前後の学生 に直接接 する教員が、教育 の人間的側面の理論 ・知

識に不 足 していることは大 きな問題であ る。現状で は、多 くの教員 は試行錯誤を経 て

体得 しているが、や はり個人差が大 きい。

また、専門分野 に して も、教育現場 にいる ものは技術革新に取 り残 され、時代の要

請す る技術 をタイム リーに教授す ることが難 しくなって きている。

教員 自身が 、教授方法、教授 内容に不安 を感 じていることが多 いので はないだろ う

か。
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4.2.3実 際 にで きる こ とは何 か

これ までに述べた理想論 と制約条件か ら、現実の授業の中で何 を、どのよ うに実現 して

いかなければな らないかを考える。

基本的には、

①学生の入学時の レベルの差に どう対処す るか

② 限 られた時 間の中で、人間教 育、社会人教育をど うあて はめてい くか

③情報処理技術者 としての意欲 、積極性をいかに高 めて い くか

につ いて、技術教育 の レベルの向上 と共 に実現 していか なければな らない。

まず必要 なことは、教員の教育理論、教育心理学の会得であ る。 これに関 して は各校

の事情 もあり一概 に言えないので本研究では触れないが 、なん らかの形で全 ての教 員が

こうい った教育を受 けることが必要不可欠であることは異論 のないところで あろう。

この前提の上で 、次第で い くっか具体的な適用方法を検討 してみ る。 これ らの方法の

考え方 と して 、あまり長時間が必要でない こと、または通常の技術教育 の中で取 り入れ

てい くことがで きること、の2点 がある。具体的であ るが ゆえ に、あた りまえす ぎるこ

とで あった り、あ るいはいろいろな問題を内包 してい るで あろ うが 、ひ とつの叩 き台 と

して見て頂 きたい。

4.3適 用方法の研究

4.3.1専 修 学 校 の 位置 づ けの 理解

一般 に
、学生は高等学校の延長 という意識で専修学校に入学 して くる。 このため学生気

分が抜 けな いまま過 ご し、甘 い考えで就職 してい くことにな る。学生 に対 して、専修学校

とはなにか、就職す るとはど うい う事 なのか、についての認識 を植え付けなければな らな

い。

「認識」 し、それ を持続す るためには、学生 自身の内的欲求 に訴え る必要があ る。 その

ための一 つの方法 として、 自分が社会か ら期待されている、とい う意識付 けがあ る。

とか くこうい った事項を強調す るのは卒業年次 、就職活動が始 まるころになってか らで

あ りが ちであ るが 、学生気分 に浸 りきって しま った後で は効果が少ない。入学当初か らの 、

継続 的な啓蒙が必要であろ う。
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具体的には、

・専修学校は基本的に職業訓練の場であ り、技術、技能を習得す ることが 目的で あ

る。社会へ 出るための準備期 間で あ り、高校 まで とはその性格が違 う、という説

明。

・社会は専修学校卒業生 に何を期待 して いるかを、次ペー ジの資料を用いて説明す

る。

・で きれば、社会に出てい る先輩を招 き、直接話を聞 く機 会を設け る。 これは、本

校の経験によれば、学生に とって非常 に強烈な インパ ク トになる事が 多い。話

の内容 と しては業務 内容 にあま り深入 りする必要 はな く、一般的な社 会人生活に

関 してで よい。要 は、社会人 と学生の違い と、仕事を通 しての充実感、満足感を

実感を伴 って話 して もらえばよい。

上記のよ うな啓蒙の時 間を、入学当初、および夏休み 、冬休 み等の長期休暇直後に設け

てい くことが望ま しい。

なお、 この ような話 は とか く 「脅 し」にな って しまうことが多いが 、あ くまで も 「内的

欲求の向上 」が 目的であ るので、 「君 に もで きる」とい う話 の姿勢 を崩 してはな らない。

社会からの専修学校卒業生への期待 説明資料

(1)職 業 とは

これか らの長い一生 にあた って ・充実 した姓 を送 るためには充実 した時 畔

で きる、 とい うことが非常に大 きなウエ イ トを占めている。 「仕事 は適 当にすま

せて 自分の趣味 に生 きる」とい う考え方 も多いが 、仕事 というものは好む と好 ま

ざるとにかかわ らず人生 の大半の時間を 占めている。生活基盤が安定 ・充実 して

いない限 り、個人の生活 も充実す ることはない。

また、仕事 とい うものは一つの組織の中で行 うものであ り、自分勝手 な行動が

仲間に迷惑をかける割合は学生時代の比で はない。す べて 自分の責任において行

動 し、それによ って収入を得 る、とい うことは少 し不安 に感 じるか もしれ ないが

、一人前の人間 と して認め られ るという喜 びは非常に大 きい ものである。

専修学校の学生 時代は、高校 まで とは違 って、 こうい った社会生活への準備期

間である。 この期間か ら、視線 を 「学生」か ら 「社会人」へ と移 して行かなけれ

ばな らない。

(2)情 報処理技術者の現状 と将来

現在の社会 は情報化社会 といわれ、あ らゆる産業の中に コンピュー タが浸透 し

続けている。 これに ともなって情報処理技術者 の需要 はます ます増 大 しっつある

しか しその需要 に供給 が追 いつかず 、慢性 的な情報処理技術者不足が続 いている
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通産省の試算で は西暦2000年 には約90万 人の技術者不足 にな るだろうといわ

れている。 しか し、 これを別な角度か ら見れば、いま専修学校で学んでいる学生

に とっての将来の可能性の大 きさを も示 している。 いわば、いま最 も期待 されて

い る分野 に出 て い こ うと して い るので あ る。

(3)社 会は専修学校生 に何を期待 しているのか

い くら情報処理技術者が不足 しているか らといって も、ただ漠然 と社会に出て

も期待には応え られな い。 今何を しておか なければいけないのか、社会に出るに

当た って どのよ うな準備を しておかなければいけないのかを考えてみよ う。
、

まず第一に必要 なことは積極性である。社会に出れば、学校で学んだ事 だけで

仕事がすべて出来 るとい うことは決 してない。一生勉強を続 けていかな くてはな

らない。 ところで 、学校 は もともと勉強す る場であ り常 に誰かが教えて くれた。

しか し社会では、待 っているだけで は誰 も何 も教えて くれ ない。学校 と社 会 との

本質的な違いはそこにある。社会には社会の勉強の仕方があ る。 「自分が何 を知

らなければいけないのか」と、 「自分は今何がわか らないのか」を常に認識す る

こと、すなわち常 に問題意識を持 っていることがその第一歩である。学校 のカ リ

キ ュラムはあ らか じめ道筋が きまっているか ら、極端 に言えば言われたままに勉

強するだけで よい。 しか し、社 会ではそのよ うな道 筋は きまってお らず 自分自身

でその方 向を探 っていか な くてはな らない。受身な姿勢で は何 も出来ないのであ

る。 まず 、常 に積極 的であろ うと自分を叱咤激励 し続 ける訓練を して欲 しい。

次 に、一般常識を身につけ る必要がある。社会に出れば社会組織 に組み込 まれ

るだけで な く、市民 、県民、国民 と しての立場 も同時に発生する。政治 や経済の

動 向 も無関係で はな くなるのであ る。 とにか くまず新聞を読む習慣をつける必要
|

が ある。 自分には関係のない ことだ と思 うと長続 きしない。将来の 自分のためでi

ある、という意言哉を持たなければならない.1

!ま た、対人関係 、特 にマナーにつし、て 樋 要で ある.社 会に出れば必ず上下関i
1

係の中に巻 き込 まれ る。顧客 との折衝の必要 もあるだろ う。 きちん と挨拶がで き

る、身だ しなみを整え る、正 しい言葉使 いがで きる、といった ことは必要不可欠

な常識であ る。 これ らの ことは、社会に出てか ら突然で きるよ うにな るといった

もので はない。 まわ りが皆学生同士だ と恥ずか しさが先 にた ってや りに くい こと

ではあるが、今か らきちん と練習 しておか なければ な らない。

もう一 つ、 これ も一般常識に関す ることであるが 、文章を書 く習慣 を身 につけ

てお く必要があ る。情報処理技術者 といって も常 にキー ボー ドに向か って いるわ

けで はない。む しろ、 ドキ ュメン トや報告書等を書 いてい る時間の方が多 いので
i
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ある。丁寧に、誤字脱字のない分か りやすい文章を書 くことは、情報処理技 術者

だか らこそ必要 な能力であ る。

4.3.2学 習 効率 の 向上

一般 に
、学生は与え られ たカ リキ ュラムを受身に消化 してい くにす ぎない。 このため、

何のために今それを学習 しているのかが不明瞭であ り、結果 と して学習意欲の減退 につな

が りやすい。 「なぜ これを学習 しなければならないのか」とい う目的を明確 に認識 させ る

ことが 出来れば、学習の 自発性、積極性の向上 にっなが ると考え られ る。 ここで、 「な

ぜ」を学生に認識 させ るための一つの方法 を考 えてみたい。

学生 に次のような情報を与え る。

① カ リキュラム全体の姿(目 標、流れ)

② その中で、今学習 している部分はど こか

これによって、今の学習 によ って何が可能 にな るのかが明 らか になる。

① については、例えばCAROLコ ースウェアの手 引の中の 「学習構造 チ ャー ト」のよ

うな全体的な ものと、その各部分をよ り詳細に した もの との2通 りは必要であろ う。次ペ

ージに、詳細な学習構造 チ ャー トの例 を示す。

全体的な目標 と、それに到達す るための小 目標、および学習細 目のステ ップを提示す る

ことにより、学生 は 「何のために」 とい う判断をす るための基準 を見失 うことがな くな り、

学習意欲の持続が期待で きる。 また常に 目標が見えてい るため 、目標達成時の喜 び も大 き

くなるであろ う。

ただ し、学生 はわずかで も壁 に当たるとそこで止 まって しま うことがあまりに多いため、

小 目標か ら次の小 目標へ 、あるいは、あ るステ ップか ら次のステ ップへは、あま り大 きく

飛躍 しないことが重要であ る。

なお、 このよ うな学習構造チ ャー トは、実 際に講義を行 う教 員 自身が作成す る必要があ

る。それによ って講義 内容 に関す る教 員の認識が深ま り、チ ャー ト作成過程の試行錯誤 に

よ る講義方法の洗練が期待で きる。 また、実際の適用 によって発見された問題点を改善 し

てい くことによ り、全体 的なカ リキ ュラムの整備 に もつ なが る。

現実 には、このような準備作業に は多大 な時間を要するため 、全体的な実現 は不可能で

あろ う。 しか し、適当な教材のあ る一部分で もこの方法を適用 し、効果を調査 してみ る価

値 はあると考え る。
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参考 詳細な学習構造チ ャー トの例

最適 なファイル容量 の計算

トラ ック容量 に よる

最適なブ ロック化係数

必要 な トラック数,シ リンダ数 の計算

トラック当 りの レコー ド数の計算:

(ブ ロ ック化係数 を与 えて)

磁 気デ ィスク順編成 ファイルに関する計算がで きる

ブ ロ ック 化 レ コ ー ドの 入 出

力 バ ッフ ァ で の 取 扱

'ブ ロ ッ キ ン グ

・ア ブ ロ ッキ ン グ ・

・バ ッ フ ァ サ イ ズ

デ ィ ス ク の 構 造

・ トラ ック と シ リ ン ダ

・ヘ ッ ド と ア ク セ ス ア ー ム

・ ト ラ ック 容 量

他機器(CPU等)

で の処理時間

ファイル処理時間の計算

レ コ ー ド,ブ ロ ック の

入 出 力 時 間

平 均シーク時間

平均回転待ち時間

データ転送時間

デ ィスクの回転



4.3.3基 礎 学 力の 差へ の 対 応

専修学校が大学のよ うな厳 しい入学選考を行わ ない以上 、学生の基礎学 力の差は歴然 と

している。 これにどのよ うに対応 して い くか は、大 きな課題である。

しか し、実際には専修学校 におけ る学習 に必要な基礎学 力とい って も 「読 み書 き算盤」

といった程度が必要 なだけで あろう。む しろ重要なのは次の2点 にあ ると思われ る。

①劣等感から、初めから学習をあきらめている学生

②学習内容を理解するまでに普通より時間がかかる学生

高校までのいわゆる偏差値教育か ら落 ちこぼれた学生が① に該当す る。 これに対 しては、

専修学校の学習が全 くの初心者を対象 としている こと、学習開始時点では全員が同 じスタ

ー トラインにい ることを、4.3.1項 の内容 とともに理解 して もらうことが第一歩であ

ろう。要 は動機付 けの問題であ り、教 員か らの 日常的 な働 きか け(個 人面談等)が 必要で

ある。① に該 当す る学生が何 人かい ると仲間意識を持 って精神的に寄 り添 う傾 向があ る。

この ようなときに、その中の一 人に働 きかけて学習意欲を持たせ ることがで きれば、その

仲間にも好影響 を もた らす ことが ある。学生同士が どうい う連帯意識を もってい るかに関

す る情報の把握 も教員に とっては重要 な職務である。

② に関 しては問題が大 きい。画一的な講義 の中で は、理解の遅 い学生にばか り時 間をか

けて いられ ない ことはやむを得ず 、現状で は、補習 、CAIの 利用程度の対策が限度であ

ろう。ただ し、 ここで も教員 によ る学生 の状況把握 は重要 な要素である。一通 り説明 した

あと、理解出来ていない学生がいた と した ら、それがなぜなのか、すなわ ち、それ以前 に

学習 したことが完全に消化されていなか ったためか、または単 に もうす こし時間をか けて

説明すれ ば理解で きるのか、の判断を誤 ってはな らない。 このよ うな状況把握のためには、

学生への質問が一つの方法であ る。 今学習 した内容 にっいて 、どこまで理解で きたかを順

を追 って問 うてみる。始めか ら分か っていないのであれば前者であろ うし、途中まで理解

で きているな らば後者であろ うとい う推測がで きる。 いずれにせ よ、そのような状況を把

握 していなければ効果的な補習 は実施で きない。

とか く教員 は学生を全体的な印象で捉えが ちであるが 、日常的に学生 と接 し・学生を

「個人」 として認識す ることを怠 って はな らない。

なお、大規模 な学校 においては能 力別 クラス編成が考え られ るが、以下のよ うな問題点

がある。

・低 い クラスに入れ られた者があ きらめやすい。
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・高い クラスに入 った者の うち下の方の レベルにいる者が、 クラスメイ ト(特 に

よ く出来 る者)と 自分 自身を比較 して劣等感を持 ちやすい。

・成績に応 じて きめ細か に クラス編成を変更 して も、低い クラスか ら高 い クラス

に移 った者 は 「今 まで は誉め られていたのに今度 はっいていけない」と感 じる

だろう し、逆の場合 は精神的 に落込みやすい。

教員にとっては能 力別のほ うが講義 しやすいことは事実であ るが 、どの様な分け方を し

て も、ど こかで一線を引 く以上、そのボーダーラインに近 いところにいる学生 にとっては

悪影響がでやすい と考え られ る。全 くの劣等生 はともか く、中下位の学生 の質 を上げ るた

めには、能 力別 クラス編成 は(よ ほど うま く運用 しないか ぎり)精 神的な面で の弊害がお

こりやす い。

4.3.4社 会人 ・職 業 人 と して の 自覚

い くら専修学校が職業訓練校 的な ものであるといって も、 「学校」であ り 「学生」であ

る以上、社会人 ・職業人 としての意識を完 全に植え付けることは難 しい。 ここで は、その

ための準備 と して、あた りまえの ことをあた りまえに出来 ること、そ もそ も社会 に出た と

きに 「あた りまえ」であるとい うことはど ういうことで あるのか、とい う面か らの訓練 に

ついて考え る。

まず第一に必要な ことはマナー、特に挨拶であろう。朝の挨拶 、帰 りの挨拶が 自然 に口

か ら出ることは社会生活の第一歩であ る。 しか し、これ に関 しては具体 的な指導法など と

い うものはな く、教 員 自身の継続的 な学生への働 きかけ、すなわ ち学生 と単 にすれ違 う時

であって も積極的にかっ必ず 「おはよ う」 「さよ うな ら」 とい う言葉 をか けるということ

につ きる。2年 な り3年 なりの期間、毎 日これを繰 り返 していれば、どん な学生で も返事

をす るよ うになる。 あたりまえの ことで はあ るが 、我々教員が そこまで徹底 して いるだろ

うか。挨拶がで きないという社会か らの苦情は、学生 にではな く教員に対す る ものである、

という認識 を持たなければな らない。

次に、言葉使い、態度に関す る訓練 と しての具体的方法をい くっか提案す る。なお、 こ

れ らは本校で実践 してい るものである。

①職員室への入室時の態度

学生が職員室へ入 る場合、入 口で 「○○科○○ クラスの○○です。○○先生 に用

件があ って参 りました。入室 して もよろ しいで しょうか」 と大 きな声で言わせる。

担当教員の許可がでた ら、 「失礼 します」 と一礼 してか ら入室す る。退室時 も 「失

礼 しま した」 と一礼する。 はっきり言わなか った り声が小 さか った場合に は何度で
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もや りなおさせ る。

これ は、 とか く自分の名前す ら満足 に言え ない学生に とっては相当効果が あ り、

また、公的な場所での態度の実践的な訓練 に もなる。

②会社人の ロールプ レイング

教員が上司役 、学生が部下役を担 当 して ロールプ レイ ングゲームを行 う。テーマ

としては、遅刻 して来た ときの理 由の説明、休暇の申請、業務上の トラブルの報告

等 、何で もよい。教員 はで きるだけ意地悪 に、かっ どういう場合 にはど うい う言い

方を しなければな らないかを説明 しなが ら対応す る。学生 に取 っては 「ゲーム」で

あ ることか ら、楽 しみ なが ら社会常識 を体得で きる。実務経験のある教 員であれば、

自分の体験を織 り混ぜ ることによってよ り効果が上が るだろ う。

これ は、企業 における常識 だけでな く、表現力、上 司への言葉使 い等の訓練 に も

なる。

以下に、本校で実際に行 った例をあげ る。

「遅刻の理 由」

部下1お はよ うございます。

上司:(頭 ごな しに)今 何時だと思 っているんだ!

部下:す み ません 、電車が遅れて …1

上 司:電 車が遅れて どうしたんだ。1

部下 、融 が遅れ たために遅刻 しま した.}

上司:そ う、ちゃん と最後まで言わなければ分か らない じゃないか。 ところでな

ぜ連絡 しなか ったんだ。

部下:電 車を途中で降 りて電話す るよ りま っす ぐ会社へ向か った方が早 く着 くと1

思いま して..}

上司:今 朝か ら君の顧客か ら緊急 の電話が何回 も入 っているのに君が行方不明で1

す ごく困 っていたんだがね。

部下:は あ、すみません。

上 司:す み ませんで はすまないよ。 どうすればよいか言 ってみたまえ。

部下:こ れか らは必ず電話連絡を します。

上司:そ れか ら?

部下:・ …

上司:顧 客に対 しては?

部下:す ぐ電話 を してみます。

上 司:で はここでか けたまえ。

以下 、電話のかけ方の指導に移 る。
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この例のよ うに、や りかたによ って は色 々な要素を 自由に組み込 む ことが 出来 るとい う

特徴があ り、逆 にいえば臨機応変 に対応 しなければな らない教 師の負担 は軽 い もので はな

い。

実施 は週1回 程度、あ らか じめテーマを与えておいた上で、朝1番 、または講義 が単調

にな って学生が なかだるみ しているような時などが考え られ る。

4.3.5国 語 力 の養 成

4.1節 で 見たよ うに、基本的 に文章の書けない者が非常に多い。漢字を知 らない、字

が乱雑、に加えて 自分の言 いたいことを表現す る能 力に乏 しい。科 目 として 「技術文書の

書 き方」等の ものが あ って も、その ような時間で は根本的な国語 力の改善にはと うてい足

りないであろ う。 ここで は、それを補 う幾つかの方法を考えてみる。

言語能 力の発達 は、まず 「まね る」 ことか ら始 まるといわれている。 この考え方に従 っ

て、まず 「よい文章 をまね る」という訓練か ら開始す る。

新聞の一面 に、 「天声人語」 「編集手帳」といった欄があ る(約800字)。 この中か

ら教員がニ ュース性等の観点か ら適当な ものを選び、その まま丁寧 に書 き写す ことを宿題

とす る。結果を提 出させ 、乱雑 な ものは書 きなお させ る。内容 のチ ェックまで は必要 ない。

原稿用紙で もよいが 、白紙にまっす ぐ書かせ る方が練習 にな る。 さ らに、慣れて きた ら、

その内容 を200字 程度 に要約 させ る。関連 したニ ュース記事 を参考 にさせて もよい。

国語力が弱い とい うの は多分に 日頃の訓練不足に起因す る。上記 のよ うな訓練を週1回

程度の割合で続 けるとともに、通常の講義の中で もあ らゆる面での文章を書かせ る機会 を

設 けること も必要であ る。例えば、

・重要用語の用語集を作 らせ る。

・計算問題で は単に式の羅列で はな く式の展開過程を文章で説明 させる
。

・実習問題で は完成 までのバ グの理 由とその解決法をすべて ドキュメン トと して残

させ る。

等、文章を書 く機会はいたるところに作 り出す ことがで きる。 また本試験では採点の都合

上むずか しいか もしれないが 、小 テス ト等で は○ ×式や解答群選択で はな く、 「… に

ついて説明せよ」 とい った文章で答え させる問題 を多 くすべ きで あろ う。

本来 このよ うな訓練 においては、欠点をす ぐに学生に フィー ドバ ックす る必要があ る。

しか し現実 には、教員 の時間的制約 によ り、すべての学生 の文章 に丁寧に 目を通す ことは
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難 しい。 このためには、例えば学生同士で添削 させ るな どといった方法 もやむを得ないで

あろ う。 ただ し、教員 自身 も文章を一 目見ただけで その欠点が指摘で きるよ うな国語力を

身につける必要はあ る。

学生が、力む ことな く、普通に文章を書け るよ うになればほぼ目的を達 した ことにな る

であろ う。

4.3.6視 野の拡大 と自己表現能 力の向上

現代の学生は 自分の身の回 りの話題以外 に対 してはほとんど興味を持たない傾向がある。

新聞を読 まない、ニ ュースを見ない、本を(情 報処理 関係の啓蒙書です ら)読 まない、 と

い うことはよ く言われている。要す るに問題意識がない、とい うことであろう。 しか し、

問題意識のなさは生来的な ものであるはずはな く、 〔分か らない→面 白くない→知 ろ うと

しない→ もっと分か らない〕 という悪循環に陥 って いるにす ぎない。 この悪循環を断 ち切

るきっか けを与え ることがで きれば、ある程度の改善が期待で きるので はないだ ろうか。

こういった 「悪循環」の中にいる者をそ こか ら脱 出させ るためには、最初は外部か らの

(す なわち教員か らの)あ る程度強 い強制が必要であろ う。 ここでは、 このよ うな考え方

にたって本校で実践 し、効果を.ヒげて いる手法を紹介す る。

毎朝 、授業開始前に学生2人 ずつ程度 「3分 間 スピーチ」を実施す る。最初の うちは慣れ

ていないこともあ り、話 しやすいよ うに自己紹 介、身の回 りの話題等をテーマとす る。あ

る程度の期間が たった ら、テーマを 「今朝あ るいは昨 日の新聞記事 か ら」に限定 し、最近

のニ ュース記事 について紹介 させ る。 これ も、初めの うちは記事内容の単な るお うむ返 し

でやむをえないが 、あ る程度慣れて きた ら自分 なりの分析や感想 も交えることを要求 して

い く。教員はスピーチ内容 、話 し方 の態度等を チ ェックし、必要 に応 じて質問を した り注

意 を与えた りす る。不完全なス ピーチはそのままにせず 、翌 日や り直 させる。

難 しそ うな時事問題 に して も、ある程度因果関係が見えて くると学生 は興味を もって く

る。新聞やNHKの ニ ュースだ けでな く、最近 は人気キ ャス ターが分か りやす く解説 して

くれるニ ュース番組 も多い。 こういった ものを積極 的に活用 させ 、自分 な りに世 の中の動

きを分析 させる訓練が必要であろ う。 もちろん教員 自身がそ ういった動 向に明 るくなけれ

ば効果はない。時事問題を適時学生 に解説す ることが出来 るよ う、日頃か ら情報収集を怠

らない ことは大前提である。

この ようなス ピーチは、表現能力の向上 とい う副次効果 もある。2年 間な り3年 間な り

にわたって 日常的に こうい った訓練を続 けてい くことによ って、 「人前で 自分の考えを述

べ る」ということが ごく普通の、あた りまえの ことであるとい う意識を植え付け ることが

で きる。
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ただ し注意すべ きことは、ス ピーチの内容が一面的な見方 によるものであ ったり、偏 見

・独断による ものであ った りした場合の教員の対応方法であろ う。なぜ その考えがおか し

いのかを、あ くまで も論理 的に指摘 しなければな らない。学生個人を傷つけた り、発表意

欲を失わせ るような言動 は全 くの逆効果 に しかな らない、 とい うことを忘れてはな らない。

5.調 査 研 究 の ま とめ

本調査研究では、専修学校生の問題点 とその対応策を考えて きた。始あに述べ たよ うに、

一一人前の社会人 ・高度な情報処理技術者 になろ うという学生 自身の積極的な意欲が カ リキ

ュラム等の学習内容の高度 化の前提であ り、この前提条件 をいか に満た してい くかに重点

を置いた。

い くつかの具体的方法を述べて きたが 、結局 は日々の小 さな工夫の積み重ねで ある。各

校の事情 によ りその ままでは実現で きない ものであろう し、また既に実施 している もので

あ ろう。あ くまで も叩 き台 とい うことであ り、今後の ヒン トとなれば幸 いである。

ただ し、どのよ うな方法にせよ、 「教員 と学生の日常 的 ・個人的な触れ合い」がなけれ

ば効果はないであろう。教員の負担は大 きいが、学生個人を一 人の人間 として認 めること

がその第一歩である。

今後の課題 と しては、 ここで述 べた具体案 の改善、 「創造性の向上」 「集団での作業 の

心得」等 に関する具体 的な方法の考察 、およびこうい った方策を とった ときの効果の測定

方法の研究がある。長期 的な視野 にた って研究を続けてい きたい。

6:参 考文献

・高度情処理技 術者育成に関するニーズ調査報告書 昭和62年3月
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別紙1ア ンケー ト調査用紙1

平成1年1月14日

総務部長 殿

専修学校

新潟電子計算機専門学校

学校長 辻田 憲道

教務部 苗木 学

ア ン ケ ー ト調 査 の お 願 い

謹啓 余寒の侯 貴社益 々ご隆盛の こととお喜び申 し上げます。

平素は、格別の ご高配を賜 り厚 く御礼 申 し上げ ます。

さて、この度本校で は(財)日 本情 報処理開発協会の中央情報教育研究所(CAIT)

か らの委嘱を受け、rSE・ プ ログラマ養成のあ り方」 とい うテーマで調査研究を行 うこ

ととなりま した。

つ きま しては、専修学校卒業生の社会的評価、問題点等を調査致 した く、 ご多忙中ま こ

とに恐縮で はございますが 、ア ンケー ト調査への ご協 力をお願い申 し上げる次第で ござい

ます。

別紙 ア ンケー ト用紙 に技術部の リーダ、管理職 クラスの方か らご記入いただ き、1月27

日頃まで に返送頂ければ幸いに存 じます。

誠 に勝手極ま りないお願いで ございますが、事情 をご賢察 の上 、宜 しくお願 い申 し上げ

ます。なお、本調査項 目は統計の基礎資料 としてのみ取 り扱 い、貴社に決 して ご迷惑をお

かけす ることはないことをお約束申 し上げます。

本来な らば直接 お伺い してお願い申 し上げるべ きでは ございますが 、書面 にてお願 い申

し上げます。

敬具
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専 修 学 校 卒 業 生 に 関 す る ア ン ケ ー ト

1.貴 社に於 ける専修学校卒業生及 び大学卒業生の人数比(技 術系のみ)

専修学校卒業生()割

大学卒業生()割

その他()割

2.専 修学校卒業生を ご採用 にな るとき、どの様 な面を重視 しますか

重視す る度合を1～5の 範囲でお答え下 さい(差 し支えなければ)

しない ← 重視 → す る

a.即 戦力 と しての技術力12345

b.や る気の有無12345

c.学 校の成績12345

d.適 性試験12345

e.思 考能 力、柔軟性12345

f.そ の他(具 体的に)()

(4)プ ログラマと しての能 力には個人差があ ると思いますが 、貴社の専修学校卒の社 員

の レベルの割合 はどの程度で しょうか

(差 し支え なければ)

1.劣 って いる()割

2.普 通()割

3.良 好()割

(5)専 修学校卒業生の問題点 はどの様な ものがあ るで しょうか

a.技 術的側面(複 数 回答可)

1.オ ペ レー ション技術不 足

2.言 語知識不足

3.プ ログラ ミング能力不足

4.デ バ ッグ能力不 足

5.設 計能 力不足

6.そ の他()

b.人 物的側面(複 数回答可)
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1.積 極性 に欠 け る

2.協 調性 に欠 け る

3.責 任 感 に 欠 け る

4.規 律 性 に欠 け る

5.そ の 他( )

c.そ の他、特に具体的 なご指摘が あれば ご記入下 さい。

3.専 修学校卒業生 の、プ ログラマと しての能力につ いて

(1)入 社時点

a.ど の程度の能力を期待 していますか

1.ま だほ とん ど期待 して いない

2.多 少は期待 してい る

3.大 いに期待 してい る

4.そ の他( )

b.上 記期待 に対 して、現実の能 力はどの程度ですか

1.全 く期待 はずれ

2.ま あまあであ る

3.満 足出来 る

4.そ の他( )

(2)入 社2～3年 経過後(ま たは経験年数2～3年 時)

a.ど の程度の能 力を期待 していますか

1.十 分な戦力 としては まだ期待 しない

2.多 少の戦力になっていて欲 しい

3.大 きな戦力 となって いて欲 しい

4.そ の他( )

b.上 記期待に対 して、現実の能力はどの程度ですか

1.全 く期待 はずれ

2.ま あまあで ある

3.満 足出来 る

4.そ の他( )

(3)入 社5～7年 経過後(ま た は経験年数5～7年 時)
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a.ど の程度の能力を期待 していますか

1.上 級 プログラマと して きちん と仕事が出来ればよい

2.SEの サ ポー トがで きて欲 しい

3.自 身がSEと して仕事が出来るべ きである

4.そ の他( )

b.上 記期待 に対 して、現実の能力 はどの程度ですか

1.全 く期待はずれ

2.ま あまあである

3.満 足出来 る

4.そ の他( )

4.専 修学校卒業生 は、大卒 に比べて社会経 験が不足 していることはよ く指摘 され ますが

、それがあ るとすれば どの様な面に表れているで しょうか

(複数回答可)

a.社 会 人 と して の マ ナ ー

1.挨 拶 が で きな い

2.言 葉 使 い が悪 い

3.敬 語 を 使 え な い

4.欠 勤 、 遅 刻が 多い

5.身 だ しな みが 悪 い

6.業 務 命 令 に従 わ な い

7.そ の他( )

b.コ ミュニ ケー シ ョン能 力

1.自 分 の い い た い こ とを正 確 に 表現 で きな い

2.人 の言 う こ とを 正確 に理 解 で きな い、 また は理 解 が遅 い

3.文 章 を きちん と書 け な い

4.客 との折 衝 が で きな い

5.そ の 他( )

c.そ の他

1.視 野 が 狭 い

2.進 ん で 発案 す る こ とが で きな い

3.言 わ れ た こと以外 は や らな い また はで きな い

4.そ の他( )
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5.専 修学校卒業生がSEと して成長す ることを阻害す る要素があるとすれば、その うち

最 も大 きな ものはどこにあるので しょうか。 お考えを ご記入下さい。

6.専 修学校 において 、どの様 な教育を望 まれるで しょうか。 ご要望があれば ご自由にお

書き下 さい

〈専門知識 に関 して〉

〈一般教養、社会人教育 に関 して〉

〈そ の他 〉

ご協力ありが とうございま した。

連絡先 新潟市弁天2-3-13

新潟電子計算機専門学校

教務部 曲木 学

TELO25(241)ll81
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第4部

教育の評価(研 修効果の測定等)

に関する調査研究





第4部 第1編

情 報 処 理 教 育(プ ロ グ ラ ミ ン グ)に

お け る 形 成 的 評 価 方 法 に つ い て

学 校 法 人 中 村 学 園

専 門 学 校 静 岡 ス ク ー ル オ ブ ビ ジ ネ ス
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1.調 査研究テーマ

情報処理技術(プ ログラ ミング)に おける形成的評価の方法 について

2.調 査研究担 当者

教育部 中山 良一

3.調 査研究の概要

3.1ね ら い

情報処理教育の一つのテーマであるプ ログラ ミング教育 において、教育効果の測定 とし

てのテス トを、次の教育活動ヘ フィー ドバ ックす る生かす評価分析 、すなわ ち形成 的評価

の方法を調査研究 し、情報処理教育 の高度化を図 る。

3.2構 成

情報処理教育の一例 と してPascalプ ログラ ミング教育 の実践を通 して、プ ログラ

ミング教育の間学習効果 と しての形成的テス トを行い、その結果の収集、分析、解釈 の方

法を調査 ・考察 した。情報処理教育の 目標の達成度を正 しく評価す るために目標を評価可

能 な下位 目標 に分解す る方法 と、下位 目標の内容および行動面による分類 をまとめ る 「目

標細 目表」の作成法を研究 した。

形成的評価 を有効に利用す るために、そのデータの分析法 と して、正答パ ター ンか ら分

析す るU-P表 、誤答 のパ ター ンか ら分析す るM-P表 の作成法、さ らに誤答 カテ ゴ リを

付加 したU-P表 、選択枝分布表による分析法を研究 した。

形成的評価 は頻繁 に行 う必要があ り、頻繁に実施するときの問題点の一つ と して採 点業

務の増加があ ります。 形成的評価の有効性が理解 されて も、その負荷が多ければ実施 され

ることは少な くな って しまいます。採点業務の一部 を機械化する ことによ り、教員への負

担を軽減す る方法 と して、光学 式文字読取 り装置、光学式マー ク読取 り装置の評価への応

用方法を調査 しま した。 もう一つと して、採点入力ペ ンとい う簡易採点デー タ入力装 置 と

ラ ップ トップ型パー ソナル コンピュータを使 った教 育評価 システムを構成 しま した。

4.調 査研究の内容

4.1教 育評価 と教育 目標

教育は指導者(以 下教員 と称す る)と 学習者(以 下学生 と称す る)と の有機的 システ ム

です。教員 は学生 に学習すべ き情報を与え、学生 は これを受領す る。教員 は更 に、学 生の

理解度 、目標到達度を判定 しなが ら、ア ドバ イスを与え る。学生 はこれを受 けて 自分の学
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習を反省 し、改善す る。教育は教員 と学生の相互 システムであ るととらえ ることがで きま

す。 ここで は、教育活動を図4-1の よ うな フィー ドバ ックシステ ムとして とらえて考察

します。

学習 は本来、学生の内的活動であ り、その成果は外か ら観察 する ことは難 しいといえ ま

す。学習におけるフィー ドバ ックで重要な点は、 フィー ドバ ック情報を教員および学生が

いか に正確 に検出するか ということです。正確 な情報 を得 るためには明確な基準 と、測定

法を確立 しなければなりません。

本調査研究では、情報処理教育における明確な基準、すなわち教育 目標の設定法 として、

目標分析の技法 と、効果の測定法 と しての形成的評価技法を考察 しま した。

さらに、 これ らを実践 しようとす る場合、障害 となる採点 ・デー タ処理の教 員への負担

増への対応 として、その負担を軽減す る方法 として、パ ーソナル コンピュータを使 った採

点お よび採点データ処理 システムを開発 しま した。

学生

教員

→

フ ィ ー ドノくッ ク回U各

図4.1教 育 にお け る フ ィー ドバ ックシ ステ ム

4.2教 育における評価

教 員に も学生に個別的な特性 を持 っていて、すべての場合 に適応で きる法則や方法を見

つ けることは難 しい問題です。 とくに教育の 目標 と評価 に関 して重要な問題ですが・統一

的見解は得 ることは難 しい といえ ます。例え ば同 じ問題か らな るテ ス トを実施 し、採点 し

て も教員 によ って評価が異なるばあ い も多 く見受けます。 また、それによ って得 られたテ

ス トの点数 、平均点、標準偏差 、偏差値な どのデータは、学生の クラス内または学生 にお
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ける学力の位置を示す指標ですが、学習の改善等 に直接っなが るもので はあ りません。得

点が低か ったか ら 「もっと勉強 しなさい」 とはア ドバイ スで きるものの、その学生が ど こ

に弱点があるか、どの項 目にっ いて強化 ・再学習を した らよいかなどについて はわか りま

せん。学 力の高い学生の選別 には有効 に作用 しますか、よ り多 く社会の要求す る優秀 な技

術者を輩 出す るとい う、情報処理系の専門学校の 目的の達成 には十分でない と思われます。

形成的評価 は目標 を達成で きたか否か、達成 されていない場合はどの様 な点 に弱点が あ

り、どこを強化す る必要があるかをみわけるための評価活動です。教育によ って得 られ る

もの は、学生の能 力の(内 的)変 化です。 いままでで きなか った計算が 「で きるよ うにな

る」、理解で きなか った事柄が 「理解で きた」 とい うよ うな効果があ らわれるのですが 、

このよ うな学生の能力 は、外側か らみて容易 に判 断され ることばか りとは限 りません。 し

たが って、教員の行 った教育活動 、あるいは学生 の学習が学生にどの様な効果を及ぼ した

かを、なるべ く正確 に測定す る必要があ ります。

評価は公平で客観的でなければな らない と考え られて いますか、これ は、 この評価が学

習者の能力の特性 を表わす もの と して解釈 され るか らです。すなわ ち、一定の教育を行 っ

た後で学習効果を成績 とい う形で表現する ことが 目的 とされているか らです。

しか し、この測定の結果 は、本来の指導 に生かされる ことは少 な く、学習ので きた者 、

で きなか った者 を区別するために使われて きま した。最近で は、評価 の 目的は、学習者 の

能 力の選別で はな く、学習者の能力の向上であるという立場か ら反省を加 えて きています。

前者 の評価、すなわ ち一定の学習期間の終了時 にその教育の 目標が達成 され たかを測定

するものが 「統括 的評価 」とよばれています。

一方、後者の評価 は、学習の任意の時期 において学習者が、どの程度学 習が進んでい る

かを測定す る ものが 「形成的評価」 とよばれています。

ここで は、形成 的評価 を扱います。

4.3教 育 目標

前節で述べたよ うに、統括的評価において も、形成的評価において も、客観的な評価が

行われ る必要が あ ります。客観性 とは、誰が測定 ・評価 して も同 じ結 果が得 られ るという

ことになるので しょう。そのためには、評価のための明確な基準を持 たなけれ ばな らない

ことにな ります。 さ らに、その基準は教育の 目標を忠実 に反映 してい る必要が あ ります。

教育 目標を明確 に表現す るには、学習す るテーマにつ いて述 べるだけでな く、その習得

レベルまで言及 します。

4.3.1目 標 行動 と下位 目標

知 る、理解す る、使え るうよになるなど活動の レベルを示す語 は多 くあ りますが 、意味

の明確 さに欠 けるところ も多 くあ ります。 そ こで、 目標を観察可能な細 かい 目標郡 に分解
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します。観察可能であるとい うことは学生の行動 と してあ らわれて くるとい うことですか

ら、 目標は、言え る、書 けるなど行動の形 にな ります。 このよ うに目標を行動の形で表 し

た ものを 目標行動 と呼びます。

学習はその目標 に到達す るまでい くっかの段階を通過す るの は普通です。それ に対応 し

て教育において も各段階に中間 目標 をお きます。中間段階で達成すべ き目標 は、街灯 の科

目等が終了するときの 目標 を段階別に細か く分 けた 目標 にな って います。 この中間段階で

の目標を、全体の 目標 に対 して、下位 目標 とよびます。形成的評価では学習の中間段階で

達成すべき目標を明確 に設定す る必要があ ります。 目標を更に細かな下位 目標 に分けて行

くことを目標分析 と呼んでいます。形成的評価 のためには下位 目標 も観察可能 な目標行動

であ る必要があ ります。

(1)Pascalの 目標 分析 例

if文 (学 習 テ ー マ)

if文 が 使 え るよ う.にな る (習 得 レベルが入 った目標)

if文 の構文図を各 ことがで きる(下 位 目標)

条件式を構成で きる

比較式 を作る ことがで きる

beginendを 使 ってブ ロックを作 ることがで きる

(2)情 報処理教育の 目標分析例

「情報処理の 目標」

電子計算機 とその利用 にっいて理解 させ るとともに、電子計算機 の実習を通 し

て、情報 を処理す る基礎 的な能力を養 う

↓ (下位 目標に分析)

電子計算機の機能 を理解 させ 、その基本的な構成を理解 させ る。
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#…NFil二 　…1「三1繋

図4.2目 標 分 析

4.3.2内 容 ・能 力行 動 マ トリクス

目標 を分析 して行 くと、その 目標 に2面 性があることに気づ きます。 目標には学習 すべ

き内容 とその行動 ・能力の範疇が示 されて います。

内容 とは学習すべ き教材の項 目です。例えば、

選択構造、if文 、条件式 、ブ ロック

などです。

また、能力 ・行動は、

(用語)が 書け る。

(式が)が 計算で きる。

(応用問題が)解 ける。

などです。 これに分類を加えて、

用語の知識

原理 ・法則の理解

原理 ・法則の応用

事象の分析

興味 ・態度

などす ることがで きます。

ブルーム(B.S.Bllom)ら によると、目標が 「内容 」とそれに対する 「行動または能 力」

の2つ の要素を取 り出 し、内容 と行動を2次 元の表 としてあ らわす と内容 の性質や問われ

る能力などの範疇が容易 に把握 で きるようにな ります。 この表 の ことを 「内容 と目標行動

のマ トリクス」あ るいは 「目標細 目分類表 」と呼 びます。

それぞれ分類 し、表の形 に し、縦軸に内容、横軸 に行動を配 してみ ると、教育 目標の構

造がわか って きます。 この表によ って科 目の特定を とらえ ることが可能で す。 また、目標

と して設定すべ き内容 に抜 けがないか どうかを確認す るために も使 うことでで きます。
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＼ 、
＼ .行 動
＼
＼ ＼＼

内容 ＼＼
＼
＼
＼

用語の

知識

法則の

理解

事象の

分析

法則の

適応

知識

法則の

応用

興 味

態 度

if文 ○ ○ ○ ○ ○

ブ ロ ック ○ ○ ○ ○ ○

論理式 ○ ○ ○

比較式 ○ ○ ○ ○ ○

選択構造 ○ ○ ○ ○ ○

フ ロー チ ャー ト記 号 ○ ○ ○ ○ ○

図4.3内 容 一行 動 ・能 力 マ トリクスの例
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一般 の科 目は、教材 は大項 目、中項 目、小項 目のよ うに単一 の階層構造 を持つ ことが多

くありますが、プ ログラ ミング教育で は、 目標の内容面での特徴 として、2つ の木構造で

構成 されて いると考え られます。例えばrfor文 を使 った繰返 し処理 を習得す る」とい

う目標を設定では、 「for文 」 という文法的な 目標内容 と 「繰返 し処理 」 とい うアル ゴ

リズム的 目標内容を含んで います。 目標分析を行い行動 目標 とす ると、

rfor文 の構文構造 を構文 図 として書 き出せる」、

rlか らnま での整数の和を計算す るためのアルゴ リズムをフ ローチ ャー トで表わせ

る」、

「1か らnま での整数の和 を計算するプログラ ミングを、for文 を使 って作成で き

る」

などの下位 目標が導 かれ ます。下位 目標の段階で は 「文法的側面」および 「アル ゴ リズム

的側面」、さ らに 「データ構造的側面」を もっ 目標に分類す ることがで きます。そ こで 、

内容を これ らの特徴 によって分類 してみ るとさ らに目標 の把握が容易になって きます。 プ

ログラ ミング教育 における内容 一能 力 ・行動 マ トリクスの例を掲げます。

＼

＼ ＼

＼ ＼ 行 動

＼ ＼

＼
＼

内容 ＼ ＼
＼
＼

用語の

知識

法則の

理解

事象の

分析

法則の

適応

知識

法則の

応用

興 味

態 度

文

法

while文

ブ ロ ック

ア
ル
ゴ
リ

ズ

ム

フ ロー チ ャー ト記 号

制御変数

終了条件
「

前処理

1

図4.4プ ロ グラ ミン グ教 育 にお け る内容 ・行動 マ トリ クス
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4.4形 成的評価の分析

4.4.1分 析 の必 要性

目標の性質を行動 目標分析 を行 った り、内容行動 マ トリクスに表わ した りす ると教員が

その教材の特性を把握で きるよ うにな りま したが、講義 ・実習等で どれ ぐらい学生が理解

したかを判断す る必要があ ります。 このよ うに して形成的に行われた評価の場合で も、単

に 「良 くで きた」あるいは 「で きが悪か った」 とい うものだけでは、教員 ・学生へのフ ィ

ー ドバ ック情報 としては不足です。単に平均点や偏差値では、教員 ・学生は何を改善すべ

きかがわか りません。 どの項 目についての理解が不十分であるか、あるいはどの項 目につ

いての演習が不 足 してい るかな ど、学習の改善 につながるような情報が必要です。

したが って、評価を どう分析するかが課題 になって きます。 目標は先の 目標分析 とい う

段階で観察可能な行動 と して分解されて いるので 、各項 目にっいての到達度 は判断す るこ

とができます。 ここで はそれ らの 目標が どの様 なっ なが りを持 っているかを、テス トの結

果を考えあわせて判断す る必要があ ります。テ ス トをフィー ドバ ックととらえ るとき、重

要なことは目標を達成 していない学生 に対 して今後 どの様な指導 を行 って行 くか とい う点

にあるので、平均的、標準偏差、学生 の点数、偏差値などの情報よ りも、誰が どの問題 に

正解 していたか、どの問題を間違えていたか、とい う個別的なデー タを もとに、学生の頭

の中でどのような理解が形成 されたが、 どのよ うなっまず きがあるのかを考察す る必要が

あるで しょう。

4.4.2.U-P表 、M-P表

学生の理解やっ まず きの状 況を判断 し易い形で表現す る研究 は、今 までにい くつか行わ

れて きま した。S-P表 などが著名ですが、 ここでは吉本市 らによ り研究 されたU-P表 、

M-P表 をっか うことに しま した。 この表は、得点 ・標準偏差 とい った定量的測定 より、

定性 的な分析が教育 において有効であ るとの考え によ って作 られています。正答のパ ター

ンを見やす く配置 し、教 員のパ ター ン認識力によって 、よ り豊富 な情報 を得 ようとす るの

がU-P表 です。問題を問われ る能力の カテ ゴ リで分類 し、良 くで きた問題軍か ら横軸方

向に、また正答数の多 い学生か ら縦軸方向 に、表 として配置 してみ ると、学生の正答パ タ

ー ン、すなわち理解のパ ター ンが認識 しやす くな る。 同様に特定の誤答について同様に配

置 してみて も、学生の理解のパ ター ン、す なわ ち誤解 のパ ター ンを理解す るための多 くの

情報が含まれています。

(1)U-P(UnderstandingPattern)表

U-P表 は学 生 の教 材 に対 す る認 識 のパ ター ンを と くに正 しい認 識 のパ ター ンを

中心 に分 析 す るの に有 効 で し ょ う。 評 価 問題 を カテ ゴ リ別 に分 類 し横 方 向 に配 置 し
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ます。また縦方向には学生 を対応 させ、問題 に正解 した場合C、 不正解の場合一で

あ らわ しています。U-P表 には学生の理解パ ター ンの判読が しやす くな るよ うに

次の工夫が加え られ ています。

問題のカテゴ リは優 しい順 に左か ら右へ配列す る。 どの カテ ゴ リが優 しいかは統

言十日勺半lj断によ りそ了う。

難 しい問題群まで理解 している学習者を表の上部に配置す る。

この とき使 う統計 的処理 の方法 は次のよ うになります。

1つ のカテゴ リ内の半数以上 の問題 に正答 した ものは、その概念を理解 した とみ

な し、そのカテ ゴ リに対す る集計 デー タを 〔]で 囲む。

カテゴ リを理解 した学生 の人数を集計 し、人数の順によ って 、カテ ゴ リの難易度

を決定 し、優 しい順 に横軸 に配 置 します。

難 しいカテゴ リには高い配点 、習得の容易 なカテ ゴ リには低 い配点を与え 、学生

の得点順 に縦軸に配 置 します。得点の計算式 は

得 点=(カ テ ゴ リiの 正誤)×2

ただ し、問 題 の カテ ゴ リは優 しい方 か ら、0,1,2,3と サ フ ィ ッ クスを つ け ます。
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図4.5U-P表 の例
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図4.5のU-P表 はPascal言 語 の 入門 講座 の最 初の方 で 実 施 した 小 テ ス

トの 分析 例 で 、 問題 を6つ の 内容 の カテ ゴ リか ら分 類 したc、

左 か ら順 に

1群

2群

3群

4群

5群

6群

変数の型に関す る問題

代入文 ・式 に関する問題

入 出力に関す る問題

プロ グラムの構成 に関する問題

整数の表現範囲に関す る問題

識別名構成の規則 に関す る問題

とな っています。 この表か ら6群 の識別名構成規則すなわち構成要 素、長 さ、制限

な どの項 目について理解 しているものが少 な く、その中で も長 さに関す る制限(問

14)は 正解者が少ない。4群 のプ ログラムの書 き始め と終わ りを指摘す る問題(問

1と 問2)に も正解者が 少な く、このよ うな規則 ・法則 の理解に乏 しい ことが分か

ります。

(2)M-P(MissunderstandingPattern)表

誤 答 を 中心 に分 析 を行 うのがM-P表 で す。特 定 の 誤 認 識 を分 か りや す く配 置 し

た表 で す。 作 成 の方 法 はU-P表 と同様 です 。特 定 の 誤 答 にM、 そ れ 以 外 の誤 答 ・

正 答 を 一で 表 わ します 。 特定 の誤答 カ テ ゴ リにあ った もの に得 点 を 与 え 、得 点 順 に

配 置 します 。 この表 は改善 す べ き学 習 の特 徴 を表 わ して い るので 、 フ ィー ドバ ッ ク

の 資料 と して 有効 で し ょう。

4.4.3U-P表 へ の 応 答 カ テ ゴ リの 付加

U-P表 で は学生 の正 しい認識が どの様なパ ターンで表わ され るかが現 われ ています。

したが って改善すべ き点 もそのパ ター ンか ら読み取れますが 、間違えた原因 につ いて は判

断で きません。 多枝選択問題 の場合などにはどの選択枝を選ん だかが 、学生が どの様な思

考を したのかを判断す る材料 となります。 したが って、誤答 は正答よ りも多 くの情報を 含

んでいるといえ ます。 この誤答の情報を、正誤 とい う分類で情報を丸めて、S-P表 、U
-P表
、M-P表 を作 っていますが 、誤答の情報 、すなわ ち学生 はどの様 な誤解 ・誤認 に

よって誤答に至 ってい るのか とい う情報をU-P表 の中に埋 め込んでみ た ら、単純 なU-

P表 か ら得 られ る情報 よ り相当の情報を含む ことになります。
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図4.6誤 答 カ テ ゴ リを 付加 したU-P表 の例
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図4.6は 、 図4.5と 同 じテ ス トの結 果 を誤 答 カ テ ゴ リを 付加 したU-P表 で 表 わ し

た もの です 。 カテ ゴ リ記号0は 無 答で 、2、3な どで 誤 答 カ テ ゴ リを表 わ しま し。4群 の

プ ロ グラムの 構成 問 題 で 問1に2と い うカ テ ゴ リ、す なわ ちPascal処 理 系 の起 動 コ

マ ン ド名 をプ ロ グ ラムの始 ま りと考え る学 生 が多 くい る こ とが 分 か る。 また カテ ゴ リ3の

beginを プ ロ グラ ムの は じめ と考 え る者 もい る ことが分 か りま ず。 問2の 誤 答 カテ ゴ

リ2は プ ログ ラムの 終 わ りをendと 解 答 した者 です 。

4.4.4誤 答分析の重要性 と授業の改善への応用

誤答 カテ ゴ リを付加 したU-P表 をみ ると、学生の欠点がわか りますが、学生 たちに共

通の誤答が見受 け られ る場合、指導の誤 りあるいは不足があ るとも考え られます。 また、

学生が理解 しに くい概念等であることがわかるので、重点的にそ こを補 強す ることが可能

とな ります。問題が多枝選択形式の場合にはM-P表 だけでな く、簡単 な処理で作成可能

な選択分布表が有効です。選択枝番号 とその選択枝を選択 した学生数(ま たは百分率)を

問題別に並 べた ものです。

問1 鉦 答
ハ 、、 口 program turbo begin その他

人 数 3 12* 14 2 1

図4.7選 択分布表の例

4.5CMI

形成的評価を行お うとす る場合には、その障害 となるは、データ収集の煩雑 さ と、処理

の複雑 さです。例えば、目標細 目分類表 にあ るすべての 目標 につ いてその評価問題を作成

した と考え、 この 目標が内容が4っ あ り、行動 も4つ あ るとして、その 目標 は16と な りま

す。学生が40太 いて、テス トを行 った とす ると、16×40・640の 項 目別個 人別情報を入力

し、処理 しなければな りません。 これを教員が手作業で処理す るな らば、膨大 な時間を必

要 とす ることにな ります。 したが って、テ ス トの実施回数が少な くなるか 、または十分な
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分析を行わないことが多 くな って しまうことが考え られます。

形成的的評価では学習 のな るべ く小 さなステ ップでテス トを実施す る必要があ ります。

したが って、手作業でステ トデ一 夕の処理 を行 うには限界が存在する ことになります。そ

こで、採点および分析の合理的な方法を開発 ・利用す ることを考え る必要があ りま した。

そ こで、 コンピュータを使 った教育支援(ComputerManagedInstruction:略 してCMI)

を導入 して 、教員の時間の節約 と正確 なデータ処理の両方を狙いま した。

4.5.1採 点業 務の 機 械化

テス ト答案 を機械採点すれば、採点時間は一挙に短縮 され、正確 な採点デー タを収集す

ることが可能にな ります。機械採点の方法 として、光学式マー ク読取 り装置を使 う、いわ

ゆ るマー クシー ト式、光学式文字読取 り装置(OCR:OpticalCharacterReader)を 使

う方法、パ ソコンなどのキーボー ドか ら、学生 に直接解答を入力させ る方法な どが考え ら

れ ます。

(1)OCR

OCRは 近年 、入 力媒体 として多 く見受け られ ます。読取 り装置 も一般的ですが 、

学校等で テス トに使われている例をあま り見受 けません。わた しもOCRに よる採

点 システムを開発 し、2年 間ほど利用 して きま したが、経験を もとにOCRに よ る

試験採点の特徴をまとめると次のよ うにな ります。

・受験者 は特別な器具を必要 としない。

・読取 り装置は比較的普及 してい る。

・読取 り装 置は高価。

・専用の答案用紙 を作成する必要がある。

・読取 り字種が多 く、問題 に応 じた解答方法を選択する ことがで きます。記号 、

番号により選択枝 や、数値 の記入、文字例えばプログラムに一部 などを直接入

力す ることがで きます。

・誤読率が比較 的高い。

(2)マ ー クシー ト

マークシー トは機械採点テ ス トと しては多 く見受 けます。入力装置 と して光学式

マー ク読取 り装置を用 います。装置の特性か ら、答案用紙 には、上質紙 に ドロップ

ア ウ トカラーでマーク欄 を設定 した専用用紙を用います。また、問題 の形式 は、あ

らか じめ用意 された解答選択枝の中か ら正解を選ぶ方式 に制限され ます。

マー クシー トを用 いる場 合の長所 と短所を列挙 します と、

・長所

媒体の取扱 いが簡単。
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教室 に特別な装置が不要。

読取 り装置が比較的安価。

・短所

問題 を選択枝方式にす るために、選択枝設定が難 しい。

媒体 を作成するための リー ドタイムが長 い。

テス トごとに答案用紙を作 るには難 しく、汎用の答案用紙 を用 いることにな り、

問題 の作成が難 しい。

汎用 のマー クシー ト答案用紙を用 いる場 合の出題では次のよ うな工夫を します。

・すべての問題 は解答群の 中か ら正解を選ぶ方式にす る。

・解 答欄番号を工夫 して、問、小問 とい った分類をせず に全部 に連続番号を振 る。

(3)簡 易マー クシー ト答案用紙 の作成

前述のよ うな特徴か ら、頻繁 に行 う形成的評価 と しては使 いに くい点 もあ ります。

マー クシー トテス トを使いやす くす るため、パソコンとワープロソフ トおよび普通

紙 コピーによる答案用紙の作成を行いま した。最近のマー クシー ト読取 り機 は普通

紙 コピー機による解答用紙 の作成が可能 となりま した。パ ソコ ンとワープ ロソフ ト

を使 って答案用紙の作成を行いま した。

ワープ ロで工夫を要す るところは、 タイ ミングマー クと記入欄の位 置決めです。

タイ ミングマー クと記入ガ イ ドは外字機能をっか って作成 しま した。 また、マーク

位置を文字間隔と行間隔で調整 しま した。 しか し、 ワープ ロソフ トで は紙の端 にタ

イ ミングマークを印字す ることがで きませんで した。1ま わ り大 きなサ イズの用紙

に作成 し、周囲を カ ッ トして原稿 と します。作成 した答案用紙 は普通紙 コ ピーをつ

か って、複写 して使いま した。

これ らの工夫 によ って問題 用紙の作成 に 自由度が増 しま した。

(4)採 点入 力ペ ンの利用

OCRも マー クシー トも採点の時間短縮 、負担軽減 にはメ リッ トは計 り知れない

ほどあ りますが、選択枝形式の問題作成 、答案用紙作成な ど時間のかか る作業 ・手

間が生 じて しまいます。

しか し、このよ うな工夫 によ って も問題作成の面か らの制限が存在 して、学生の

答案 に矯正が加わ っています。 とくに選択枝の設定に関 して は、事前 にす べての誤

答を予想 して用意す る必要が生 じます。 しか し、これは非常に難 しい ことといえま

す。

手軽 に簡単に しか も正確なデー タ入力をする方法を捜 しま した。株式 会社 デジ ッ

クよ り発売 されている採点入力ペ ンが条件に適 していま したので、 これを使いま し

た。
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採点入力ペ ンは、教員が学生の答案を見て採点す るとき、教員が○ をっ けたか、

×をつけたかを採点用 ボールペ ンの中に組 まれた機構により判断 し、その データを

コンピュー タに入力 します。

したが って、採点入力ペ ンを使 うと、テス ト問題作成、採点に関 して通常行われ

る小テス トと同 じように行えばよいことにな ります。 さ らに合計点計算等の処理 も

同時に行え ますので、通常の採 点に比べて もメ リッ トがあ ります。

このペ ンの原理 は非常に簡単で、赤 いボールペ ンにスイ ッチを2個 設置 した構造

の装置です。 スイ ッチの1っ はボールペ ンの筆圧 を検出 します。すなわち、ボール

ペ ンの先が紙 に当た って いる時 にオ ンにな ります。 もう一つの スイ ッチは補助用で

ボールペ ンの グ リップ部 にあ り、採点者が指で押すようになって います。 ○ ×判定

は筆圧の変化のみで判断 しています。一般 に○を書いている間のペ ン接触時間は、

×(∠)を 書いている時間より長 くな ります。長 い時間オ ンであれば○ 、短 ければ

×とい う判断を行 っています。△ をつ けたい場合 、注意や指示を書 き込みた いとき、

入力を訂正 したい時 などに補助 スイ ッチを使います。

コ ン トロ ー ル

ス イ ッチ

筆 圧 比 較

チ ャ ッ タ フ リー

forCPU

∠__筆 圧

図4.8採 点入力ペ ンの構造
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表4.1採 点入力ペ ンの判定の基準

判定 筆圧 スイ ッチ

1

補助 スイ ッチ

○ 正答 長 い off

× 誤答 短 い off

△ 正答ではないが

点数を与える

長い on

注記 コメン トを

記入す る

on 非常に長い

訂正 前田の採点を

修正する

off 短い

スキ ップ 欠席 ・選択 し

なか った

off 長い

このペ ンの出力はパ ソコンのRS232Cイ ンターフ ェースに接続す るよ うにな

っています。15ミ リ秒 に1回 信号を出 します。採点入力ペ ンを処理す るためのプ ロ

グラムはBASICイ ンタプ リタが想定 されているよ うです。 しか し、BASIC

では処理速度が遅 く、またデータを格納す るファイルの編成法 ・アクセス法に対す

る制限が多いので 、採点分析プ ログラムの記述言語 にはBASICで はな く、Pa

scalを 使用す ることに しま した。Pascalを 使用す るとき、ペ ンとの イン

ター フェースがRS232Cで あると割込み処理 を記述す るのに技術的に難 しい点

があ りま した。原理的 には採点入力ペ ンとの インター フェースは割込みを使 う必要

がないので、マ ウスイ ンターフェースを利用するよ うに改造 しま した。 マウスの左

ボタン端子に筆圧 セ ンサ出力を、右 ボタン端子に補助 スイ ッチを接続 します。筆圧

セ ンサ出力にはチ ャタ リング成分があ りますので 、チ ャタ リング防止回路を筆圧セ

ンサ出力 に付加 します。
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マ ウス用 コネクタ

Vcc

補 助 ス イ ッチ

v。

○㌶ ノ

986
∈

筆圧 センサ

エ〉<

共通
=[

∈

ペ ンへ

図4.9採 点入力ペ ン改造後の接続図

採点入力ペ ンは、低価格(RS232Cイ ンターフ ェー ス付 、19800円/ペ ン部

分のみ、9800円)で あり、 ラップ トップ型の小型パ ソコンと組 み合わせれば、職員

室 、教室 などどこで も手軽に採点が可能であ り、テス トデータの収集 には最適の道

具であ るといえます。 しか し、採点 プログラムは実用的な ものが供給 されず、ほと

ん どの場合 自作 しなければなりません。今回作成 した採点入力ペ ンを使 ったデータ

収集プログラムのプログラム リス ト(採 点入力ペ ン制御部分)を 掲げます。
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1)rocedureopenrnouse;

constmscurs:array【1..32〕ofword

=($000Ct$0012,$0012,$0012,

$0012,$B613,$4972・$4992t

$0190,$0190・$0180,$0180,

SO240,$0240,$OC30t$100C,

0.0,0,0,0tO,0,0,0,0,0,0.0,0,0,0

VErregS:registers;

begin

regs.ax:=$0000;

intr($33,regs};. .

↓fregs.ax(〉$ffffthenbegin ノコ
writeln(,moUsedrivernot

halt(1}
end;
urite(seg(rnscurs),,:',ofs(mscurs}};

};

found!,};

regs.ax$0009;

regs.bx5;

regs.cxO;

regSタes:6eg(mscurs);

regs.dx:ofs('mscurs};

intr($33.regs}

end;

procedure'closemouse;

varregS:reglsters;

begin

regs.ax:=SOOO2;1

intr{$33,regs}

end;

proceduremglocate(x,y:integer;flag:integer);
varregS:reglsters;

begin

ifflag=Othen

regs.ax:ニ$0002

else

regs.ax:ニ$0001;

intr($33・regs};

regs.ax:=SOOO4;

reg9.CX::X;

regs.dx:ニy;

intr($331regs}

end;

pr・cedu・egetb。tun'2(va・1,・:冒 。・d};

proceduregetbotun(varleft,right:word};
varregS:re9ユsters;

begin

regs.ax:=$0003;

intr{$33,regs);

ユeft:ニregs.ax;

right=ニregs.bx

end;

varlo,ro:word;

t:1nteger;

begin

t:=0;

9etbotun{lo,ro);

whilet(20dobegin

getbotun{1,r};

if(10=1}and(ro=r)then

t::t+1

elsebegin

t::0;

lo.:=1;

ro:=r

end

end

end;.

functionsaiten(th1・th2:integer;beepsw=boolean):integer;

functionpen(var11:integer}:integer;

{t採 点 入 力 ペ ン 読 み 取 り

Oま た はXペ ン 接 触 の み 検 出pen=1

訂 正 補 助 ス イ ッ チ の みpen.=2
△ 補 助 ス イ ッ チ,ペ ン 接 触 検 出pen=3

ペ ン 接 触 時 間11

オ}

var1.r:word;

s:byte;

s8:1nteger;

begin

11::0;8:=0;

getbotun2(1,r);

while(1ニ0)and(r=0,do .

getbotun2C1,r);

,if1〈>Othen(sペ ン 接 触t)begin

s:=$01;

while1〈 ジ.Odobegin

11::11十1;

ifr〈>Othen.(写 補 助 ス イ ッ チt}

s:=$03;

getbotun2(1,r};

end'

endelse{r〈>0}・(t補 助 ス イ ッ チt)begin

8:=$02;

while(r《>0)or(1〈>0}dobegin

11:=11十1;

if1〈>Othen(tペ ン接 触t)

s==$03;

.getbotun2(1,r};

end

end;

pen:ニ8

end;

varm,S.t:integer;

begin

9:ニpen(t);

casesof

1:ift>thlthen

m:=1

elge

ml=2;

2:ift>thlthen

m:=6

else

m:=5;

3:if .t>th2then
"m:=4

else

m::3

end;

ifbeep8wthen

casemof'

end;

salten

1

2

3

5

end

=ニm

beep{1400,200)
beep`2000,200)
beep(700,100)
beep(3000,300}

図4.10 採 点 ペ ン プ ロ グ ラ ム
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5.調 査研究のま とめ

情報処理教育を行 う場合に、その活動を フィー ドバ ックシステムと位置づけて、学習者

の状況の把握をその 目標 と見比べなが ら次の教 員の活動を補正 して、学習者の学習活動が

効率よ く運ぶ よ うにす るべ きで しょう。そのために 目標の明確化を行 います。 目標の明確

化には目標が具体的に観察で きる行動 と して記述 します。形成的評価 を実施す るためには、

学習の中間段階での行動 目標を設定 します。学習 は段 階を追 って進む もので あ り、その一

つ一つのステ ップを確実 に把握すべ きで しょう。

テス トを次の指導 に役立 てるためにその分析評価が大切であ る。得点、標準偏差 といっ

た定量的評価よ り、定性 的評価が フ ィー ドバ ック情報 と して役立つ。定性的評価 の分析法 ,

としてU-P表 ・M-P表 がある。誤答 カテ ゴ リを付加 したU-P表 は フィー ドバ ック情

報 として多 くの ものを含む。

形成的評価を頻繁に実施す るために、採点の機械化 をOMR、 マー クシー ト、採点入力

ペ ンを用いて行 いま しだ。 と くに採点入力ペ ンは安価で 、手軽に利用で きて導入効果 も大

きか った。採点入 力ペ ンのイ ンターフ ェース部の変更 と採点分析 プログラムを作成 しま し

た。 ラップ トップ型パー ソナル コンピュータと組合せ ると、手軽にどこで も使え効果の大

きいもの となりま した。

研究当初は、作成 した シスデムを使 って プログラ ミング教育の特性を分析す る予定で し

たが 、約2カ 月 とい う期間の短 さと個人的能力の限界 と専門学校の年度末の処理に追 われ、

大切な分析がほとん どで きなか ったのが残念です。 次年度 も続 けて教材構造 の分析、効果

的な教育方法を調査 ・研究を行いたいと考 えます。

時間等 を配慮頂 いた専門学校静岡ス クールオブ ビジネ スの中村忠雄校長先生 、研究実験

に協力 して頂 いた同校 システムエ ンジニ ア科 の学生諸君、同校教職員一同、 いろいろ便宜

を計 り頂いたCAITの 日高先生、浅井先生に感謝 します。
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第5部
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1.調 査研 究 テ ー マ

「シ ミュ レー シ ョ ン型CAI/CASLシ ミュ レー タの研 究 ・開発 」

2.調 査研究担当者

教務課 渋谷 正行

伊藤 正弘

遠藤 公基

3.調 査研究の概要

3.1ね ら い

本校での教育 にお いて、仮想計算機COMETお よび仮想言語CASLを 教える ことの

目的は、

① 計算機 の動作を理解 させ る。

② 情報処理技術者試験 に合格 させ る。

ことである。入学後約半年 間で この 目的を達成す るためには、学習の進度 を速め、国家試

験 レベルの問題演習 まで進 めなければな らない。そのために次の ような機能が必 要になる。

① 計算機 の動作を理解 させ るためにCPUの 内部を動的に図解す る機能

② 情報処理技術者試験 に合格 させ るために必要 な機能

(ア)煩 雑 なオペ レー ションをで きるだけな くし、簡単 に実習で きる機能。

(イ)ア ル ゴリズムを短時間で理解で きる機能。

(ウ)問 題演習を簡単 にかつ多 くで きる機能。

従来 、本校で使用 して きたCASLシ ミュ レーシ ョンはIBMやVAXを 使用 していた

ため、CASLの 実習前 にIBMやVAXの オペ レーションを教え なければな らなか った。

また、市販 されて いる従来のCASLシ ミュ レータでは計算機の仕組みを理解す るための

情報 が少 な く、イメージがっかめないまま学 習を行な うことになる。その結果、学習の初

期段 階で意欲をな くす ケー スがあ る。 それを克服す るため、CPUの 内部を図式化 し、計

算機 の動作を シ ミュ レー シ ョンで きるよ うに した。 この機能を備え る ことによ りコンピュ

ータを全 く知 らない初心者 が学習に興 味を持つ ことがで き
、CPUの 動作を イメー ジ化で

きるよ うにな る。 また、教 師が個 々の命令の動作を説明す るときに も利用で きるよ うにな

る。
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3.2構 成

本 校 で は、上 記 の よ うな必要 性 か ら、 シ ミュ レー シ ョン型CAI/CASLシ ミュ レー

シ ョンの 開発 に と りか か った。TDK(株)のTUTORシ ステ ムを 使用 し、 シ ステ ム開

発 は共 同 開発 で 行 った 。 今回 は主 に次 の 点 に つ い て報 告 す る。

(1)開 発 に 当た って の 目的

(2)シ ス テ ムの概 要

(3)テ キ ス ト開発

(4)今 後 の課題

4.調 査研究の内容

4.1開 発 経緯

本 システム開発の動機は

(1)従 来のCASLシ ミュレLタ(IBM、VAX上 での動作)の 欠点を補 う新 しい

シ ミュレrシ ョン型CAI'/CA'SLシ ミュ レー タを作 りたい。

(2)社 会の趨勢か ら新 しい教育方法を摂取 したい。

この2点 である。そ こで 、各会社の オーサ リングツールを検討 した。その結果、 コース

ウェアを簡単なプ ログラ ごングで作成で きるTDKのTUTORシ ステ ムを採用すること

に した。採用の主な理由は次の通 りで ある。ド

(1)CAI用 言語 と してTUTOR言 語があ り、オ ーサ リングツールと しての実績が

ある。

(2)TUTOR言 語の特徴 として、画面設計が簡単 にで きる。
t'(3) ・ハー ドヴエアを含めた システ ムと しての提案がで きる。

(4)'わ が校の 目的にあbたCAIシ ステムを共同開発で きる。

以上の理 由の中で、特 に(4)、 は本校の教育 ノウハウを活か した独 自のCAIを 作成 し

たいが、 コースウェア を作成す る時 間的余裕が足 りないとい う問題を解決することにな っ

た。

また、対象 とする コごスウ ェアについては次のよ うな ものを考えた。

(1)情 報処理概論の コースウ ェア

(2)情 報処理演 習の個別学習用 コー スウェア

(3)フ ローチ ャー トの シ ミュレー ション型/CAI

以上 の候補の中で、本校で持 っているアセ ンブラ教育の ノウハ ウを活かす ことがで き、

さ らに情報処理技術者試験 において最大の難関である午後のプログラ ミングに関す る試験

へ の対応を考え シ ミュ レー ション型CAI/CASLシ ミュレータの開発を決定 した。
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また 、 開発 行程 はつ ぎの よ うに行 った。

1

作業内容 担 当 期 間

ブ レー ン ス トー

ミ ン グ

本校およびTDK 1カ 月

機能設計 本校およびTDK 1カ 月

詳細設計 TDK 2カ 月

プ ロ グ ラ ミング TDK 1カ 月

テ ス ト 本校およびTDK 1カ 月

テキ ス ト開発 本校 1カ 月

4.2シ ス テ ムの概 要

4.2.1機 自白

機能設計を行 ったときに特 に留意 した点 は、

(1)デ バ ック機能を充実す る。

(ア)図 解 トレースを実現 し、命令の動作を簡単 に理 解で きるよ うにす る。

(イ)ト レーサの図面 はプログラムソースを画面上に表示 し、実行 して いる命令

を反転 させ る。 このとき、100ス テ ップの命令 まで表示で きるよ うに画面設

計を行 う。

(ウ)パ ッチ機能を持 ち、再実行で きるよ うにす る。

(エ)文 法エ ラーのエラー情報は 日本語 にする。 また、エ ラー情報は ソースプ ロ

グラム上 に も反映 させ 、デバ ックを容易にす る。

(2)サ ンプル ソースを提供 し、演習問題がで きるよ うにす る。

(3)打 鍵練習用 ソフ トを組 み込み ブライ ン ドタ ッチがで きるよ うにす る。

(4)操 作説明はHELPキ ーを押すだけで、いっで も参照で きるよ うにす る。
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4.2.2ハ ー ドウ ェ ア 構 成

ハ ー ドウ ェア構 成 は、 ホス トコ ン ピュー タ1台(モ トロー ラ社 の ミニ コ ンピ ュー タ

9100)に60台 の端 末(PC-9801VX)を 接続 しLAN(LocalErea

Network)を 構 成 した。 ま た、 書画 台1台 と大 型 カ ラー テ レビ2台 を設 置 して あ る。

書 画 台 で は手書 きの用 紙 を 映 し出す こ とが で きた り、 ビデ オ放 映 、 さ らに 、パ ソ コ ンの 画

面 を テ レビに表 示 す る こ と もで きる。 構成 図 は次 の通 りで あ る。
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l
N2

ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 構 成 図

RS・232C
システム・コンソー鳥

ClT50+

巨
CEN↑ROMCSl!F

HVHE131DONHVHE204-2HVHE204-2ト1VHE316HVトIE410岡V筒E707A

日 H4024(WCG付)

1[ト4/1＼

___{]CH1シ リアハ ◆イン9一 フェース

チ†袖 分 配 器
CH2

〔〕
中 央 演 算 処 理 装 置

CPU:HC68020[16HHz]

梱U:H68KV朋B・851

FPU:HC68881[16nH2]

主 記 憶 装 置

容 量:2MB

DualPorい ㎞ory

主 記 憶 装 置

容量:2MB

DualPortH㎝ory

1/0チ$ネ 鳥

イン,一 フェース

ヂ ・ア見CH1[十 一

ハ◆ラレ月ボ ー}CH2

/＼ /＼

＼/

/＼ /＼

＼/

/＼

＼/

/、
r＼/＼

＼/

/、
VXH32

一

〈VMEB・ ・ 〉

岡V岡E320A

/＼
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/＼

＼/
HVHE350

/＼

＼/
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/＼
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NVB-001
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テ"イ スう制 御 装 置

1/F:S↑506/412

S肋 制 御 装 置

1/F:S岡D/CHD

cnT制 御 装 置

1/F:OlC-02

1/0制 御 装 置

CPU:HC68000

ネットワーク制 御 装 置

LDHO⊂ ト ーー－

LOHI[}一 ー－

LDH2ロ ー ー ー －

LDH3ロ ー ーー一

川GHUAV

/＼

ST506/412Bus

/＼ /＼

*LOH:LANDATAOIC-028us

一

○ QD) 〉

VD480-1450×21
肝 一2ST/45D

51NCH2DD/2HDFDD

Forraatted:640KB

81NCHSMD

Unfor簡atted:510.3MB
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グラ ス ダ 型TDK TUTORシ ス テ ム 構 成 図

ts・232C円

"4e2"KCGN)
CE川0田CSI〃一 [F::;::=-LL]pa‖1

ホスト・コンピュータ

ModelglOO

標 準 端 末

LO‖O

L川

tD12

LD‖3

}ポロジ(篇 影8)… …バ戊璽

伝遥媒体 同軸ケーアル(750)

最大ノーF(埴 末)数 …122台

割白割当方式… …一一集中§理方式(∀ ルーアホーリング)

データ転竃速度"・ ・"2,25蘭 〔ッ}/8豹200‖ パイ}/8

変電方式 ペースバンF方 式 マンチェスタ符号

誤り検出方式…"一 一垂直パリティ(ハード)+チ ェックサム(ソ フト)

`送 阜`バ ケツ}方 式

アロ}コ ル……一"一 下位レイヤ:lBM3270ア ロトコル8奥 ‡

上`レ イヤ:TUTOR方 式 端 末31 端 末32

端 末20

端 末40



ー

N
O
ω
ー

オ フ◆シ ョ ン

M4024({J)O)

[}

NM-9900({」 クD)

[}

端 末 構 成 図

(フ'リ ン タ)

NM-9900[カ ラーtフ。ション{寸](カ ラー)

[}

NM-9950(カ ラー/モJクa)

[}

CENTReNICS1/F

DIG|TALRGB

オ フ'シ ョ ン

14イ ン チ ・カ ラ ー

デ ィス プ レ イ

RS-232C

DtGITALRGB

ANALOGRGB

RS・232C

PRINTER

ACOUT

PC9801シ リーズ

ヒ、テ^オ ・テープ。◆レ〕-9.

VTRBR-2500

口

VTR]ン ト0一 ラ

CVC-31□

RS-232C

ー
口
口
『

了

SlO2

SIOI

NIU

BOOT

&

SIO

タ ッ チ ・パ ネ ル

キー ボ ー ド



4.2.3ソ ス トウ ェア構 成

CASLシ ミュ レー タは ホ ス トコ ン ピュー タに あ るが 、た ち上 げ時 に端 末側 へ 送 信 され

るた め、 ア セ ンブ ルや実 行 は端 末で 行 わ れ る。 この た め 、使 用 人数 が 多 く と も、 レス ポ ン

ス タイ ム は同 じで あ る。CASLシ ミュ レー タの 構 成 は次 の 通 りで あ る。

DIR

コマ ン ド

受付 ・解析 CRE

DEL

ア セ ンブル(リ ス ト印 字)

実行(リ ス ト表示)

実行(リ ス ト出力)

トレー ス(レ ジス タ表 示 型)

トレー ス(ソ ー ス表 示型)

レジス タ初期値設定

ソご ス名変更

終了
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チ ェ ッ ク

↓ 、

caslcl caslc2 caslc3 caslC4

コ マ ン ド 、

受 付 画 面
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受 付 画 面
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、
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256B
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デ ィ レ ク ト リ イcasls.dr

デ ー タ セ ッ ト 名sampleO1.da
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4.3テ キ ス ト開発

本 システ ムは、従来のCAIの よ うに、何か ら何 までCAIに 乗せ るとい うことはせず 、

従来方式のテキス トの方が良 い部分 はテキス トにまかせ、テキス トが不得手 な ものをCA

Iが 担当す るという方針で作成 してい る。

このため、テキス トとCAIシ ステムの組合せで、完結 した システムとなっている。

4.3.1テ キ ス ト開発 の 方 針

テキス ト開発の方針 は次の とうりである。

1)CAIの 不得手 とす る文章説明をテキス トが分担す る。

2)予 習復習のため、テキ ス トのみで も学習を進 め られ る。

3)CAIジ ステムと連動 した豊富 な例題、練習問題を持 ち、例題 と練習問題 の解答練

習の積み重ねで学習を進め られ るよ うにする。

従来のCAIシ ステムでは、すべてをCAIに 乗せて しまい、テキス トを伴わない、 も

しくは、テキ ス トがあって も、操作説明程度で、学習用 と して は使用 しない傾 向があるよ

うで ある。

このため、文章説明などを長 々と表示 している システムをよ く見かけ るが 、あま り字数

を表示で きないパ ソコンのデ ィスプ レイで文章説明をむ りや り見せるや り方 は、学生の学

習意欲を減退 させ、む しろ逆効果 といえる○

したが って、本 システムでは、現在のCAIの ハー ドウェアが不得手 とす るもの は、む

りにCAI化 せず、文法や アル ゴ リズムの説明、練習問題文など文章説明が多 く、学習中

に任意に参照 した くなるよ うな内容 はすべてテキス トの役割 と した。

また、CAIシ ステムのないところで も学 習で きるよ うに、テキス ト単独で も使用で き

るよ う考慮 した。

4.3.2テ キ ス トの 構 成

テキス トの構成 は次の通 りであ る。

第1章 アセ ンブラ

第2章TUTOR・CASLシ ステムの操 作 とプログラ ミング

第3章CASL例 題集

第4章 試験問題集

第5章CASLの 命令

ここで、第1章 は、プ ログラ ミングシステム、電子計算機 の構成、2進 数、補数 などで

あ り、アセ ンブラを学ぶ上で最小限必要な情報処理の知識 について理解 する ことを 目的と
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す る。

第2章 は、CASLの 簡単 なプログラムを例 と して操作の解説が されている。 この章の

解説に従い、実 際にCAIシ ステムを操作 しなが ら操作方法を習得す る。

第3章 は、CAIシ ステムと連動 したCASLの 例題が易 しい順 に出題 されて いる。 こ

れ らのプ ログラムを実際にCAIシ ステ ムを使用 し、動作を確認 しなが ら学 習す る。

各例題 ごとに演習問題があ り、この解答をCAIを 使用 して行 う。

第4章 は、実 際に情報処理技術者試験に出題 された問題や 、予想問題が出題 されて いる。

これ らの問題 のプロ グラムもCAIに 格納 されてお り、解答の正誤をCAIに よ り実際に

動作させて確認す る。

第5章 は、CASLの 命令 について解説 している。第2章 ～第4章 の学 習中に不明な命

令があった場合 に、その都度参照する。

第3章 の例を図4.3.1.1に 示す。

第4章 の問題 と格納 されているプ ログラムの例を図4.3.1.2に 示す。

第5章 の例を図4.3.1.3に 示す。

【例題2】 シス ト命 令 を用 い た倍数 計 算

A×10の 計 算 結 果 をB番 地 に求 め る。 ただ し、A=110と す る。

10倍 を求 め る に は、 元の 値 を8倍 した もの と2倍 した もの を加 えれ ば よ い。 す なわ ち、

元 の値 を α とす る と8× α+2× α=10× αで あ る。

[フ ロ ー チ ャ ー ト]

|

(MLP)
1

GRO←A

1

}GRO-GRO・2
1

B-GRol
1

GRO-GRO・4i-一 ーー一…[GR・-A・8

1

GRO←GRO+Bl
I

ト

B←GRO}
}

1

(STOP)
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[プ ロ グラ ム]

010MLPSTART

020

030

040

050

060

070

080

090A

lOOB

llO

LD

SLA

ST

SLA

ADD

ST

EXIT

DC

DS

END

GRO,A;GRO'にA番 地 の 内容 を 入れ る

GRO,1;1ビ ッ ト算術 左 シフ トし2倍

GRO,B;・B番 地 に格納 す る(GROの 内容 はそ の ま ま)

GRO,2;2ビ ッ ト算 術 左 シ フ トし4倍(ト ー タルで3ビ ッ トシフ トで8倍)

GRO,B;B番 地 内容(2倍 した値)を 加 えAの 元 の 値 の10倍

GRO,B;GROの 内容 をB番 地 に格 納 す る

110

1

[デ ー タ]

A番 地 に110がDC命 令 で 設定 され て い る。

[実 行結 果]

B番 地 に1100が 入 る。

○ 問 題1(A+B)×9の 計 算 結 果 をC番 地 に求 め るプ ロ グラ ムを作 れ 。 ただ し、

A=-20、B=50と す る。

○ 問題2A×9+B×3の 計 算結 果 をCに 求 め るプ ロ グラ ムを作 れ 。 ただ し、A,Bは

各 自で 設 定す る こ と。

図4.3.1.1第3章 の 例

問8次 のCASLプ ・グラム中の[=]を 助 てプ・グラムを完成せよ・

[プ ログラムの説明]

カー ドにせん孔 されている英文の文章 を読み込み、右端 をそろえ るため後 ろにある空 白

を各単語間 にで きるだけ均等 に配分す るものである。

(1)英 語の文章 は1枚 の カー ドにせん孔 されてお り、80文 字 とす る。

(2)単 語の切れ 目は1個 の空 白 とす る。

(3)カ ー ドの最初 は必ず単語がせん孔 されている。

(4)1枚 の カー ドには1個 以上の単語がせん孔 されている。

(5)英 数字、空白以外の記号 は全 く使 われて いない もの とす る。

(6)あ らか じめTABLE番 地以降40語 の領域に0,0UTBUF番 地 以降80語 の領域
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に空 白が 入 って い る。

[プ ロ グラ ム]

010PROGSTART

㎜

㎜

⑩

㎜

㎜

㎝

㎜

㎜

㎜

田

㎜

即

㎜

皿

刷

m

㎜

㎜

㎜

㎜

捌

却

脚

蹴

捌

㎝

㎝

⑳

㎜

細

脚

鋤

L1

L2

A

A

A

A

Z

A

A

P

A

A

N

E

E

E

T

D

P

N

D

P

N

T

M

E

E

I

L

L

L

S

L

C

J

L

C

J

S

J

L

L

INBUF,INLEN

GR1,0

GR2,0

GR3,0

GR3,FLG

GRO,INBUF,GR3

GRO,SPACE

L3

GRO,FLG

GRO,CO

L2

GR3,INLEN

L5

GR1,GRl

GRO,0

L3

L4

L5

P

A

Z

A

A

A

A

Z

A

B

A

M

D

P

N

E

E

T

E

P

N

E

U

E

T

J

L

C

J

L

L

S

L

C

J

L

S

L

S

－
L4

GRO,FLG

GRO,CO

L4

GR2,1,GR2

GRO,l

GRO,FLG

GR3,1,GR3

GR3,INLEN

Ll

GR1,80,GRI

GRLINLEN

GR2,-1,GR2

GR2,WORD

〔=====二 二===]
LEA GR2,0
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袈

裟

裟

㌃

袈

裟

鴛

裟

㍑

㍑

謝
謝

罵

㍑

㌫

㍑

㌫

㎝
㍑

加

L6

L7

L8

L9

L10

㎜
温

州
㎜
㎜
㍑

㎜
㌫

㍑

㎜
㎜
㎜
㌫

GR1,0,GRl

Lg

GR2,WORD

L8

GR2,Cl

GR2,Cl

L7

GRO,l

GRO,TABLE,GR2

GRO,TABLE,GR2

GR1,-1,GRl

GR2,2,GR2

L6

GR1,0

GR2,0

GR3,0

GRO,INBUF,GRl

GRO,SPACE－
Lll

ST

LEA

JMP

ADD

GRO,OUTBUF,GR2

GR2,1,GR2

Ll2

GR2,TABLE,GR3－
L12 LEA GR1,1,GRl

CO

Cl

SPACE

OUTLEN

INLEN

WORD

FLG

TABLE

JNZ

OUT

EXIT

DC

DC

DC

Q
d

S

S

Q
O

S

D

nU

D

D

D

L10

0UTBUF,OUTLEN

,

O

l

,

0

0

8

1

1

1

4
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710

720

730

INBUF

OUTBUF

DS

DS

BND

0

0

8

QO

図4.3.1.2第4章 の 例

く ロー ド、 ス トア命 令 〉

レ ジス タ と記 憶場 所 の 間 で デ ー タの転 送 操 作を行 う命 令 、 プ ログ ラ ム中で 多 用 され る。

●LD命 令(ioad)

【機 能 】

記 憶場 所 の内 容 をGRに 設 定 す る。

【書 き方 】

[ラベル名] LD GR,adr[,XR]

【説 明】

オペ ラン ドで指定 した実効 ア ドレスの内容を、指定 したGRに 設定す る。

【例 】ABC番 地の内容をGROに 設定す る。

LDGRO,ABC

LD命 令実行前

pc[コ

FR[-

GR・[亘 コ

GR1[二]

GR2[=コ

GR3[コ

GR4「 コ

記憶場所

AOOO

.

・

ア ドレス

0

1

2

ABC番 地

65535
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LD命 令実行前

pc[コ

FR[コ

GRO[]亟]

GR1[==]

GR2[コ

GR3[ニ コ

GR4[コ

記憶場所 ア ドレ ス

0

1

2

ABC番 地

65535

【プ ロ グ ラ ム 例 】

PGMSTART

LD

ST

EXIT

ADC

BDS

END

A番 地の内容をB番 地 に格納す る。

GR2,A

GR2,B

00

1

図4.3.1.3第5章 の 例

4.4評 価

4.4.1シ ステ ムの 利用 形 態

本 システ ムは個別学 習型CAIで はな く、集合教育 の中で併用す るシステムである。実

際の授業での利用形態 と して は、1周4コ マ(1コ マ90分)の アセ ンブラの授業で・周2

コマ利用 してい る。学習の進度 に応 じて次のよ うな使用方法を考 えた。

(1)学 習初期段 階

(ア)始 めてパ ソコンに触れる新入生を対象 と しているので、入室の方法 やマナ

ー、CAIル ームの使用上の注意点、パ ソコンの名称、パ ソコンの基本 的な

使用方法などを ビデオに作成 し放映す る。(CAIル ームで放映可能)

(イ)最 初の2週 間(4コ マ)は 打鍵練習を行いブライン ドタッチがで きるよう

にする。

(ウ)CPUの 動作を図解 トレースを用い、 レジスタの役割や主記憶の使 われ方、
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デー タの流れを理解 させる。

(2)学 習注記段階

(ア)教 師 は学習の進度 にあったサ ンプルソースを システムか ら取 り出 し、大型

モニ タテ レビ2台 に表示 し、説明を加える。必要 に応 じ、LANで 学生 に配

布 し実際に実行 させてみ る。

(イ)週2コ マの座学で講義 した内容 にっいて、課題 を出 しプ ログラ ミングさせ

る。

(ウ)デ バ ッギ ングツールについて説明 し独 自でプ ログラ ミングで きるよ うに指

導す る。

(3)学 習後期段階

(ア)情 報処理技術者試験に照準を合わせ、問題演習を行 う。問題は穴埋め方式

で システムに登録 してあるので、学生 は問題 を解 き実際に実行する ことがで

きる。

(イ)情 報処理技術者試験後 は難易度の高 いプ ログラム課題 を与え効率のよいプ

ログラ ミングがで きるよ うに指導する。

本校 のCAIル ームの構成 は次の通 りである。

CAIル ー ム の 構 成 図

PC9801

VX41

教 師 用

モニ9吋V

学 生 用

モニ9・TV

学 生 用

モニ9-TV

CAI制 御 用

ミニ コ ン ピ ュ ー タ

PC9801

VX41

PC9801

VX41

PC9801

VX41

PC9801

VX4!

PC9801

VX21

PC9801

VX21

PC9801

VX21

PC9801

VX21

フ。リン9

切 替 期

一遷o与

一く ヅ
一 ㌫
1

で!Ol卜

一ぽ 斗

NH-9950

ONECPC980VX4×5台

ONECPC9801VX21x55台

ONECNM-9950×19台
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4.4.2効 果

本 システムの効果 について学生側か らみた効果 と、教師側か らみた効果 について考察 し

てみ る。

(1)学 生側か らみた効果

(ア)打 鍵練習でパ ソコンに馴染 むことがで きる。

(イ)デ バ ッグ機能が豊富かつ、操作が簡単 なため、デバ ック時間が短縮 した。

(ウ)操 作が簡単であ る。 また、 コマ ン ドを忘れた場合 はHELP機 能で簡単 に

調べることがで きる。

(エ)操 作 の容易性 か ら、 「パ ソコンを使 いこな した」 とい う自信がつ く。

(2・)教 師側か らみた効果

(ア)サ ンプル ソースが システムに組み込まれて いるため、授業の準備が楽 にな

った。

(イ)図 解 トレニ スを使用 し命令の説明を簡単 に説明す ることがで きる。

(ウ)書 画台を利用することによ り、 ビデオ、書類、パ ソコン画面の表示が簡単

に利用す ることがで き、多彩な説明がで きる。

以上の効果の中で 、特 に効果がある と思われ る点 は、デバ ッグの豊富な機能 である。学

習初期段階で多用する図解 トレースは学習中期段階で はあま り使用 されな くな り、代 わ り

に画面 トレースが多用され るよ うにな る。 また、学習後期段階で は、バ ッチ機能な どでテ

ス トラ ンするケースが増 えてお り、各学習 レベル にあ ったデバ ッギ ングツールが用意 され

て いる。 このことは学習者 の意欲を継続す るという効果が あった。

4.4.3問 題 点

本 システムは稼働後1年 を経過す るが 、その間に修正を加え、よ り使いやすい ものに改

良 してきた。現在抱えて いる問題点は次 の通 りで ある。

(1)現 在、 ソー スプ ログラムの ステ ップ数を100ス テ ップに制限 して いる。 この ステ

ップ数の検討。

(2)エ デ ィタ上で使用で きる文字 に制限がある。

(3)エ デ ィタ上で カーソルキーが別の機能 に割 り当て られてい るので使いに くい面が

ある。

(4)問 題演習の誤答分析がで きるよ うに学習デー タを収拾で きないか。

(5)教 員 と学生が1対1で 通信で きないか。

4.5今 後 の課題

4.5.1シ ステ ムの 改良 点
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今後考え られ るシステムの改良点は次 の通 りであ る。

(1)演 習問題 に簡単な ヒン ト画面を設 ける。

(2)数 ステ ップで実現で きる簡単 な基本的 アル ゴリズムの例題を作成 し、演習問題を

組み込む。

(3)シ ミュレー シ ョン結果をプ リンタに出力する。

(4)OUT命 令の結果を連続 して表示するよ うにす る。

(5)タ イプ コマ ン ドを追加す る。

4.5.2学 習 デ ー タの収 集

現在 、学習データと して収拾 して いるのは、各 レッス ンの学 習時間だけである。今後、

次のよ うな学習 データを収拾 したい。

(1)演 習問題の誤答例を収拾 し、間違 い易い箇所を分析す る。

(2)図 解 トレース、 トレーサの使用頻度 と使用時期

4.6CAROLと の 併用

4.6.1ね ら い の 違 い

本校で も、CAROLの コースウ ェアを平成元年度か ら稼働す る予定であ る。現在の ク

ラスタ型CAIと は別にパ ソコンLANを 構成す る。

CAROLのCASLコ ースウェアは個別学習を主体 とし自学 自習形式であるのに対 し、

本校での シミュレーシ ョン型CAI/CASLシ ミュ レー タは、教 師が集合教育 を実施す

る際に使用 する システムであ る。

4.6.2指 導 面

併用利用の仕方 として は、授業で はシ ミュ レー ション型CAIを 使用 し、補講や習熟度

の高い学生 に対 し使用す る。

5調 査研究のまとめ

5.1目 的

ア セ ンブ ラ教 育 の た め の効果 的 な シ ミュ レー シ ョン型CAI/CASLシ ミュ レー タを

開発 す る。 開発 に 関 して は次 の点 に考 慮 した。

(1)デ バ ッ ク機 能 を使 いや す く、 かっ 豊 富 にす る。
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(2)実 行で きる問題演習を システムに組み込む。

5.2実 施

ス1;㌶ 亡煕 発により'.システム開発を行った.ま た'本 システムに連携 したテキ

5.3成 果

学生がパ ソコンに慣れ、理解が早 くな った。また、情報処理技 術者試験の合格率がよ く

なった。 また教師は授業の準備が楽 にな り、豊富なメデ ィアを使用 し、授業がで きるよ う

になった。

5.4今 後の課題

システムの改良を行 いさ らに使いやすいシステムを構築す る。また、学習デー タと して 、

誤答分析を行 い教育効果を高める。
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第5部 第2編

「や る 気 」 の 実 態 調 査
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1.調 査研究テーマ

「専門学校生におけるや る気の実態調査」

2.調 査研究担当者

教務課 横山 宏

3.調 査研究の概要

3.1ね ら い

専門学校生 は、専門知識や技術 の習得、それ らの資格取 得 という明確な 目的を もってい

る。 このよ うな学生 と接す るとき、教師は膚で学生達 のや る気を感 じ、それに応えよ うと

す るのであ る。 しか しなが ら、そのようなやる気 は、学 生個人の心 の中の ものであ り、ま

た、授業の雰 囲気であ った りして実態 は分か っていない。

そ こで、 これ ら勉学 のやる気をなん らかの形で把握 し、 さらに、それ らを教員や学生 に

フィー ドバ ックで きれば、 日常の指導 に利用す ることがで き、また学生 はやる気の 自己管

理に役立て ることがで きる と考えた。

なお、ここでの調査方 法は、大阪電気通信大学 の石桁正士教授が開発されたIGF法

(lnnerGraphicFormulamethod)を 用い る。

3.2構 成

(1)IGF法 で使用す るや る気調査用紙 に、やる気の カーブを描 いて もらう。

①記入方法 は、学年初めの4月 より1ヶ 月単位(上 旬、中旬、下旬)で 縦軸 にや

る気の強 さ(%)を 記入させ る ものである。や る気の強 さは、学生 自身が過去

の記憶を思い起 こして最 もや る気を起 した時の状態を100(最 大値)と し、そ

の逆の場合を0(最 小値)と す る。

②次に専門学校 の2年 間(2年 制の場合)の や る気の強 さを カーブの形で記入 し

て もらう。

③ さらに、や る気を起 こ した時の理由や、やる気 を無 くした時の理 由 も書 いて も

らう。

(2)こ れ らの調査か ら得 られたや る気 カーブを類別 し、や る気を起 こした り無 くした

りす るのに特徴があ るかを調べ る。

(3)ま た、やる気を起 こ した理 由 と無 くした理由にっいて も調査 し、その特徴 をまと

める。

(4)こ れ らのデータを、今後の学生指導に役立て る方 法につ いて検討す る。
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4.調 査研究の内容

4.1や る気 の調 査

4.1.1調 査 方 法

や る気 は、現代心理学 において動機 づけの面か ら研究されていて、達成動機 、成長動機 、

欠乏動機な ど多 くの面が解 明されてい る。 また、調査方法 もTAT方 式(達 成動機測定法)

やMAAT(学 習動機診断検査)な ど数多 くの ものが ある。

ここで は、や る気 というきわめて主観的な ものを、主観 的に、かつ数量的に調査で きる

方法 として考え出 されたIGF法 で調査を行 った。 これ は、図4-1-1や 図4-1-2

に示すよ うな グラフ用紙 に自分の過去のや る気を思い出 して、やる気のカーブの上下を描

いて もらうもので ある。

IGF法 の グラフ用紙の横軸 は時 間経過であ り、縦軸 は自己のや る気 の強 さである。 目

盛 の100は 、過去の 自己のや る気が最高であ ったときの状態を表 し、0は 最低の状態を表

す。 ・

IGF法 で は、すべて 自分の記憶にたよって過去のや る気を思い起 こ して もらうことを

前提 としている。過去の客時点でのや る気の高 さを グラフ用紙 にカーブで描 いて もらうこ

とで、被験者 は自己のや る気 カーブを直視す ることになる。 これ は、被験者が 自らや る気

の高 さ、低 さを確認 して いることにな る。

また、や る気 カーブが上下 す るときには、その理 由が存在するはずなので、調査用紙に

あ らか じめ理由の候補 を列挙 してお き、それを記号で選択 して もらっている。

このIGF法 は、被験者の心の中の もの も表現す るので 、個人のプライバ シーの保護 に

は十分配慮が必要であ る。調査では、学生諸君 に、調査内容 は個人名をつけて絶対 に公表

しないこと、研究や カウンセ リング以外 に使用 しないこと、特に成績 とは関連 させない こ

とを約束 してい る。

4.'1.2調 査 の 実 際

本校の2`年 制に在学す る学 生 にたい して、2回 の調査を行 った。調査用紙 は、1回 目が

図4-1-1(1年 間用)に 示 す もので、2回 目が図4-1-2(2年 間用)に 示す もの

であ る。

今回の調査で は、や る気 カーブを グラフ用紙 に描 いて もらった後に、コンピュータ処理

のためにそのカーブをマー クカー ドに転記 して もらうことを行 っている。1回 目の調査 は、

いわば転記の練習 と、や る気を思い起 こす練習 とを兼ねている。 したが って、過去のや る

気 の調査対象期 間は1年 間と して いる。

また、2回 目の調査では、入学 してか ら、最後の授業 までの2年 間についてや る気を思
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い起 こ して も らって い る。 それ らの記 憶 を よ り正確 に思 い起 こ して も らうた め に、2年 分

の年 間行 事 ス ケ ジ ュー ル(図4-1-3、 図4-1-4)と 、検 定 試 験実 施 日の ス ケ ジ ュ

ール(図4-1-5 、 図4-1-6)を 配 布 して い る。

表4-1-1と 表4-1-2に 調 査 内容 を示 す。 また 、や る気調 査 で の マ ー クカー ドの

記 入方 法 を 図4-1-7に 示 し、 や る気 の調 査 の注 意 点 を図4-1-8に 示 す 。

表4-1-1調 査 内 容(1回 目)

調査 日:1988年12月12日 ～15日

2年 生の卒業研究 中間発表終了時点

調査対象期 間:1988年1月 ～12月

調査用紙:や る気調査用紙1年 間用(図4-1-1参 照)

調査用紙:情 報 システ ム科2年 生71人

情報経理科2年 生28人

表4-1-2調 査 内容(2回 目)

調査 日:1989年2月13日 ～17日

2年 生 の最終授業 「業界研究」

調査対 象期間:1987年4月 ～1989年3月

調査用紙:や る気調査用紙2年 間用(図4-1-2参 照)

調査人数:情 報 システム科2年 生66人

情報経理科2年 生30人
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学理1
勉 学 の や る 気 の 調 査

(注)1)… この調査は、あなたの過去の勉学のや る気の程度 を調べ るものです。気楽に記入 して下 さい。

2)… 過去の記憶 を頼 りに、自分の最 もやる気 を起こしたときの状態 をやる気100%と 考えて下 さい。

自分の最 もや る気のなかったときの状態 を0%と 考 えて下 ざい。 その上でグラフに各時点でのや る気 を(%)で 示すカーブを

描いて下 さい。カーブを描くとき、絶対にものさしや定規 を使用 しないで下 さい。

3)… やる気カーブが上昇、下降した場合の理由を下記の項 目より選 んで引出線(→)と 共に記号で示 して下 さい。

なお、下記の理由に該当しない場合は空欄に理由を簡単な文章で記入して下 さい。

こ れ までに最 もや る:気を起 した と きは いつで した・か。

の と きで した。

こ'の ときの や る気倍100%と 考 えて下 さい。

LU)学 校生活に慣 れたから

MU)休 暇中だったから

NU)人 間関係(恋 愛、友人、教師、家族など)の ため

〔やる気 を起こした理由〕

A)新 しい気持でスター トしたから

B)学 校生活に夢や期待をいだいていたから

C)各 種の資格(免 許など)を 取得したいと思 っていたから

D)授 業について行こうと思 ったから

E)定 期]式験があったから

F)授 業 に興味がもてたから

G)入 学試験 があったから、入学試験に合格 したかったから

H)講 習や補習があったから
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LD)学 生生活 に慣 れたから

MD)休 暇中だったから

ND)人 間関係(恋 愛、友人、教師、家族 など)の ため

R)勉 強がいやになったから

S)入 学で きて安 心 したか ら

これまでに最もや る気 をな、くしたときはいつで したか。

の と きで した。

この と きの や る気 をO〆%と 考 えて下 さい 。

〔や る気 をな くした理由〕

Z)授 業に興味をもてなかったから

Y)授 業がむつかしくて面白くなかったから

X)体 調がすぐれなかったから

W)定 期試験 が終 ってほっとしたから

V)授 業以外のもの(クラブ、文化祭、体育祭など)に関心をもったから

U)就 職のことで悩んだから

T)人 学試験 が終 ってほっとしたから一ー コ〔 コ
情報心理学研究室

図4-1-1 や る気調査用紙(1年 間用)
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査 (注)

調査 年 月 日|学 校名

1)… この調.査は、あなたの過去の勉学のやる気の程度を調べるものです。気楽に記入して.ドさい。

2)… 過去の記憶 を頼りに、自分の最もやる気 を起したときの状態 をやる気1(}0%と 考えて'ドさい。 自分の最 もやる気のなか

ったときの状態 をO%と 考 えて ドさい、,その1:で ク'ラフに各時点でのやる気を(%)で 示すカーブを描いて下 さい。

3)… やる気 カーブが 上}f、下降 した場合の理由を下記の頃日より選んで引出線(→}と 共に記号で示 して下 さい。

なむ、.ド記の理由に該当しない場合は空欄に理由を何日tな文章:で記人して下 さい。

ζれまでに最もや る気を起 した ときはいつで したか 。

一 ・・き….
この と きの や る気 を100%と 考 え て ドさい。
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〔やる気 を起こした理 由〕

A)新 しい気持で スター トしたから

B)学 校生活に夢や期待をいだいていたから

C)各 種の資格(免 許など)を 取 得したいと思っていたから

D)授 業について行三 うと思 ったから

E)定 期試験 があったから

F)授 業に興味が もてたから

G)入 学試験 があったから、入学試験に合格 したかったから

H)講 習や補習があったから

LU)学 校生活に慣れたから

MU}休 暇中だったから

NU)人 間関係(恋 愛、友人、教師、家族など)の ため
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LD}学 生生活に慣れたから 〔やる気をなくした理由〕

MD}休 暇中だったか らZ)授 業に興味をもてなかったか ら

ND)人 間関係(恋 愛、友人、教師、家族など)の ためY)授 業がむつかしくて面白くなかったから

X)体 調がす ぐれなかったからS)入学で きて安心 したから

W}定 期試験が終ってほっと したからR)勉強がいやにな
ったから

V)授 業以外のもの(ク ラブ、文化祭、体育祭など)に 関心 をもったから

ζれ まで に最もや る気をな くした と きはい つで したか・U)就 職のことで悩んだから

のときでした。このときのやる気 を0%と 考 えて下 さい。T)人 学試験 が終 ってほっとしたから

・

学年 学科名
学生
番号 名 前 男 ・女 卒研室名 ク ラブ名 体育系 文化系

図4-1-2 や る気調査用紙(2年 間用)

情 報 心 理 学 研 究 室
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62年 度 検定(国 家)試 験受験予定一覧

和歌山 コンピュータビジネス専門学校

■

月 日曜 日 試 験 名 システム科 情報処理科 情報経理科 OAビ ジ ネス

6/14・ 日 日商簿記検定
一一 一一 3級

1300

一

6/21・ 日 秘書検定
}一 } 一ー一 一 2級 、3級

33002200

7/12咽 日商 ワープ ロ検定 一 ー 一 一 一 －F 3級
5000

7/19・E マイコ ン検定 4級
3000

4級
3000

4級
3000

一

9/6・ 日 情報処理能力検定 3級
2000

3級
2000

一 一

一

9/26・ 土 全 ビジワープ ロ検定
一 ㎜ 一一 (3捌

9/27・ 日 全経 税務所得税 一一} 一 一 3級
800

一 一

10/4・ 日 日商 ワープロ検定 一 一} 一 一 一 2級
6500

10/18・ 日 情報処理技術者試験 2種
3500

(2種)
…

－

ll/8・ 日 日商英文タイプ検定 ㎜ 一一 一 一 一 D級(E級)
】600

11/15・ 日 日商簿記検定 3級
1300

3級

1300

2級
1700

(2級)3級

1300

11/22・ 日 全経 簿記検定 一一ー ー一 一 3級
800

一 一 2級

〃 秘書検定 一 一 一 (2級,3級)

12/6・ 日 マイコン検定 3級(4級)
3000

3級(4級) (4級) (3級)

〃 日商 ワープ ロ検定 一 3級
5000

一 (3級)

1/30・ 土 ペン字検定 一 一 一 一 2級(3級)

2/7・ 日 情報処理能力検定 2級

2000

2級(3級)

2000

2級(3級)
2000

一{

一 ーーー 一

2/14・ 日 全経 税務法人税 一一 一 一 3級
800

一}

〃 全 ビジ英文 タイプ 　 一 一 一 一 一 一 一 一 2級(3級)

2/21・ 日 全経 簿記検定 }・ 一一一 一 一 1級
2000

一

i4/17日 1情 報処理技術者試験: 2種 2種,,2種i-一,

図4-1-5検 定 試験 予 定 表(62年 度)
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」 召相 互.a互 度 度」睡ミ.鐘三一量式 堕.予 定 表__(金 程)一_ 昭和63年3月22
日

和歌山 コ ンピュータビジネス専門学校
一 一 一 ー 一一

日 付 試 験 名
(曜 日) (会 場)

一 一参 ≡,一

4/17 情報処理技術者試験
(日) (大 阪)

6/5 銀行業務検定 財務
(日) (和歌山市立西中学)

6/12 日商簿記検定
(日) (県 立和歌山商業)

一 一

6/26(日) 秘書技能検定(本 校)

7示 討 哺 ニ プi(本ili)
→ 一一 … 一一一一… 一ー ーーー7/13(水)販売 士 検 定(和歌 山)

7/24マ イ コ ン検 定

(日)(本 校)

9/4情 報処理能力検定
(日)(本 校)

全 ビジワープ ロ(本 校)

システム科

2年1年

(2種)

(2級)

(1級)

(2級)4級

(1級)(3級)
… 一ー一←

情報処理科
]年

3級
(2級)

(3級)

(2級)
1級

級
級
3

2

4級

(3級)

級
級
3

2

(2級)(3級)

情報経理科
2年1年
一 一十 一

(2種)一

3級

(2級)

1級

一

－

L
「

3級
(2級)

OAビ ジ ネ ス

1年

_↓.一_.

3級

日商 ワープロ(本 校)

10/16情 報処理技術者試験2種
(日)(大 阪)or1種

10/23銀 行業務検定 法務
(日)(和 歌山市立西中学)

2種

2級

(2級)

(2種) 2種

3級

(2級)

3級
(2級)

3級(2級)

3級

日商英文 タイプ(本 校)

1頸日商薄書己}夷定県立和歌山商業)
(2級)
(1級)
3級
(2級)

2級
(3級)

(3級)

(1級) 2級
(3級)

(2級)(3級)

必書技能検定(本 校)

12/4(日)日 商 ワー プm(本 校)

マイコン検定

(本

1/22全 高簿記検定

(日)(本

2/初 旬

ベ ン字検定(本 校)

"ジワープ ロ(本 校)

艮処理能力検定
本 校)

(2級)

(1級)

(4級)

(3級)

(3級)

(2級)

3級

(4級)

(3級,2級)

十一 ーー一一
(3級)

(2級)

及)(3級)

2級3級)
(3級)2級)

2級

E級(D級)

(3級)

(1級) 1級

(2級)

2級(3級)

又 は

(2級)(3級)

2/5

(日)

(2級)

(1級)

(3級)

斗
(2種)2種

(2級) 2級
(3級)

(3級)

(2級)

3級(4級)

(2級)(3級)

2/22(水)己 士検定(和 歌山)
一ーー 一十 一ー 一 一

4/16(日)情 報処理技術者試験

._」.竺.___堕

(2種)

(3級)

(2種)己)

_」._⊥.___

()は 料金別途徴収 となります。

図4-1-6検 定試 験 予定 表(62年 度)
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や る 気 の き周 査 マ ー ク カ ー ド記 ぺ怯

えんぴつ,シ ャープペン 使用のこと

1.担 査用紙にやる気のカーブを書き終わったら,下 記のように2桁 の整数でやる気 を表 して下さい。

2.マ ークカードはn枚 使います。1枚 目をNO.1,2枚 目をNO.2,3枚 目をNO3… とします』

3.n枚 ともマークカードの裏面に 学年#5th学 生番号,名 前 カードのNO.を 叡'て 下さい。

4・NO・1カ ードの第1カ ラムから第8カ ラムに学年 鰍 学生番号を先生の指示 に従ってマークして下さい。

5麟 竺籏 だ わ・"・`5.その次の塀 ～ ・ン・マークを・・rt下ざV o」 ・・　 … 口座

6.グ ラフは2桁を読み取って,指 示されたカラムにマークして下さい。
0%→00
5%→05
gg%→99と マークして下さい。
100%→99

設 ㌫ 禦 窪鷲 塾 熟 讐 偏しカ。をよくはら。て麺 下さ、、
9・やる気ダラフが上黒 下降した場合の理由を引出線(→)と 共に記号で示して
下さい。なお.該 当しない場合は空撤こ理由を簡単な文6時 己大して下さい。
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)
)
1
2

)
)
3
4

5)

6)

やる気の調査の注意点
この調査は、あなたの過去のやる気の程度を調べるものです。あまり深刻に考えず気楽に記入して下さい。

過去の記憶を頼りに、自分の最もやる気を起こしたときの状態をやる気最高値と考えてください。

自分の最もやる気のなかったときの状態をやる気最低値と考えて下さい。その上でグラフ用紙に各時点でのやる気を

示すカーブを描いて下さい。

カーブを描くとき、絶対にものさしや定規を使用しないで下さい5

やる気を起こしたときの理由や、やる気をな くした時の理由も記号で記入して下さいぴ

その理由がカーブのどこに当るかを引き出し線(一 》)で 示して下さい。

もし該当する記号がなければ、短い文字で書いて下さい。

矛 盾 の あ る例
次のカーブはちょっと矛盾があります.
これまでに最もやる気を起したときはいつでしたか。 声

これまでに最もやる気をな くしたときはいっでしたか。 ×

∩A'・A.

1#e?A`

あなたの

やる気の最高値

あなたの

やる気の最低値

4
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最もやる気を起こしたときすなわち大学1年 生の4月 のはじめのカーブが、グラフ用紙の最高値のところを通って
いません。

また最もやる気をなくしたときすなわち大学1年 の8月 の夏休みのカーブが、グラフ用紙の最低値のところを通っ

ていません。

ぷ一 一～{一 ー一'『

7)や る気カーブは他人と比較できない理由

もし神様がいて、あらゆる人間のあらゆるやる気を神様だけが把握しておられたとしよう.A君 、Bさ ん、

C君 、D君 、Eさ んのやる気の最高と最低を1つ の共通の尺度で神様が比べteと すると、次の図のようになるで

しょう。A君 の最高とBさ んの最高は異なるのです。だからやる気は、他人と比較できません。

い

る

や

る

気

の

尺

度

神

様

だ

け

が

知

っ

て

A君 の最高

A君 の最低

B君 の丑高

工
B君 の最低

C君 の最高

C君 の最低

D君 の最高

D9の最低工ll駕 麗

グラフ用紙に書かれたカーブは、あなただけの心の中の変化を表わしていて、他人のそれと絶対に比較できません1

図4-1-8や る気の調査の注意 点
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4.2調 査 結 果

IGF法 で得 られたやる気 カーブを見ていると、個人個人の尺度 で描かれた ものであ り

比較す ることに意味がないよ うに思 える。カーブの縦軸の尺度 はまった く個人 の尺度であ

り客観性 はないのであ る。

しか しなが ら、よ く見てみ ると、似通 ったカーブを描 いてい るもの もある。 やる気を起

こした理由や無 くした理由 も似てい るものがある。 これは、特に専門学校 に通 う目的、即

ち、資格取得の ための検定試験 にほとんど全員がやる気を示 していることか らも理解で き

る。また、学校 もそのように指導 しているのであ る。

ただ、学生個 人によ って、 目標 とす る検定試験の種類や実施時期 によってや る気を起 こ

す時期が異な るのであ る。 また、本人の意気込み によ って も、や る気 の高 さが異な るので

ある。今回の調 査でそれが主観的なデータではあ るが、はっきりと分か ったといえ る。

4.2.1や る気 カ ー ブの直 観 的分 類

調査対象 となった情報 システム科2年 生 と情報経理科2年 生 について 、2年 間のやる気

カーブをその形か ら、直観的に分類 してみた。

これは、学生 に何か共通 してや る気を起 こすパ ターンがあるのか どうかを探 し出そ うと

したのである。そ してそれ らの共通す るパ ター ンに意味づ けを試みた。

直観的分類で は、やる気 カーブだけで な く、学生個人の生活態度や、気質 とか価値感 も

その背景 に感 じられ るので、純粋 なパ ター ン分類 になっていないことをあ らか じめ断 って

お く。

分類結果を図4-2-1に 示す。情報 システム科 では、66人 中、目標設定 ・目標探索型

(やる気 の山が検定試験のたびにあ り、ほ とん どの試験でや る気 を示す タイプ:パ ター ン

②、③、④ 、⑦)が30人 もあ り、他の タイプを引き離 している。その他 の タイプは、数人

ずつである。

また情報経理科30人 で は、1年 目で 目標を達成 して 、2年 目はそん なにや らな くて もと

い う型(1年 生でのハー ドスケ ジュールの検定に疲れて、 もう、 いい というタイプ:パ タ

ー ン⑤ 、⑩、⑬)が10人 で、主流であ った。

これ らの結 果は、指導 して きた教員達の 日頃の気持 と一致する ものであ った。 これ もや

る気 カーブを調査 して初めて確認 で きた もので ある。
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・一発ひきつり、なん とかなるさ.・ ねらいは一つ、合格まで頑張るぞ。 ・検定試験なんでもやるぞ。 ・目標は厳しい、元気を取 り直 して
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パター ン⑨ パター ン⑩ パ ター ン⑪ パターン⑫
A

・夢は破れに ・簡単に目標が達成できた。 ・やる気が しないなあ～.う む、 ・目標探索(よ うす旬 型
1

・自信が無いわい。 ・目標達成、中だるみね これ じゃいかんぞ、卒業 したい。 ・マイペース型
'

パター シ⑬ パターン⑭ パター ン⑮ パターン⑯

・こんなに しんどいの爪 疲れた。 ・やった.あ とは休みだ。 ・やってるのになあ～。 ・あっちがだめならこっちの目標だ。
'

・まあ、一回やれば、なんとかなる おっと卒業はしなくちゃ。 うま くいかないなあ～。 ・次はこれだ、いやあれだ・ ウーム・

さ。 これじゃいかんぞ、卒 業したい。 落ち着かないが。

'

図4-2-1 やる気カーブの直感的分類



4.2.2や る気 の平 均 グ ラ フ

やる気 カーブの直観的分類 によ って、や る気を起 こす時期に、なん らかの共通性があ る

ことが分か った。そこで主観的な尺度構成ではあるが、横軸に距離尺度が成立 している も

のと して、やる気カーブの平均値を求め、その グラフを描 いた。

調査用紙の縦軸が、や る気 とい う主観的な数値(%)で 、共通の尺度を もたな いか ら、

平均値を求めて も意味が ないが、算 出 した平均値が大 き く上下す るとき、その横軸 には、

共通性を もつ時間的経過 を表わすので 、その意味を読み取 ることがで きるのである。

図4-2-2～ 図4-2-4(1回 目)、 図4-2-5～ 図4-2-7(2回 目)に 算

出 したや る気の平均 グラフを示す。図において、標準偏差 は上下 にそれぞれ0.5σ である。

また最大値 と最小値 は、調査人数中 における、その時点での最大値 と最小値であ る。

① 情 報 シ ス テ ム科2Aク ラ ス(1回 目 、S.63.1～S.63.12)(図4-2-2参 照)
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1年 生2月 のや る気の山は、情報処理技術者能力検定試験(主 催:日 本情報処理教育普

及協会)の ためであ り、進級条件 に も影響 したか らであ る。 また、3月 か ら4月 にかけて

の 山は、第二種情報処理技術者試験(63年 度1回 目)に 向けての特別補習 と、本番試験の

ためである。 この時期 は、最小値が10%以 上で あ り、全員がや る気を出 してい るとい うこ

とがわか る。 また2年 生9月 ～10月 も同様である(第 二種情報処理技術者試験、63年 度2

回 目)。

夏休みをはさんだ前後の期間(7月 ～8月)は 、前期定期試験が あるに もかかわ らずや

る気が最低で ある。 また、 この時期の最大値 も100%を 下回 っている。即ち、全員がなん

らかの理 由でや る気を無 くして いる(そ ん なにや る気を出さな くて も、なん とかな る?)

ことが分か る。

しか し、同 じ休暇前の12月 にや る気が低下 していないのは、この時期 、卒業研究の中間

発表があ り、発表を無事合格 しないと卒業が危 ないと脅か されていたか らである。 しか し、

最小値が0%で あ り、全員が真面 目に反応 して いたわけではないことも分か る。

② 情 報 シ ス テ ム 科2Bク ラ ス(1回 目 、S.63.1～S.63.12)(図4-2-3参 照)
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2Aク ラスに比べて、1年 生2月 のやる気の山(情 報処理技術者能力検定試験)が ない。

これ は、 この検定試験が終わ って も、やる気を無 くさず に(休 憩 しないで?)、 クラス全

体で 、3月 か ら4月 にかけての第二種情報処理技術者試験の特別補習 と本番試験に臨んだ

ことが分かる。

また2年 生9月 ～10月 の第二種情報処理技術者試験の特別補習 と本番には、や る気の山

があ るが、最小値に0%が あ り、全員が 目標 と して いたわけで はないことも分か る。

夏休みの時期 は、2Aク ラスと同様で ある。また、12月 の卒業研究の中間発表で は、今

まで以上 にやる気を出 している ことが分か る。最小値が10%も あり・、全員が真面 目に取 り

組んでいる。

③ 情 報 経 理 科(1回 目 、S.63.1～S.63.12)(図4:2-4参 照)
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情報 システム科 と同 じく、情報処理技術者能 力検定試験 にや る気の山があ り、2年 生 に

進級 したときに も新 しい気持 ちで スター トした とい う山がある。 これ らは ともに最小値が

7%、10%以 上であ り、全員がや る気を出 してい ることが分か る。

また2年 生6月 に は日商簿記検定試験があるが、簿記1級 を受験する者 とそ うでない者

とが ありやる気 の山 は明確で はない。 この ときの最小値17%は 、解釈が困難である。そ し

て この時期 を境に、平均値が低下 している。 これ は、 もはや 目指す資格(検 定試験)が な

いことで、やる気を出す には及ばない という気持が分か る。

一部の者は、9月 ～10月 の第二種情報処理技術者試験の特別補習 と本番にやる気を示 し

ているが平均値 には表われていない。

また、12月 の卒業研究 の中間発表で も、情報 システム科 と比べて、雰囲気が盛 り上が ら

ずに、いやいやで しかたな しにとい う気持 である ことが分か る。

④ 情 報 シ ス テ ム 科2Aク ラ ス(2回 目 、S.62.4～H.1.3)(図4-2-5参 照)
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やる気の平均グラフ(情 報システム科2A、2回 目)
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入学時 の4月 は、やる気の最小値が40%近 くもあ り、 クラス全員が真面 目で、や る気を

示 している。 これ は、担任の証言 とも一致する。 とにか く全員が真面 目に取 り組んでお り、

クラスの雰囲気が怖か ったとい う。 その反面、夢 に憧れてい るクラスで もあ り、現実的な

学生 と夢多 き学生が半 々な クラスであ ることも分か っている。

最初の長期休暇(1年 夏休み、8月)の や る気 の低下 も平均値 として は、50%で あ り、

気を抜 いていない。 これ は、夏休み に第二種情報処理技術者試験や 日商簿記検定の補 習を

実施 した ことか らも理解で きる。そ して、10月 の最初の第二種情報処理技術者試験(62年

度2回 目)は 、2年 間の中で も、最高 にやる気を出 したことがわか り、 この時期 までに、

資格取得の動機づけを徹底 して きた ことか らも十分納得がで きる。

また、1年 生の2月 か ら2年 生進級時の4月 にかけて、進級 に関係する検定試験や第二

種情報処理技術者試験(63年 度1回 目)の 特別補習 と、や る気 マ ンマ ンであ〔た ことが分

か る(最 小値が第二種情報処理技術者試験の1回 目と同 じであ る)。

以上の ように、第二種情報処理技術者試験のための特別補習 と本 番が、やる気を出す

(無理や りにや らされ る)時 期であ った ことが判明 した。 これ は、学校の指導で も裏付 け

られ る。 とにか く、合格が難 しい者で も、勉強を させ ることで充実感を味わせ、やれば、

それだけで きるとい う気持を もたせ る ことに最大の神経を使 って きたのであ る。

⑤ 情 報 シ ス テ ム科2Bク ラ ス(2回 目 、S.62.4～H.1.3)(図4-2-6参 照)
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入学時の4月 か ら、あま り真面 目な クラスで は無か った。 これが やる気の平均値で も分

か る。 しか しなが ら、ムー ドに弱 く、一度盛 り上がれば、素晴 らしい力を 出す とい うクラ

スであ った。2年 生最後の12月 か らのやる気の山が 、2年 間の中で最高の値を示 している

の は、卒業研究が クラス全体で盛 り上が っていた ことを表 わ している。担 当教師や担任の

証言 も一致 している。

最初の長期休 暇(1年 夏休み、8月)は 、第二種情報処理技術者試験や 日商簿記検定の

補習があ るに も関わ らず、や る気が低下 している。 これは、休みは休み という、 この クラ

スが もつ雰 囲気通 りであ る。 また、10月 の最初の第二種情報処理技術者試験(62年 度2回

目)に 向けての時期 は、やる気の盛 り上が りが11月 の 日商簿記検定に大 きくずれ こんで い

るよ うで ある。 これは、2種 よ りも簿記 に合格 しない と進級で きないので現実的路線を選

んだ といえ る。 また、実際の合格者デー タとも一致 してい る。

2年 生10月 の第二種情報処理技術者試験に向けて は、や る気の最小値が30%を 超えてお

り、真剣であった ことが分か る。 それ以後、卒業研究へ とクラスの雰囲気がなだれ こんで

いったことが分か る。 これは担任の証言 と も一致す る。

この クラスも、第二種情報処理技術者試験を中心 として、や る気を出す(無 理や り、にや

らされる)'こ とを強要 して きたが、 クラス全体が一つのムー ドにま とまった ときに力を発

揮 してきた といえる。

⑥ 情 報 経 理 科(2回 目 、S.62.4～H.1.3)(図4-2-7参 照)
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1年 生は、日商簿記検定の3級 と2級 が最大の 目標で あ り、 この試験(1年 生6月 、11

月)に は、2年 間における最大のや る気を示 して いる。最小値 もともに30%前 後で あ り、

いかに真面 目に努力 しているかが分か る。

しか しなが ら、それ以後 は、だ ら下が りとな っている。 日商簿記検定1級 の 目標は高す

ぎ、そのために 目標式がな くな ってや る気 を無 くさないように、代替の検定試験でなん と

か クラス全体を盛 り上げよ うと した担任の努力 も、平均 カーブには表われていない。

最初の長期休暇(1年 夏休み、8月)は 、完全 に休 んで しまってい る。 また、各種の簿

記検定を受 験 しているに も関わ らず、や はり目標 は日商簿記検定(2年 生11月 が最後)だ

けであることも分か る。 さ らに、第二種情報処理技術者試験 は、 クラスの一部の者 だけが

受験するので平均値には表われていない。

クラス全体 として は、躾がい きとどいた クラスであ り、目標 に対 しそ は、簿記系の 目標

とす る検定試験にはいっ も努力 していた。 日商簿記検定 と第二種情報処理技術者試験の両

方をね らうには、 カ リキュラムと目標設定の工夫がい ることを証明 した クラスである。平

均値 カーブもそれを証明 している。最後の卒業研究 も、盛 り上が りに欠けた といえ る。 こ

れは情報経理科の今後 の在 りかたに問題提起 していることに他な らない。

4.2.3や る気 を起 こす理 由、 無 くす理 由

2回 目(2年 間のや る気)の 被験者96人 全員のやる気 カーブが上下 した理 由を整理 して

み ると表4-2--1の よ うにな る。情報 システ ム科 と情報経理科において、ほ とん ど同 じ

傾向であ り、一 つにまとめている。

これか ら分か ることは、やる気を起 こ した理 由が、資格取得(検 定試験)に 関す るもの

で全体の80%(85件)を 占めているとい うことで ある。また 、やる気を無 くした理由は、

「休暇にな ったか ら」が全体の47%(45件)で 、'r卒 業研究 を しなければな らないか ら」.

が21%(20件)を 占めている。 これ以外は、数件 の少数派で ある。

まさ しく、資格 を取得す るために、無理であ ろうが無かろ うが、やる気を出 さなければ

な らなか った2年 間であ ったとい ってよいであろう。学校 も、就職のために資格 習得が絶

対条件であ ると指導 して きてお り、そのために 「や る気を出せ」 と尻をたたいて きた。 ま

た、合格の後 には祝賀パ ーテ ィなども設 けて、 「アメとムチ」の連続であ ったζいえ る。

さてミや る気を無 くした理由の第二位 に、 「卒業研究」が上が って いるが、 これ は専門

学校の2年 生に対 して、相 当負担であ ることを覚悟 して実施 した ものであ り・今後の課題

を残 した といえ る。 しか しなが ら、彼等が悪戦苦闘 して完成 させた卒業論文や卒業研究発

表 は、短 大に も決 して引けを取 らない内容であ ったと自負 してい る。

一306一



表4-2-1や る気 を起 こした理 由/無 くした理 由

やる気を起 こした理 由(107件)
や る気を無 くした理 由(96件)

・

日商簿記検定のため 33 休暇 にな ったか ら
45

第二種の試験のため
28 卒業研究を しなければな らないか ら

20

資格を取得したいたあ
8 授業に興味が持てないから

7

情報処理技術者能力検定のため 7 検定試験前だから
7

補習が あったか ら
6 就職の ことで悩んだか ら

5

検定試験があるから 6 体調が不調だから 3

入学して新しい気持だから 6 人間関係で悩んだから
2

卒業研究をしなければならないから 5 検定試験の結果発表前で
1

マイコンクラブマイ コン検定のため 2 検定試験が終わったから
1

最初の検定試験だから 1 検定試験に不合格だったから
1

定期試験があるから 1 進級して落ち着いたから
1

授業につ いて行 こうと思 ったか ら
1 学校を辞 めようと思 ったか ら

1

卒業 したいか ら
1 学校の ことで悩んだか ら

1

お正月だから 1 海外研修 に行 くか ら(準 備で)
1

4.3や る気 カ ー ブの代 表 的 な もの

2年 間のやる気 カーブの被験者96人 の中か ら、特徴のある もの26{illj(A～Z)に ついて・

そのカーブと所 見を示す.抽 出 した もの は、醜 的頒 の各イざ表選手 といえ るもので・担

任等 よ り所見の裏付けが取れた牲 の ものである.ま た・資格取得の状況や成糸責には関係

ないことを断 ってお く。

なお調 査時点で 、雑 言緒 には絶対1・駅 名を付 けたデー タや所見の公表を しない こ

とを約束 してお り、 さらに、カウンセ リングと研究のみに使用す ることを約束 してし'る・
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査
(注)

国査 1年 コ月IJ日 宇校名
'

膓'ヒ ジ 紅

釦

1)… この掴査は、あなたの過去の勉学のやる気のrt度 を田ぺるものです.気 楽t:le大 して下さい.ノ ・・

2)… 過去の記憶を顧りt:、自分の●もやる爪を起 したとtの 状想をやる気100%と 脅iて 下tい.自 分の6も やる気のなか

ったと●の状胞をO%と 向えて下さい.そ の上でグうフに各時点でのやる気を(%)で 示tカ ーブを描いて下さい.

・)…・・気・一ブが上昇.下臥 た場合の理厳 下記の如 汲 んで拙 劇 ■)と 案 内 で示して下べ 、.
'
なts、下記の理由t:tt当 しない場合tt空間::理由 を簡単な文章で記入して下tい.

L

ζれまでに最もやる気を起 したときはいつで したか.

.

L

(やる爪を起こした理由〕

A)新 しい気持て〉スタートしたから
..

B)学 校生活に夢や期待をいだいていたから

C)各 種の資格(免 許など}を 取得したいと思っていたから

D)授 哀について行こうと思ったから

E)定 期試験 があったから

F)控 室に興味力「もてたから

C}入 学試験があったから、入学試験に合格したかったから

川 講習や補習があったから

LUI学 校生活に慣れたから
,

MU}休 暇中だったから
7

NU)人 間関係(恋 愛、友人、教師、家族など)の 冷め
ヒ

.

.

.

.L

.

層 ■

.

z尊 王qイ 貝.z種
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MD)休 暇中だったから
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〔やる気1をな'くした理由〕

Z}授 震に興味 をもてなかったから

Y)娠 震がむつかしくて面白くなかったから

x}{ホ 田力f†,ぐれなかったから ・ロ　　　　ゴ　ロ　 ロ
W)定 期試験が終ってほっとしたから

V)授 寝以外のもの(ク ラブ、文化祭、体育祭など)に 関心をもったから

・U)
.ttP.の ことで悩んだから

T)入 学試験が終ってほっとしたから

学年 ユ 難 名 楕 ・ス'b
牢
番

名 前 ⑤ ・女 卒研室名 ク ラブ名 体育系 文化系

図4-3-1 学生Aの や る気 グラフ

情報 心理学 研 究 室

A:目 標を固定 し、真面 目にごっ こっ と努力を積み重ね る学生であ る。一基礎学 力 も高 く、

理解力 も十分である。 しか し、熱 中す るタイプではな く、どん なに尻をたたいて も熱 く

な らない。 この意味で歯がゆい と思 うの は教師のわがままであろ うか。静かに燃えてい

るにはちが いない。.、

第二種 情報処理技術者試験 は、1回 目(1年 生の .10月)に 試験場の下見に受験 し・2

回 目(2年 生4月)に 的を絞 った。午前 の問題に少 しだけ苦手意識 を残 したが 、見事 に

合格 した。第一種情報処理技術者試験(2年 生10月)は 、本 人に自信が なか ったが・学

校側の指導で受験 した。 さすが に努 力は してみたが、挑戦 した というだけであ った。 し

か し、 とて もサボルとい うこ とは しない学生で ある。

難関であった卒業論文の作成は、 もちまえの真面 目さと努力によ って、丁寧な仕上が

りであった。 このよ うな学生 は、定期試験や 自分 に必要 な検定試験、あ るいは大 きな課

題(卒 業論文)を 与え ると必ずや る気を示 し、終 わると、休息を とるというタイプであ

る。.,
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査

四五 年)月Be学 校名 和肌 ムっシ℃
"プ 『 鞭 専

r

〔注}1}… この開査は、あなたの過去の勉学のやる気の程度を男ぺるもので†.気 楽に記入 して下さい.

2}… 過去の記t腿 頼りt:、自分の最もやる気を起したときの状態をやる気100%と 考iて 下さい.自 分の最もやる気のなか

ったときの状態を0%と 考えて下さい.そ の上でグラフに各時点でのやる気を(%)で 示†カーブを措いて下さい.

3)… やる気カーブが上昇、下降した場合の理由 を下記の項圏より選んで引出繍(→)と 共にIE号で示して下さい。
『4お 、下記の理由に頷当しない場合は空欄に理由を簡単な文章で記入して下さい。

これまでに最もやる気を起 したと含はいつでしたか.

.

、.
.

A)

B)

C)

D)

E)

F)

G)

(簿劃 －C已 イミン試刷
1

〔や る 気 を 起 こ

各 種 の 資 鰭

'「.

l

l'

し

新し」、気}寺でスタートしたから

定期鼠験があったから

授宴に興味がもてたから

た理由〕

学校生活に夢や期待をいだいていたから

授哀について行こうと患ったから

入学試験があったから、入学試験に合格したかったから

{免許など)を 取得したいと思っていたから

」'

H)鵠 習や補習があったから

LU)学 校生活に慣れたから

MU)休 暇中だったから

NU)人 間関係 〔恋愛、友人、教師、京族など) のため

人
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ζζに学年を記入して下さい・→( 1 )、 ζζに学年を記入して下 さい.→(之
'.') .

ζれまでに最もやる気をなくしたときはいつでしたか.'

LD}学 生生活に慣れたから

MD}休 暇中だったから

ND)人M関 係{E量 、友人、教師、丁族など)の ため

S}入 学で8て 安心したから

R)勉 造方「いやになったから

ユ か のと●でした.こ のと8の やる気をO%と 考えて下さい.

〔やる気 をなくした理由〕

Z)授 哀に興味 をもてなかったから

Y,投 薬がむつかしくて面白くなかったから

X)体 調が†ぐれなかったから

W)定 期試験が杵oて ほっとしたから

V}授 建以外のもの 〔クラブ、文化祭、体育祭など)に 開心 をもったから

U)戟 ■の ことで悩んだから

T}入 学tKSthtiMて ぼっとしたから

学年 2 学科名 主 私 名 前 ⑧ ・女 亭研室名 クラ ブ名 体育系 文化系

情 報心理 学研 究 室

図4-3-2 学生Bの やる気 グラフ

l

B:社 会人を1年 間経験 してか ら入学 しているので、とにか く高資格 を取得 しよ うと1年

生の後半の検定試験3種 類に挑んだ。一つ 目の第二種情報処理技 術者試験(1年 生10月)

の特訓を契機 にや る気 が大 きく上 昇 している。二つ目は、日商簿記検定(1年 生11月) 、

三つ目はマイ コンクラブマイコ ン検定(1年 生12月)と 、ここで最高潮 とな って いる。

残念 なが ら、第二種情報処理技術者試験は合格 しなか ったので 、次の4月 には多少 自信

を無 くしている。 自分な りに勉強 した成果が実証 され なか ったのでや る気が段 々と低下

して きた。 しか しなが ら、就職活動での刺激 もあ り、第二種情報処理技術者試験の3回

目(2年 生10月)は 、なん とか取得で きれば したいとい う気持で頑張 った。実力的には

合格の可能性 もあ ったが、良 い就職先を探せ る条件の最後だ とい う、精神的 な負担が災

い して、結果は不合格であ った。
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査
(注)
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これまでに最もやる気をなく
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・な くな った。

LD}学 生生活に慣れたから 〔やる気をなくした理由」

MD)休 暇中だったから.Z)授 業に興味をもτ含かったから

NDI人 間関係 〔恋從、友人、教師、家族など)の ためY)授 莫がむつかしくて面白くなかったから

X〕 体調が†ぐれなかったから
.S}入 学できて安心したから

粉 定期試験が終ってほっとしたからR)勉強がいやにな
つたから

V)授 莫以外のもの 〔クラブ、文化祭、体育祭など)に 関心をもったから

したときはいつでしたか.U}就 職のことで悩んだから 、'

のときでした.こ のときのやる賊 。%と 献 て下さい。T)碑 照 が終 ってほっとしたから.㊦ メ
,

　 　 　

名 前 ㊨ ・女 卒研室名 ク ラブ名

「

体 育系 、. 文化系 .

`学年 フ 学科名縞 多協
学生
番号 ・ 情 報心 理学研 究 室

図4-3-3 学生Cの や る気 グラフ

C:専 門学校に入学 して最初の検定試験(1年 生6月 、 日商簿記検定3級)に 燃え、成果

を修めた。簿記 は専門学校で初めて学んだが、 これで簿記 に目覚 めて10月 の第二種情報

処理技術者試験は見送 り、11月 の簿記2級 に目標を定めた。見事に合格 し、次 は4月 の

第二種情報処理技術者試験に 目標を定め、着実に勉強 に励んだ。 これ も合格 した。

第一種情報処理技術者試験(2年 生10月)は 、就職活動を優先 したため、挑戦のみ と

した。経理系 と情報 系の両分野に高い興味を示 し、就職先 も経営情報 システ ムの専門会

社を選択 した。何をや らせて も、非常 に真面 目に取 り組み指導に従 う。その結果・着実
ト ト　

に実力を身に付けて いった。 』 』 ・.・ ・

2年 生の11月 以降は、卒業研究(シ ステム設計、論文作成)と いう課題の重さにや る

気を無 くしているが、 これは、指導側の課題設定 に無理が あった という反省を残 してい

る。 この学生を もって して もや る気がそがれたほどの(質 と量 に関 して)難 題であ った。

しか しなが ら、卒業がかか っているとい うこともあ り、 もちまえの真面 目さと努力 によ

り、最後 には卒業論文 において内容が著 しく充実 した ものを残 し優秀賞を受賞 した。

本当に専門学校で開花 した学生である。 もちろん、成績優秀賞 も文句な く受賞 した。

本人 も専門学校にきて勉強が楽 しい ことを知 った といい、また保護者 も子供が変わ った

と喜 ん で い る。
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学理2勉 学 の や る 気 の 調 査
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g各 種の資格(免 許など}を 取得したいと思っていたから

D}授 業にっいて行こうと思ったから

E)定 期試験力「あったから
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これまでに最もやる気をなくしたときはいつでしたか.

し 　　 イ

zA

LD)学 生生活に慣れたから

MD)休 暇中だったから

ND)人 間関係(恋 愛、友人、教師、官族など)の ため

S}入 学できて安心Lた から

R)勉 強がいやになったから

のときで'した.こ のときのやる爪をO%と 考えて下さい。

やる気をなくした理由〕

授窯に興味 をもτ4か ったから

: 授業がむつかしくて面白くなかったから
体調が†ぐれなかったから

: 定期試験が終ってほっとしたから
段裏以外のもの 〔クラブ、文化※、体育祭なとり に関・じ・をもったから

: 改口のことで悩んだから
人学試験が終 ってほっとしたからT

90㈲
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40気

30
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0』

享年 つ 学科名
互・気 痢 ひ 番 名 、 間 男 卒研室名 クラブ名 体育系 文化系

情 報心理 学研 究 室

図4L3-4学 生Dの やる気 グラフ

D:社 会人を1年 間経験 してきてお り、 コンピュータに夢を抱いて入学 して きた学生であ

る。会社 を辞 めて きた以上、意地で も頑張 るとい う考えを表明 してお り
、その とお りに

日々努力 して いる。基礎学力はそ こそ こにあるが
、それ以上 に熱心 さで実力を身 につけ

た学生であ る。

しか しなが ら・自分 自身を追 い詰め ると体調を崩す とい う面があ り
、第二種情報処理

技術者試験 も、1回 目(1年 生10月)は 受験会場 までたどりっけなか った
。帰 りは もう

受験 しな くて良い と思 った ら、気分が良 くなって寄 り道 して帰 ったとい う
。 しか し、 こ

の反動(反 省?)で ・11月 の 日商簿記検定2級 に頑張 り、見事 に合格 した。 これで簿記

科 目の講師補助 も勤め られ るよ うにな った。

第二種情報処理技 術者試験 の2回 目(4月)は 合格か と予想 していたが
、最 後の詰め

が甘か ったようである。3回 目には合格 しているはずだ ったが
、マーク ミス(?)に よ

り残念 な結果 となってい る・本人 も学校 も不思議に思 った くらいであ り、 この結果が分

か った時点がや る気が最低にな った。

また、就職先 も地元企業に じらされ るという結果 とな り
、相 当に悩んで、夏か らや る

気を喪失 している。 これが 、3回 目の第二種情報処理技術者試験の受 験に響 いた といえ

る。卒業研究 は、今 までの ことを忘れ させる ぐらいの難関 な課題であ
った といい、 もち

まえの真面 目さと努力によ って、優秀賞 にあ と一歩 とい うほどの上 出来であ った。
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査
(注1

田査 年 月 日 字校名 ,'ふ つ完 ピ ピグ'
、

1)… この頂査は、あ4た の過去の勉学のやる気の程度を眉ぺるもので†.気 楽に記入 しτ下さい.

2)… 過去の記憶 を頼りに、自分の最もやる気を起したときの状5を やる爪IOO%と 向えて下さい.自 分の最もやる気のなか

ot:と きの秋日を0%と 考えて下さい.そ の上でプうフに⑮・↑点でのやるMを(%)で 示†カーブt筒vて 下さい.

3)… やる鼠n－ ブが上)F、下口Lた 場合の理由&下;この項目より選人で引出臓{→,と 共utと号で示して下さい.
』 なts

、下記の理由t::t些 しないng合tt空mat:理 由を簡単な文章で記入して下さい..

これまでに最もやる気を起 したときはいつで したか.

z亜 設定受、瞼 のと きでした.

このときのやる夙をIOO%と 考えて下さい.

2種 及び簿記の補習
2種 検定 の為
.

〔やる気 を起こした理由〕

A)断 しい飯時てトスター トしたから

B)学 校生i喬に夢や期待をいだいτいたから

C)各 種の資格(免 許など1を 取得したいと思っていたから

D}授 察について行こうと思ったから

E}定 期ua険 があったから

F}授 哀に興味がもてたから

c)入tiKSfthtb・ たから・入学蹴 喧 格せ び ・たから

2種 検定

H)ば 腎や補習があったから

LU}学 校生活に慣れたから

MU}休 暇中だったから

NU)人 間関係{恋 愛、友人、教師、言抜など}の ため

]oo
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や70
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る

気 如

3コ
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O

45・'6・789ro

ζζに学年を記入して下 さい、一(し

11

).

21 1 2 3 45678

ここに学年を記入 して下さい。一◆(

9 10

)・

Il 21 1 2 3
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ζれまでに最もやる気をなくしたと●はいつでしたか.

LD[学 生生活に慣れたから

MD[休 暇中だうたから

ND}人 間関係{恋 愛、友人、教師、宮腹など)の ため

S)入 学できて安心したから

R)勉 強がいやになったから

h珠 久h・
L 』 ときでした.こ のときのやる気を0%と 考えて下さい.

〔やる気をなくした理由〕

Z)投 棄に興味をもてなかったから

Y}授 室がむつかしくて面白くなかったから

X)惇 期がすぐれなかったから

W)定 期試験が終ってほっとしたから

Vl授 震以外の もの{ク ラブ、文化祭、体育※など)に 関心をもつたから

u)戟 田のことで悩んだから

T)入 学鼠験が終ってほっとLt:か ら

学年 〉 学洞名
'二

死伝
学

名 前 明)・女 牢研室名 クラブ客 体町悪 文化系

情 報心理 学研究 室

図4-3-5 学生Eの や る気 グラ'フ

E:ア ルゴ リズムの問題 にはめ っぽ う強い学生であ り、

よ くあった。最初か ら第二種情報処理技 術者試験の合格をめざ して きた。

生10月)に 合格 しなか った理由は、午前の選択科 目がまずかったとい う。

礎学力には不安が あるが、コンピュータ系の科 目は熱心であ り、2回 目

教師が い じめ られ るとい うことが

1回 目(1年

一般科 目の基

(2年 生4月 〉

は、余裕で合格 した。

1年 生 のお正月休み にやる気が低下 してい るが 、とりあえず次の 目標 まで には時間的

余裕 もあ り、いわゆる単なる休み とい うことである。,また合格発表時 も、安心 して しま

いやる気が低下 している。就職 も知 人の紹介で心配がなか った こともあ る。 また、第一

種情報処理技術者試験への受験指導 と卒業研究 とい う実践的課題に対 してや る気 を示 し

た。 も じどお り、 目標が な い と休 む タ イプで あ る。
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査
「 六

{注)

細査 Q月B自 学校名 コンrゴ ピ:t、

1)… この国fift、あなたの過去のte'¥の やる気の程度 を期ぺるもので†e気 楽t:se大 して下さい..

2}… 過去の記憶を頼りに、n分 のEも やる気を起したときの状西をやる気100%と 考えて下さい。自分あ最もやる気のなか

ったときの状態を0%と 考えて下さい。その上でPtラフに各時点でのやる気を{%)で 示†カーブt描 いて下さい.

幻 …やる気カーブが上昇、下降した場合の理由を下記の頃日より選んで引出埠{一@)と 共に記号で示 して下 さい.

なお、下記の理由に該当しない場合は空欄に理由を簡単な文章で記入して下さい.

これまでに最もやる気を起 したときはいつで したか.

C のときでした.

このときのやる気を100%と 考えて下さい。

一ト

[やる気を起こした理由)

A)新 しい気持でスター トしたから

B)学 校生活に夢や期待をいだいていたから

C}各 種の資格(免 許など}を 取得したいと思っ.ていたから

D}授 某について行こうと思ったから

E)定 期試験があったから

F)授 震に興aghtも てたから.

C}入 学試験があったから、入学試験に合格したかったから

H)講 習や補習があったから'

LU)学 校生活に慣れたから

MU)休 暇中だったから

NU}人 間関係(恋 愛、友人、教師、富族など}の ため
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これまでに最もやる気をなくしたときはいつで したか.

LD}学 生生活に慣れたから

MD}休 暇中だったか4

ND}人 間関係 〔恋愛、友人、教師、家族なとり のため

S)入 学で●て安心 したから

R}勉 強がいやになったから

のときでした。このと唇のやる気を0%と 考えて下さい。

〔やる気&な くした理由〕

Z}提 案に興味をもてなかったから

Y}授 業がむつかしくて面白くなかったから

X)体 掴htす ぐれなかったから

勅 定期試験が終ってばっとしたから

V}授 熊以外のもの(ク ラブ、文化祭、体宵祭など〕に関心をもったから

U)戟 職のことで悩んだから

T}入 学試験が終ってほっとしたから

学年 学科名 ;二 ・ 生
号
牢
番

名 前 男 女 卒研室名 クラブ名 体口系 文化祭

情 報心 理学研 究 室

図4-3-6 学生Fの やる気 グラフ

F:入 学 した当時 はま った くやる気が感 じられない学生であ り、存在す ら感 じられなか っ

た。本人 も、最初 の定期試験(1年 生7月)ま で は、まった く低迷 している。本来 、真

面 目な性格で努力家で ある。 目標を明確 に もてば、着実.に力を発揮す ることを証明 した

学生であ る。卒業時には、信頼で きる学生 にまで成長 している。第二種情報処理技術者

試験 も2回 目(2年 生4月)に 、本人は幸運だとい うが 、余裕で合格 している。

ものごとを考え るのは、本当にマイペースである。熱 く燃 え ることはないが、一歩一

歩確実 に歩いている とい う学生であ る。 ただ し、ほとん どの学生が そ うであるよ うに長

期休暇で は、安心 して気を抜 いて いる「。性格的には多少 、明 るさに欠 けるが、仕事を任

せ るには十分であ る。
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学理2勉 学:の や 、る.・気.の 調 査

調査 「礼年7月K:v日 宇校名 、 シ 、一・rニ ン ス'b]

(注}ll:::謬篇蒜 浩 雰雰㌫ 霊2管玉{蒜鍵㌫ 認

ったと●の状態を0%と 考えて下さv.モ の上でグラフに各時点でのやる気

3)… やる気カーブが上昇、下降した場合の理由を下記の項目より選んで引出線

なカ、下記の理由に贋当しない場合は空欄に理由&簡 単な文章で記入して下

己入 して下さい。'
考えて下さい.自 分の毎もやる気のなか

{%}で 示すカーブを描いて下さL㌔
一・)と共に蛇骨で示して下さい.

い・

乙五 までに最もやる気を起したと倉ぼいつで したか.

=・ 一 ・ 〉 々、 言 … のと含でした.

このと5の やる気を100%と 考えて下さい。

ξ

〔やる気を起こした理由〕

A)新 しい気筒でスタートしたから

B}学 校生活に夢や期待をいだいていたから

C)番 目の資格(免 許など)を 取得 したいと思っFい たから

D)授 宴について行こうと思ったから

£}定 期試験があつたから

F)授 章に興味がもてたから

C}入 学試験があったから、入学試験に合格したかったから

H)講 習や補習があったから、

しU)学 校生活に慣れたから

MU)休 暇中だったから

NU)人 聞関係(恋 愛、友人、教師、富族など}の ため

閲

や

る

気

90砂

70や

る

.40気

0

0

2

1

・…輩 ほ 姦Wて やn ..r・(/). ζdζ学年を記入しで下さい.→こ(∴..2ニ ジ).
A.・■

一..一..」 」^.一

、 ゆ'学 矩 舌・微 か・.〔 や・細 く・した軸 〕・

MD}休 暇中だったからZ}授 集に卿壕をもてなかったから

ND)綱 開咽 恋愛、友人遊 廓、願 など}の ためY)頗 がむづ杜 くて酷 くなか・たから

x}体 掴が†ぐれなかったから
S)入 孝で.●て安心したからW}定 期試験が終

ってほっとしたから;.
:R)勉 強力「いやになったから

V)授 業以外のもの(ク ラブ、文化祭、体育※など)に 関心をもったから

・れ畔 鮎 やξ興 ≦ば 土劇3し'つでしたか・Uぽ 頃のこと珊 んだから.

「"繰 締 『・ 寸 あ・・でし・・二の・・のや・…%・ 繰 下・・'・
T)入 学試験 が杵ってほっとしたから

　

学年12.闘.「 鞠 名 餓;〕 紘、
学生
番号 名 前 働 ・1・・銘ll・ ラブ・已 ・ll・ 化・i 1

情 報 心理学 研 究室

図4-3-7学 生Gの や る気 グラ フ

G:本 来な らば大学生活を送 っている学生 であるが、ど こで どう間違えたのか専門学校 に

通 っている。集中力 と基礎学力に関 しては極めて優秀で あり、基礎的な技術の手{まどき

を しただけで、ほ とん ど自ら学習 して いった。..、.

第二種情報処理技術者試験 も1回 目(1年 生10月).で 難 な く合格 し、2年 生1・0月には

第一種情報処理技術者試験 も余裕で合格 した。 しか しなが ら、 もちまえの集中力は、短

期目標に対 してのみ発揮す るタイプであ り、長期 の目標に対 しては考えか た も未熟で あ

り努力を しない。学校 としては大 いに期待 した学生で あるが、自分の能力をたえず磨 こ

うとす る姿勢 に欠 け、成長 は期待 はずれでが っか り した。与えた目標 はそれ な りにこな

す能力があるが、それ以上の ことを求めて も努力を止 めて しま う。 ・

ある意味で は、自分本位であ り、好 きな ことしか しない性格で もある。 これは、浪人

生活が長か った ことも影響 してい るといえる。 また、就職 に関 して学歴の空 白に問題が

あり多少 もめたが、本人 はそれ ほど気 には していなか った。

最後の卒業研究ではグル■プ リーダを任せたが、 自分がプ ログラムを組む ことに熱中

していた。それで もクラスでは知識 ・技術 と も優秀で あ り、他の者を リー ドした役割が

大きい。社会に出て鍛 え られれば、相当な能力を発揮す る学生であ る。、
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査 {注}

国査 1年1月 、1日 学校名 相 膓σプ 〃 六ス!情 炎ム

1)… 二のM査tt.あ なたの過去の勉学のやる気のn度 を属ぺるもので†.気 楽に妃人しτ下さい.

2)… 過去の紀憧を頼りに、自分の最もや6気 をKし たときの状困&や るfi1CO%と 考えて下 さい.自 分の最もやる気のなか
.
ったときσ)状態 をO%と 考えて下さい.そ の上でグラフに各時点でのやる気t(%)で 示すカーブを掻いて下さい.

3)… やる気カーブが上H、 下陣Lた 場合の理由を下記の項目より選んで引出臓 ←一)と 共にsE号で示して下さい.
「tts、下記の理由に3買出しない場合は空間に理由を簡単な文章で記入 して下さい.

ζれまでに最もやる気を起 したと 倉はいつで したか.

召縮 偏 舗シ のときでした.

このと●のやる気を100%と 考えて下さい.

η

〔やる気を起こした理由)

A)新 しい気亨$でスター トしたカ・ら

B)学 校生活に夢や期Hを いだいていたから

C}各 種の資格 〔免許など)を 取得したいと思っ.ていたから

D)授 業:二ついて行二うと思ったから

E)定 期試験があったから

F}投 票に興味がもてたから

G)入 学試験があったから、入学}tgに 合格したかったから

H)既 習や補習があったから

LU)学 校生活に慣れたから

MU)休 暇中だったから

NU)人 間酪低 く恋愛、友人、教師、室族など}の ため
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や η
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..:t678

乙こに学年を記入して下さい・→ (
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馳、)..

.二12
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'.・ ㍗^」' ～.一 一'〔

2 3 4567891011

CCに 学年を記入して下さい.→ ・(1.'''")

121=

100

90砂
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70や

60
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50・.

40気

30
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23.L月)

「 『"t ・・"・ 一－L・t・….'・L・ ・
'』"t t"'『 芦 ミ1う ・・LrS.tt.t .'.'Ttt・ 「 一'

ζれまでに最もやる気をな くしたと舎はいつで したか.

LD)'学 生生活に慣れたから

MD}休 刷中だったから

ND)人 間関係{恋 愛、友人、教師、家族など}の ため

S)入 学で ●て安心したから

R)勉 強力「いやになったから

/舞多.ψ く 冴 のと●でした.こ のと1の やる気をe%と 考えて下さい.

』『'i㌫ 託 ξ

くした舳 〕.-二 二』''"　 ''"二

Z)授 震に興味 をもてなかったから

Y)授 哀がむつかしくて面白くなかったから

X)体 調が†ぐれなかったから

W)定 期試験が終ってほっとしたから 『

Vl授 哀以外のもの(ク ラブ、文化祭、体育祭など)に 関心をもっ△から

U)紋 織のことで悩んだから..'.,

T}人 掌試験が終ってほっとしたから

学年 学科名 シ大弓∧
学生

名 前 ⑨ ・女 卒略 名 クラブ名 体育系 文化系

情 報心 理学 研究 室

図4-3-8 学生Hの やる気 グラフ

H:本 来真面 目に勉強すれば、かな りの レベルまで到達で きる学生であるが、怠 け者の

典型的なタイプであ る。要領だけで課題 をこなそ うとす るので、本質的な理解 は、ま

った く無いに等 しい。

1年 生11月 の 日商簿記検定3級 に もっと もやる気を示 してい るが 、これ も受験2

回 目であ り、進級がかか っていたか らである。本人 はもちろん学校側 も相当なプ レッ

シ ャーをかけて追 い詰めたか らである。 しか しなが ら、プ レッシャーはこれ一度 しか

効かなか った。他の定期試験や検定試験 はすべて要領だけであ った。

もちろん基礎学力はあるのでそれで も関門は くぐれたのであ る。欠課時間(遅 刻 と

サボ リ)が あま りに も多 く、進級時 に問題 とな り、2年 生 は1年 間欠課0時 間を条件

と した。 無事 に達成で きて卒業 となったが 、本人は辛か っただけで、何 も自分に得 に

な ったとは思わない といい、い っこうに薬 にな っていない。

性格は明る く、人付 き合 いも良 いので 、社会で はどのよ うな生 きかたをす るのか、

楽 しみである。2年 生最後にや る気が上昇 しているのは、 もう、教師 にガ ミガ ミ言わ

れずにす む解放感 か らだとい う。実は、教師側 も解放 されて喜んでいるのであ る。
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査
{注)

調査1、 年2月/」 自 学校名 ンヒ与"グ λ
|^

1)… この9査 は、あなたの過法の勉Vの やる気のn度 を鋼ぺるもので†.気 楽にR人 して下さ㌔㌔.

2レ.・過去の:etetVLOt二.H分 のfit"6nteしt:tSの 状雛 やるPtlcosとtk「 下さい・自分の最もやる気のah

っt:と きの状態tO%と 考iて 下さい.そ の上でグラフに各時点でのやる気を{%)で 示すカーブを描いて下8い.

3)… やる気カーブが上}1、下降した鳩合の理由を下seの項目より選んで引出蹟(→)と 共t:tE号 で示して下eい.

なti、下記の理由t:1t当 しない場合ほ空聞に理由を簡単な文章で記入しτ下さい.

ζれまでに最 もやる気を起したと合はいつでしたか呼

[==西==コ ・・・・…
このとさのやる気を100%と 考えて下さい。 エ

〔やる爪を起こした理由)

A}新 しい景情でスタートしたから

B)学 校生活に夢や期待をいだいていたから

C)各 捜の資格 〔免許など)を 取得したいと思っていたから

D)rt震t:つ いて行こ うと思ったから

E)定 期iMtが あったから

F)授 宴に興味がもてたから

C)入 学試験 があったから、入学試験に合格したかったから

H}講 習や補習があったから

LU)学m生itt:慣 れたから

MU}休 暇中だったから

NU)人 間関係(恋 苦、友人、教師、豪族など}の ため
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こζに学年を記入 して下さい.→( ) ここに学年を記入 して下さい.→(. ∠ )

部

や

る

気

これまでに最もやる気をなくしたと台はいつで したか.

LD)学 生賞…活に慣れたから

MD)徒 軍中だったから

ND)人 間関係(恋 文、友人、教師、家族など}の ため

S)入 学でさて安心したから

R)勉 強がいやになったから

のときでした。このとSの やる気を0%とtえ て下さい.

〔やる気をなくした理由〕.

Z)授 震に興味 をもてなかつたから

Y}授 婁がむつかしくて面臼くなかったから

X)体 固が†ぐれなかったから

W)定 期試験が終ってほっとしたから

V}侵 食以外のもの{ク ラブ、文化祭,体 育祭など1に 関心をもったから

U)靴 日のことで悩 ノLだから

T)人 学鼠験がi竿oて ほっとしたから

学年 釧 鴨 繍 ・〒ム
生
写
牢
番

名 前 漫・・女 卒研室名 クラブ名 体育系 文化系

情 報 心理 学研 究 室

図4-3-9 学生1の やる気 グラフ

1:口 先だけでや る気 はあ るというが、本気で勉 強を しないとい う典型的な学生であ る。

勉強方法を指導 して も、がまんを知 らないのでっいて これない。本人 もその時はなん と

か しよ うとす るが、過去 に勉強で充実感や達成感を味わ った ことがないので 、耐え られ

ず に遊んで しまうとい う。

休暇中にや る気の最 大値を示 しているが、本気の勉学のや る気 とい うので はない。専

門学校 に通 っていればなん とか して くれ るという依存心が大 き く、 自分で努 力 しようと

す る態度に欠ける。性格的には不真面 目な態度 はないので、や はり基礎学力不足が原因

で授業 について これないと もいえ る。2年 生で も、卒業がかか って いる検定試験などに

まった くや る気を示 していない し、事実、成果 もない。真面 目さだ けで切 り抜 けて きた

が、最後の検定試験で息詰 まった。復活試験でなん とか最初で最後 の意地を見せて卒業

はで きたが、 コンピュータの専門学 校に通 った とい う成果 はほとんどなか った とい う。
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査
〔注)

畑査 年λ 月∂ 自 学校名 ,、zム コ.ひoミ'・ ノーλ 雪1加'
'

1)… 二の国査1‡、あなたの過去の勉学のやる気のr度 を煩ぺるものです。気楽t:ie人 して下さい.

2}… 過去の記憶を妬りに、自分の最もやる気を起したと1の 状韓をやる気IOO%と 奪えτ下さい。自分σ∫最もやる気のなか

ったときの状態 を0%と 考えて下 さい。その上でグラ7に 各時点でのやる気を(%)で 示すカーープを描いて下さい.

3)… やる気カーブが上昇、下Mし た鳩合の理由を下記の項目より選んで引出姐(→1と 共に記号で示して下さい.
'な お、下記の理由::ts当 しない鳩合は空欄に理由を簡単な文章で妃人 しτ下さい.

ζれまでに最もやる気を起したと倉はいつでしたか.

のときでした.

簿記の検定1

.〔

L/

〔やる気を起こした理由〕

A}新 しい気～キでスター トしたカ・ら

B}学 校生活に夢や期待をいだいていたから

6F各 種の館 晩 賊 ど}

D}授 章について行二うと思ったから

/ワ 朗 頗 があ・たから

F)投 棄に興味がもてたから

G)入 学試験があったから、

を取得したいと思っτいたから

人学試験に合格したかったから

.乙卵 ・端 物 たか・

LU)学 校生活に慣れたから

MU}休 暇中だっ.たから

NU)人 間関係 〔恋愛、友人、教師、京族な

.

ど1 のため

♂ 日情協2級.

このときのやる気を100%と 考えて下さい。
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これまでに最もやる気をなくしたと毒はいつでしたか.

LD)学 生生i苫に憤れたから

ごプ ・眼中・・た・・
ND}人 間関係(恋 愛、友人、教師、京族など)の ため

S)入 学できて安心 したから

BVva・ が・轍 ・たか・

　 　

[=======]・ ・… た・・の・・のや・気・・%・考・て下・い・

〔やる気をなくした理由〕

Z)授 窯に興味をもてなかったから

θ 授飢 づ… 呼 ・… た・・
X)体 調が†ぐれなかったから

酔 一 終・て… し…
v)ttava外 のもの{7ラ ブ・文化祭t"rr祭t;ど)に 関t'tも ったから

⑳ 耽 ・で悩・だ・・
T)人 学試験が終ってほっとしたから

学年 λ 学科名 勲、㍉へ
生 名 前 ・ 女 卒研室名 クラブ名 体育系 文化祭

情 報心理 学研 究 室

図4-3「10 学生Jの や る気 グラフ

J:や る気が あるのか ないのか、普段接 して いて も不明であ る。 やる気 カーブを記述 して

もらっては じめて分か る。性格 は優 しく真面 目であ り、指導すればそれな りに しっか り

と勉強 して くる。

しか し、成果 には結びつかないのである。勉強方法を まった く知 らないとい うか、考

え るとい うことを知 らない学生であ る。暗記力 も乏 しか った。 それで も1年 生11月 の 日

商簿記検定3級 で は、補習の連続で本人 もなん とか合格 したいと願い、最大のや る気を

示 した。結果 は見事合格であ った。 これでなん とか勉強に充実感を抱 いて くれ ると期待

したが、 ここまでであ った。

2年 生 では、やは り検定試験合格 をなん とか味わ いたいとい う気持で頑張 ったが、基

礎がで きていないので、 とて も追 いつけなか った。最後 に、卒業をか けた検定試験 にも

最大のやる気を示 したが、遅す ぎたといえる。まった くの気持だけで実績が伴わなか っ

た。
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学理2勉 学 の や る 気 の 調 査

髄 ～⇔ 月3・ 学校名Ulり ンe.・4eン`2■s-9'

(注)1レ ・・この助査は、あtxt:の過去の勉学のやる気の程度を助ぺる'もので†.気 楽に記入して下さい.tt

2)… 過去の記憶をMり に、自分のhも やる気を起したと●の状西をやる恒IOO%と 考えT下 さい.自 分の最もやる気のなか

ったときの状態を0%と 考えて下さい。その上でグラフに各時点でのやる気を{%)で 示すカーブを描いて下さい.

3)… やるnh－ プが」・}1、下降した齢 の触 を下SLiの囎 よ・PtkrSl出"(一 ・1と 共・:egで 示 しワ さい・

なカ、下北の理由に鋏当しない鳩合は空欄に理由 を簡単な文章で記入して下さL㌔

これまでに最もやる気を起したときはいつでしたか.

う 胸 づ ・とき・し・・

このときのやる気ElOO%と 考えて下さい。 κ

〔やる気 を起こした理由)

㍑ ∴㌫ 二㌫1:1.たから

:㌫ ≡ 竺1三1た いと思'で　 ら

::㌫ ㌫1㌫ ら
C)入 学試験があったから、入学試験に合格したかったから

H)蹟 習や補習があったから

LU)学 校生活に慣れたから

MU}休 田中だったから

NU)人 間関係(恋 愛、友人、教師、1匡族など)の ため
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やる気をなくした理由〕

授章に興味をもてなかったから

; 根室がむつかしくて面白くなかったから
体調がすぐれなかったから

二定期試験が終ってほっとしたから
授宴以外のもの(ク ラブ、文化祭、体育祭など)に 関心をもったから

: 就職のことで悩んだから
人学試験が終ってほっとしたからT

90田

TOや

る

40気

ζれまでに最もやる気をなくしたときはいつでしたか・

LD)学 生生活に慣れたから

MD)休 暇中だったから ・

ND)人 間関係{恋 虻、友人、教師、寮族など}の ため

S)人 学できて安心したから

R)勉 強がいやになったから

64府 臭 み のと●でした。このときのやる気 を0%と 考えて下さい.

学年2.学 科名
生
号
早
番 名 前

・ 女 牢研室名 クラブ名 体育系 文化系

情 報心 理学研 究室

図4-3-11学 生Kの や る気 グ ラフ

K:高 校生 の ときか ら第二種情報処理技術者試験に挑戦 してお り、入学 して基礎 を しっか

りや りなお しただけで、1回 目(1年 生10月)に 難 な く合格 した。本人が 自称す るとお

り、パターン学習に優れており、ほとん どの検定試験をいわゆる受験勉強で勝ち取 った。

しか し、文章 力や深 い思考力を要求す る問題 は苦手 と した。 』

1年 生で ほとん どの資格を取得 し、2年 生の始め は検定試験 とい う目標 を失 い、や る

気が低下 している。その折 りに、学生 に しては高価 なパ ソコンを購入 したためその代金

めアルバ イ トで、勉強はおろそか になりや る気は低迷 を続けた。パ ソコン購入 は歓迎す

ることなのだが、アルバイ ト疲れで勉強がで きな くな り、 しか もゲーム しか しないとい

う最 も悪い状態に陥った。

2年 生7月 より、10月 の第一種情報処理技術者試験に 目標を定 めるよ うに指導 したが 、

本人のや る気が間際まで立ち上が らなか ったため実力的には十分 に狙えたの に もかかわ

らず、残念であった。就職に関 しては、強い指導 によ りVAN最 大手の企業 に難な く決

定 したが、本人は不安が っている。それ は、 コ ミュニ ケーシ ョンや ドキュメンテー ショ

ン能力に自信がないか らである。 しか しなが ら、卒業研究の調査や発表でおだてた結果、

本人 もその気 にな り、 コ ミュニケー ション等 も卒業まで にはなん とか ものにな っていた。

まさ しく、おだてて成功 した学生であ る。
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査

猷 .巨2月/・ 学賭ee'品 品 一ヒ諸 口 『'潔磁

(注)1)… この口重は,あ 之たの過tの 勉学のやる気の程度&ロ ペるもので↑.気 楽に記入して下さい。

2)… 過去の記憶をMりt:、 自分の最もやる気を起したときの状態をやる気100%と 考えて下さいザ自分の最もやる気のなか

ったと1の 状態を0%と 考えて下さい。その上でグラ7に 各時点でのやる気を1%}で 示†カーブを描いて下さい.

3)… やる気カーブが上}F、下降した鳩合の理由を下記の項目より選んで引出線 〔一◆}と 共に記号で示 しτ下さい。
』 なカ、下記の理由に該当しない鳩合は空欄に理由を簡単な文章で記入して下さい.

ζれまでに最もやる気を起 した ときはいつでしたか.

62根 問 御髪微 変 ・・… た.

二のときのやる気を100%と 考えて'Fさ い。 ∠」

〔やる気を起こLた 理由〕

A}新 しい気持でスタートしたから

B}学 校生ts::夢 や期待をいだいていたから

C)各nの 資格(免 許など1を 取得したいと思っていたから

D)授 莫について行こうと思ったから

E}定 期ぷ験があったから

F)授 某に興味がもてたから

G)入 学ltStがあったから、人掌試験に合格 したかったから

H)講 習や補習力'あったから

しU).学 校生活に慣れたから

MU)休 暇中だったから

NU)人 間関係 〔恋文、友人、教師、家族など)の ため
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ζこに学年を記入 して下㎏い.→( ) ここに学年 を記入 して下さい.→( )

100

90FVI

80

70や

60

る
50

40気

30

0

0

2

1

0

ψ

ζれまでに最 もやる気をなくした ときはいっでしたか・

LD)学 生生i6に慣れたから

MD)休 暇中だったから

ND}人 間関係(五 菜、友人、教師、宮腹など)の ため

S}人 学できて安心したから

R)勉 強がいやに4っ たから　一 のときでした。このときのやろ気を0%と 考えて下さい。

学年 2 学科名

〔やる気 をなくした理由〕

Z)授 震に興味 をもてなかったから

Yl授 章がむつかしくて面白くなかったから

X)休 頂が†ぐれなかったから

W)定 期試験 が終ってほっとしたから

,V)授 案以外のもの 〔クラブ.文 化祭、体育祭など)に 関心をもったから

U)戟 貫のことで悩んだから

T}入 学」鵡tが 終ってほっとしたから

!イ
れ
戊=
～

生
番{ 名 前 女 卒研室名 ク ラブ名 体育糸 貫化系

情 報心理 学研 究 室.

図4-3-12学 生Lの や る気 グ ラ フ

L:典 型 的な学校依存型であ る。一人でアパ ー ト暮 らしを してお り、自己管理が甘 い。裕

福ではないので、 自炊等を しっか り しているのだが、こと勉強 に関 しては何 もしない。

それ な りに検定試験前 は友人 と勉強 して いるのだが、ほとん どが遊 びに終わ って しまい

成果が表れない。友人達 も似 たよ うな性格 と実力のため、お互 いに刺激にな ってお らず

残念であ る。

真面 目でおとな しくしていれば、学校がなん とか して くれ ると信 じていた とい う。残

念なが ら、い くら補習 して も勉強に対す る意欲 をか きたて ることはで きなか った。1年

生の頃はまだ、それな りにや る気 を示 していたよ うだが 、表面的には死んでいたようで

あ る。 なん とか2年 生に進級 させ ることはで きたが、そ こまでであ った。以後の指導 に

は本 人 も力尽 きて耐え られなか った とい う。

最後の検定試験にやる気を示 したが、遅す ぎた。留年であ ったが 、本人は就職を選ん

でいった。
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ζれまでに最もやる気をなくしたと台はいつで したか.

1… で・た・・の… や・脚%・ 考・て下 …

LD)学 生生活に慣れたから

MD)休 暇中だったから

ND)人 間関係{恋 愛、友人、教師、牢族など)の ため

S)入 学できて安心したから

R}勉 強がいやになったから

〔やる気をなくした理由〕

Z)授 婁に興味 をもてなかったから

Y)侵 食がむつかしくて面白くなかったから
、

1辿θ めIRの ● 、飾 「乞2段 φ

体育祭など)に 関心を、もったから

/

σf棚 桝 ぐ・な・・たか・

W}定 期試験が終ってほっとしたから

V)授 婁以外のもの(ク ラブ、文化祭、

U)頗 のことで悩んだから

T)入 学試験が終ってぼっとしたから1之阜冬休 み前イ良
　 　 　 　 　

・.1 .男@i・ 研・∋ }クラ剰 ・・系1 }文・副 1⇒ 見}・ 酩 輪 ス私 講 、1名
情 報心理 学研 究室
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図4-3-13学 生Mの や る気 グ ラ フ

M:取 得で きる資格はなんで も挑戦 してや ろうとい うとて も意欲的な学生であ る.高 校で

生徒会役員を経験 してお りマナーや態度 は素晴 らしく、 ものの考えかた もしっか り して

いる。多少、凝 り性 であるが性格的にはまった く問題がな く、信頼 のお・ける学生である。

1年 生6～7月 に、やる気が100%で あ り日商簿記検定3級 、 日商 ワープロ検定3級

(他科へお しかけて まで独学で挑戦)、 マイ コンクラブマイコ)・r検定4級 と、すべて取

得 した。 ただ、 この間の前期定期試験 は、普通の成績であ った。

次のや る気が100%な のは、2回 目の第二種情報処理技術者試験(2年 生4月)で あ

り、難な く合格 した。本人は幸運で あ った とい うが、教師か らは当然であると思えた。

第一種情報処理技術者試験は、就職活動が一段落 して気が抜 けていた時期 と重な り、.さ

すがに気乗 りが しなか った という。 とりあえず挑戦 させたが、就職時期 と重な らなけれ

ば合格 も可能で あった と惜 しまれ る。

また、 この学生の特徴 は、放課後 も事務局のアルバイ トを積極的に活用 して小遣 いを

稼 ぎ、学校をいい意味で よ く利用 した ことにあ る。教 師 も非常 に信頼 を置いて、いろい

ろな情報 を与えている。 その結果 として、それ ほど苦労 もせず に多種(秘 書技能検定、

ペ ン字検定、他)の 資格 を取得 したといえ る。実 に、か しこい学生であ る。実際、 この

ような学生 には、指導 はい くらで も可能 とい うのが本音であ る。 また、夜間を うま く利

用 して 自動車運転免許 も取得 している。

2年 生12月 の落ち込み は、卒業論文 にさすがに苦労 したか らだ とい う。凝 り性 に加え

て体調を崩 したため、論文が うま くはかど らなか ったとい う。論文 はそ こそ こで あった

が、研究発表 は工夫があ り 「さすが!」 といわせ るものがあ った。
-320一



学理2 .勉 学 の や る 気 の 調 査
A

〔注}
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ζれまでに最もやる気を起したときはいつで したか.
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LU)学 校生活に慣れたから

Mω 休暇中だったから

NU)人 間関係 〔恋愛、友人、教師、1【族など)の ため
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新しい気持でスタートしたから

学校生活に夢や期待をいだいていたから
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授業について行こうと思ったから
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投棄に興味がもてたから
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ζれまでに最もやる気をなくしたときはいつで したか.

1・ ・… た・・の・・のや・・・… ヂ・市 ・

LD}学 生生活に慣れたから

MD)休 暇中だったから

ND)人 間関係{恋 愛、友人,教 師、寛族など}の ため

S}人 学できて安心 したから

R}勉 強がいやになったから

:

:
u

と思 うか ら。

・鐸 ㌫忽 パ
授章がむつかしくて面目くなかったから

体固が†ぐれなかったから

定期W険 が終ってほっとしたから

授婁以外のもの 〔クラブ、文化祭、体育祭など)に 関心をもったから

戟田のことで悩んだから

臨 嬬祠 T}入 学鼠験 が杵ってほっとしたから

;;　 ア 学・⇒ 織 故 雛 1名 ・元1 秒 ・1・研室∋ 1レ ラプ名1・⇒1・ 化系1

N :

い え る。

が本 人 も、

たか らで あ る。

事実 で あ る。

優秀 な学生であ る。

らせ る面がある。

クラス委員長を勤めた。

というのであ る。

教師か らみ ると、

のはあた りまえであろ う。

、

入学時よ りや る気が高 く、

待を されて は心配であ るという。

ら高資格 も合格で きたのであ る。

それ で も、

しか し

第二種情報処理技術者試験 は2回 目

周囲 も正直 なところであ る。

この時期のや る気 カーブがそれ ほど高 くないのは、

本人 も、

意味を理解 していな か ったにもかかわ らず 合格 し、

し、受験勉強の カ ンだけで高資格 は合格 しない。

で 、周囲の期待にお しっぶ され ないことを祈 る。

図4-3-14

運 よ く

願 わ く

「ま 」の抜 けた と ころ もあ り、

リーダ ー シ ップ とい うよ りは 、

真 面 目 に こつ こつ と努 力 を し、

技 術 者 試験 も2年 生10月 で 合 格 して しま った 。 本 当 に 「して しま った 」 と い う と ころ

彼 は カ ンが 良 い ので あ る。

これ は 誰で も結 局 は 同 じこ とで あ る。
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学生Nの やる気 グラフ

またその性格か ら親 しみを感 じさせ る人物で もあ り、2年 生 は1年 間

(2年 生4月)

第一種情報処理技術者試験 に合格 したので 「して しま

合格 しただけで実力 もないのに、必要以上の評価や期

基礎が しっか り

日商簿記検定2級 の合格に して も、前 日まで ほとん ど

ば 、彼が 自信を持 って ものを考え る癖 を身 に付けるま

本当に優秀なのか判断を困

人柄 に人気があ る。

実力を確実に身 に付けたと

で合格 し、第一種情報処理

卒業研究 のテーマ選定で悩んで い

して いて、カ ンが良 いか

簿記担当の教師 も呆れて いる。

彼な りの勉強方法が成功 してい るの は

方法が成功すれば、成果 に結 び付 く

情報心 理学研 究室

った」

しか
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3}… やる気カーブが上lt、下降した場合の理由を下記の項目より選んで引出腺(→)と 共L:11t号で示して下 さい.

なお、下記の理由に該当しない場合は空欄に理由 を簡単な文章で記入して下さい.

これ までに最もやる気を起したときはいつでしたか.

熱 櫟0

c.2種

(やる気を起こした理由)

A)新 しい気持でスタートしたから

B}学 校生活に夢や期待をいだいていたから

C}各 橿の資格 〔免許など}を 取得したいと思〔ていたから

D)授 震について行こうと思ったから

E}定 期試験があったから

F)段 裏に興味がもてたから

C)入 学試験 があったから、入学試験に合格したかったから

H)原 書や補習があったから'

しU)学 校生活に慣れたから

MU)休 暇中だったから

NU)人 聞関係{恋 愛、友人、教師、軍旅など)の ため.
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ζれまでに最もやる気をなくしたときはい?で したか.

LD)学 生主i8に慣れたから

MDI休 暇中だったから

ND}人 間関係(額 堂、友人、教師、軍旗など}の ため

S}入 学できて安心したから

R}勉 強がいやになったから

茸菰 竜やll【・= のと●でした.こ のときのやる気を0%と 考iて 下さい.

Z

Y

X

W

V

U

T

やる気をなくした理由〕

授某に興味をもてなかったから

授業がむつかしくて面白くなかったから

体顔が†ぐれなかったから

定期試験が終ってほ'っとしたから

授業蹴外のもの(ク ラブ、文化祭、体育祭など)に 関心をもったから

戯口のことで悩んだから

人学試験が終ってほっとしたから

#42el4名 齢 コ λ 難 名 前 ・ 女 牢研室名 クラブ名 体育系 文化系

情 報心理 学研 究 室

図4-3-15学 生0の や る気 グラ フ

0:個 性の強い学生であ る。 自己流の考 え方で勉強 に取 り組んでお り、成功 と失敗の差が

大 きい。資格取得の目的 も明確であ り、や る気 も入学時よ り100%に 近 い。最初で最後

の成功が、1回 目(1年 生10月)の 第二種情報処理技術者試験であ り 「合格 して しまっ

た」1周 囲か らも驚 きで迎え られた合格であ る。本人 も不思議だ とい っているが 、彼な

りの勉強方法が成功 したといえる。高校で はとて も目立っ学生で はなか った とい う。そ

れだけに、一躍、専 門学校で 目立 って しま った。本人 はまんざ ら悪い気 は しないよ うで

あ るが、周囲は、いまだ に不思議が っている。

この周囲の驚 きが相 当プ レッシャーにな ったよ うで あ り、残念 なが ら、以後の検定試

験にお いては、低 い レベ ルの ものさえ合格 していない。 この点は、初期の資格取 得 目標

を達成 して しま ったか らと もいえな くないが 、勉強方法 に問題点があ るといえ る。第一

種情報処理技術者試験 は、挑戦をさせ たが とて も無理 な ものであ った: ,

もし、1回 目の第二種情報処理技術者試験 に合格 していなか った とした ら、どのよ う

にな っていただろ うか。卒業 までに合格 は難 しか ったので はないか と想像する。それよ

りも、卒業まで勉強を続 け られたかど うか疑問で ある。 自己流の ものの考えか たが通用

したの も資格取得のおかげで あ り、社会 に出てか らが少 し心配であ る。取 り越 し苦労で

あること祈る。
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2)… 過去の記憶を頼りに、自分の最もやる気を起したと●の状態をやる気100%と 考えて下さい。自分の最もやる気のなか

ったときの状態を0%と 考えて下さい。その上でグラフに各時点でのやる気を 〔%)で 示すカーブを揺いで下さいθ

3}… やる気カーブが上昇、下降Lた 鳩合の理由を下記の項 目より選んで引出腺(→)と 共に記号で示して下さい。

なカ、下記の理由に鋏当しない場合は空欄に理由を簡単な文章で記入して下さい.
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こ　 　 … したと　 　 ○'
〔やる気を起こした理由〕

A)1厚 しい気筒でスタートしたから

D)授 童にっ、・て{テこうと思ったカ・ら

E}定 期民験があったから

F)授 業に興味がもてたから

B)学 校生活に夢や期待をいだいていたから

C)各 種の資格 〔免許など)を 取得したいと思っていたから

C)入 学試験があったから、入学試験 に合格したかったから

Hl煩 習や補習があったから

L田 学校生活に慣れたから

Mω 休暇中石ったから

NU)人 間関係 く恋愛、友人、教師、家族など)の ため
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こζに学年を記入して下さい。■(1)

LD)学 生生活に慣れたから

MD}休 暇中だったから

S}入 学できて安心したから

R}勉 強がいやになつたから

これまでに最もやる気をなくしたときはいつで したか.

ND}人 間関係 〔恋文、友人、教師、家族など}の ため

〔やる気をなくした理由〕

Z授 宴に興叫ξをもてなかつたから

Y授 業がむつかしくて面白くなかったから

X棒 鋼がすぐれなかったから

W定 期状験が終ってほっとしたから

V授 業以外のもの 〔クラブ、文化祭,体 育祭など}に 関心をもったから

U戟 田のことで悩んだから

[ 狂 耐r… で・い の… や・・・・・… て下…
T)入 学試験が終ってほっとしたから

学年 ・ … 　酩 、、。 蓑 ・ ・1 隔 ・1・研銘

　

レ ラプ名i… ∋1・ 縣1 1

図4-3-16

P:社 会人を2年 間経 験 して きてお り、

ある。1年 生 は クラス委員長を務め、

当初 は新 しい環境 でスター トし、

1年 生の夏休 みか ら学生生活に慣れ 、

けるという見通 しをっけたため、

第二種情報処理技術者試験 は、

を示 し、負担 を与えて しまったのである。

は十分な行動を示 している。教師か らすれば、

験者に対 して、今後の指導 に多いに反省す るべ き ものが残 った。

3回 目

やる気 は、社会人を辞めてきて変な ことはで きないとい う真剣 さが最大 の理 由と もいえ る。

も可能であ ったと思 うが、精神的圧迫 と体調不良が影響 して しまったよ うであ る。

彼に関 して は、他の学生(ほ とんどが高校新卒学生)へ の影響力が、彼の能力を磨 く

上で負担 にな った といえ る。面倒見が良いので友人達 も頼 り、精神的 に自分の ことは後

回 しに して とい う気持で勉強を して しま ったといえる。 それ に加えて、教師 も彼に期待

やる気のカーブが1年 生の夏以後低いの には残念な思 いをす るが 、実際の学生生活で

ために・ ここぞ とい う努力に欠 ける面があ ったのが非常 に残念でな らない
。社会人の経

一323一

情 報心 理学研 究 室

学生Pの や る気 グラフ

ものの考えかたやマナー等はで きあが った人物で

2年 生 も実質的 リーダーの役割を果た した。入学

学生生 活に も夢を抱 き、や る気100%で あった。 この

そん なに肩意地は らな くて も、なん とかや ってい

以後卒業 までやる気 としては低 い状態が続 く。

(2年 生10月)で よ うや く合格 した。2回 目で

彼が冷 たい目で学生生 活を見て しまった
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〔注)1)… この調査は、うなたの過去の勉学のやる気のU度 を璃ぺるもので†.気 楽に肥人して下さL㌔.

2)… 過・t・の記憶を紺りに、自分のHも やる爪を起したときの状態 をやる気100%と 考えて下さい.自 分の最もやる気のなか

ったときの状態 を0%と 考えて下さい。その上でグラフに各時点でのやる気をC%}で 示†カーブを描いて下さい.

3}… やる気カーブが上昇、下陣Lた 地合の理由を下記の項目より選んで引出腺(一 ◆}と 共に詑号で示して下さい.
'な お

、下記の理由に値些しない場合は空欄に理由を簡単な文章で記入して下 さい.

これまでに最もやる気を起したときはいつでしたか.』 のときでした.

このときのやる気を100%と 考えて下 さV。

〔やる気を起こした理由〕

A)新 しい気持でスターF .したから

B}学 校生活に夢や期待をいだいていたから

C)各 禎の資格 〔免許など)を 取得したいと思っていたから

D)授 竈につvr行 こうと思ったから

E)定 期試験があったから

F}授 察に興味がもてたから

C)入 学k験 があったから、入学試験に合格したかったから

H)講 習や補習があったから

しU)学 校生活に慣れたから

MU)休 暇中だったから

NU)人 間関係(恋 愛、友人、教師、軍旗など)の ため
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ζれまでに最もやる気をな くしたときはいつでしたか.

LD)学 生生活に慣れたから

MD)休 暇中だったから

ND}人 間関係(恋 愛、友人、教師、京族など}の ため

.S}入 学で●て安心したから

R}勉 強がいやになったから

〉 )

^}
のときでした.こ のと●のやる気を0%と 考えて下 さいe

〔やる気 をなくした理由)

Z)提 案に興味 をもてなかつなから

Y}段 裏hCt'つかしくて面円くなかったから

X)体 閃がすぐれなかったから

W}定 期試験が終ってほっとしたから

Vl授 某以外のもの 〔クラブ、文化祭、体育祭など)に 関心をもったから

U)戦 債のことで悩んだから

T)入 学試験が終ってほっとしたから

学年 ユ 学科名 シス'`
生
番 名 前 ば@卒 研鎚 クラブ名 体育系 文化系

情報 心理 学研 究室

図4-3-17学 生Qの や る気 グラ フ

Q:感 受性 の豊かな学生で ある。 自分で生活パ ター ンを確実 にコン トロール しよ うとして

いるよ うであった。結果的には 目標を模索 しなが らもマイペースで学 習がで きた といえ

る。1年 生で は、真面 目に努力 して いるとい うだけであ ったが、良い友人 に恵まれ2年

生か らは勉強 に一層身が入 ったよ うで ある。

第二種情報処理技術者試験 は、3回 目(2年 生10月)に 合格 してい る。就職先の企業

か ら是非合格 して欲 しいとい う要望が あ り、本人には相当なプ レッシャーで あった とい

う。教師 は真面 目に努力 してお り、十 分力はある と安心 して見ていた。

2年 間を通 して 自分め考えを はっきりと表現す るが、 どこか幼い考え もあ り、それが'

通 じないとふ くれて しまい、教師 も苦労 させ られた。 しか しなが ら、最後の卒業研究で

は、友人 と共にとて も良 く頑張 り優秀賞を受賞 してい.る。 ものに対す る取 り組みは誠 に

真剣であ り、模範的な学生であった。
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頂査/年 ■月ノ 日 宇校名
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〔やる気を起こした理由〕
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F)授 哀に興味がもてたから

C)入 学試験があったから.人 学tmaに 合格したかったから

H}原 書や補習があったから
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NU)人 間関係(恋 愛、友人、教師、軍旗など}の ため
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これまで1こ最もやる気をなくしたときはいつでしたか・

LD,学 生生活に慣れたから

MD}休 暇中だったから

ND)人 聞聞保 徳 貴、友人、教師、女族など)の ため

S)入 学で●て安心したから

R}勉 強がいやになったから

のときでした.こ のと●のやる気を0%と 考えて下さL㌔

〔やる気をなくした理由}

Z)授 某に興味をもてなかったから

Y)授 窯がむつかしくて面白く4か ったから

X)体 調が†ぐれなかoた から

W)定 期試験が終ってほっとしたから

V)授 某以外のもの(ク うプ、文化祭、体宵祭など}に 関心 をもったから

U)鵯 職のことで悩んだから

T)入 学試験が終ってほっとしたから

学年 学科名 名 前 男 卒研室名 ク ラブ名 体育県 史化系

情 報心理 学研 究 室

図4-3-18 学生Rの や る気 グラフ

R:基 礎学力が優秀な学生で あり、能力的には もっと素晴 らしい ものを発揮で きるチ ャン

スがあ ったといえ る。教師側の一致 した意見であるが、友人に左右 され、平凡 な成績 に

終 わって しまった残 念な学生である。

第二種情報処理技 術者試験は、1回 目(1年 生10月)を なん とな く受験 したが、2回

目(2年 生4月)に 、特訓の指導通 りに頑張 って合格 したとい う。学業 は、何 もしな く

て も平均以上であ り、その気になってやればなんで もで きた学生で ある。 欲のない学生

であ った。

第一種情報処理技術者試験(2年 生10月)は 、本人が気乗 り しなか った面 もあ り、受

験だけに終わ った。卒業研究 も普通のや り方で 、普通 の ものを残 した。 これが実力だ と

は思わないが 、社会で鍛え られ 、素晴 らしい能力を発揮す ることを期待 している。

.
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査
{注}

田査 「pユAIB 学校名
一 叡

山コ:巴 一句 ピシ'ス 仁

、

i)… この胴宣は、あなたの遇・t・の勉学のやる爪の程度を酒ぺるもので↑.気 顛t:te入 して下さい.

2)… 過去のitteをanりt:、 自分の最もやる気を起したときの状■をやる気ICOSとtkて 下tい.自 分の最もやる気のなか

ったときの状胞を0%と 考えて下さい.モ の上でグラフに各時点でのやる爪を(9旬 で示すカーブを描いて下さい.

3}… やる気カーブが上1↓、下降した場合の理由を下記の項目より選んで引出塙{→}と 共1二8と号で示して下 さい.

なts、下記の理由に牧当しない場合18空欄1二理由を簡単な文章で記入 して下 さい.

ζれまでに最もやる気を起したときはいつで したか.

のときで した.

このとさのやる気を100%とtえ て下さL・。 ρ
(やる気を起こした理由〕

A)新 しい気tキでスタートしたカ・ら

B}学m1活 に夢や期待をいだいていたから

C}各 槻の資格 〔免許など}を 取得したいと思って.いたから

D)侵 食について行こうと思ったから

E)定 期」ス験があったから

F)授 哀に興味がもてたから

C)入 学XS"htあ ったから,入 学試験に合格したかったから

H)講 習や補習があったから

LU)学 校生活に慣れたから

MU)休 暇中だったから

NU)人 間関係・(恋愛、友人、教師、京阪など)の ため
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LD)学 生生活に慣れたから

MD)休 ポ中だったから

ND}人 間間係 〔恋愛、友人、教師、宮腹など)の たb

S)入 学で8て 安心したから

R)勉 強がいやになつたから

Lれ まで1こ最もやる気をなくしたときはいつでしたか.

大 杯汁 のと●でした.こ のと●のやる気 を0%と 考iて 下さい.

〔やる爪をなくした理由).

Z)授 某に興味をもてなかったから

Yl授 哀がむづかしくて面白くなかったから

X}体 坦が†ぐれなかったから

W)定 期試験が終ってほっとしたから

Vl授 粟以外のもの 〔クうプ、文化祭、体宵祭など)に 情心をもったか ら

u)軟 田のことで悩んだから ・

↑)入 学試験 が終ってほっとしたから

学年 学科名 '
生

名 前 角 ・㊥ 卒研室名 クラブ名 体育系 文化系

図4-3-19 学生Sの や る気 グラフ

情報心 理学 研 究 室

S:指 導すれ ば、す るだけの実力を発揮 した。残念 なが ら応用力には欠 ける面があ ったが、

良 き指導者 にっけば、い くらで も能力を磨 くことがで きる学生である。

資格取得 に対 しては、設定 した 目標のす べてに挑戦 し、10数 個(各 種の簿記検定 、銀

行業務検定 、販売士検定 、ワープ ロ検定、ペ ン字検定、等)の 資格に合格 していった。

や る気 カーブ も、検定試験 ごとに100%近 くを示 して いる。基礎学力は普通であるが 、

教師 も驚 くほどの努力の人であ る。

このような学生 は、今回の調査に3人 いたが、やる気 カーブが毎回100%と い うのは

この学生だけである。教師 としては、指導 しなが らいつ 「先生 、 もう、疲れ ま した」 と

いい出すかが気掛か りであ った。鍛え られ るだけ鍛え よ うとい う指導に も、問題 は残 る

が、それ以上 に指導 に対 して精一杯応えた学生を誉める しかないであろ う。

最後の卒業論文 も実 に見事 な ものを完成 させ、優秀賞 を受賞 したの は当然であ った。
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査
〔注)

田査 三年z月1ら8学 校名 級U、 コニC。 ㌧ ㌢ えZ酔r傍 さ

1)… 二の鯛ffは、あなたの過・t・の勉学のやる気の口度をロペるもので†。気楽t::d入 して下さい.・

2}… 過2:の記憶を頼りに、r.d分の粒もやる債を起したと1の 状態 をやる気IOO%とtiて 下さい.自 分の最もやる気のなか

ったとさの状態を0%と 考iて 下さい。その上でグラフに各時点でのやる気を 〔%)で 示†カーブを描いτ下さい.

31… やるkカ ーブが上H、 下口した場合の理由を下記の項目より選んで引出線{一}と 共t:th号で示して下さい.

なカ、下記の理由に」`当Lな い場合は空欄に理由を簡単な文章で詫人して下さし㌔ ・

456789

ここに学年を記入 して下さい.→ 〈

ro 11

)

21 1 2 3 456T8

こ乙に学年を記入して下さい.→(

9 Ol

)

lI 21 1 2 3 び]}

ζれまでに最もやる気をなくしたとさはいつでしたか.

LD}学 生生活に慣れたから

MD)休 暇中だったから

ND)人 間関係(恋 愛、友人、教師、軍旗など)の ため

S)入 学で ●て安心したから

R)勉 強がいやになったから

わ断 の加 味 行ヒ・ぷ 窟… で・… の… 願 ・・・… て下…

(やる気をなくした理由〕

Z}授 業に興味をもてなかったから

Y)侵 食がむつかしくて面白く4か ったから

X)体 調が†ぐれなかったから

W)定 期1鵡tが 終ってほっとしたから

Vl投 票以外のもの(ク ラブ、文化祭、体育祭など}に 関心をもったから

u)戦 績のことで悩んだから

T}入 学試験が終ってほっとしたから

学年 之 学科名 詩宅ヨ
牢
番 名 前 ・ 女 牢研室名 クラブ名 体育系 文化系

情報心 理学研 究 室

図4-3-20 学生Tの やる気 グラフ

T:穏 和で優 しいが、学業に対 して は実 に努力を示 した学生であ る。優秀学生 と して海外

研修 に も派遣 され活躍 した。

1年 生の6月 と11月 は日商簿記検定を 目標 と し2級 まで合格 した。2年 生4月 と10月

は第二種情報処理技術者試験を 目標 とし、10月 に合格 している。 この ときがやる気100

%で あ った。 また、面 白い ことに初めての海外旅行(海 外研修の派遣)の 準備 に もっと

もや る気 を無 くしてい る。研修後の報告によれば、 とて も良か った と喜んでお り、生 ま

れて初めての海外旅行に対す る不安だ けで あったといえる。
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査

ド哨 枚

(注1

tU■ 元 隼a月"日¥m名 イ。 《↓、コンc:e・'ど ジ1

1}… この田rrts、 あなたの追走の勉ttのやる気のfl度ENぺ るものです.気 楽に記入して下さい..'

2)… 過去の記憶を舶りt:.自 分の爵もやる気を起したときの状四をやる気100%と 考えて下さい.自 分g)最 もやる気のなか

nr:と きの状態を0%とtkて 下さい.そ の上でグラフ1二各時点でのやる帆をC%)で 示†カーブを描いて下さい.

3)… やるMカ ーブが上B、 下降 」た場合の理由を下記の項目'±り選んで引出貌(→}と 共にコと号で示 して下さい.

なls、下ILiの理由に飯豊L4い 場合は空聞に理由をM単 な文章で記入して下さ」㌔.

ζれまでに最もやる気を起 したときはいつでしたか.

[豆 コ… でした・
二のときのやるrLをIOO%と 考えて'ドさい。 u

〔やる爪を起こした理由〕

A)新 しい気筒てトスタートしたから

B)学 校生活に夢や期待をいだいτいたから

C)各 種の資惰(免 許など)を 取得したいと思って、、たから

D)授 京t:ついて行二うと思ったから

E)定 期四 があったから

F)授 賞に興味がもてたから

C)入 学凪験があったから、入学眠験に合格したかったから

H)zaMや 補Nが あったから

LV,掌t2生msに 慣れたから

MU)休 暇中だっ.たから

NU)人 間関係(影 堂.友 人、教師、軍旗など)の ため
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45678910
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これまでに最 もやる気をなくしたときはいっでしたか.

LD)学 生生「8に慣れたから

MD)休 耳i中だったから

ND)人 間聞{系{恋愛、友人、教師、家族など)の ため

S)入 学で●て安心Lた から'

R}勉 強がいやになったから

のときでした.こ のと●のやる気 をO%と 考kて 下さい.

〔やる気をなくした理由)

Z}技 震に興味をもてなかつたから

Y)縁 粟htt'つ かしくて面白くなかったから

X}体 鱈がすぐれt;かっ.たから

W}定 期1鵡貫が終ってほっとしたから

Vl侵 食以外のもの 〔クうプ、文化祭、体育祭など}に 関心をもったから

U}tt職 のことで悩Aだ から

T}入 学ttStが終ってほっとしたから

学年 学科名
学生1・4番 名 前 ・ 男 ・@ 卒研室名 クラブ名 体蘇1 文化系

情 報心 理学研 究 室

図4-3-21 学生Uの や る気 グラフ

U:基 礎学力 も高 く、優秀 な成績 を修めた学生である。や る気のカーブか ら見 ると、1年

生10月 頃か らや る気が低下 し、2年 生に進級 したときに体調不良でや る気が最低であ る。

しか し、日常の学生生活では、申 し分がない もめを示 している。また、小学校よ.りず っ

と皆勤であ り、本校 も2年 間皆勤賞を受賞 している。

本来な らば、2年 生の10月 に第二種情報処理技術者試験に も合格 しているはずなのだ

が、卒業研究 を優先 したために、一歩 とどかなか った。卒業研究 は強い指導 と、良 きラ

イバルによ って優秀 な ものを残 した。ただ、教師の欲 目と して燃え るよ1うな熱心 さがな

いのが残念である。 もの ごとに真面 目に努力す る姿勢 と、内なる情熱に対 しては敬意 を

払 えるものを持 っているので、社会に出て も十分に期待で きる学生である。
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査
〔注)

諏iny"月/6・ 学校名 轍,、 づ.v=.4rfジ 叙 身ef]91女

1)… この国査は、あなたの過－Z－の勉学のやる気の搬度をMぺ るものでt。 気楽に記入して下さい。'

2)… 過去の記憶を斬りに、自分の最もやる気を起したときの状態をやる気ICO%と 考えて下さい。自分のbも やる気のなか

ったときの状態を0%と 考iて 下さい。その上でプラフに各時点でのやる気!{%[で 示†カーブを構いて下さい。

3)… やる気カーブが上昇、下降した場合の理由を下記の爪目より選んで引出練{一 ・)と 共に記号で示 して下さい。

なii、'ド記の理由に政些しない場合[t空欄t二理由を簡単な文章で記入して下さい。

⊂れ玄でに最もやる気を起したときはいつで したか⇔

芯 線q茄 砲 口 ・ろ のとさでした.

このときのやる訊を100%と ヴえて下さい.,

v

〔やる爪を起 こした理由)

A)新 しい気持でス9一 トしたから

B)学 校生活に夢や期待をいだいていたから

C)番 目の資格 〔免許など)を 取lfiしたいと思っていたから

D)授 婁について行こうと思ったから

E)定 期試験があうたから

F)授 裏に興味がもてたから

G}入 学賦験があったから、入学lmaに 合格したかったから

H)据 習や補習があったから

LU)学 校生活に慣れたから

MU)休 暇中だっt:から

NU}人 間関係(悪 童、友人、教師、軍旗など)の ため
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ζれ までに最もやる気をなくしたときはいっでしたか.

LD)掌 生生活に慣れたから

MD}休 暇中だったから

ND}人 間関係 〔恋堂、友人、教師、家族など)の ため

S)入 学できて安心したから

R)勉 強が」、や1二なったから

[蚕 莚=二=]… で・た・・のtS・や・…%… て下…

(やる気をなくした理由ユ

Z)授 窒に興味 をもてなかったから

Y}投 業がむつかしくて面白くなかったから

X)体 国がすぐれなかったから

W)定 期試験が終ってほっとしたから

V)撮 菜以外のもの(ク ラブ、文fヒ祭、体育祭など)に 関心をもったから

U)就 職のことで悩んだから

T}入 掌照 が終ってほっとしたから

享年 よ 学緒 情報緒理 学生蕃 名 前 男'⑳ 卒研室名 ク ラブ名 体育某 文化系

情報心 理学 研 究 室

図4-3-22 学生Vの やる気 グラフ

V:好 き嫌いが は っきりと した性格が あるが、責任感 は強 く、指導力 も備えてい る。学校

に対 してそれ ほど期待を持 って いなか ったようであるが、指導 には従 い、資格 も十分 に

取得 した。

やる気カーブによれ ば、1年 生のll月 の 日商簿記検定2級 合格か ら、授業 について行

けな.いことを 示 している。2年 生 に進級 してか らは、 クラスで も影響力のある立場 とな

り、生半可な態度 は とれ な くな った ようである。卒業研究 も熱心に取 り組み 、模範的な

論文を残 した。 また、最後の ワープロ検定 も特別補習で よ く頑張 った。
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査
$注)

踊(92.ft/♂ 臼[今 口i シピ 冠 すに

;;::.蒜繍::零 翼lr纏 ㌍ 蒜 纏 濡;ぼ ぽ ∵・・岨 … 一

,,.ぷr・:㌣ 鴇ll;:ぷ ÷品:瓢:蒜1%㍑ 謹 三 箒 さい.
r;s1.rse,o"T#lr/.:t,sstttい 〔ロ飯 綱 ・二輪 柵 軒 口 で!e入 し τ 下 ㍉'・

～.れ寸でに最もやる頓を起し.たときはい∵でしたか.

蕊 産蓋 し融 舷1・ ・・・…
こ グ・eト の.ち る亨、を・1∩O%とtiて}'さL㌔

〃

〔やそ帆ε起こLた 咋由1

A)"Lい 帆μでス"一・トしたか4

B}ttQT.tSc二 手vngeを いだいrL'た から

C)各 桶の資格1鬼 門4ど}を 取博したいと序っτいさゐ・ら

P)振 雲につt・てt〒こ うと思ったから

E)定rattPtがA－t:h'ら

F)控 室に興味がもてたから

C)入 学atPtが あったから、入挙試貝に合格したかったから

川 目習や補"が あったから

1川 料 姓 活に慣れたから

Mt.|)休 暇中だっt:から

NU}人 聞関係{恋 愛、友人.教 師、實twttど1の ため
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.uぷ を臥 し.下,。_(、/埠)・ ピ・・学年を`己入し・下さ・・→(

4561;w 許

)

1112123伺1

LD)筆 生生活に慣れたから

MD〕 休敵中だつたから

ND}人 間間際 〔磨從.友 人.政 情.家 族など)

、

S:・入学できて安心したかり
、

R)勉 強がいやになったかつ

これまでに最もや る気をなくしたときはいつで したか.

1

〔やる気をなくした理由〕

Z}授 業に興味をもてなかったから

のためY)摂 食がむつかしくて面白くなかったから

x)体 目方「†ぐれなカ・ったから

W)定 期鼠験が終ってほっとしたから

V}授 章以外のもの 〔クラブ、文化祭、ぴ宵祭など)に 関心 をもったから
.

U)杜 職の二とで悩んだから

T}入 学政績が終ってほっとしたから.
.

lo約鍮 廠,鴫 齢 節 のと秦でした。このときのやる気をC%と 脅えて下さい。

クラブ名 体縣 文化副1　r

z学 科 名学年: 繰 越 雀ξil名 前

　　

⑧ ・女 卒研室名

図4-3-23学 生Wの や る気 グラ フ

W:基 礎学力は普通であ った。 日商簿記検定の2.回(1年 生6月 、ll月)に は十 分にやる

気を発揮 して合格 した。 しか し、2年 生4月 の第二種情報処理技術者試験で は、や る気

を100%近 く発揮 したに もかかわ らず合格 で きなか った。 これ以後 、や る気は回復 しな

か った。

理由はいろいろあ るが 、第二種情報処理技術者試験の 目標設定 に無理があ り、勉強の

意欲をそいだことは事実で ある。教 師の指導 と しては、2回 目(2年 生10月)の 合格を

予定 していたが 、本 人の気持 は離れていた。それ までに失敗がなか ったことと、コンピ

ュータ系の科 目が思 ったよ り伸 びなか っ.たことに ショックが あったよ うである。あ と、

少 し頑張 って くれた らと、指導 力不足を感 じた学生であ った。

ノ

、
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宴 勉 学 の や る 気 の 調 査

9f元 年Z月/6・ 轍 郁.鶏 ル ヒ'"タ ピ 冴 パFr権

{注} !)… この闘穴は、あなたの過去の勉学のやる気の程度を鋼ぺるもので†⊃気楽に記入して下さい。.

2)… 過去の記憶を頼りに、n分 のNも やるMを 起したと●の状態 をやる気100%と 考えて下さい.自 分の最もやる気の4か

ったときの状態を0%と 考えτ下さLi。その上でグラフに各時点でのやる気を(%[で 示丁カーブを掻いて下 さい。

3;∵ やる気カーブが上昇、下降Lた 場合の理由t下 記の項目より選んで引出線(→)と 共に1と号で示して下さ、㌔

なお、下記の理由に蹟些しない場合は空欄に理由を簡単な文章で紀人 して下 さ、㌔

ζれまでに殿もやる気を起したときはいつで したか.

し 《賄 方- のときでした.

このときのやる気を100%と ぢえてドさい。

C日 商3級

/
〔やる気を起こした理由〕

A)新 しい気持でス タートしたから

B,学 校生活に夢や期待をいだいていたから

C)各 種の資脩 〔免許など)を 取得したいと思っていたから

Dl段 裏について行こうと思ったから

E)定 期」口凌があったから

F)授 震に興Whhtも てたから

C)人 手拭験があったから、入学}tStに合格したかったから

H〕 ぼ習や補Mhtあ ったから

LU}¥ta1itに 慣れたか ら

MU)休 敵中だったから

NU)人 間関係(恋 愛、友人、教師、9族 なとり のため
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これ までに最もやる気をなくしたときはいっでしたか.

LD)学 生生酒に慣れたから

MD)休 暇中だったから

ND)人 間関係(惑 壬、友人、教師、牢族など)の ため

S)入 学できて安心したから

R)勉 強がいやになったから

のときでした。このときのやる気を0%と 考えて下さい。

〔やる気をなくした理由〕

Z)投 業に興味 をもてなかったから

Y}楼 震がむつかLく て面白くなかったから

X)体 調がすぐれなかったから

W)定 期状験が終ってほっとしたから

V)提 案以外のもの 〔クラブ.文 化祭、ぴ育祭など}に 関心をもったから

U}戟 員のことで悩んだから

T)人 学試験が終ってほっとしたから

学年 生
母
字
幕

∠
ρ
フ
/
乏.'・
.

六
町
癌

.
名科学 名 前 ㊥ ・女 卒研室名 クラブ名 体育系1 文イヒ系

図4T3-24学 生Xの や る気 グ ラ フ

情報心 理学研 究室

X:基 礎学 力は低か ったが、熱心 な学生である。体調不良で休む こともあ ったが、学校の

人気者であ り、好人物 であった。1年 生6月 の 日商簿記検定の ときにやる気100%で あ

ったが 、それ以後 は低迷 している。授業 にっ いていけない というのが理 由であ るが、確

かに基礎学 力的には無理 な面 もあ った。 しか しなが ら、熱心 さがそれ をカバー してお り、

最後 までそれは続いた。 ・

就職時期 にいろいろ悩んだ ことが授業 に対す る興味 をそいだよ うで ある。 やる気の低

迷理 由に体調不良を示 していないのは、彼の意地だ といえ る。

卒業研究 は相当に苦労を していたが 、なん とかや りとげた。第二種 情報処理技術者試

験 も就職先 の関係で卒業時の4月 に合格をめざ して、特訓を受 けに通 っている。 もちま

えの熱心 さが成功を導いて くれる もの と信 じている。
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査
〔注)
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11… この鋼査は、あなたの過去の勉学のやる気の程度を裏ぺるものですe気 楽に記入して下さい。 ・

2}… 過去の記憶を柏りに、自分の最もやる爪を起したと●の状態をやる気100%とtえ て下さい.自 分の最もやる気のなか

ったと●の状態を0%と 考えて下さい。その.上でグラフに各時点でのやる気を 〔%)で 示†h－ プを掻いて下さい.
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〔やろ気を起こした理由】

A)新 しい気筒でスター トしたから

B)学 校生活に夢や期待をいだいτいたから

C)各 種の資格 〔免許など)を 取得 したいと思って,Liたから

D)授 某について行こうと思ったから

E)定 期μ(1蹟があったから

F}提 案に興味がもてたから

G)入 学ぴ験があったから、入学試験に合格したかったから

H)講 習や補Uhtあ ったから

LU}学 峻生活に慣れたから

MU)休 暇中だったから

NU)人 闇関係(恋 女、友人、教師、豪族など)の ため
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LD}学 生生活に慣れたから

MD[休 暇中だったから

ND}人 間関係(恋 文、友人、牧師、算族など)の ため

S}入 学できて安心したから

R)勉 強がいやになったから

これまでに最もやる気をなくしたときはいっでしたか.

憲 ㌔ 級1卒 耗 醗 ・・sで・… の・・のや・気・… 考えて下…

(やる気をなくした理由〕

Z}授 冥に興味をもてなかったから

Y)投 業がむつかしくて面白くなかったから

X)∫本坦力《すぐれなかったから

W)定 期試験が終ってほっとしたから・

V}授 某以外のもの くクラブ、文化祭、体育※など)に 関心をもったから

U)戟 田のことで悩んだから

T)人 学試験が終ってほっとしたから

学年 之 学科名
ldl

ド,・ 一

生
号
学
者

名 前 丹'女 牢研室名 クラブ名 体育系 文化系

情 報心 理学 研 究室

図4-3-25 学生Yの や る気 グラフ

Y:学 校 に対 して 、何 も期待 していない学生であ る。保 護者 も我 々教師 もなん とか しよ う

と、日常の行動 には強い指導を行い、甘えは許 さなか った。1年 生の11月 日商簿記検定

にクラス全体で挑戦す る雰囲気を作 り、彼 も巻 き込ん だ。・それがやる気 カーブに示 され

ている。.、

しか しなが ら、それ以後は クラス全体のム「 ドにも、我関せず とい う立場を取 り、最

後 まで続いた。欠席 も増え、卒業研究 も中途半端 に していたが、卒業資格だ けは欲 しい

ということで 、ぎりぎりの線で ことなきを得た。我 教々 師の指導 力の無 さをっ くつ く思

い知 らされた学生であ った。

皇
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学理2 勉 学 の や る 気 の 調 査

栢 四 コン巳 一フ・ピジ絞 孝門 プ校

〔注}

田査 え.年ユ 月佳 日 学校名

い …この調査は、あなたの過去の勉学のやる気の程度を瑚ぺるもので†.気 楽に記入して下さい.

2)… 過去の記憶を頼りに、「|分の駁もやる気を起したときの状麹をやる気IOO%と 考えて下さい。自分の最もやる気のなか

ったときの状態を0%と 考えて下さい。その上でグラフに各時点でのやる気を(%}で 示†カーブを痛い丁下さい.

3)… やる気カーVhtl:Yt-、 ド降した鳩合の理由を下記の項目より選んで引出線(→)と 共t:sa号 で示して下きい。

な☆、下記の理由に弦些しない鳩合は空聞t二理由.を簡単4SC章 で:e入 して下さい。

これまでに最もやる気を起したときはいつでしたか.

一 つ 日 ・が 似 粍 乙3の ときでし・.

このときの" .るPtMoo%と 考えて下さい。

〔やる気を起こした理由〕

A)斬Lい 気持でスタートしたから

B)学 θ生活に夢や期待をいだいていたから

C)各 棟の資格 〔免許など)を 取得したいと思っでvた から

D)授 章」二ついて行こうと思ったから

E}定 期状験があったから －

F)授 章に興味がもてたから

G)入 学試験があったから、人学試験に合格したかったから

H,原 盤や補習があったから

LU)学}2生 活に慣れたから

MU)休 暇中だったから

NU)人 間関係{恋 愛、友人、教師、1【族など)の ため
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ζれまでに最もやる気をなくしたときはいっでしたかパ

LD)学 生生活に慣れたから

MD)休 暇中だったから

ND}人 聞関係(恋 愛、友人、教師、玄旗など)の ため

S)入 学できて安心Lた から

R}勉 強力「いやに4っ たから

辛 菜研 変 が 告 た のと凪 た。このときのやる気を・%と考えて下さい。

〔やる気をなくした理由〕

Z}授 宴に興味 をもてなかったから

Y)授 集がむつかLく て面Fl〈tsか ったから

X}fホ 倒が†ぐれなかったから

W)定 期試験が終ってほっとしたから

V)授 業以外のもの{ク ラブ、文化祭、体育祭など)に 関心をもったから

U)戟 笛のことで悩んだから'

T)入 学IKStが終ってほっとしたから

学年 ユ 学科名 橋 化 学
番

名 前 彩 衣 卒研室名 ク ラブ名 体育系1 支化系

情 報心 理学 研 究室

図4-3-26 学生Zの やる気 グラフ

Z:基 礎学力 は低か った。 しか しなが ら、自他 ともに認 める努力の人である。何 に対 して

も真面 目で努 力を怠 らなか った。 目標 とした 日商簿記検定(1年 生6月 、11月 、2年 生

6月)に 毎回やる気 を示 している。 コンピュータ系の科 目はギ リギ リであ ったが 、教師

も、彼の努力には敬意 を払 っていた。

.さ すがに、2年 生後半か らの授業にはっいて行けない もの もあ り、特 に卒業研究で は

リタイや直前 まで 自分 自身を追 い込んで しまった。教 師 も忍びない ものがあ るとい うこ

とで大 きな譲歩を示 し、最後まで見守 り卒業 とな った。残念なが ら、 この間のやる気 は

最低であ る。1年 制 な らば、.こんなに苦労 もしなか ったのか も知れない と思 うのは、教

師の勝手であろうか。 』
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4.4や る気 カー ブの 利用

や る気カーブを眺めていると、その学生が ど うしてや る気 を無 くしたのか、また一度無

くしたや る気を どうして起 こ したのか、さまざまな思いが浮かんで くる。あ らためて、や

る気 について考え させ られるのであ る。 このよ うな思いでや る気 カーブの利用方法を考 え

てみ ると、次のような ものが上げ られ る。

①学生個人が 自分のや る気 カーブを眺めて、 自己反省をす る。

②教師が学生のや る気 カーブを眺 めて、分析 し、指導上の反省をす る。

③教師 と学生が一緒 にや る気 カーブを眺めて 、学生の カウンセ リングをす る。

これ らは、IGF法 で描いて もらったやる気カーブの生 デー タをそのまま使 うものであ

り、IGF法 の特徴か ら、調査 してい るその時点で助言やカウ ンセ リングに利用す ること

ができ る。 これは今まで に無か った即時性で あ り、効果 は大 きい。

図4-4-1や る気 カ ウ ンセ リングの イ メ ー ジ

また、や る気 カーブを コンピュー タ処理 して、統計 的データ(や る気 カーブの平均値・

最大値、最小値、標準偏差)を 利用 する方法 も考え られ る。 この場合 のデー タは個人の生

デー タで はないので 、プ ライバ シー保護の対象 とな らない。 したが って、広 く公開するこ

とがで きる。

④やる気 カーブの平均値、最大値 、最小値等を見せて、 自分のやる気 と比較 し、や る

気の自己管理をするよ うに助言す る。

⑤や る気の カウンセ リングにおいて、カウ ンセラーの参考資料 と して提供す る。また

相談者 のや る気をっかむ きっか けに利用 して もらう。
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⑥教員や研究者に見て もらって、少 しで もや る気に関心を持 って もらうようにす る。

5.む す び

今回の調査は、本校でのは じめての2年 制学科の学生を指導 して きた中で、勉学のやる

気 とは何 なのだろ うか とい う疑問に、少 しで も答えを見つけよ うとした試みで あった。 そ

こには、 日頃、学生 に対 して 「や る気を出せ!」 とうるさく指導 して きた立場か ら、 これ

で良か ったのか とい う反省 もこめ られている。

まだ、調査を始 めた段 階であ り、分析等 は不十分であ るが、少 しで も学生 のや る気の実

態をっかむ ことがで きたのでないか と考え る。

今後は、や る気 カーブのデータを活用 して、学生の 日常のカウ ンセ リングに利用 してい

くと共に、や る気 を起 こす理 由や無 くす理 由にっいて、さらには学生 の気質や価値感 につ

いての調査分析に取 り組 んでいきたい。

最後に、今回のIGF法 による調査では、大阪電気通信大学の石桁正士教授 に適切 な御

助言 を頂 くと共に、同研究室 の卒業研究生の方にはコンピュー タ処理をお手伝 い して頂 き、

感謝の意を表す るものであ る。 なお、 コンピュータは、全国共 同利用の大阪大学大型電子

計算機セ ンターのNEACACOSSlOOOを 使用 させて頂いた。
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